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第一話　学園への帰還











　アレンたちがローゼンヘイムを発たって10日が過ぎた。

　今は３月の下旬だ。

　アレンたちは、学園都市にある高級レストランの個室で食事を取っている。

　同じテーブルには華きや奢しやな少年が座っている。

　ハミルトン伯爵家の嫡男リフォルだ。

　ローゼンヘイム軍に属するハミルトン伯爵家が持つ、今回の戦争におけるラターシュ王国側の情報を聞き出す。こちらからも、ローゼンヘイム側の状況も話して情報を交換するのが、リフォルを呼び出した理由の１つだ。

「そんなことがあったんだな」

「まあ、だいたいこんな感じだけど、そっちの情報とそこまでズレはないんじゃないのか？」

「うんうん、まさか２００万の軍勢が攻めてくるなんてって父も言っていたよ」

　リフォルの話では、魔王軍との戦いについて、５大陸同盟のうち中央大陸の盟主であるギアムート帝国が、中央大陸における勝利宣言をしたという。

　ラターシュ王国から参加した軍も、攻め寄せた魔王軍２００万と戦うため集結した要塞から、元居た要塞に帰還を開始したらしい。

（リフォルの情報網は相変わらずだな。ラターシュ王国については、平常運転に戻りつつあると）

　リフォルの話が終わったところで、キールが口を開く。

「リフォルさん、俺の家の者の面倒を見てくれてありがとう」

「キール、私たちは学園の同級生だ。『さん』はいらないよ」

　アレンたちが、学園都市からローゼンヘイムでの戦争に出発するまで、準備期間は１日もなかった。その限られた時間の中で、アレンたちはリフォルに、キールの妹と使用人全員をハミルトン伯爵家で世話してもらうようにお願いした。

　リフォルは２つ返事で了承してくれた。

　ハミルトン家が、取りつぶしにあった旧カルネル家とグランヴェル家の寄り親だったからだ。

　キールと同じく、キールの妹も使用人もカルネル家ではなくなったが、貴族家の娘とその使用人という形で、快く迎えてくれた。

　今日はそのお礼も兼ねている。

　アレンはテーブルに並んだ皿の１つを見る。

　皿の上には、饅頭ほどの大きさで、パンとクッキーの中間のような食べ物がいくつも置いてあり、そのうちの１つを小さな両手に取ってかじりつくモモンガのような小動物がいる。

（女王からソフィーに、精霊神の契約相手が替わったということか。それにしても、精霊神も飯を食べるんだな）

　ローゼンヘイムの戦争が終わり、アレンとその仲間たちが帰還することになった時、ソフィーとフォルマールもローゼンヘイムを離れることにした。

　ソフィーは王位継承権を持つ王女であるが、アレンたちと同行する意志を伝えると、女王は「世界のためにアレン様と共に戦ってきなさい」と言って、同行を許可したのだった。

「リフォルさん、ありがとうございます。お陰で中央大陸の状況が分かりました」

　ソフィーがリフォルに改めてお礼を言う。

「い、いえ、とんでもありません」

　キールに対しては「さん付け」不要と言ったリフォルだが、さすがにローゼンヘイムの王女に対しては、そんなことは言えないようだ。

「ローゼンヘイムもほぼほぼ戦争が終わった感じだな。簡単に説明すると……」

　アレンはローゼンヘイムの状況について説明する。

　攻め寄せた魔王軍は７００万にのぼったこと。それらを３ヵ月近くに及んだ戦争で倒したこと。自分たちの活躍は適当に濁すことにした。

　リフォルの顔には「どうやって７００万もの大軍を」という疑問符が浮かんでいたが、アレンに答える気はなかった。

「リフォルさんが、キールさんのご家族を快く引き受けてくれたおかげで、キールさんはローゼンヘイムのためにご活躍くださいました。……フォルマール、あれを」

「は！」

　何の話かといぶかしむリフォルのところに、席を立ったフォルマールが、離れたテーブルから木箱を丁寧に持ち上げて運んだ。

「こ、これは？」

「リフォル、ローゼンヘイムからのお礼みたいだ。受け取りなよ」

「う、うん」

　つづらのような木箱の蓋を開けると、赤い桃のような実が10個ほどきれいに並べてある。

「こちらはエルフの霊薬です。それほど数はございませんが、どうかお受け取りください」

　ソフィーの言葉に、リフォルは理解したようだ。

　ローゼンヘイムから贈られたエルフの霊薬によって、中央大陸で戦う兵たちが奇跡の回復を見せた。

　肉体の欠損も、消耗した魔力も体力も全回復し、しかもそれが広範囲にわたるなど、聖女の回復魔法を凌駕する、まさに奇跡の御み業わざだ。お陰でかつてないほどの軍勢に攻められたにもかかわらず、これまでで一番犠牲が少なかったと言われている。

　１つを買うのにいくらするのかという話だ。

「あ、ありがとうございます」

「キールの家族をよろしく頼むな」

　今後もキールの妹と使用人の面倒を見てくれとアレンはリフォルに念を押す。

「あ、ああ。だが戦争も終わったし、学園が始まるだろう。学園都市に戻って、一緒に暮らしたほうがいいんじゃないのか？」

　戦争に呼び出されはしたものの、アレンたちはまだ学園の２年生だ。学園は３年制なので、卒業まであと１年ある。

「いや。俺たちはもう学園を卒業するつもりだ」

（学園なんかに通っている暇はないのだ）

「え？　どういうことだよ？」

「学長に話をつけて卒業させてもらうってことだよ」

　そんなことできるのかと思いながら、リフォルはアレンの仲間たちを見るが、誰も問題ないという顔をしているので、何が何だか分からなくなってしまう。

　話が一段落したら、テーブルの上で料理を食べている小動物が何なのか聞こうと思っていたが、そんなことはどうでもよくなった。

　食事会が終了し、店を出てリフォルと別れると、アレンはソフィーに話しかけた。

「もう、話はついたかな」

「問題ないかと、アレン様」

「じゃあ行こうか」

　アレンたちは魔導列車に乗って学園に向かった。校内に私服で入って行く。

（なんだか、気持ちは卒業生だな）

　制服を着ずに学園内を歩いていると、前世でも体験したことのある気持ちになる。

　学長のいる建物に入り、学長室の扉をノックする。

「アレンです」

「うむ、入ってくれ」

　答えたのは、学長とは違う、しかしアレンには聞き覚えのある声だった。

　部屋に入ると、学長は学長席ではなく、会議用のテーブルについている。

　テーブルには２人のエルフがいた。そのうち１人は、アレンもローゼンヘイムで会ったことがある、エルフの大将軍ルキドラールだ。

　学長が驚いたような顔でソフィーを見た。無事に戻ってこられたことが信じられないと思っているのかもしれない。

「ルキドラール、お話はどうなりました？」

「問題ありません、ソフィアローネ様」

　ルキドラールが席に着いたまま、ソフィーに頭を下げた。

「では、卒業は問題ないということですね」

　アレンが念を押す。

「もちろんじゃよ。５大陸同盟に基づく約定のどこにも、３年の修学期間を満了せずに卒業することに抵触する条文はありませんのじゃ。前例とていくつもありますしの。卒業証書はすぐに作ってもらいますのじゃ」

　テーブルの上に置かれていた資料を手に取り、年を取ったよぼよぼのエルフが言った。

　ローゼンヘイムの内政を取り仕切る長老の１人、フィラメールだ。

　２人は、ラターシュ国王に謁見するために、ローゼンヘイムからやってきた。ついでに、アレンたちの学園卒業についても、話をつけてもらっていた。

（俺は別に卒業しなくてもいいんだけどな）

　アレンは学園を卒業してもしなくてもどちらでもいい。たぶんドゴラやクレナもそうだ。

　ソフィーとフォルマールは、ローゼンヘイムの学園を卒業しているから、２度も卒業する必要はない。

　しかし、セシルとキールの２人はそうはいかない。

　セシルは、ラターシュ王国の貴族として、学園を卒業する必要がある。

　キールも、貴族に戻る予定だから、できれば学園を卒業させておきたい。

　そこで、アレンはローゼンヘイムを離れる前に、女王にお願いしていたのだった。

　手段を選ばず、何らかの方法でセシルとキールを卒業させてほしいと。

　そこで、ルキドラール大将軍とフィラメール長老が、用事のついでに話をつけてくれたというわけだ。学長も、アレンたちの卒業には反対しないようだ。

　既に学ぶものはないと思ったのかもしれない。

「フィラメール長老、お手数をおかけしています。ちなみに、国王への謁見はどうなりましたか？」

「アレン殿は政治もできますのじゃな。もちろん、正式な書簡を送っておりますからの、謁見を断る理由はラターシュ王国にはありませんのじゃ」

　長老がニコニコ笑ってアレンの質問に答える。

「じゃあ、俺たちも乗り込むとしようか」
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　アレンたちは、ローゼンヘイムの長老と大将軍とともに、ラターシュ王国の国王に謁見することになった。

「謁見まではどれくらいかかるんですか？」

「そうだな。ラターシュ王国は、謁見は今から10日後と回答してきたな」

（10日か）

　アレンの問いにルキドラール大将軍が答える。謁見の日取りは、ローゼンヘイムが５大陸同盟を通じて、魔王軍に勝利し、戦争が終結したことを全世界に宣言したことと関係があるようだ。

　さらに、ローゼンヘイムは、この戦争で自国に攻め寄せた魔王軍の総数が７００万に上ること、その中に魔神も含まれること。そして、戦争の終盤には勇者ヘルミオスの助力を得て、ほぼ全ての魔獣と魔神を倒したことも、正式に発表している。

　なお、魔神が元ダークエルフであったことは発表されなかった。

　女王が言うには、これはエルフとダークエルフの問題であり、戦争が終結しても、問題の全てが解決するものではないとのことだ。

　ローゼンヘイム南方のギャリアット大陸には、連合国の一部にダークエルフが作る小国がある。今後は彼らと、外交を通じて話し合いの場を設けるところから始めるつもりだそうだ。

（できれば、自分の代で解決したい、か）

　アレンはソフィーを見ながら、女王の言葉を思い出していた。

「10日ですね。では、その前日には、王都に到着できるようにしたいと思います」

　ルキドラール大将軍と長老が頷いた。

「アレン、10日の間どうするの？」

　セシルが今後の予定をアレンに聞く。

「当然、ダンジョンを攻略する。レベル１で王城に乗り込んでも仕方ないだろ？」

「乗り込むって、国王陛下に何をしようとしているのよ……」

　セシルがため息をつきながら、アレンの言葉に呆れている。

「それは、相手次第だな。……そうだ、学長、鑑定の儀で使う、あの黒い板をお借りできますか？」

「鑑定をする必要があるのか？」

　学長はアレンの仲間たちが転職し、レベル１に戻ったことを知らない。

「はい。そろそろ今年度の受験が始まっていますよね。鑑定の儀で使う道具は準備されているはずです。それをちょっと使わせてもらえないでしょうか？」

「別に構わぬが」

　学長はそう言って、試験官に鑑定の準備を指示するために、学長室を出て行った。

（思ったのと違う成長をされたら、戦法や作戦が変わってくるからな）

　昨日、学園都市に帰ってきたばかりで、アレンたちはまだ何もできていない。

　ローゼンヘイムでも鑑定することはできたが、なるべく早くラターシュ王国に戻りたかったので、学園で鑑定することにした。

　ほどなくして学長が戻ってきた。鑑定の準備ができたので、指定の部屋に行くようにということだった。

「では、ルキドラール大将軍、フィラメール長老、王都でお会いしましょう」

「うむ」

　ルキドラール大将軍が返事をする中、アレンたちは学長室を出ていった。

（卒業証書授与式は別にいいか。正規の卒業じゃないしな）

　学園では、３年間の授業を終え、全学園共通の課題をクリアするのが、正規の卒業方法である。

　この場合、年度末に講堂で卒業証書の授与式が行われ、学長から卒業生１人１人に卒業証書が渡される。

　だが、そんなことをするくらいなら、その時間を使って、ダンジョンでレベルを上げたい。

　アレンは一応、仲間たちにも、授与式に参加したいかを確認したが、セシルにも今更だと言われてしまった。アレンの仲間たちも、常識の枠からもうずいぶん外れてしまったようだ。

　アレンたちが学長から言われた部屋に入ると、試験官が漆黒の板と水晶を準備して待っていた。

「すみません、お手数お掛けします」

「いえいえ。さあ、どなたからでも大丈夫ですよ」

　全員の鑑定を進めていく。

　鑑定結果が出るたびに、試験官がドン引きする。




[image: ]




「なんか皆、随分鑑定結果がよくなっているんじゃない？」

「うんうん！　強くなりそうだ!!」

　セシルの言葉にクレナが頷いた。

　ドゴラやキールも、漆黒の板を見てかなり嬉しそうにしている。

　転職して職業は変わり、能力値は良くなっているようだ。

「セシルの能力値は、俺のレベル60までの時とまったく同じだな」

「そうなの？」

　アレンは魔導書を開き、５歳の鑑定の儀のあと、創造神エルメアから送られてきた鑑定の儀の結果を見せた。
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「本当。そう言えば、ヘルミオス様もそんなこと言っていたわね」

「俺の能力値は大魔導士に似ているって言っていたが、その通りだったな」

（たぶん、勇者はパーティーに大魔導士がいるからそう思ったんだろう）

「でも、60までのってどういうこと？」

「ああ、それか。ちょっと見てみてくれ」

　アレンは水晶に手を当てる。

　水晶から激しい光が放たれ、漆黒の板に鑑定結果が表示される。能力値はすべてＥだ。

「相変わらずね」

「これは成長速度を勘案したものなんだ。レベル61以降のステータス上昇値だけで見ると、こんな感じになる」

　アレンは魔導書に今の能力値を表示させる。
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「な、お前どういうことだよ。Ｓより高えじゃねえか！」

　ドゴラが食い気味に反応する。

「ああ、それまではレベルが上がったときの能力上昇値は40が上限だったけど、レベル61を超えたら、攻撃力と耐久力以外は40を超えて上昇するようになったんだ」

「なんなんだよ。お前ってすげえんだな……」

　ドゴラが感嘆する。

　レベル61以降は、全ステータスの上昇値がそれまでの倍になっている。

　これがノーマルモードを超えたということなのだろう。

（きっと、エクストラモードの限界を超えた時にも、上昇値は変わるんだろうか。つまり、まだヘルモードの入り口にも立ってないってことか）

　やり込みの魂が騒いできて、ぐふぐふと笑ってしまうアレンを、クレナがニコニコしながら見ている。

「アレン、何だか嬉しそうだね」

「ああ、クレナ。やっと始まったって気がするよ。クレナもすぐに転職して、もっと強くならないとな」

「うん！」

　クレナはもう１回転職ができる。なるべく早く、星５つの勇者だった時のヘルミオスの域に達してほしいと思う。

　アレンは学園を受験する際に記録したヘルミオスの能力値を確認した。
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（クレナは少なくともこれくらいの能力値には達すると。あとはノーマルモードでＳを超えることができるのかって感じだな）

　今のところ、アレンは、レベル61を超えてからの自分以外で、ステータス上昇値が40を超えた例を知らない。ぜひこの辺りも検証したい。

「さて、今日はホテルに戻って明日からダンジョン攻略だ」

　学園を無事に卒業したアレンたちの新たな活動が始まるのであった。
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　学園で卒業の手続きをしてから９日が経ち、アレンたちはラターシュ王国の王都にある王侯貴族御用達の高級ホテルにいた。

（相変わらず、歴史情緒ある街並みだな）

　アレンは１人、朝日の差し込む窓から城下町を見下ろしていた。

　学園の授業では、ラターシュ王国の王都は建国以来、一度も遷都していないと習った。

　中世ヨーロッパのようなこの世界でも、さらに古い雰囲気の街並みが残っている。

　50年かそこらの間に作られた学園都市と違って、魔導列車も走っておらず、行き交う人々に混じって、馬車が走っている。

　ダンジョン攻略を切り上げたアレンたちは、昨晩遅くにこの高級ホテルに到着した。

　高級ホテルでは、先に王都に着いていた、ルキドラール大将軍とフィラメール長老が待っていた。

　国王への謁見は、今日の午後に行われるということだ。

　アレンは簡単に身支度をして、１階のエントランスホールに下りた。

　エントランスホールのソファーでは、キールが１人で座っている。

「おはよう。キールが一番か」

（あまり眠れなかったのかね）

「ああ、おはよう。……なあ、あんなもの作ってしまってよかったのか？」

　キールがアレンを見上げて言う。

　昨晩、ルキドラール大将軍とフィラメール長老に会ったあと、アレンと仲間たちはあるものを作った。どうやらキールには、それが悪いことのように感じられているようだ。

　キールのためにしたことなのだが、複雑な心境のようだ。

「いいんじゃないのか？　証拠もないんだし」

「そうかもしれないけど……」

「相手はあの国王だからな。万一のときのための用心だ」

「気楽に言ってくれるよな……こっちは将来がかかっているんだけど」

「まあ、貴族なんて興味ないからな」

（全くない）

「まじかよ。農奴がどう生きてきたら、貴族に興味がないって言えるんだ。前世の記憶のせいなのか？」

「そうじゃないかな。まあ、キールの願いが叶うといいが」

　キールは、カルネル家を再興し、妹ニーナと使用人に帰る場所を作ってやりたくて、学園都市にやって来た。ローゼンヘイムの戦争に参加したのも、ラターシュ王国の先王から提示された、カルネル家再興の条件を満たすためだ。

　今回、ローゼンヘイムの重鎮２人が国王へ謁見するが、アレンたちはこれに同席して、キールが戦争で活躍したことを訴えるつもりだ。

（皆、それぞれ願いがあると）

　農奴、あるいは平民として生まれ育ったクレナとドゴラは、小さいころから騎士ごっこをしていたために、今でも騎士に憧れている。

　ローゼンヘイムの王女であるソフィーは、国と民のためになろうとしている。その民であるフォルマールは、ソフィーを守ることに命を懸けている。

　アレンがパーティーのリーダーとなり、同じ目標に向けて進んでいても、仲間たちそれぞれに生まれや立場が違い、願うことも違っているのだ。

「あら、キール、アレンも早いわね」

　貴族として着替えをしっかり済ませたセシルがエントランスホールに現れる。

「当たり前だろ……ああ、緊張するぜ」

（そういえば、セシルの願いって何だろう。ミハイさんの復讐かな。魔王軍と戦っている時、たまに厳しい目をしていたし）

　大魔導士になれたことは喜んではいるが、それで願いが叶うということでもないらしい。貴族院を卒業して、今は王城で働いている、２歳年上で兄のトマスがグランヴェル家を継ぐようだから、家を守り、もり立てることが願いでもなさそうだ。

　そうこうしているうちに、ソフィーとフォルマールが、クレナとドゴラがエントランスホールに下りてくる。

「さて、みんな揃ったし、冒険者ギルドに行くぞ」

　全員揃ったところで、アレンが号令する。王城に向かう前に用事を１つ済ませることにする。

　冒険者ギルドは、ホテルを出て、大通りを数分歩くと見えてきた。

　受付では、係員が用件を聞いてくる。

　オークションで落札した物の受け取りにやってきたと伝える。

「こちらで少々お待ちください」

　個室に通され、しばらく待っていると、ギルド職員が大きなものを乗せた台車を押してきた。台車の車軸がミシミシと鳴っているところからして、相当重いようだ。

「結構大きいな……大丈夫かな？」

　心配そうにキールが言う。

「多分大丈夫だ」

　アレンが答える。

「いや、ドゴラに聞いたんだが」

「……」

　ドゴラは、無言で台車にかがみ込み、乗せられている物に付けられた取っ手を両手で握る。

　深く息を吸い、フンッと吐きながら、台車で運ばれてきたもの──オークションで落札したアダマンタイト製の大盾を持ち上げた。

「持てたな。両手斧と一緒に使えそうか？」

「ああ、たぶんいけそうだ。……かなり重いけどな」

　ドゴラは大盾を左手に持ち替え、壁に立てかけていた両手斧を右手で摑んだ。両腕の筋肉がパンパンに張っている。

（ドゴラの力次第ってことか。レベルが上がれば解消されるかな）

　ローゼンヘイムの戦争で魔族や魔神との戦いを経験し、アレンはこのパーティーに足りないものがあると考えた。

　それはパーティー全体の守備だ。

　アレンやキール、ソフィーの補助で耐久力は上がるが、それでもパーティー全体の守りに不安がある。

　特に上位魔族や魔神との戦いは、かなり厳しかった。

　これから攻略しようと思っているＳ級ダンジョンは、ヘルミオスの話によれば、Ａランクの魔獣が跋ばつ扈こしているという。

　ローゼンヘイムでの戦争でも、Ａランクの魔獣を相手にしたのは、同時に３体程度だった。あの時もけして楽ではなかったが、Ｓ級ダンジョンではそれどころではないということになる。

　そうなると、攻めと守りのバランスを意識する必要がある。

　クレナが両手剣で攻撃面を担うように、ドゴラには大盾で守備面を担ってもらう。

　今は持つのがやっとでも、今後ステータスがさらに上がり、盾術のスキルレベルが上がって行けば、扱えるようになるのではという作戦だ。

「かなり重いけど、頑張って持ってくれ」

「ああ」

「品物に間違いはありませんか？」

　ギルド職員が聞いてきた。

「はい、間違いありません。いくらで落札してくれたのでしょうか？」

「はい、手数料込みで金貨３６００枚になります」

（金貨５０００枚もしなかったな）

　アレンは金貨３６００枚を渡した。

　このアダマンタイトの大盾の代金は、アレンが払うことにしている。

　皆、ステータス１０００増加リングを落札したためそこまでお金に余裕がないし、パーティーの戦力アップにつながる物は、初期投資ということでアレンが支払う旨を話し合っている。

　そして、仲間たちには、今後は互いに融通し合おうと伝えている。

　Ｓ級ダンジョンに入れば希少な武器や防具、魔法のアイテムが手に入るだろう。

　しかし、仲間たちそれぞれが必要とする装備が、均等に手に入るわけもないはずだ。

　だから、ダンジョン攻略中に希少なアイテムが手に入っても、譲り合うべきだ。

　そうすれば、互いに補い合うことで、バランスをとりながらパーティーの総合力を上げていける。

　金貨を受け取った冒険者ギルドの職員は顔色ひとつ変えなかった。15歳にもならないアレンたちが、金貨３６００枚という大金を持っていても驚かないのは、既にＡ級ダンジョンを５つ制覇しているパーティーであると分かっているからだろう。

「間違いございません。ほかになにかご用事はございますか？」

「Ｅ、Ｄ、Ｃランクの魔石をできるだけ募集したいと思っています。今お願いできますか？」

「もちろんです」

（うしうし、学園都市でも募集していたが、こっちでもできるだけ購入しておくぞ）

　学園都市に戻った時に魔石の募集を再開したのは、ローゼンヘイムでの戦争で、魔石も回復薬も減ってしまったためだ。

　今後はＣランク以下の魔獣を倒す機会が減るだろうから、募集のタイミングは逃せない。

（まあ、小国のラターシュ王国で鬼のように募集したところで、魔石の相場は変わらないしな）

　５大陸同盟の中で、魔石の最大輸出国はバウキス帝国だ。ダンジョンが多く、魔石を持ち出す冒険者も多い。したがって、魔石の相場はバウキス帝国のお陰で安定している。

　ちなみに魔石の最大輸入国はローゼンヘイムだ。ダンジョンが少ないので、ギアムート帝国から買い入れることが多かったという。そのギアムート帝国も、輸出の方がやや多い程度だ。

　アレンは万単位の魔石の募集を行う。取りに来られなかった場合は、手数料を払って、王都にあるグランヴェル子爵の館に郵送してもらうことにした。

「さて、もうすぐ王城に行かないとな」

　大盾を手に入れ、魔石も募集したのであとは王城に行くだけとなった。

　ルキドラール大将軍とフィラメール長老のいるホテルに戻るのであった。













第二話　謁見











　アレンたちは、ルキドラール大将軍とフィラメール長老、そして10名ほどのエルフたちと共に、高級ホテルに迎えに来た豪華な馬車に乗って、ラターシュ王国の王城に向かった。

　王城の門には、多くの役人が迎えに出ていた。

　そこから案内された一室も豪華で、数年前まで開拓村の平民だったドゴラは、こうした待遇に落ち着かない様子だ。

「なあ、俺なんかが来てよかったのか」

　ローゼンヘイムでは、今いる王城ほど絢けん爛らん豪華ではなかった。女王のいる建物であっても、自然との調和を重んじるエルフの建物らしい木目調を大事にした素朴さがあった。それと比較していたりもするのだろう。

「あ？　いいんじゃないのか？　国王からしてみれば、ソフィーと大将軍、長老以外は、いてもいなくても気にしないだろ」

　そんなこと気にしても始まらないぞと、アレンは盛り付けられた果物を手に取りバリバリ食べる。

　クレナも一緒になってモリモリ食べる。

「さっき昼食あんなに食べたでしょうに」

　どこからそんな食欲が湧いてくるのかと、セシルがため息をつく。

　しばらくそうしていると、扉がノックされ、光沢のある高級そうな服を着た役人が入ってきた。

「大変お待たせいたしました。謁見の準備が整いましたので、こちらにお越しください」

「なんのなんの、貴国の迅速なご対応、痛み入りますのじゃ」

　フィラメール長老がよぼよぼと席を立つ。

　ローゼンヘイムとラターシュ王国は、正式な国交を結んでいない。今回、公式の文書を送って申し入れたとはいえ、10日で謁見まで漕ぎ着けたのは、十分迅速な対応をしてくれたものと言って良いだろう。

「ただ、謁見の間にそのような持ち物は……」

　役人がフル武装のアレンたちを見て、気まずそうに言う。ドゴラなどは、右手には両手斧、左手にはさっき買ったばかりの大盾を持っている。

（やっぱり、武器を持っては謁見できないよな。学園武術大会のセレモニーの時と同じだ）

　学園武術大会で優勝した際に、アレンは王太子に会っているが、その際も武器を持ってはいけなかった。

　だが、その辺も織り込み済みで、アレンたちはフル武装でやって来ていた。

「これは失礼しましたのじゃ。ラターシュ王国はお互い武装はなしでの謁見が流儀、ということを存じませなんだ」

「え、そ、そういうわけでは……」

（フィラメールのお爺ちゃんが外交力全開な件について。伊達に帝国とやり合っているわけではないな）

　フィラメール長老は、ソフィーによると、ローゼンヘイムの外交を一手に引き受ける人物ということだった。

　普段から海を挟んだ隣国であり、大国でもあるギアムート帝国と外交面でやり合っているし、５大陸同盟の国家間の会議に出席すれば、世界を動かすような発言もしてきた。

　ローゼンヘイムは、女王が国家元首を務めるが、政治を動かすのは長老会である。

　長老会には全部で12人の長老がいて、それぞれ農業、道路や水路などのインフラ、財務など、担当分野が異なる彼らの合議で、ローゼンヘイムは動いている。

　それぞれが担当分野のエキスパートだが、内政担当がほとんどの長老の中で、数少ない外交分野の担当がフィラメール長老なのだ。

　当然、ラターシュ王国もフィラメール長老がやって来たことを知っている。

「フィラメール。あまり無礼なことを言うものではありません。ラターシュ王国が武装して外国からの使者を迎えるような、非礼をなさるわけないでしょう」

　ソフィーがフィラメール長老を窘たしなめるが、それは口だけのようで、目は、これを聞く役人の目をじっと見ている。

「は、ソフィアローネ王女殿下。重ね重ねご無礼をいたしましたのじゃ」

　その様子を、息を吞んで見ていた役人は、もう少し待ってほしいと言って部屋を出て行く。

　30分ほどしてから再びやってきて、謁見の間の武装は最小限にしているので、非武装で来てほしいと言う。

　フィラメール長老とソフィーには、これ以上ここで粘るつもりはないようで、「それでは」と、武装を解いて役人に付いて部屋を出た。

（精霊神は肩に乗ったままなんだな）

　アレンは前を行くソフィーの肩を見る。そこにはモモンガに似た小動物がいる。精霊神ローゼンだ。

　役人は武装を解除させるのに必死で、精霊神に気づかなかったのかもしれない。

　役人に案内されて進む廊下は、壁には絢爛豪華な内装が施され、足元には綺麗な模様の絨じゆう毯たんがどこまでも延べられている。

　こういった世界もあるんだなとアレンが思っていると、ゆく手に大きな扉が現れた。左右に１人ずつ、警護の騎士が立っている。

　アレンたちが近づくと、扉が内側から開かれる。

　その中が謁見の間だった。

　両開きの扉から一番奥の玉座まで、深紅の絨毯が続いている。両側には、煌きらびやかな服を着た大臣や貴族たちが何人も並んで、アレンたちを横目に見ては、ざわざわとしている。

　ソフィーを先頭に、左右にルキドラール大将軍とフィラメール長老が謁見の間に入る。アレンとその仲間たちが続き、さらにその後にさまざまな荷物を手にした10名ほどのエルフたちが続く。

（グランヴェル子爵は来ているかな。お、いたいた）

　歩きながら、アレンは居並ぶ貴族たちの中にグランヴェル子爵を見つける。

　子爵は下級貴族のためか、国王と派閥が違うからか、扉に近い位置に立っている。

　そして、今年に入って即位したばかりの国王はというと、絨毯が作る道の先の玉座でふんぞり返っている。

　玉座の前後には、数名の近衛騎士が油断なく立っていて、そのうち、最も玉座に近い位置に立つのが近衛騎士団長だろう。謁見の間に踏み込んでからずっと、アレンたちをじっと見つめている。

　玉座の隣の席には王妃が、そして二人の横には、王族と思われる着飾った人々が座っている。

　キールに守らせようとした王女はこの場にはいないようだ。

（即位したばかりの国王は、あくまでも王威を示すと）

　国王との謁見は、個室で国王や大臣と数名でひっそりと行う場合もあるし、今回のように大広間で派手に行う場合もある。

　今回、ローゼンヘイムの重鎮がやってくることは、国王だけでなく王城のだれもが知っている。

　王威を示すためだけでなく、こそこそと会うこと自体できなかったのかもしれない。

　ソフィーが、謁見の間の中ほどで立ち止まった。

　国王が玉座から、居並ぶ大臣のうちで、一番玉座に近い人物に視線を送った。

　その人物は軽く頷くと、絨毯の上に進み出て、ソフィーに向かってこう言った。

「ローゼンヘイムの方々、此こ度たびは遠路はるばる、よくぞお越しくださった。私はこの国の宰相を務めるもの。お見知りおきを」

　彼が口を開くと、ざわついていた貴族たちが一斉に静まり返った。ソフィー、ルキドラール大将軍、フィラメール長老に、全員の視線が注がれた。

「ラターシュ国王陛下、そしてご列席の皆様、お初にお目にかかりますのじゃ」

　まず口を開いたのはフィラメール長老だった。

「私はローゼンヘイムのフィラメールと申す者。本日は、なによりもまずローゼンヘイムの民の１人として、ラターシュ王国に感謝を述べさせてくだされ。よくぞあのような状況で、貴国の貴重な英傑たちを送り出し、我が国を救ってくださったのじゃ」

　そこまで言うと、長老はゆっくりと左右を見回してから、国王に顔を向け直し、深々と頭を下げた。

　ラターシュ王国の思惑がどのようなものであったとしても、アレンたちを救援に送り出してくれなければ、ローゼンヘイムは間違いなく壊滅的な打撃を受けていただろう。ティアモの街は陥落し、あるいは女王は殺されていたかもしれない。最悪の場合、エルフという種族が滅んでいたかもしれない。

　とはいえ、ここまで丁寧に、そして大げさなしぐさで感謝を表されるとは思っていなかったのか、

「う、うむ。我が国も貴国も、同じ５大陸同盟国の一員である。助け合うのは当然のことであるからな」

　答える宰相はなんとなく恐縮した様子だった。

「さて、国王陛下、ならびにラターシュ王国の皆様に、ご紹介申し上げなければならぬ方がいらっしゃるのですじゃ」

　長老がそう言うと、ソフィーがスッと前へ進み出た。

　顔を上げ、背をぴんと伸ばしたその佇たたずまいには、緊張した様子はない。

「う、うむ」

　宰相、そして居並ぶ大臣、貴族たちが息を吞む。

「こちらはローゼンヘイムの王女であられるソフィアローネ殿下ですじゃ。此度は、母君である女王陛下の名代として、我らとともにお越しくださった」

　女王の名代ということは、ソフィーは、５大陸の盟主の１人であるローゼンヘイムの女王から、全権を委任されているということだ。

　ソフィーはふんわりと微笑み、国王に顔を向けながら、その場にいる人々すべてに語りかける。

「わたくし、ソフィアローネは、ローゼンヘイムを代表して、ラターシュ王国の英断に、心から感謝いたします。ローゼンヘイムは誰一人として貴国の御恩を忘れません。ローゼンヘイムは永と久わにラターシュ王国と共にあり、貴国が苦難に喘あえぐときには、必ずお助けいたします」

　ソフィーが言い終えると、ラターシュ国王が玉座を立った。ソフィーを見つめ返し、口を開いた。

「その言葉、ラターシュ王国を預かるものとして、ありがたく受け取らせていただこう……ん？」

　この時、国王はソフィーの肩に、モモンガのような小動物が乗っていることに気づいた。

　その小動物が自分をジッと見つめているので、国王も小動物を見つめ返す。

　国王が黙ってしまったので、謁見の間は不思議な沈黙に支配された。

「国王陛下、いかがなされました？」

「ローゼンヘイムでは、王族は誰でもそのような小動物を肩に乗せているのか？」

　ソフィーの質問に、国王が質問で返す。

「そうではありません。……ローゼン様、ラターシュ王国の国王陛下がお話をなさりたいと仰ってますわ」

　ソフィーが肩の小動物に話しかける。

　それを聞いた国王が、

「ローゼン？　……ローゼン！」

　と、驚きの声を上げる。

　国王の声を聞いた貴族たちが、次々とソフィーの方を見たのは、エルフの信仰する精霊王ローゼンのことは、才能のない王族貴族が通う貴族院を卒業した者なら誰でも知っている。

「精霊王がこの場にやって来ているのか？」

「あの小さな生き物がそうなのか？」

「ば、馬鹿、指を差したりなどするな!!」

　貴族たちのざわめきが次第に大きくなる中、ソフィーの肩からモモンガに似た小動物──精霊神がゆっくりと浮かび上がる。その高さがソフィーの頭を超え、ルキドラール大将軍の頭を超えていくに従って、ざわめきは急速に静まっていく。

　そして、静まりかえった謁見の間に、精霊神の声が響いた。

『人の子よ。僕は精霊神ローゼン。僕のかわいいエルフたちを救ってくれたお礼を言うよ。はは』

　空中から精霊神に見下ろされ、国王は息を吞む。

　精霊神がソフィーの肩の上に戻っても、謁見の間はしんと静まりかえったままだ。

　国王をはじめ、誰もがあっけにとられて、何も言えないでいるのだった。

「ローゼン様をお連れしましたことからもお分かりのように、我らローゼンヘイムの者は、貴国にお礼を申し上げに参上した。もちろん、手ぶらではありませんぞ。ぜひともお納めいただきたいものをお持ちしましたのじゃ」

　静寂を破ったのは、フィラメール長老の声だった。謁見の場で礼物を渡すことは、謁見を求める公式文書に記載して、ラターシュ王国に通知してある。

　長老の言葉を合図に、アレンたちの後ろに立っていたエルフたちが、それぞれ両手に木箱を抱えて進み出た。

　貴族たちの後ろに控えていた王国の役人たちが、慌てて進み出て、エルフたちから木箱を受け取る。

「数百万の魔王軍に攻められ、数を減らしてしまいましたが、これはローゼンヘイムの秘宝、エルフの霊薬でございますのじゃ」

　木箱には、１箱につき10個のエルフの霊薬が入っている。

　フィラメール長老の言葉を聞き、謁見の儀に参加する貴族たちが、再びざわめきだした。

「エルフの霊薬とはなんだ？」

「知らないのか？　奇跡のような回復薬だそうだ」

「それにしても、数百万の魔王軍とは数を盛っているのではないのか？」

「そんなことを言うな。本当かどうかはこれから明らかになる話だ」

　戦争が終結して間もないからか、ラターシュ王国ではまだ、ギアムート帝国とローゼンヘイムがそれぞれ公表している魔王軍の総数についての検証が済んでいないようだ。

「貴重な品をいただき、国王陛下に代わって礼を申す」

　役人に運ばせた箱の中身を確認し、宰相が言う。

「なんのなんの。では、いよいよ本題に入らせていただきますのじゃ。我らは、ローゼンヘイムを代表し、ラターシュ王国へお伝えしたいこと、提案させていただきたいこと、そしてお願いしたいことについてお話しするために、本日、こうして国王陛下に謁見を賜りましたのじゃ」

「伝えたいこと？　提案？　願いごととは？」

「左様ですのじゃ。ですからの、提案したいことと、お願いしたいことについては、のちほどにさせていただくとして……まずは我らが、魔王軍との今回の戦争を踏まえて、国内の人事に関して決定したことを、貴国にもお伝えいたしたいのですじゃ。何故かと言えば、これは貴国にも関わることでありますからの」

「そ、そうなのか。それはどのような事であるのか？」

　宰相の質問にすぐには答えず、長老はソフィーを見る。ソフィーが頷くと、すかさず後方にいるエルフの１人が進み出て、長老に丸めた羊皮紙を渡した。

　長老がそれを広げると、謁見の間のざわめきが消える。

「では、発表しますのじゃ。……ラターシュ王国ご出身のアレン殿に対し、此度の戦争における功績を称えるとともに、今後のローゼンヘイムに欠くべからざる助力をいただくため、ローゼンヘイムの『参謀』に任ずることとする」

　長老がゆっくりと羊皮紙を巻き取る間に、謁見の間にざわめきが戻ってきた。

　国王と宰相は互いに顔を見合わせる。国王が頷き、宰相が長老を振り返って口を開いた。

「フィラメール殿、『参謀』とは、貴国においてどのような役職であるのか？」

「参謀は軍職ゆえに、私から説明させていただく」

　ルキドラール大将軍が進み出た。宰相と国王の注目が自分に向けられたことを確認してから、大将軍は名前を名乗り、参謀について説明を始める。

「『参謀』は、ローゼンヘイムの軍において『元帥』に次ぐ立場である。その役目は、主に戦略や戦術について元帥に助言し、戦場においては将軍への作戦指示を行うことである。長らく不在であったが、今回の魔王軍との戦いで、その必要性が見直されたことと、適任者が現れたために、長老会の合議で復活させたものである」

　大将軍がきびきびと説明をする間、それを聞く宰相の顔がみるみる青ざめていく。

「ば、馬鹿な、元帥に次ぐ立場ですと？　将軍より立場が上ということではないか？　学園を卒業もせぬ者に、軍を動かす権限を与えるなど……」

「いや、我ら大将軍より上の立場である。アレン殿はそれだけの働きをされたのだ」

　ルキドラール大将軍がそう言い切ったことで、貴族たちのざわめきが一気に大きくなる。

　彼らのほとんどから見れば、アレンはただの黒髪の少年だ。もちろん同盟国の救援に派遣されるくらいだから、それなりに優秀なのだろうが、それならばラターシュ王国内で評価されているはずである。まして、５大陸同盟の盟主の１つであるローゼンヘイムで軍のナンバー２になるとなれば、前代未聞のできごとだったからだ。

「この決定は、アレン殿の希望を受けてのものですが、『参謀』職の復活と叙位は、女王陛下と長老会の総意でありますじゃ。ローゼンヘイムのためにアレン殿のなさったことを考えれば、当然のことと我らは思うておるのですじゃ」

　フィラメール長老が話を継いだ。

「今後、貴国におかれても、アレン殿の活躍に褒美を賜ることもありますじゃろうが、こと叙位の話となれば、軍職は爵位も同じ。となると、勝手で申し訳ないが、事後のお伝えとさせていただきましたのじゃ」

「う、うぬ」

（そうそう、早い者勝ちだからね）

　アレンは、ローゼンヘイムを発つ前に、女王から「魔王軍との戦争で活躍したことのお礼をしたい」と言われた時のことを思い出している。

　その時アレンは、「どんなものでもいいので、ラターシュ王国の貴族に相当する立場が欲しい」とお願いをした。

　これは、さらに以前、キールが貴族に戻る方法を探していたとき、グランヴェル子爵から聞いた、貴族に関する説明から思いついたことだった。

　グランヴェル子爵が言うには、この世界で一般的に言う「貴族」とは、国に仕えることになった者、国に貢献した者に授けられる位の総称であり、どのような経緯や理由で位を授けられるかにかかわらず、最終的には国王かそれに類する立場の人間の決定が必要となるのだった。そして、同じ理由で、１人の人間は、１度に１つの国でしか貴族の位を賜ることはできないのである。

（先によその国で貴族になっちゃえば、ラターシュ王国の貴族になることもなくなるし、つまらん命令書で戦場に行くこともなくなるわけだ。ぐふふ）

　そうしたアレンの思惑を知ってか知らずか、女王は長老会に召集をかけ、会議の結果、「参謀」の位を復活させ、アレンに叙位した。

　これは、エルフには「精霊のもとに皆平等である」という信仰があり、そのためローゼンヘイムでは王族以外に、他国で「貴族」と呼べるような立場を設けていないが、将軍や長老など、国防や政治に関わる役職ならば貴族と同じ位であろうという認識が理由である。この認識は、５大陸同盟参加国の間で共通のものでもある。

「参謀」といっても、基本的には何もする必要がないと女王は言う。アレンも、もしその必要があれば助力は惜しまないと伝えている。

　こうして、アレンが求めた自由な立場が手に入ることになった。これだけでもローゼンヘイムに駆けつけた甲斐があるというものだ。

「正式な文書はのちほど送らせていただくとして、まずはご理解いただけましたかの」

「そ、そうか分かった」

「ご理解いただけてなによりですじゃ。さて、次は提案させていただきたいことの話に移らせていただいても、よろしいかの？」

「うむ、……どういった内容であるか？」

　応じる宰相の顔に、何を言われるのかと不安がるような表情が浮かんでくる。

「現在、貴国と我が国の間に正式な国交は結ばれておりませんな。ぜひ、この機会に、正式な文書を交わした上で、できればお互いに外交官を常駐させる形の国交を開始させていただきたいのじゃ」

　フィラメール長老が言い終わらないうちに、

「なんと!?　それはありがたい!!」

　先ほどの不安げな表情を吹き飛ばす勢いで、宰相は謁見の間に歓喜の声を響かせる。

　国王も玉座から身を乗り出して目を輝かせている。

　フィラメール長老が言ったように、ラターシュ王国が現在５大陸同盟の盟主国のうち、公式に文書を交換して国交を結んでいるのは、ギアムート帝国だけだ。

　もちろん、他の４つの盟主国と輸出入などの交流はあるものの、互いの都に外交官を駐留させるようなことまではしていない。

　だが、ギアムート帝国は、その国力を笠にきて、たびたび厳しい要求を突きつけてきた。一方のラターシュ王国には、押し付けられる無理難題をそう何度もはねのけられるような国力がない。

　ここでローゼンヘイムと正式な国交を結ぶことができれば、今回、救援の見返りに貴重なエルフの霊薬をくれたように、こまった時にはエルフの部隊を中央大陸へ派遣してもらうよう要請できるかもしれない。あるいは、外交官とともにラターシュ王国内に駐留してもらうなど、ギアムート帝国を牽制する後ろ盾になってもらえるかもしれない。

　ラターシュ王国にしてみれば、５大陸同盟の中での立ち位置が変わるかもしれない提案だった。

（喜んでいるみたいだが、今後はローゼンヘイムもラターシュ王国に圧力を掛けられるというものだな）

　アレンとしては、新しい国王が即位してからのラターシュ王国には不安な点が多い。

　だからといって内政などに興味はないし、国王を打倒する気もない。

　だが、ローゼンヘイムとラターシュ王国に国交が結ばれれば、万一、その必要ができた時には、ローゼンヘイムを通じて内政に干渉することもできるだろう。

「そして、最後のお願いごとですのじゃが」

「う、うむ。なんだ？」

　外交のことで頭がいっぱいの宰相に、フィラメール長老が語り掛ける。

「ソフィアローネ殿下とアレン殿に、力をお貸しいただきたいのですじゃ」

「力を貸す？　それはどういうことだ？」

　宰相の疑問の声が再度、謁見の間に響く。

「此度の戦争で、我が国は魔王軍の侵攻により、多くの要塞が陥落、街も破壊されましたのじゃ」

「う、うむ」

　フィラメール長老の語る内容に、宰相は傾聴する。

（フォルテニアも破壊されたしな。魔王軍マジ許さん）

「今後、我らは強い意志で魔王軍と戦っていくつもりじゃ。そこで、女王陛下はソフィアローネ王女殿下に、ローゼンヘイムを離れ力をつけるようにおっしゃった」

「そ、それは、つまり」

　宰相は肩に精霊神を乗せたソフィーを見た。

　ローゼンヘイムの王位継承権を持つ王族は彼女１人ではない。

　しかし、精霊神が２柱いるという話も聞いていない。

　ということは、この王女こそ、次期女王ということになるのではという話だ。

「そこで、ソフィアローネ王女殿下は、バウキス帝国のＳ級ダンジョンに挑戦なさろうとしておりますのじゃ」

「な!?　試練の塔！　あの勇者ヘルミオス殿も行かれた、ヤンパーニの神殿か!!」

「しかり。そこでじゃ、王女殿下は、ともにＳ級ダンジョンに挑まれる仲間として、アレン殿だけでなく、ここにおられる、学園時代からのご学友を選ばれましたのじゃ。ですから、貴国には、ご学友たちがバウキス帝国へ渡る許可証を発行していただきたいのですじゃ」

　クレナ、ドゴラ、キール、そしてセシルの４人は、アレンと同じく、学園でもソフィーと一緒に活動をしてきた。だから、魔王軍との戦争では、ローゼンヘイム救援のメンバーに選ばれた。

　しかし、５大陸同盟の参加国間で救援に派遣された時と異なり、戦争が終結した今、他国へ渡るためには、出国元が発行する渡航許可証が必要になる。ソフィーとフォルマール、そしてローゼンヘイムの参謀となったアレンは、ローゼンヘイムで許可証を発行できるが、セシルたちはラターシュ王国で発行してもらわなければならない。

「な、なるほど。それで、いつバウキス帝国に向かうのだ？　王女殿下はあと１年学園に通われるのではないか？」

「学園については、卒業の手続きを済ませておりますのじゃ。ですから、出来るだけ早くお願いしたい」

　フィラメール長老が言い終えると、謁見の間に沈黙が下りた。

　宰相が応答しなかったからだ。

　宰相は玉座をふり返り、国王に決断を仰ぐ。

　国王はといえば、うつむいて難しい顔をしている。

（おいおい、さっさと許可しろよ。ローゼンヘイムが滅びそうだって知ってて、俺たちを送り込んだくせに）

　やがて、国王が顔を上げ、ソフィーを見た。

「ソフィアローネ殿。そなたのご学友には、我が国にとっても貴重な剣聖がいる。そして、ヤンパーニの神殿は多くの英傑の血を吸ってきた難所とのことだ。あの勇者ヘルミオスも、試練の塔を完全に攻略してはいないとも聞いている。それどころか、これまで攻略を果たした者はいない。余はラターシュ国王として、そのような場所に貴重な人材を送り込む危険を冒すことができないことは、そなたにもお分かりだろう」

（そうだな。勇者は「魔力回復リングはディグラグニでは作れない」ってどや顔で言っていたが、ダンジョンを攻略しきれているわけじゃないからな）

　国王が難色を示すとすぐに、ソフィーが口を開いた。

「ローゼンヘイムのためにも、私は試練の塔に挑まねばなりません。そして、そのためには、クレナだけでなく、ここにいる仲間の全員が必要です。ですから、彼らの渡航に関して、国王陛下のご協力をいただけないのでしたら、私たちは別の手を考えねばなりません。そうなれば、貴国との国交に関しては、この問題が解決してからのことにしないとなりません」

「そうか、やはり。……分かった。貴国と我が国の未来のためになる、この機会を失うわけにはいかぬな。ここにいる全員がバウキス帝国に行くことを許可しよう」

（国王感出したかったのか？）

　だが、許可証の発行手続きには少し時間がかかると言う。

「陛下、心より感謝いたします。これで安心してヤンパーニの神殿に挑戦できます」

　ソフィーが国王に向かって、深々とお辞儀をした。

「……では、許可証の手続きが終わるまで、王女殿下ご一行にはこの都でお過ごしいただこう。さっそく今夜から舞踏会を開く故、ぜひご参加いただきたい。我が国の者たちは、ローゼンヘイムの方々とお近づきになりたいとのことだ。……ようこそ、ラターシュ王国へ」

　国王の歓迎の言葉を合図に、絨毯の左右に並ぶ貴族たちが拍手をし、謁見の間に歓迎の言葉が響いた。

「……では、これをもって国王陛下への謁見を終了する」

　宰相がそう言い、国王が玉座から立ち上がったとき、

「ま、待って下さい！　これで終わりなのでしょうか!?」

　キールが慌てた様子で声を上げた。

「ぬ、どうしたのだ？　ここは国王陛下との謁見の場である」

　宰相がキールを睨みつける。

（キールへの褒美の話はないと）

　アレンはキールに視線を送る。キールはアレンの強い視線に頷いてしまう。

「申し訳ありません。こちらのキールは、先王陛下からお約束いただいた件があったのですが、そのお話がありませんでしたので、声を上げてしまったようです」

　アレンはそう言いながら進み出た。ソフィーに並び、彼女を越したところで立ち止まる。

　国王はもちろんのこと、背後に控える近衛騎士たちに緊張が走った。近衛騎士団の団長が、アレンから国王を遮る位置に進み出る。貴族たちも、どうしたことかとアレンに注目する。

「先王陛下からのお約束であると？」

　宰相の声に緊張が見られるのは、アレンが学園武術大会で勇者ヘルミオスと戦ったことを思い出したからかもしれなかった。

「はい、お取り潰しになったカルネル家の再興に関するお約束です。先王陛下は、キールがラターシュ王国のために戦場で働くことで、カルネル家の再興をお許しくださるとのことでした。これは、宰相殿もご存じの話かと」

　このことは、書面にも次のように記録されている。




【先代のラターシュ国王とキールが交わした約束】

・王国もしくは５大陸同盟の派遣する戦場で、最低５年間の軍役に就くこと

・軍役に就いている間に功績があった場合には、期間の短縮を検討する




「この度、キールは、私たちとともにローゼンヘイムに赴き、戦地ではめざましい働きをいたしました。これは期間の短縮を検討いただける条件に合致するものではありませんか」

「その話なら知っている。しかし、今、期間の短縮を検討するかどうかは、今の国王陛下がお決めになることだ」

「ん？　ご検討いただけないということは、先王陛下のご意志をないがしろにすることになるのではありませんか、宰相殿」

　アレンははっきりした口調で断言する。

「宰相殿だと？　その口の利き方は聞き捨てならんぞ。貴様は学園ではどのような教育を受けてきたのか」

　宰相が怒りに顔を引ひき攣つらせながらそう言ったとき、

「私は今、ローゼンヘイムの参謀としてお話をしております」

　アレンがすかさず切り返す。

「な!?」

「先ほど、ルキドラール大将軍から説明があったでしょう。今後、魔王軍との戦いにおいて、エルフの部隊による助力、エルフの霊薬の支援に関して、元帥閣下に助言を求められた際に、私がどうお答えするか、一度お考えになってみては？」

　咄とつ嗟さの思いつきで口に出したが、我ながらいい切り返しだったとアレンは思う。

（想定以上の立場をくれたなと思っていたが、こういう話をするのには便利だな）

「そ、そのようなことができるはずは……」

　宰相はおろおろしながら、ソフィー、フィラメール長老、ルキドラール大将軍に視線を送る。

　だが、３人とも、無言で宰相を見つめ返すばかりだ。

「宰相殿、もしもラターシュ王国に、キールさんの働きを疑問に思われる方がいらっしゃるのであればと思い、こちらにご用意したものがございます。お受け取りくださいますか？」

　ソフィーがそう言うと、２名のエルフが進み出て、丸めた羊皮紙が何本も乗せられた盆を宰相の前に運んだ。

「こ、これは？」

「此度の戦争で、ローゼンヘイムに到着されてからのキールさんのご活躍を記録したものです」

（いや、マジで作るの苦労したし）

　これは昨晩、アレンがあった方がいいんじゃと言って作った、キールの活躍の記録だ。９割が創作の内容だが、ローゼンヘイムが公的な文章に用いる印章を押してある。

　羊皮紙のうち一巻を取り、中身に目を通した宰相は、助けを求めるように玉座を振り返った。

「ふむ、それほどの働きか。カルネル家の件に関しては、今後検討する予定であった。わざわざ遠方からの客人に聞かせる話でもなかろう」

（おい、噓つけ。このまま終わらせようとしていただろ）

「キールさんの働きは、御家の再興に見合ったものでしょうか」

　ソフィーの言葉に、宰相から手渡された羊皮紙に目を通したラターシュ国王は、羊皮紙をまとめると、顔をあげ、キールを見た。

「キール、前に出よ」

「は、はい」

　キールは緊張した顔つきで、アレンに並ぶ位置まで進み出た。

「貴様の父カルネル卿きようの行いは許しがたいものであった。この国を預かるものとして、厳しく対応せざるを得ないのだ。それは分かってくれるな」

「はい」

「だが、ラターシュ王国の友好国であるローゼンヘイムが、このように書いているということは、余が貴様の働きを認めるに足る証拠である」

　国王はローゼンヘイムが友好国であると念を押すように言った。

「よって、ここに余は、カルネルの名を、ラターシュ王国に仕えるものと認めよう。ただし、領土は元の半分、爵位は男爵からだ。それで良いな？」

（なるほど、この辺が落としどころか。グランヴェル子爵にもお礼を考えないとな）

　ようやくキールは貴族に戻ることができた。

　キールのために先王に書面による約束まで話をこぎつけるなど、尽力してくれたグランヴェル子爵に何か「お礼」をしないといけないなと思う。

「キール。願いが叶ったな」

　アレンは反対しないことを示すためにキールに話しかける。

「ああ、みんなありがとう」

「あとで、半分はどの部分を貰えるのか聞いておかないとな」

　アレンがそう言うと、

「かつてのカルネル家には、これまで数百年間、白竜山脈の管理を任せている。白竜山脈を含めた半分の領土としよう。かつてのカルネル領の領都も、その半分に入るから安心するがよい」

　国王がこう説明した。

　白竜がいるが頑張って管理してくれということだろう。

（ほう、白竜山脈側から半分なのか）

　アレンはあることを思いつき、悪い顔になってしまう。

「キール、白竜がいては大変だろうが、国王陛下のご恩情に感謝しなければな」

「陛下、ご厚情に感謝いたします」

　キールが国王に深く礼をして、謁見は終わったのであった。













第三話　故郷への帰宅











　王都では、ローゼンヘイムとの国交が結ばれることを祝って、舞踏会などいくつかの社交行事が催された。

　アレンは、国王に対して先王からの約束の履行を迫ったことと、社交行事に興味がないこともあり、参加しないつもりでいた。

　しかし、グランヴェル子爵から、ハミルトン伯爵をはじめとする、魔王軍との戦いで世話になった貴族もいるから、挨拶だけでもしてほしいと言われ、仕方なく１度だけ、仲間たちとともに王城での催しに参加した。

　この時に着たのが、Ａ級ダンジョンの宝箱から手に入れた、「豪華な服（男用）」と「豪華な服（女用）」だった。

　武器や有用なアイテムに混じって、たまにこの手の衣服や貴金属などの装飾品が入っていることがあり、いずれも防具としての耐久力的にはほとんど意味がない装備だ。換金するしかないかと考えつつ、万一使う時もあるかと思ってとっておいた。

　この服は、キールが貴族に戻る儀礼にも着ていった。

　この儀礼が執り行われたことによって、魔導書を見ると、キールのステータスの名前部分が「キール＝フォン＝カルネル」となっているなど、貴族に戻ったことが反映されていた。

　今後、キールのカルネル家が子爵家になれるか、旧カルネル家と同程度まで領土を広げることができるかは、国に仕えるものとしての働きぶりによるということだった。

　ルキドラール大将軍とフィラメール長老は、当面の間は王都に留まることになった。今後、王都の貴族街に領事館のようなものが設けられる予定だが、そうしたラターシュ王国の対応からは、ローゼンヘイムとの間に国交が結べたことを対外的にアピールする意図で、早めの行動を開始したようにアレンには感じられた。

　２人は王城にそれぞれ部屋をあてがわれたので、領事館が使えるようになるまでは、そこを拠点に貴族たちへの根回しに動きだすという。さっそく、アレンは仲介を求められ、２人をグランヴェル子爵、ハミルトン伯爵に引き合わせた。

　王都での用事を終えたので、アレンたちはグランヴェル領に戻ることにした。

　王都から魔導船でグランヴェルの街に移動し、グランヴェル子爵の館に一泊した。

　セシルは、母である子爵夫人に会うのは久しぶりで、顔を見たときには、目を潤ませていた。父親である子爵とは、学園にいるころにも度々会っていたし、兄のトマスにも王都で会うことができた。しかし、母親に会えずにいたことが、ずっと寂しかったようだった。




　翌日、アレンたちは鳥Ｂの召喚獣に乗って、ロダンがいる開拓地に向かった。

「村が見えてきたぞ」

「開拓が始まったのは去年からでしょ。それにしてはずいぶん大きいわね」

「ああ。だが、もっとデカくするぞ」

　眼下に広がる開拓地は、ロダンたちが手をつけてまだ１年しか経っていない。

　しかし、アレンが召喚獣に手伝わせたこともあり、開拓はずいぶん進んでいるようだ。

　畑は、獣Ｃの召喚獣が木の根っこを取り除いたので、開拓２年目にして種をまけるようになったようだ。畑では、農奴たちが畝に沿ってせっせと働いている。今は４月に入っているので、既に種まきが始まっているようだ。

　開拓地のなかに作られた村は、クレナ村の面積の４倍くらいの広さで、簡易的な柵と堀で囲まれている。柵は農奴たちが作ったが、堀は攻撃力１５００に達したボアの姿をした獣Ｃの召喚獣に掘ってもらったこともあり、魔獣の侵入に備えかなり深い。

　この開拓村は、クレナ村と同じく、村民の住居を村の入り口付近に集中させている。あちこちから木き槌づちの音が聞こえてくるのは、この土地を開拓するのに農奴、平民を合わせて１００人規模から始めたものの、予想以上に進展したため、この冬の終わりから平民の受け入れを増やし始めたからだ。今日もこれからやってくる入居者が住む家屋のために木槌が振るわれる。

　住居の中に、ひときわ大きな建物がある。アレンの家族が住む、村長の家だ。

　クレナ村にいた頃に住んでいた家の数倍の大きさだ。村の運営のための会議などにも使われており、３世帯以上が住めそうな広さがある。

　村長の家の前に鳥Ｂの召喚獣を着陸させる。

　去年から召喚獣を見慣れている人々と違って、春になってやって来た平民たちが腰を抜かして驚く。

「ふむ、やはり結構驚かれたな」

「だから言ったじゃない」

「まあ、今後も召喚獣に乗って村に帰る予定だからな」

　父のロダンには、随分前のことだが、「家に帰るときには召喚獣に乗っていく」と伝えてある。

「おいおい、どういう騒ぎだ……って、アレンか!?」

　アレンたちが召喚獣から荷物を下ろしていると、村長の家からロダンが現れた。

「うん、父さん、今帰ったよ」

　父と最後に会ったのは、グランヴェル家の従僕から客人になった時だ。

　久々に顔を見ると、アレンにもじんわりと感じられるものがあった。

「お、クレナとドゴラもいるのか……って結構な人数で帰って来たな」

　アレンは今回、仲間たち全員を連れて帰省した。

　ソフィーから、アレンの親御さんに挨拶がしたいと言われたことと、キールのカルネル家が再興し、白竜山脈の一部がキールの領地になった。その再興に協力することも仲間たちを連れてきた理由だ。

　ロダンの手がアレンの頭をワシワシするのを見て、フォルマールがぽつりと呟いた。

「なんだか、新鮮だな。アレン殿にも父親がいたんだな」

「それはどういう意味でしょう？」

「そのまんまだな」

　あまりに常識はずれな力と行動が多いアレンに、人間らしい側面があるとは思ってもいなかったようだった。

　開拓村の家は全て高床式になっている。父のロダンに促され、アレンたちは村長の家の階段を上がる。ドゴラは肉やら野菜やらの食材を入れた袋を肩に担ぎ、クレナは果実酒の入った大樽を抱えた。

　家に入ると、どたどたと廊下を鳴らしてやってくるものがいる。

「アレン兄ちゃん」

「お！　マッシュ、大きくなったな」

「うん」

「あれんにいに！」

「ミュラもな」

「うん、おおきくなった！」

　走ってきた勢いのまま、弟のマッシュと妹のミュラが抱き着いてきた。アレンは持っていた荷物を床に置き、両手で抱擁し、２人の頭をワシワシしてあげる。

　３人でもみくちゃになっているところに、母のテレシアがやって来た。

「あらあら、急に帰ってきたわね。しかもこんなにお客さんをつれてきて」

　今回、アレンが開拓村に向かうことを事前に伝えなかったのは、村に召喚獣がいなくなってしまったからだった。ローゼンヘイムでの戦争中、魔王軍の予備隊に対処するために召喚獣枠を確保する必要があり、開拓村に置いていた召喚獣をカードに戻した。

「どうしましょ、あなた、食材が足りないわ」

「いや、俺たちが王都から持ってきたから、大丈夫だよ」

　アレンは仲間たちと共に運び込んだ荷物を見せて言う。

「本当か、準備いいな。……って酒じゃねえか！」

　ロダンは、食材以上に果実酒の大樽に反応する。

「クレナとドゴラもいるから、ゲルダさんたちも呼んでよ。ドゴラの両親はもうここに着いているの？」

　ドゴラの両親が、この開拓村で武器屋を開くために移住してくる予定であることは知っていた。

「もちろんだ」

「あん？　なんだよ。別に親父呼ぶ必要なんかねえだろ」

　ドゴラが唇をとがらせる。

（魔神と戦ったとき、「親父によろしく」って言っていたくせに。照れるな照れるな）

「お前ら、荷物はあっちに置け。ドゴラはデカくなったな。そんなものを持ってドタドタ歩くなよ、床が抜けそうだ」

　ロダンの指示で、まだ使われていない部屋に荷物を運んだ。

　ドゴラは両手斧と両手盾を運んだので、床がミシミシと音を立てた。

　それからしばらく過ぎて、夕飯になった。

　アレンの仲間たちに加え、クレナ一家とドゴラ一家もやってきて、かなりの人数になったが、村長の家には十分な広さの食堂もあり、全員で食卓を囲むことができた。

　夕食前の挨拶をする父を見て、村長になって１年、人前で話す機会が増えたんだなとアレンは思う。

　だが、まだ幼いミュラは、父の挨拶より、テーブルの上をうろつくモモンガの姿をした小動物に興味があったようだ。

　食事が始まった直後、パンを両手に抱えてかじりつく小動物に話しかけた。

「きみ、おなまえはなんていうの？」

『僕はローゼンっていうんだよ。はは』

「わ～しゃべった。これもあれんにいにの？」

　ミュラは、言葉を理解する動物は、すべて兄と関係があるという認識を持っているようだ。

　気安く手を伸ばし、精霊神を摑むと、膝の上に置いて頭をナデナデし始める。

「ぶっ!!」

　それを見たフォルマールが吹き出している。

「いや、俺のじゃない。そこにいるソフィーのだよ」

「誰かのものっていうわけでもないんじゃない？」

　食事の手を止めて、セシルが訂正する。

「あれ、そういえば、君はどこかで……」

　こちらも食事の手を止めて、ロダンがセシルに話しかける。薄紫の髪と、勝ち気な印象のある、ややつり気味の深紅の瞳に会ったときのことを思い出そうとしている。

　実は、アレンはまだ、親たちに仲間たちを紹介していない。

　夕食ができるまで、アレンと仲間たちは、今夜寝泊まりする大部屋でマッシュ、ミュラ、そしてクレナの妹のリリィと一緒にいた。その後は、ドゴラが照れ臭そうに父親と再会を喜びあっていたため、夕食がはじまるまで紹介の機会がなかったのである。

「そうそう、まだ紹介してなかったね。彼女はセシルって言うんだ」

「あれ？　どこかで会ったかな？」

　ロダンはまだ思い出せないようだ。

「はい。初めてクレナ村に来た時にお会いしていると思います」

　セシルが席に座ったまま挨拶をする。

「あらあら、かわいい子を連れて帰ってきて。アレン、どういう関係なの？」

　テレシアは何かを勘違いしたようだ。

「ん？　セシルはグランヴェル家のお嬢様だよ。お嬢様っぽくないけど」

「あら？　それはどういう意味かしら？」

「へぶっ!!」

　セシルのアイアンクローがアレンに炸裂した。

　と、同時にロダンたちから驚きの声が上がる。

「なんでグランヴェル家のお嬢様がここにいるんだ？」

　ロダンもテレシアもわけが分からなかった。

　クレナの両親であるゲルダとミチルダも同じようで、目を白黒させている。

　アレンは両親に無駄な心配をさせまいと、家を出てからずっと、自分のことは断片的にしか話していなかった。グランヴェル家で従僕をしていたころに、ゴブリンやオークの村を襲撃していた話をしないのは当然としても、学園に進んでからも、ダンジョンに頻繁に通っているなんて言っていない。クレナやドゴラと一軒家を借りて、共同生活をしながら学園に通っているというくらいの説明で済ませていて、どんな仲間がいるかなども話していなかった。

　セシルの目が、ちゃんと紹介しなさいよとアレンを睨んでくる。

「セシルは、グランヴェル家で従僕をしていたころにお世話していたんだ。彼女が学園に通うことになったから、俺も一緒の家から通っていた」

「学園に通っていると、貴族様ともそんなに仲良くなれるものなのか……」

　ロダンは、この家に帰って来てからずっと、アレンがセシルとため口で話していることを思い出す。農奴として生まれて、都の常識には疎いものの、従属から客人に身分が変わった経緯もあったし、長い間一緒にいれば、相手が貴族でもため口が許されるのかなと考えた。

「てことは、ここにいる皆とも、一緒に住んでいるのか？」

「うん、皆、俺の仲間だ。今ちょっと離れている子が１人いたりするけどね。えっと、クレナとドゴラ以外を紹介するね」

「ああ」

「そこのツンツン頭がキールだ。最近、隣の領の領主になった。男爵だ」

「おい、なんか雑だな。間違ってはいないが」

　キールからもしっかりツッコミをもらう。

「ぶっ!!　男爵だと!?　隣の領っていやカルネルの……ってへばっ!!」

　ゲルダが果実酒を噴き出して叫び、妻のミチルダから頰に拳を喰らう。

「あんた、ご飯にかかったら汚いでしょ！」

　ミチルダのパンチを見ていたクレナの妹のリリィが、はしゃぎながら席を立ち、シュッシュと空に拳を振るう。リリィは拳士の才能がある。

　わざわざ買ってきたのに勿体ないなと思いながら、アレンは紹介を続ける。

「それで、こっちのソフィーは隣の国の王女。で、その隣の男はフォルマール、王女の護衛だな」

　ロダンをはじめ、ここにいる親たちは、アレンたちと違って王国史も魔王史も学んでおらず、地理の知識もほとんどない。ローゼンヘイムのことは隣の国としておく。

「ソフィアローネと申しますわ。アレン様の親御様方、お会いできて光栄ですわ」

　ソフィーが席を立ち、にっこりと微笑んで深々とお辞儀をした。

　フォルマールの方は、立ち上がりはしたものの、無言で軽くお辞儀をするだけだった。

「王族って、本当なのかアレン？」

　ゲルダは、アレンが冗談を言っていると思っているようだ。

「俺たちが学園の２年生になった時に、隣の国から学びにやって来たんだよ」

　担任の講師から皆でお世話するようにと言いつけられ、同じ家に住んでもらい、活動を共にしていると付け足した。

「そんなことあるのかよ……それにしても隣の国の人は耳が長いんだな」

　隣の国どころか、隣の領にすら行ったことのないゲルダは、まじまじとソフィーとフォルマールの長い耳を眺める。

　ソフィーは苦笑し、フォルマールはムスッとしている。

「そう言えば、クレナも名誉男爵になったんだよね」

　アレンの発言に、親たちの視線がクレナに集中する。

「ほえ？」

　クレナは、自分の話題が出たことにだけ反応して顔を上げたが、大きな骨付き肉にかぶりついたままなので、ちょっと間抜けな状態だ。

　ラターシュ王国では、剣聖や大魔導士や聖女など、星３つの才能の子供が学園を卒業すると、貴族として男爵の位を授かる。ただし、これはあくまで個人の能力によって国に仕えることを表すものであり、次代に継承を認められないため、世襲の男爵と区別する意味で、一般には「名誉男爵」と呼ばれている。

　だが、この「名誉男爵」も、戦功を認められれば世襲を許され、場合によっては子爵、伯爵と爵位が上がっていくこともある。剣聖ドベルグがその例で、彼はその数十年に及ぶ永い功績を称えられ、侯爵まで上り詰めた。

　クレナは、剣王になったことを王国に伝えていないものの、剣聖として学園を卒業したので、キールが男爵の位を授かったときに、一緒に男爵になったのである。

「なんだよ、学園を卒業してからって話じゃなかったのか」

　ゲルダがどういうことだよと娘のクレナに問いかける。

「うん、卒業したよ。ねえ、アレン」

「学園を卒業できる条件を満たす成績になったから、卒業させてくれたんだ」

　アレンは収納からクレナの卒業証書を取り出し、親たちが見えるように広げてみせた。魔導書には、全員分の卒業証書が収納に入っている。

（噓は言っていないだろう。俺がローゼンヘイムの参謀になったこととか、その辺はそのうち話せばいいか）

　今後、召喚獣による開拓を再開させるつもりなので、その辺の細かいことは霊Ｂの召喚獣を通じて伝えたらいいと考える。

「ほんとに卒業したんだな。そういえばこの時期はもう学園で授業が始まっているんだったか」

　ロダンがアレンの広げる卒業証書をマジマジと見ている。

（ん？　父さん、少しは文字が読めるようになったみたいだな）

「そういえば、去年、マッシュは学園に行きたいって言っていたけど、どうだ、勉強は順調か？」

「うん、アレン兄ちゃん！　父ちゃんと一緒に勉強してるよ!!」

　アレンの３つ年下の弟マッシュは、「槍使い」の才能があるので、２年後から学園に入る予定になっている。

　そのため、グランヴェル子爵の取り計らいで、ロダンの受験対策として、この村に講師を派遣してもらった。

　その講師は、ロダンに読み書き計算を教えることにもなっていた。開拓村の村長となれば、文字が読め、計算ができた方がいいに決まっている。

　もちろん、農奴出身であれば、大人になっても十分な勉強ができる環境になかったり、子どもの頃からそうした時間をとれない場合がほとんどだ。文字が読めない、計算ができない村長もいることはいる。そんな村長は、領主やその遣いと税の話をしたり、村人の数を把握したりする時のために、文字が読め、計算のできる部下を連れている。

　そうならないよう、ロダンは読み書き計算を覚えるため、ボア狩りが終わってから春先までは、みっちりと勉強をしていたようだ。

（まあ、父さんもマッシュも、レベルが上がっているから、常人より知力は高いはずだ。割と早く覚えるだろう）

　知力が上がることと知識が増えることは別の話だが、知力が上がれば記憶力や理解力は向上する。

　たとえ才能がなく、あるいは知力の能力値がＥであったとしても、レベル１のときとレベル20のときでは、理解の速さが変わってくる。

　これは、ロダンだけでなく、去年からボア狩りにも参加しているマッシュも同じ事だろう。村には、アレンが召喚獣に運ばせたミスリルの槍や盾があるので、ボア狩りの危険が格段に減ったことで、ロダンが参加を認めた。

　できたばかりの開拓村が非課税なのと併せて、村の中での肉の消費につながり、その辺の村より肉を食べる機会の多いこの村の農奴の方が、体格が良くなっているようだ。

　アレンは、ミュラがマッシュを見て、うらやましそうな顔をしていることに気づく。

「ミュラも学園に行きたいか？」

「うん！」

　まだ７歳のミュラは、学園が「楽しいところ」と思ってるようだ。

「ミュラ、学園には才能がないと行けないのよ」

　テレシアがミュラを抱き寄せ、頭を撫でながらそう言った。目だけが、期待させるようなことを言うなとアレンを睨んでいる。

「え、ミュラ、いけないの？」

　ミュラが泣きそうな顔になる。

「大丈夫。お兄ちゃんが知り合いに頼んで、ミュラにも才能が与えられるようにしてきたんだ」

　アレンはミュラの頭をポンポンしながら運が良かったと言う。

「え？　ほんとう？」

　皆の視線がアレンとミュラに集中する。

「え？　お前何を言ってんだ？」

　さっきからずっとロダンは同じことを言ってしまう。

「本当だよ。ミュラはどんな才能がいい？　おすすめは僧侶だけど」

　ロダンの質問を無視して、アレンはミュラとの会話を進める。

（後から才能のキャンセルってできるんだっけ？）

　ミュラの膝の上の精霊神を見ると、精霊神がアレンの心を読んで、首を横に振る。

「ん～、なんでそうりょがいいの？」

（やっぱりこの世界でも、女の子の方が成長は速いのかな）

　ミュラの問いに成長を感じる。

「僧侶は怪我を治せるからさ。もし父さんや母さん、マッシュが怪我をしたら、ミュラが治してあげられるんだよ」

「わあ！　じゃあ、わたしそうりょになる!!」

　かなり露骨に誘導したが、アレンの希望通り、ミュラは僧侶の才能を選んだ。

「じゃあ精霊神様、ミュラが僧侶になりたいということなのでお願いします」

　アレンがそう言うと、

『うん、そんな感じでいいのって。まあ、子供だしね。はは』

　ミュラの膝に食べていたパンを置くと、モモンガの姿をした精霊神が、ふわりと宙に浮かびあがる。空中で腰を振りながら、ミュラを見つめた。

　ミュラは楽しいことが始まったのかと思ったのか、テレシアの抱擁を離れ、精霊神を摑もうと進み出る。

　そのミュラに、空中から光る雫のような物が降り注ぎ、光が全身を包み込んだ。

「な!?　なんだ！　何が始まってんだ!!」

　ロダンは思わず叫ぶ。アレンたちと違って、何が起こっているのかまったく理解していない親たちも、驚きの声を上げる。

　ミュラを包んだ光が消えると、ロダンとテレシアが進み出て、小さい体を抱きしめた。

「お、おい、なんだこれは？　大丈夫なのか？」

　ロダンが心配そうにアレンを見た。

『これで僧侶になったよ。はは』

「ありがとうございます。精霊神様、またミュラのレベルがカンストしたときはよろしくお願いしますね」

『まあ、そう言ってくると思ったよ。はは』

　アレンがローゼンヘイムを救ったことの報酬として、今回、ミュラは星１つの才能の僧侶になった。アレンの仲間たちの才能を星４つまで上げる約束をしたように、ミュラもいずれ才能を上げる対象ですよねという話だ。

　精霊神はアレンの心を読んでか、ミュラの才能の星の数を増やせないとは言わないようだ。

「父さん、母さん、落ち着いて。これはミュラに才能を与える儀式なんだ」

　心配をかけないよう、ロダンとテレシアに伝える。

「なんだか、村の外ってすごいことになってんだな」

　ロダンが目を白黒させて言う。

「そうなんだよ。一応、グランヴェル子爵にお願いしてあるから、ミュラは今年もう一度鑑定を受けることになると思うよ」

　鑑定の儀は、身分を問わず、毎年の４月の時点で５歳になった全ての子どもが受けることになっている。

　ミュラは２年前に鑑定を受け、才能がないことになっているが、グランヴェル子爵にローゼンヘイムで起きたことを伝えた時に、鑑定のやり直しをお願いしていた。

「そ、そうなのか」

　ロダンはもう理解が追い付いていないようだが、アレンの言うとおりに対応してくれそうだ。

「うしうし、これでミュラも才能を手に入れたし、あとやることは１つだな？」

　仲間を両親に紹介し、ミュラに才能を与えることができた。しかし、まだ領に戻ってすることがある。

「うん？　何かすることがあるのか？」

　アレンの独り言を聞きつけたロダンが、どういうことだと問う。

「いや、キールが男爵になったって話したよね。俺たち皆でお祝いをしようってことになったんだ。で、キールは昔のカルネル家の領地のうち、白竜山脈の側を治めることになったんだけど、あそこには白竜がいるだろ」

「お、おい、それって」

「うん、だから明日、白竜退治に行くんだ」

　アレンは笑顔で答えた。

「白竜だと!?」

「アレン、それは本当なの？」

　ロダンに続いて、テレシアも信じられないという顔でアレンを見る。

「母さん、心配はいらないよ。そのために仲間がいるからね」

　アレンの言葉に、仲間全員が頷いた様子を見て、親たちが息を吞んだ。ドゴラの父親も、無表情ながら、心配そうにしているように見える。

　白竜山脈の主である白竜は、開拓村の人々にとっては、畏れの対象に他ならないからだ。

　一方で、アレンにとっては、キールが貴族に戻るまで、ミスリル鉱山を守る安全弁のようなものだった。

　旧カルネル領は、キールの父が罰をうけた際に王家に召し上げられて王領となっていた。白竜山脈の一部とミスリル鉱山も、王領となった。ここで、白竜が倒されてしまったら、ミスリル鉱山も王領となるため、キールにカルネル家再興が許される日が遠のくのではないか、領地を戻されても白竜山脈が含まれないのではないかと、アレンは考えていた。そのため、アレンたちは白竜に手を出さなかった。

　だが、王国も騎士団による討伐などは犠牲を嫌ってか、白竜に手を出さなかった。

　今、キールが正式にカルネル家当主となり、白竜山脈を含む領地を手に入れたからには、もう気兼ねする必要はない。

　今後、国王が「白竜がいなくなったから再興を取りやめる」と言っても筋は通らない。もしそんなことを言ってきたら、白竜より怖いものを見ることになるだろう。

　ただいま会は、アレンたちの久々の帰省ということもあり、夜遅くまで行われた。

　クレナとドゴラは両親の家に泊まり、その他の仲間たちはアレンとともにロダン家で一晩を過ごした。













第四話　白竜との戦い











　翌朝、目覚めたアレンが、まず家に置いておく分の天の恵みを作っていると、ドゴラがやってきた。

「ん？　早いな」

「ああ、特にやることねえからな」

「そうなのか」

（ちゃんと、ハミルトン家の騎士になったことを伝えたのかね）

　王都にいる間に、ラターシュ王国から派遣され、ローゼンヘイムで活躍したアレンたちへの褒美が決まった。

　キールはカルネル家の再興を許され、クレナは学園の卒業と併せて名誉男爵の位を授かり、セシルはグランヴェル領の税を減じてもらうことになった。

　そして、ドゴラはハミルトン家に騎士に取り立てられた。

　クレナと一緒に戦ったドゴラだが、クレナと違って星１つの才能なので、今回の戦果では爵位を授かることができなかった。

　しかし、平民が騎士になるには、最低でも学園を卒業し、戦場での働きを認められる必要があり、学園を卒業する前に、しかもたった１度戦場で戦っただけのドゴラに対して、騎士の位はけっして安い褒美ではない。

　騎士の中で最も格上なのが国王を守る近衛騎士、逆に最も格下なのが男爵などの下級貴族に仕える騎士とされている。伯爵家の騎士ともなれば、これは相当な褒美だ。

　グランヴェル子爵の口利きで、セシルのいるグランヴェル子爵家、キールのカルネル男爵家に配属されて、「仲間の部下」ということにならないようにと配慮してくれたものらしい。

　アレンは褒美を辞退した。ローゼンヘイムからの褒美で十分だという説明だ。

（そういえば、金槌は渡せたのかな）

　王都で食料や酒を買い込む際、ドゴラは家族への土産に、鍛冶用の金槌を買っていた。武器屋で鍛冶をする父にあげるものに違いない。

「あら、揃ったわね」

　セシルが身支度を済ませて食堂に現れたときには、他の仲間は全員ロダンの家に集合していた。

　全員揃ったので朝食を済ませて、開拓村を出る。村の入り口まで、家族が見送りに来てくれた。

「くれぐれも気を付けるんだぞ」

「うん、父さん。お土産に白竜の肉を持って帰るよ」

「……」

　ロダンが沈黙する。テレシアも心配そうな顔をしていて、それを見ると黙って行った方が良かったのかもしれないとアレンは思う。

　村を出てすぐに、鳥Ｂの召喚獣を呼び出して、白竜山脈に向かった。

　白竜山脈に近づいて来た頃、アレンはホルダーを確認する。

（そろそろ、カード編成の調整をするか。仲間たちもレベル45だし）

　アレンはレベル76になった。
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　仲間たちと違って、転職はできないがステータスの伸びが61を超えて大幅に高くなった。

　自分の目標を、スキルレベルを８に上げることに変えている。

　Ｂランクの魔石が大量にあるので、この辺りは気兼ねなく召喚獣の編成を変更できる。

　なお、ローゼンヘイムでは、まだ魔王軍の残党狩りに召喚獣を使っているので、竜Ｂや虫Ａの召喚獣が多い構成となっている。

　開拓地に着いてすぐ、アレンはこの霊Ｂの召喚獣たちに、周辺のゴブリンとオークの村を殲せん滅めつするように指示した。もし、生存者を発見した場合、救助を最優先にするように伝えてある。そのための天の恵みもいくつか持たせてある。

　召喚獣たちは今も休まず移動し、目標を見つけては攻撃を仕掛けているようだ。

　この辺りのゴブリンとオークは、グランヴェル家で従僕をしていたころに１度、ほぼ全滅させていたが、学園で学んでいる間に、それぞれの村ができ始めている。

　どちらも村人にとって危険な存在だし、グレイトボアを食べるので、存在させている理由はない。

（結構殲滅したみたいだけど、もう少しかかりそうだな。あ、白竜退治が済んだら、カルネル領でもやるか）

　そんなことを考えていると、白竜山脈の上空にさしかかった。

　そのまま山頂を通り越して、白竜のいる山脈の中腹に向かう。

　白竜のいる場所は、鳥Ｅの「千里眼」で既に捕捉済みだ。

　鳥Ｅの召喚獣は、白竜を捕捉して以降、相手の頭上数百メートルの位置に待機している。

　その視界を共有して、アレンには、白竜が警戒すべき強敵なのが分かった。

　召喚獣を見上げる真っ赤な瞳と対照的に、真っ白な鱗で覆われた全身は、鱗の下にがっしりした筋肉を備えていることが見て取れる。

　あまりの重量感に、背中の翼が、これで飛び上がれるのかと思われるほど小さく感じられる。

（でかくね？　なんだ？　ダンジョンや戦争でもドラゴンと戦ったが、倍くらいの大きさがあるんだが。天然のドラゴンはこんなものなのか？）

　アレンは、天然と養殖の魚をイメージする。

　ローゼンヘイムで戦った魔獣は、個体差がなく、大きさが統一されていたようだった。

　もしかして、ダンジョンマスターに作られた魔獣は、規格が統一されるのか。

　あるいは、たとえ作られたものだとしても、白竜山脈に住み続けるうちに独自の成長を遂げた可能性もある。

　白竜という種族が、だいたいこれくらいの大きさになるものなのかもしれない。

　そんなことを考えていると、いよいよ白竜に近づいてきた。

（逃げも隠れも攻撃もしてこないと）

　鳥Ｂの召喚獣を、白竜の頭上を越えるまで直進させ、それからようやく相手に向けて旋回させた。

　自分たちと山脈の間に白竜を挟んで、戦闘が始まった時、カルネル領側の村や街に向かわないようにするためだ。

　とうとう肉眼でその顔が見分けられるところまで近づいた時、白竜が大きな口を開いた。

『おかしなのが来たな。なんだ、お前らは？』

　象ほどもある大きさの鳥Ｂの召喚獣の群れと、それに跨がったアレンたちが、白竜には不思議な存在に見えたようだ。

「話しかけてきたわね」

　セシルが、同じ召喚獣に跨がっているアレンに話しかけた時、

『ドラゴンが話すのがそんなに不思議か？』

　ドラゴンがアレンたちの跨がる召喚獣に向かってはっきりとそう言った。

（目も耳もとんでもなく良いと。五感全てが優れているとみておいた方がいいな）

「名乗ってみたらどうだ？」

　アレンはセシルに言う。

「え？　私？」

「グランヴェル家の当主の娘だし。それでいうとキールもだな」

　とりあえず、セシルとキールから名乗らせることにする。

　セシルがキールに声をかけ、順番を決めた。

「私はセシル＝グランヴェルよ。あなたを討伐にきたわ」

「俺はキール＝フォン＝カルネル。俺の領を荒らしやがって」

『ほう、グランヴェルとカルネルが手を取ったか！　ようやく我を討伐に来たとみえる!!　待っていたぞ!!　グルァアアアアアア！！！』

　２人の名乗りを聞いた白竜が、山を揺るがすような叫びを上げ、地響きとともにアレンたちに迫ってくる。体の大きさに比べて小さく見える翼を動かし始める。

（会話はできるが、戦わないという選択肢はないって感じだな）

　白竜は、どうやら『討伐』という言葉に強く反応したようだ。

　俺はまだ名乗っていないぞとアレンは思う。

「距離を取れ。ブレスには注意するんだ」

　特に後衛のソフィーなどに向けて距離を取るようにアレンは叫んだ。

『待っていた！　待っていたぞ!!』

　白竜が口角を上げた口から、呟くように、嚙み締めるように、求めるように、雄お叫たけびのように言葉を発し、荒涼とした山の斜面を踏みしめる。

　山脈の麓に広がる広大な森から、一斉に鳥たちが飛び立ち、獣たちが平原めがけて走り出す。

　アレンは、竜の背中の翼が、羽ばたきを強くしていくのを見た。

「クレナ、ドゴラ！　飛ぼうとしているぞ。地面に固定するんだ！」

「分かった！」

「おう！　任せとけ!!」

　白竜が飛び立てば、鳥Ｂの召喚獣と、乗っているアレンたちに攻撃を仕掛けてくるだろう。

　そうさせないように、クレナとドゴラで接近戦をしかける。

（ドゴラはほとんど盾の扱いに慣れていないが、グリフのお陰でなんとかといった感じだな）

　ドゴラは、慣れない盾に文字どおり振り回され、巨大な両手斧を片手で扱うのがやっとという所だ。鳥Ｂの召喚獣が攻撃しやすい位置、守りやすい位置に移動するお陰で、なんとか戦えている。

　鳥Ｂの召喚獣は、重量級の装備をしたドゴラが乗っても移動速度が変わらないようだ。知力が高いこともあって、死角を突くように飛び回り、白竜を翻弄する。

『ふん、小癪な！』

　白竜が胸を張ったかと思うと、首の付け根の辺りが膨らみ、その膨らみがググッと喉へ上っていく。

　むき出しにした牙の間から炎が零れる。

「セシル、氷魔法だ！」

「任せて!!」

　セシルは空中に氷の塊を生成する。塊は次第に大きくなり、鳥Ｂの召喚獣と同じくらいにまでなった。

　これは、魔導士から大魔導士になり、４つ覚えられる魔法の属性のシャッフルが起きて、今まで使えなかった氷魔法を体得した。

（転職していてよかったぜ）

　このままレベルとスキルレベルが上がっていけば、セシルは最大４つの属性魔法を使えるようになる。

　これは精霊魔導士になったソフィーも同じだ。

　スキルレベル１の時のスキルが全員同じであったため、転職しても同じスキルを覚えていくのかと思ったが違っていた。どうやら転職すると、ちゃんとスキルが変化するようだ。

　ガチャによる確率なのか何なのか不明であるが、今まで使えなかった属性が戦術の幅を大きく広げてくれる。

　セシルが両手を振ると、空中に静止していた巨大な氷塊が、白竜の顔面めがけて飛び出した。

　しかし、白竜はしゃくるように首を振り、口から炎のブレスを吐き出す。首の動きで打ち出されたブレスは、巨大な氷塊にぶちあたり、一瞬で蒸発させてしまった。

（レベル45じゃ、白竜のブレスに押し負けてしまうな）

　アレンの仲間たちは、全員が星１つ上がり、カンストした前職のステータスの半分を持ち越して、レベル45に到達した。転職する前のレベル60だったときより、ステータスはやや高い。

　しかし、白竜のブレスを相手にするには足りないようだ。

　今のセシルの氷魔法では、ブレスの威力を一瞬殺す程度にしかならない。

　白竜が首を横に振ると、吐き出されたブレスが軌道を変え、クレナたちの乗る召喚獣に迫る。

「よけろ！」

　アレンの言葉に、クレナとドゴラの乗っている鳥Ｂの召喚獣が反応し、ブレスの軌道を避けて飛び回る。

　ブレスが途切れる。しかし、すぐに白竜は胸を張り、再びブレスの態勢に入った。

「フォルマール、光の矢で口を狙ってくれ」

「分かっている！」

　アレンが叫んだ時には、フォルマールはエクストラスキルの使用を開始していた。

　セシルの巨大な氷塊を一瞬で蒸発させたほどの威力のブレスが、もし、氷塊に威力を抑えられていなかったら、後方のソフィーまで届いてしまう。

　アレンの指示がなくとも、「光の矢」を使うつもりだったようだ。

　白竜が頭をのけぞらせ、弓なりに反った首の膨らみが喉元に達し、口が開きかけたその時、フォルマールのエクストラスキルが放たれ、開いた口に吸い込まれた。

『がはっ!?』

　白竜の頭が着弾の衝撃でぐらつき、ブレスは口から少し炎が漏れる程度で消えると同時に、全身が後方にのけ反った。

　それを見たクレナとドゴラが、鳥Ｂの召喚獣を接近させ、それぞれ巨大な剣と巨大な斧を真っ白な鱗に打ち込んだ。

　強い金属音がして、強固な白竜の鱗に火花が飛び散った。鱗が数枚剝がれた程度で、白竜はぴんぴんしている。

　それどころか、のけ反った動きのまま、大きく体を回転させ、尻尾を振り回してきた。

　尻尾の攻撃範囲にいたドゴラは、とっさに両手で大盾を構えた。

「ぐあっ!!」

　尻尾は大盾で受け止めたものの、勢いは殺せず、鳥Ｂの召喚獣ごとアレンたちの最後方まで吹き飛ばされる。

（上位魔族のグラスター級か。たぶんＡランクの最上位ってところだろうな。できれば、体を損壊させずに倒したいんだが）

　倒すだけなら他にも方法はいくつもある。

　アレンは数百万個のＢランクの魔石を持っているので、召喚獣を次々生成し、延々と死ぬまで攻め立てることもできる。

　セシルにエクストラスキル「小隕石」を使わせて、ぐちゃぐちゃに押しつぶすこともできる。

　しかし、アレンは、なるべく原形を留めたまま白竜を倒したいと考えている。

　だが、召喚獣の補助を使ってこの結果なら、何かしないと埒があかない。

「アレン様、精霊神様のお力を借りますか!?」

　後ろからソフィーの声がする。

　ソフィーのエクストラスキル「大精霊顕現」を使えば、精霊神を呼び出し、全ステータスが３割増しになる「精霊王の祝福」を掛けてもらえる。ソフィーはこれを使い、クレナとドゴラの攻撃力を底上げしてもらおうかと提案している。

　精霊神は今もソフィーの肩に乗っているだけだ。エクストラスキル「精霊王の祝福」を使った時だけ戦闘に参加する。

「いや、動きを封じることに注力をしてくれ。白竜の耐久力的に考えて、クレナやドゴラのエクストラスキルで倒せるはずだ」

「動きを止めるのですね。承りましたわ。大精霊よ。私の声にお答えください」

　ソフィーが別のエクストラスキルを使う。

　白竜が踏み荒らしている山の斜面に、土砂を撥ね上げながら、地中から巨大な岩の塊が現れる。

　岩は頭を現し、肩を見せ、両腕を突き出して、巨大な上半身に変わる。

『……我は土の大精霊ノーム。エルフの子よ。魔力を対価に我が力を貸そう』

　そして両腕を伸ばし、白竜の腹に抱きついたかと思うと、全身に絡みついて押さえ込んだ。

『ぬう！　なんだこれは!!』

　白竜は身もだえし、体を覆う岩を無理矢理剝がそうとする。

「ドラドラ、ミラー、出番だ！」

『おう！』

『……』

　アレンは白竜の両脇に竜Ｂと石Ｂの召喚獣を出現させた。２体がそれぞれ左右から白竜を拘束する。石Ｂの召喚獣は相変わらず無言だ。

『な!?　ドラゴンがなぜ人に与くみする!!』

（ふふ、驚いたか）

　指揮化して白竜と同じ大きさになった竜Ｂの召喚獣が、人間の味方をしていることが理解できないようで、白竜は一瞬動きを止める。

（頭が良いのも考えものだな。理解することを優先させやがって）

「ドゴラ、今だ!!　全身全霊でドラゴンの首を落とせ!!」

　ドゴラを乗せた鳥Ｂの召喚獣が、動きを封じられた白竜の頭上に迫る。

　ドゴラはアダマンタイトの大盾を放り、大斧を両手に握り直した。

　全身の力を大斧に集中させる。

「うおおおおおおおおおおぉぉあああ！！！」

　ドゴラの掛け声とともに、鳥Ｂの召喚獣が白竜の首元に迫る。

　しかし、

　ガキイイイイイン！！！

　白竜の首元の鱗を数枚弾き飛ばしたところで大斧が止まる。

　ドゴラのジャガイモのような顔に無念の表情が浮かぶ。

（また失敗か。というか、魔神レーゼルと戦った時の一発から一度も成功していないんだが）

　ダンジョンでドゴラにエクストラスキル「全身全霊」を再現させようとしたが、一度も成功しなかった。

　強敵との戦いが発動条件だとして、白竜が相手なら使えるかと思ったが、駄目であった。

　白竜が首を振り、鳥Ｂの召喚獣ごとドゴラをかみ砕こうと、口を開いて襲いかかる。

「ドゴラ、下がれ!!　クレナ、エクストラスキルだ!!」

「分かった!!」

　いつものようにエクストラスキル「限界突破」を発動させたクレナの体が、陽炎かげろうのようにゆらいで見えた。

　攻撃目標を変えた白竜が、首をくねらせてクレナの乗る鳥Ｂの召喚獣を追うが、召喚獣が巨大な牙を避けた。クレナは空中に飛び出したかと思うと、落下しながらさらにスキルを使用して、渾身の一撃を白竜の首元にぶち込んだ。

『がはっ!?』

　白竜が口からブレスではなく血の塊を吐き出した時には、その頭は首ごと体から切り離されている。

　首から上を失った体も、大量の血を吹き出しながら、地響きをあげて山の斜面へうつぶせに倒れ込んだ。

　アレンは鳥Ｂの召喚獣とともに、首の方へ向かった。
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『……これが……倒されるということか』

「ん？　そうだな、俺らの勝ちか」

『貴様、もしや昔から麓の村で我を倒そうと目論んでいた者か？』

「え？　まあ、そうだな。反対側の村にいたころから倒すつもりでいたぞ」

（俺のことを知っていたのか？　自らに対する意識や殺気を感じることができたのか？　随分広くて高性能な索敵能力だな）

　アレンが感心していると、

『そうか。ずっと待っていた。これで退屈せずに済みそうだ……。竜神様、これで我に課された制約を……』

　呟きながら微笑んだ白竜の横顔から、赤い目の輝きが失せた。

『白竜を１体倒しました。経験値２８００万を取得しました』

（経験値も上位魔族級か。というか仲間たちが全員レベル52まで上がったんだが）

　白竜を倒したアレンたちは、膨大な経験値を得たのであった。













第五話　領主の凱旋











「やったわね」

（何か最後に意味深なことを言っていたな。よく聞き取れなかったけど）

「ああ、さて、ここからだな。皆も手伝ってくれ」

　アレンは、これからの動きを仲間たちに指示する。

「素材の回収だな」

　キールが返事をする中、それぞれに大きな皮袋を持たせる。

　首元の切り口から流れる血を回収するために、王都で買ってきたものだ。

（ドラゴンの血は薬になるらしいし。せっかく綺麗な状態で倒したんだから、余すところなく活用するぞ）

　セシルの小隕石、竜Ｂの召喚獣の怒りの業火、石Ｂの召喚獣の反射や全反射は、魔獣を倒す上でかなり有効だが、魔獣の肉体を大きく損壊してしまうため、今回は使わなかった。

　お陰で少々手こずってしまったが、得られたものは大きいはずだ。

　まだ首から勢いよく流れている血を袋に受け止め回収していく。

　皮袋に入れた白竜の血は、アレンのもとに集まり、魔導書の収納に流し込まれた。

　結構な量が地面に流れ落ちてしまったが、迅速に対応したために十分な量が回収できたはずだ。

「それで、体も街に持って帰るのよね。大丈夫なの？」

　白竜の体長は指揮化した竜Ｂと同等の大きさだが、体重は竜Ｂより重い。

「多分大丈夫だ。ドラドラたち出てこい」

『おう！』

　４体の竜Ｂの召喚獣を召喚し、白竜の体を持ち上げるよう指示をする。

　既に指揮化した竜Ｂの召喚獣が出ているので、追加の４体は兵化する。元の大きさの１．５倍になった４体が、白竜の両手足を摑んで飛び立つと、ゆっくりと頭のない体が持ち上がっていった。

（やはり、召喚獣や魔獣が空を飛ぶための要因は、物理的な重さとか、羽のサイズ以外にも、何かあるんだろうな）

　前世の記憶があるアレンには、重さ数十トンはありそうな白竜を持ち上げるのに、４体の竜Ｂの召喚獣の羽ばたきでは不十分に感じられた。

　防具もフル装備なうえに大斧と大盾を持ったドゴラを乗せても、鳥Ｂの召喚獣は軽快に空を移動していた。何か不思議な力が働いていると考えるしかない。

「すげえな。こんなデカいのがよく持ち上がったもんだ」

　キールも驚いている。

「感心してないで、お前はこれを着るんだ」

　アレンは「豪華な服（男用）」を収納から取り出した。

「え？　なんで俺が？」

「これからカルネル領で、新領主のお目見えをするからだよ」

　そう言ってキールに無理やり豪華な服を着せる。

「まじかよ」と言いながら、仲間たちに寄って集たかって着替えさせられると、抵抗する気も起きないようだ。

「お、お前ら楽しんでいるだろ……」

「そんなことないぞ。さすが男爵だ。似合っているぞ。じゃあカルネルの街に行こうか！」

　こんなに心のこもっていない「似合っている」があるんだなとキールは思う。

　手ぶらで残っている指揮化した竜Ｂの召喚獣に落ちている首を運ばせ、アレンたちはそのまま鳥Ｂの召喚獣に乗ってカルネルの街へ向かう。

　重い荷物を持たせたため移動に時間が掛かってしまった。カルネルの街の上空にたどり着いたときには、何時間も経っていた。

「どうするの、騎士や兵たちも出てきたわよ」

　セシルの言葉に下を見ると、こちらを指さして騒いだり逃げ惑ったりしている街の人たちや、城壁の歩廊を騎士と共に移動する武装した兵たちが確認できる。

「まあ、多少の騒ぎは仕方ないかな。白竜もほとんど原形を留めているし」

　見上げる位置からは、白竜に首がないことが分からないのか、巨大な複数の竜Ｂの召喚獣たちが運んでいるからか、ドラゴンの群れがカルネルの街を襲いにきたとでも思っているのだろう、結構な騒ぎになっているようだ。

「一応、ハミルトン伯爵には白竜討伐の日程は伝えてあるから、問題ないと思うけど」

　アレンがハミルトン伯爵、グランヴェル子爵と、白竜討伐について話したのは、国王への謁見のあとのことだった。ローゼンヘイムのルキドラール大将軍、フィラメール長老を引き合わせるための会合だったが、その場で色々な件を話し合った。

　今後のアレンたちの行動も議題に上がり、白竜を討伐したいと考えていること、日程も含めて討伐後どうするつもりであるかも話し合った。そのとき、ハミルトン伯爵から、対応してくれるとの言葉をもらっている。

　今、そのハミルトン伯爵が、騎馬隊を引き連れて、カルネルの街の城門を出てきた。

「あら、直接お出ましね」

「ああ、流石さすが将軍と言ったところだな」

　アレンたちは鳥Ｂの召喚獣をハミルトン伯爵のところへ降下させる。

「これが白竜か……本当に倒してしまうとはな」

　ハミルトン伯爵は白竜の体を見上げて感心の声を漏らす。

「はい、なるべく傷をつけないようにと苦労しました。これなら十分、今後の領内での活動資金に充てられるでしょう」

「な、なるほど」

　アレンは、キールが領主に戻るための方法を考えながら、それとは別に資金難という問題も解決しなければならないと思っていた。

　数年前、白竜が旧カルネル領側に移動し、ミスリルの坑道に人が入れなくなったことで、１００年以上安定していた旧カルネル領は急速に貧しくなっていった。

　農地は変わらず作物を作り続けているので、餓死者が出るような事態にはなっていないが、ミスリルを売れないために領外との流通に支障が出て、領民の生活水準は急下降した。また、職場を失った炭鉱労働者が代わりの仕事を探しあぐねて、何年も経つうちに、目に見えて治安が悪くなってきた。

　キールが治める新しいカルネル領にとって、これらの問題を解決する方法としては、白竜を倒し、ミスリル鉱の採掘を再開するのが最も効果があるはずだ。そこで、白竜を討伐したという話だ。

　しかし、鳥Ｅの召喚獣に確認させていたミスリルの採掘坑のうち、いくつかは白竜に破壊されていて、整備するにしても別の坑道を掘るにしてもお金が要る。そこで、白竜を倒してその体を金に換える、一石二鳥の手に出たというわけだ。

「街の人たちを驚かせてしまったようですが、もしかして着くのが早すぎましたか？」

「新領主が今日着任することは、領民に知れ渡っているはずだ。問題はなかろう。これから街に入ってもらうぞ」
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　騎馬隊に遅れて、城門の方から、兵たちが慌ただしく台車を運んでくる。白竜の首を運ぶためのものだろう。

　白竜の体はこのまま城門の前で解体され、首から上は街に入れて、白竜が討伐されたことを広く領民にアピールする事に使われる。

　アレンたちは騎乗して、白竜の頭と共に街に入ることになっている。

　伯爵と一緒に、長年にわたりカルネル領とグランヴェル領を苦しめた白竜を討伐した英雄として、街を練り歩くらしい。

「それは新領主のキールだけでいいです」

　と伝えたが、

「まあまあ、そう言うでない」

　伯爵は笑顔で肩を強く摑んできた。伯爵にアレンたちの騎乗する馬が用意される。

　アレンは、全部で５体の竜Ｂの召喚獣に、ほとんど無傷の白竜の体と首から上を地面に下ろさせる。体は地面に横たわり、首から上は台車に乗せた。

　伯爵としても、相当な大きさの台車を用意してくれたようだが、白竜の頭の方が大きくて、はみ出してしまっている。

「じゃあ、キールはハミルトン伯爵と並んで、ドゴラはその後ろだな」

「お、おい、なんで俺がパーティーの先頭なんだよ。リーダーはアレンだろ」

「ドゴラはハミルトン伯爵家の騎士だろ。パーティーの先頭じゃなくて、伯爵の後ろを進むんだよ。騎士としての仕事だ」

「な、なるほど」

「ドゴラ、いいなぁ」

　クレナは騎士らしい仕事をしているドゴラを羨ましそうに見た。

「そうだ。伯爵、今解体している白竜の肉を、私たちと、開拓村にいる私たちの家族、そしてグランヴェル家にも分けていただけませんか？」

「ん？　もちろんだ。だが、取り分はそれだけでいいのか？」

「もちろんです。あとはカルネル領の発展に使ってください」

「なるほど、グランヴェル卿に聞いた通りか。欲はないのだな」

　ハミルトン伯爵は困った顔をする。

　今回のドラゴン退治はただのドラゴン退治ではない。

　莫大な利益を生むミスリル鉱山を住すみ処かにし、ミスリル採掘を妨げていた白竜を倒したのだ。

　それを成し遂げるほどの者たちが、報酬に地位や名誉、金ではなく、ドラゴンの肉がいいと言うような場合ほど、怖いものはないということを知っている。

　一行は城門をくぐり、カルネルの街に入った。

「セシル。なんか、街に普通に入れたな」

「何よ、私にあのときのこと思い出させたいわけ？」

　セシルは子どもの頃、カルネル子爵の雇った殺し屋に攫さらわれたことがあった。それをわざわざ思い出させるようなことを言うアレンを、あのとき、誰のせいで魔導船から落ちたと思っているのかと言わんばかりに睨みつけた。

　城門から街の中心へ続く通りには、大勢の住民が詰め掛けていた。

　押し合いへし合いして、なんとか「白竜を倒した一行」を見ようとしている。あまりの人数に、兵士が並んで壁を作り、白竜退治の一行が道を進む邪魔にならないようにしているくらいだ。

　住民の声が聞こえてくる。

「あ、あの方が新しい領主様なのか？」

「まだ子供じゃないか」

「馬鹿、声が大きいぞ。後ろの竜の頭を見ろ。英雄様が新たな領主としてやって来てくれたんだぞ」

（あまり、キールの親父のことを悪く言う人はいなそうだな。まあ、暴君として君臨していたわけじゃないってことか）

　キールの父であるカルネル子爵は、実態はどうあれ、住民からそこまで悪評を受けるようなこともなかったのかとアレンは思う。

　こうして絢爛豪華な服を着た新領主のキールは、白竜の首を携え、英雄としてカルネルの街に帰ってきたのである。

　アレンは、白竜の頭を取り囲む住民の中に、涙を流している者を見た。

　数年前、領内に現れて以降、白竜はミスリルの採掘坑をいくつも破壊した。

　その時、犠牲になった鉱山の労働者も多かったと聞いている。

　憎い仇に報いが訪れたことへの歓喜と、それを行った者への感謝が湧き上がるとともに、大切なものを失った悲しみが蘇っている……といったところだろうか。

　街の中央にある広場で、アレンたちは白竜の首から離れた。首は騎士たちに護られながら、しばらくこの広場に置かれ、住民の見物を受けるらしい。

　アレンたちは、前を行くハミルトン伯爵とキールを警護する騎士団とともに、広場を離れた。

　しばらくするとカルネルの館に到着した。グランヴェル子爵の館より随分大きい。

　馬を下りて館の中に入ると、広間には多くの人が待っていて、キールに向けて歓迎の拍手をした。

　中には、王城で見た服装の者が何人もいる。

（ああ、王城の役人か）

　キールがカルネル男爵になって、まだ数日しか経っていない。

　旧カルネル領は、キールの父が罪に問われたことにより、王国に召し上げられて王領になっていたが、キールが男爵になると、半分が彼に引き継がれた。そのための事務処理を行うべく、王城の役人がやってきているのかもしれない。

　広間に集まった人々の中から、１人の少女が声を上げた。

「お兄様！　よくぞご無事で!!」

「ニーナ！」

　少女は泣き笑いの表情で顔をくしゃくしゃにしながら、ゆっくりと進み出て、こちらもゆっくりと進み出て腕を広げたキールに抱きついた。

（やっぱり駆け寄り方に貴族感があるな。うちのマッシュとミュラとは大違いだ）

　アレンは、つい先日、２年ぶりくらいに自分が弟妹と再会を果たした時と、今、キールが妹ニーナと再会した状況を比べ、育ちの違いとはこういうものかと思う。

「これはこれは、カルネル男爵様」

「え？　はい」

　キールが声の主を探すと、広間にいた役人のうちの１人が、揉み手をしながら近寄ってきた。

「この度は、男爵の位を授かられましたこと、心よりお祝い申し上げます。わたくしは王家の使いをしている者でございまして……」

「ふむ、そのような話は、このような場所ですることではなかろう？」

　ハミルトン伯爵が、キールとニーナの兄妹と、王家の使いの間にすべりこんだ。

「これはハミルトン伯爵様。も、申し訳ありません」

（ハミルトン伯爵は王家の使いにも屈さないと。さすが上級貴族だな）

　上級貴族とも呼ばれる伯爵の位に加え、同盟派と呼ばれる派閥の中でも有力な立場にいるハミルトン伯爵は、王命を携えてやって来る王家の使いにも、強い言葉を放てるのかと思う。

　なお、同盟派とは学園派の一派だ。才能のない貴族たちの多くで構成されている。

　伯爵の指示を受けた使用人に導かれ、一行は館の会議室に移動した。

　王家の使いとキールの話し合いには、ハミルトン伯爵の他に、アレンと仲間たち、ニーナ、そして館の使用人が数名、立ち会うことになった。

「男爵の位を授かり、カルネル領の再建も叶われたこと、改めてお祝い申し上げます」

「再建はこれからですが、ありがとうございます」

　キールは、自分と同じく家を失った妹ニーナや使用人たちに、帰る場所を作ってやることを目標にしてきた。だから、授かった爵位が男爵だったことも、与えられた領地が旧カルネル領の半分だけだったことも、そんなにショックではなかったと言う。

　キールはまだ14歳で、これまで父であるカルネル子爵から、貴族、領主としての教育を受けていない。これからさまざまな事を学んでいかなければならないのなら、領地は半分でも問題ない。

（別に、これから俺と一緒に旅に出るキールにとっても管理しないといけない領が半分なのは決して悪い話じゃないからな）

　王家の使いが話題を変える。

「キール男爵は、当面の間、代官を置くと聞いておりますが……」

（まあ、代官置くけどね）

「はい。そのようにさせていただくつもりです」

　ラターシュ王国では、領主が必ず領内にいなければならないわけではない。

　領主が領地を離れている間に、職務を代行する「代官」という役職を配置する制度がある。

　この制度を利用し、キールにはパーティーの回復ポジションとしてずっと冒険の仲間に入ってもらうつもりだと、ハミルトン伯爵には伝えている。

　肝心の代官は、グランヴェル子爵に紹介を頼もうと考えていたが、豊富な人脈を持つハミルトン伯爵が紹介を請け負ってくれた。

「うむ、人選は済んでいるゆえに、まもなく到着する予定だ」

「はい。伯爵には何から何まで面倒を見ていただいて、ありがたいことです」

　王家の使いとハミルトン伯爵に負けず、キールも丁寧な言葉使いだなとアレンは思う。

「そ、それにしてもあの白竜を倒すとは。しかも着任早々に。これは国王陛下もお喜びになるでしょう」

　王家の使いがまた話題を変えた。

「そうですね」

　会話に間が生まれ、王家の使いは口を閉ざし、じっとキールを見つめた。

（何見つめてんだよ）

「つきましては……ぜひ、あの白竜を、王家にご献上いただけたらと思うのですが」

（はい、きた。マジでそんな気がしていた）

　アレンと仲間たちは、魔石を含めた白竜の死骸の全てを、キールの男爵としての門出のため、カルネル家再興のために使ってもらうことにしている。自分たちが食べる分の肉だけを求めたのはそのためだ。王家に白竜を捧げるつもりは毛頭ない。

「白竜を差し出せとはどういう了見か？」

　ハミルトン伯爵も黙っていないようだ。

「い、いえ、全てを差し出せなどと、恐れ多いことを申し上げているのではございません。しかし、王家より爵位を授かる貴族の方々が、ご自身の治める領内で手に入れられたものを、王家に献上なさる、これこそ貴族の務めでありましょう。全てとは申しません、しかし、まったくお手元からお出しにならないというのは……」

「ハミルトン伯爵」

「ぬ？　なんだ？　アレン殿」

「利益という話なのですが、白竜に破壊された採掘坑の復旧にも、新たな坑道を掘るためにも、労働者の募集をしないといけません。こういった領内を運営するのに必要な費用を引いたものを、利益と言うと思うのですが、いかがですか？」

　アレンは利益についての考えに問題がないか王家の使いに確認する。

「まあ、そうなるな」

　旧カルネル領が、白竜によって失ったものはあまりにも大きく、恐らく、白竜の体を全部売っても補塡はできないだろうと思われる。伯爵も同意してくれる。

「今、私の友人がお話ししたとおりです。王家のためにも、お預かりしているこの領地を発展させ、領民に国のために働いてもらわねばなりません。そのために白竜の亡なき骸がらを使わせていただくと、形あるものとして差し上げられるものがなくなってしまうのです」

　キールは、白竜の被害に遭った遺族のために、できれば弔慰金を出したいと言う。

「……」

　王家の使いが息を吞む。

　男爵が就任早々、王家への献上を断ったのだ。

（まあ、これだけだと王家と無駄に対立する形になって得るものはないな）

「ただ、国王陛下も新たに国王として着任されて、権威を示したいことと存じます」

　アレンがキールの話に続けて、王家の使いと話をする。

　白竜を討伐させたとなれば、国王の威信を示し、地位を盤石にする材料になる。そのための献上品だ。

「は、はあ」

　アレンが国王の立場を慮おもんぱか　って話をしていることに、王家の使いは違和感を覚えるようだ。

「そこで、これから数日の間、街の広場に置いておく予定の白竜の頭ですが、これ、買い取りませんか？」

「買い取る？」

「まあ、ここだけの話、お金さえ出していただけるなら、献上したという体ていでもいいですよ、ということです」

「そ、それは……」

　アレンは悪い顔をして「ご検討ください」と締めくくる。

　それを聞いて、アレンの仲間たちはまた始まったと出されたお茶を口に運ぶ。

（こっちもやっておかないとな）

「ああ、あとで、この街の冒険者ギルドに行くぞ」

「ん？　何か用があるのか？」

　ハミルトン伯爵が聞く。

「いえ、俺たちは数年前に王家が出した白竜討伐の依頼を完了したことになります。その報酬が、確か金貨１０００枚でしたか、それを貰いに行かないといけません」

「な!?」

　王家の使いがその会話を聞いて絶句する。

（グランヴェル子爵には白竜討伐の依頼を速やかに取り下げてと言っといたからな）

　グランヴェル子爵は、もう何十年も前から、冒険者ギルドに白竜討伐の依頼を出していた。その報酬が金貨１０００枚で、これはグランヴェル家の懐事情としては破格の金額だったが、白竜の被害に遭うことのある土地を治める貴族の務めと考えていた。

　白竜がカルネル領に移動し、王領にカルネル領が編入された際、王家も白竜討伐の依頼を冒険者ギルドに出した。その報酬も金貨１０００枚だった。

　白竜を討伐することをグランヴェル子爵に伝えた時、まだ依頼を出したままであることを知ったアレンは、直ぐに取り下げるように言った。

　日頃からお世話になっているグランヴェル子爵から褒賞を貰うつもりは毛頭ない。

　反対に、王家からはがっつり白竜討伐の褒賞を貰うつもりだ。

　これはパーティー「廃ゲーマー」が国王から討伐報酬をせしめるということだ。

　王家の使いはこれ以上何か吹っ掛けられないようにしたつもりか、黙ってしまった。

　話が途切れたところで、ニーナが口を開いた。

「お兄様はいつまでこちらにいらっしゃれるのですか？　離れていた間のお話を聞きたいのです」

「えっと……」

　ニーナの真剣なまなざしに、今度はどうしていいか分からなくなったキールが沈黙してしまう。

「そうだな。たしか、ここに来る前に、渡航許可証が発行されるまで何日かかかると聞いたから、それまでは館に滞在してはどうなのだ」

　言葉に詰まったキールに代わり、ハミルトン伯爵が代わりに日程を教えてくれる。

「渡航許可証？」

「そうなんだ。実は、これからバウキス帝国に出掛けるんだ」

「そうですか」

　キールの言葉に、ニーナが目を伏せる。

（ミュラも出かけると言ったとき、結構寂しそうにしていたけど、そういうもんなんだな）

　アレンはさみしそうなニーナを見てそう思う。

　こうして、王家の使いとの話をまとめたアレンたちは、カルネル領で数日宿泊し、白竜の肉を届けにアレンの実家のある開拓村、グランヴェル子爵の館にも立ち寄ってからバウキス帝国に向かうのであった。













第六話　バウキス帝国への旅路











　アレンたちは、王都にある、王国で最も大きい魔導船の発着場にいる。

　今日はこれから、バウキス帝国に向けて出発する。

　グランヴェル子爵とセシルの兄であるトマスが見送りに来てくれていた。

「では、セシルを頼むぞ」

「はい、何から何までありがとうございます」

　アレンがグランヴェル子爵にお礼を言ったのは、妹のミュラについてのことである。

　ミュラは僧侶の才能を精霊神に授けてもらった。

　そのミュラに、回復魔法を教える神官を派遣してくれるように、グランヴェル子爵が教会に依頼してくれると言う。なお、ラターシュ王国でも世界でも『教会』と呼んでいるが、『エルメア教会』が正式名称だ。

　たくさんの神々がいる中で、創造神エルメアが一番多く祈りを捧げられている。

　開拓村では順調に施設が整ってきていて、ようやく今年から教会を建築し始めていた。それが完成してから神官を招く予定であったが、そのスケジュールを早めてもらうように頼んだのだ。

　村では秋にボア狩りをやるので、アレンも召喚獣のサポートもする予定だが、ミュラが回復魔法を覚えれば、安全面が向上する。離れたところからでも回復魔法をかけることができるので、レベルも簡単に上がるだろう。

　最後にセシルがグランヴェル子爵にお別れの挨拶を済ませ、皆で魔導船に乗り込んでいく。

　魔導船は高速艇と呼ばれる速く移動できるものや、巨大なもの、小さめなものなど、さまざまなタイプがある。

　今回乗ったのは通常の速度で移動するタイプで、国家間を移動するかなり大きなものだ。

　そこそこ大きめの客室を２つ予約して、男女に分かれて宿泊することにしている。魔導船には既に何度か乗っているので、慣れたものだ。

　荷物を置いたら、今後の話をするために男部屋に集合する。

　修学旅行のような気分が学園にいたころからずっと続いている。

「それにしても、金貨１０００枚って何に使うのよ？」

　アレンは開拓村の村長である父ロダンに、村の開拓費用にと、金貨１０００枚を渡してきた。

　開拓村は非課税ということもあり、村を作るのにそんなに費用はかからないことを知っているセシルが質問をしてきた。

「職人を呼ぶのも金がかかるらしいからな。あとは治水とか」

　ただ村を開拓するだけなら、そこまでお金はかからない。クレナ村もそうだった。

　しかし、魔獣に対応した村づくりの専門家や、建築、土木、治水の知識を持つものを雇い入れるとなるとそうはいかない。

　長期的な村の発展を最初から計画すると、金貨などすぐに無くなるだろうとアレンは考えている。

「キールも金を随分おいていったな」

　ベッドに横になって、あくびをしながらドゴラが言う。彼はこういう打合せでも眠ってしまうことが多い。

　その隣では、クレナが既にウトウトし始めている。それを見ながらアレンは、自分がベッドにクレナを運ぶのかと思う。

「ドゴラ、俺は領主だからいいんだよ」

　キールはハミルトン伯爵に金貨１０００枚を預けていた。妹や使用人の生活が困ったときに援助してもらう資金だ。

　この金貨１０００枚は、ローゼンヘイムで女王から貰ったものだ。アレン以外には、ローゼンヘイムでの地位ではなく、金貨が贈られたのだ。

「Ｓ級ダンジョンにはＡランクの魔獣が大量にいるだろうからな。貴重な武器や防具もでるだろうし、すぐに金が手に入るだろう」

　お金に頓着のないアレンは、必要になれば今後も稼ぎができるだろうと楽観的に考えている。

「それはそうね。それにしてもメルルは大丈夫なのかしら？」

「ローゼンヘイムを通して、学園にはメルルの卒業を、バウキス帝国にはわたくしとの同行を、それぞれ申請しております。きっと誠意のある対応をしてくれるかと」

　セシルの疑問にソフィーが答える。

　今回、バウキス帝国のＳ級ダンジョンを攻略する上で、メルルの同行は必須であるとアレンたちは考えている。

　仲間として心強いのは当然として、アレンたちはバウキス帝国についても知らないことが多いので、ドワーフのメルルに色々聞きながら攻略しようということになったのだ。

　今回の戦争でメルルが活躍をしたことを前提に、学園には彼女の卒業証書を発行してもらう。

　バウキス帝国にはＳ級ダンジョンの攻略に彼女を同行させてほしいということを申請した。

「返事はまだなんだよな？」

　王国の魔導具を使って、ローゼンヘイムに連絡を取ったが、バウキス帝国からの回答はまだだという。

「はい。ですが、これまでバウキス帝国から無下に断られたりなどはありませんから、問題はないでしょう」

　それからほどなくして会議は終わり、アレンは爆睡したクレナを女性用に借りた部屋に運んだ。

　それから数日が経った。

　魔導船は順調に航行し、その間、アレンたちは飯を一緒に食べたり、たまにはそれぞれ思い思いに行動しながら過ごしている。

　アレンの場合は、１人の時間の全てを、魔力消費によるスキル経験値の獲得と、天の恵みの作成に充てている。

　今日も、食堂の隣に借りた食事用の個室で、料理を注文し、仲間が揃うまで作業をしている。

　個室を用意したのは、そもそもソフィーのためだ。

　エルフは、ローゼンヘイム以外では、戦場の前線か学園くらいにしかいないため、こういう一般的な場では、その長い耳がとても目立つ。

　ソフィーは顔立ちも綺麗なので、より人目を引きやすく、それを避けるために普段はフードを被っていることが多い。フードを取らざるを得ない食事の場で、不特定多数の他人に出会わないようにとの配慮だ。

　そこへ、セシルがやってきた。

「アレン？　またここにいたのね。それ、ご飯の時も作っているわね」

「ああ、まあ王国で結構散財してストックが無くなったからな」

（無事に帰れるとは限らんからな）

　ロダンに金貨を渡す時に、何かあったときのためにと天の恵みも多めに置いてきた。

　アレンはいつもこんな感じだ。セシルも、「魔力回復リングを手に入れてから頻度がすごいことになったわね」くらいにしか思っていない。

　他の仲間たちもぽつりぽつりと個室に集まってくる。今日の最後はクレナで、料理が運ばれてきた直後にやってきた。

「わあ、ごはんだ!!」

　戸口で大声を出すクレナの背後から、

「こちらにアレン様はいらっしゃいますか？」

　知らない女性の声がした。

「はい。私です。おりますが、なんでしょう？」

「わたくし、ギアムート帝国のものです。少しお話をさせていただいてもよろしいですか？」

「え？　はい、どうぞ」

　いきなりの来訪者に、仲間たちが警戒する。アレンは霊Ｂの召喚獣を壁の中に忍ばせた。

　入ってきたのは、何日か前に会ったことがある人だった。

（あれ、この人は王城で話しかけてきた人では？）

　すぐに、ラターシュ王国の王城で、社交の場に出席した時、声をかけてきた女性がいたことを思い出す。

　あの時も、今日着ているのと似たような、ぴっちりとしたスーツのような服装だった。

　ギアムート帝国の外交官を名乗り、話があるので時間が欲しいと言っていた。その時は、かなりの数の貴族に囲まれていて、話すことができなかった。

　年は20代前半くらいだろうか。

（うん？　俺たちを追って魔導船に乗って来たのか）

　空いている席に座ってもらう。食事もまだということなので料理も注文してあげる。

「恐縮です」

　外交官は腰の低い感じだが、視線をアレンから離さない。

「皆で食べましょう」

「うん!!」

　クレナが元気よく返事をし、外交官が頭を下げたところで、食事が始まった。

　アレンたちはいつも食事を大皿で頼む。

　クレナとドゴラが大喰らいなのと、ソフィーとフォルマールが少食なので、たくさん頼んでみんなで分けるのが最も効率がいいというのが、主な理由だ。

　エルフの２人は、家畜の肉をほとんど食べず、魔獣の肉となると全くと言っていいほど食べない。

　開拓村で白竜の肉をステーキにしても、口をつけなかった。

「それで、私に何か御用でしょうか？」

　スープをスプーンで口に運びながら、アレンは外交官に尋ねる。

「実は、皇帝陛下がアレン様をお連れするよう仰せなのです。この船はまもなく帝都に到着します。ぜひ、そのまま皇帝陛下の御前にお越しいただけませんか」

（まあ、そんな話だろうという気はした。なるほど、それで今の今まで待っていたのか）

　実は、ラターシュ王国からの魔導船に、バウキス帝国への直行便はない。

　ラターシュ王国とバウキス帝国の間で正式な国交が結ばれていないので、互いにギアムート帝国の帝都にある空港を経由するしかない。

　魔導船は、明日にでもギアムート帝国の帝都に着くところまで来ている。ずっとこの日を待っていたようだ。

「申し訳ございません。私たちはこれから予定があるのです」

「予定とは、皇帝陛下のお呼び出し以上の大事なものですか？」

　外交官はアレンから目を逸らさない。

「それに、特に呼ばれるような覚えもありませんので。大陸の盟主には恐れ多いかと」

「どうしてもですか？」

「申し訳ございません。ただ」

「ただ？」

「普段はラターシュ王国の王城にいらっしゃるのですよね。もし、どうしてもお力添えをお願いすることになったらお声を掛けさせていただきます」

（中央大陸の盟主っていうくらいだしな。帝国にしかないダンジョンや何かがあるかもしれないからな。伝説の武器とかないのか）

「……分かりました。ヘルミオス様もそうですが、なかなか難しいですわね」

「いえいえ、世界を救うようなお方と一緒にされて、大変光栄ですよ」

　外交官はそれ以上何も言ってこなかった。

　こうして、アレンはギアムート帝国の外交官の誘いを断ったのであった。





＊　＊　＊






　アレンたちはギアムート帝国帝都の空港で、王都発の魔導船を降り、翌日、バウキス帝国行きの魔導船に乗り込んだ。

　バウキス帝国に向かう魔導船には、結構な数のドワーフが乗っている。ギアムート帝国とバウキス帝国を行き来するドワーフは多いようだ。

　大抵のドワーフは髭もじゃもじゃで、成人していると思われるのに、14歳のアレンよりさらに背が低く、ムッキムキの筋肉質な体をしている。

「毎日毎日飽きないわね」

　今日も今日とて、食堂の隣に個室を借りて昼食を摂っていると、壁越しにドワーフたちの騒ぎが聞こえてくる。

　ドワーフの酒盛りは朝だろうが昼だろうが夜だろうがおかまいなしだ。個室は防音設備などない普通の壁なので、ドワーフたちのテンションがあがると、たまに隣のセシルの声すら聞こえなくなる。

「ドワーフたちはお酒が大好きですから」

　ソフィーがセシルに答えて苦笑する。

「メルルもそういえば、お酒が好きだったな」

　アレンも会話に参加する。

　この世界はどうも12歳から飲酒が許されるらしい。

　ただ、アレンは、前世のころからの『ゲーマーはお酒を飲まない』という信条のもと、酒は飲まなかった。酒を飲むと、ゲームへの集中力が落ちるからだ。

　そのため、学園の拠点でもお酒を買うという選択肢はなかった。

　学園の２年生になり、転入してきたメルルが、皆で歩いていても、酒屋の前に来ると動かなくなることが分かり、拠点に酒が配備されることとなった。

　メルルはアレンが引くくらい酒を飲むので、買う時の単位は樽で、キールや、キールの使用人で年配の従者なども一緒に酒を飲んでいた。

　メルルの酒豪っぷりを思い出しながら、アレンは窓辺に立ち、荒涼とした大地を見下ろす。

　魔導船は中央大陸から海を越え、さらにバウキス帝国の領地の上空に入っていたようだ。

　メルルから聞いていた通り、バウキス帝国の領地は、ローゼンヘイムと違い、緑のほとんどない荒れ果てた土地ばかりのようだ。

（だから魔導具の技術が発展したのか？　って、ん？）

　アレンは、白竜山脈に残してきた鳥Ｅの召喚獣が、とんでもないものを発見したのを感じた。

「アレン。どうしたの？」

　食事を頰張りながらクレナがアレンの顔を見る。

「皆、聞いてくれ。白竜が生まれたぞ」

「白竜？」

　クレナはキョトンとして理解ができなかったようだ。

　白竜がいなくなったので、カルネル領はこの先ミスリル鉱採掘を再開する予定だった。その手助けになればと、アレンは召喚獣を使い、再開に邪魔な魔獣の殲滅を行っていた。

　その召喚獣の一体が、白竜山脈のグランヴェル領側、中腹にある大きな凹みの上空を通りかかった時、白竜がいるのを発見した。

（白竜山脈には、白竜が１体存在するって設定になっているのか？　これは完全にリポップだな。もしかして世界の理ことわりなんじゃ？）

　アレンは前世の記憶をたどる。ＲＰＧなどで、エリアやダンジョンごとに存在するボスの中には、倒しても必ず復活する敵キャラがいた。このように、一度倒した敵キャラがまた現れることを『リポップ』と呼んでいたが、この世界にも、そういう存在がいるのだ。

　学園のダンジョンの最下層ボスとは、１日１回戦うことができる。つまり、このボスは、死んでも翌日には必ず蘇るか、別の個体が現れるようになっている。『リポップ』しているのだ。

　白竜を倒して10日以上が過ぎていた。その間に新たな白竜が生まれたのは、「白竜山脈には白竜が１体必ず存在する」という、リポップの条件があるからだと考えられる。

「アレン、どうするの？　またやっつけるの？」

　セシルがアレンに訊ねる。

「いや、育てよう」

「え？　育てるの。飼いならすってこと？」

「まあ、そうだな。必ず１体存在するなら倒し続けても意味がない。それよりも魔王の能力も知りたいし」

（リポップし続けるものなのか、白竜を倒し続けて確認する方法もあるけどね）

「魔王？　何で魔王なのよ？　何のことか説明しなさいよ」

　いつもぶっ飛んだ思考をするアレンの考えが、今日も仲間たちには分からない。

　アレンは説明をする。

　魔王は全ての魔獣のランクを１つ上げたと言われている。

　生まれてすぐの状態から、白竜の成長を観察すれば、すでにランクが上がっているのか、一定期間を過ぎると急激に凶悪化するのか、調査することができるかもしれない。

　アレンたちが倒した白竜には、あきらかに自我があった。魔王の影響を受けた状態であったのか、魔王の能力は魔獣を強くするだけなのか。

　あとは白竜自身の記憶だ。

　倒される前の記憶が引き継がれるなら、この世界の真理に１つ近づけるかもしれない。

「ほええ」

　クレナが驚いたような声を出すが、どこまで理解できての驚きなのかは分からない。

「俺たちはこれからＳ級ダンジョンを攻略するわけだけど、それはあくまで魔王を倒すための通過点だ。だが、ローゼンヘイムでの戦いで、魔王の配下にすら手こずることが分かったからな。やるべきこと、できることはしっかりやっておかないとな」

　その言葉に仲間たちは頷いた。

　自分たちが死力を尽くした攻撃も、魔神レーゼルにはほとんど通用しなかったのだ。

　アレンは白竜の幼体のもとに、竜Ｂの召喚獣を１体向かわせる。

　途中でグレイトボアを１体捕まえて、白竜の餌にするように指示をする。

　同じドラゴンである竜Ｂの召喚獣なら、親代わりになっても違和感がないのではという、甘い期待からだ。

「名前はハクとしよう。あいつ、名を名乗れと言って自分は名前を名乗っていなかったしな」

　そもそも白竜が自分の名前を持っていたのか定かではない。

「名前まで付けちゃって、ドラゴンを飼いならすことなんてできるのかしら？」

「それも含めての検証だな」

　アレンはそう言いながら、テーブルの上で芋をむさぼっている精霊神を見る。我関せずといった態度は日頃からだが、どうもこのあたりの情報を秘匿しているように思われる。

　何も答えてくれないだろうから、思いついたことは全て検証するまでだ。

「お、街が見えてきたな」

　窓から外を見ていたドゴラが声を上げた。

　アレンたちも席を立ち、窓辺に向かった。

　魔導船のはるか下方に、ちょうど、荒れ果てた大地の一部が大小の建物が密集する巨大な都市に切り変わる境目が見えている。

　バウキス帝国の帝都ドンバオだ。中心にはひときわ大きな金の屋根の宮殿も見える。

（お、これが全世界最強のバウキス帝国の帝都か。高い建物も多くあるし、文明の発展具合が他の国の比ではないな。まあ、ローゼンヘイムのような自然あふれる街も好きだけど）

「ほおお！　しゅごいい!!」

　クレナが相変わらず、頰を窓にくっつけ帝都の様子を見ている。

「さて、着いたらどうするかな。まずはメルルを探さないとな」

「そうですわね」

　ソフィーもそれが良さそうだ。

　しばらくすると魔導船が発着場に到着する。

　ぞろぞろと船を降りるドワーフたちに混じって、アレンたちも進んだ。

　そろそろ夕方なので、メルル探しは明日にして、今日はホテルに宿泊することにする。

　帝都ドンバオの建物は、角がなく、光沢のある外壁をしている不思議な様式ばかりだ。

　しばらく歩いて、魔導列車に乗ると、駅に近づく度にアナウンスが流れた。

　なんとなく町の中心っぽい響きの駅で下車する。

（さすがに、右も左もドワーフばかりだな）

　初めての国はなにかワクワクするものがある。

　行動範囲が広がって、新しい国、新しい街に行けるようになることが『冒険の醍だい醐ご味み』なのかもしれない。

　ホテルとおぼしき高級そうな建物が目に留まった。

　中に入り、カウンターで訊ねると、普通にホテルだったので、部屋を２つとる。

　仲間には個室がいいと言う者がいないので、ホテルに宿泊するときは大体２部屋とることにしている。

「３階のお部屋になります。昇降魔導具をお使いください」

「昇降魔導具？」

　クレナが何それという顔をする。

「たぶんエレベーターのようなものだよ」

「えれべーたー？」

　カウンターのスタッフが手で示した先に進むと、ロビーの奥に、扉のない凹んだ空間がある。

　近づくと、人が10人くらい密集して立てる程度の、狭い部屋になっていた。

　全員で中に入る。

「なによこれ、どうするのよ？」

「たぶん、何か仕掛けを作動させるものが……って、あったあった」

　アレンは、青く宝石のように光る、ボタンらしきものが２つ、壁に埋め込まれているのを発見する。

　ボタンは三角形で、底辺を向かい合わせに、それぞれの角を上下に向けている。

（階数は選べないのか。どうやら、各階停止のようだな）

　アレンが代表してボタンに触れる。

　ブンッ

　先ほど入ってきた入口が下に降りていき、壁に置き換わる。四角い柱状の空間を、アレンたちを乗せた床が上昇しているのだ。

「お？　大丈夫かよ？」

　ドゴラはよく分からないものに動揺している。

「ああ、大丈夫だ。上がっている反応がないな」

　前世の記憶にあるエレベーターのように、ごく僅かに全身を押さえつけられるような、上昇感覚はない。

　ボタンがほのかに光って反応しただけだ。

　やがて、上から戸口が降りてきて、下側が床にぴたりとついたところで止まった。

　とりあえず出てみると、床に「２」と表示がある。

　２階のようだ。

　なるほどと、もう一度、昇降魔導具の部屋に入り、ボタンに触れてみる。

　さっきと同じように床が上昇し、停止したところで部屋の外に出ると、床に「３」と表示がある。

　３階のようだ。

「こんなんで、上の階にいけるんだな」

　ドゴラが床の文字を見ながら呟いた。

「そうだな。旅人はそれなりに荷物があるからこういった魔導具があった方が便利なんだろうな」

　アレンたちはそれぞれの部屋で一晩を過ごす。

　翌日の朝、ロビーで全員揃うのを待っていると、ぞろぞろとドワーフたちがやってきた。

　そのうちの１人が、ソフィーに近づき、丁寧にお辞儀をした。

「おはようございます。おくつろぎのところ、大変失礼とは存じます。あなたはローゼンヘイムのソフィアローネ王女殿下でいらっしゃいますか？」

「は、はい。そうですが」

（ん？　また急に声を掛けられたな。今度はソフィーに用事か）

「お初にお目にかかります。私は、この国の外務大臣を務めさせていただいております、ヌカカイと申します。もしお急ぎでなければ、お時間を頂戴できますか？　私どもで個室を用意しておりますので、朝食がてら、お話を聞いていただけませんでしょうか？」

　ソフィーに話しかけてきたドワーフは、バウキス帝国の外務大臣と名乗った。

（いきなり大臣か。まあ、こっちは王位継承権をもったローゼンヘイムの王女だしな。っていうかホテルに泊まった情報はバウキス帝国に筒抜けか。それでいうと魔導船の搭乗記録も全て抜かれてそうだな）

　バウキス帝国には、渡航の日程はラターシュ王国から伝わっているはずだ。

　色々話さないといけないことがあるのはアレンたちも同じなので、丁度良いと考える。

「お話、承りましたわ。友人を待っているので、少々お待ちくださいませ」

　今日はキールが一番遅い。

　アレンは、ドゴラやキール、フォルマールと同じ部屋で寝ているが、皆より早く目覚めたからと起こしてまわったりしない。

　最高の効率を出すためには、睡眠と食事が最も大切だからだ。

「急なお声がけにもかかわらず、ご対応いただきありがとうございます。では、準備させていただきます」

　外務大臣は後ろにいた配下のドワーフたちに視線で指示をする。

　ほどなくしてキールがやって来たので、外務大臣とともに食堂にむかう。

　案内されたのは、宝石や金の装飾が目立つ、豪華で広い食堂だった。

（ドワーフの国って結構な成金体質だな。ギアムート帝国はどうなんだろう？）

　豪華なテーブルに着くと、外務大臣がソフィーの向かいに座る。

「何か飲まれますか？」

「いえ」

（朝から飲むわけないだろ）

　この時の「何か飲むか」は、お酒は何を飲むかということだとすぐに分かる。

（なんだろ。ソフィーはお酒を飲まなくなったな。ドラゴンの肉も食べないし、食べるものが減っていっているな）

　アレンが酒を一切飲まないため、ソフィーもお酒を飲まなくなった。

　アレンが酒を飲まないのは、酔ってゲームの判断間違いが起きたり、寝落ちしたりすることを嫌った、前世の記憶があるからだ。

　今は、１秒に１パーセント回復する魔力回復リングを装備しているので、アレンは常に魔力が回復し続けている。その魔力を消費してスキルレベルを上げるためには、１秒も無駄にできない。

　うっかり寝てしまったら、その間の数時間分も無駄になってしまうと考えている。

　また、エルフは魔獣の肉を食べないようだ。

　これは学園にいたころから聞いていたが、野生動物の肉は食べても魔獣の肉は食べないらしい。このあたりは人間と違う。

　そのためか、ローゼンヘイムと中央大陸では、魔王軍の魔獣の編成が違うとも言われている。

　ローゼンヘイムでは、人間が食料にしている魔獣も攻めてくるのに対し、中央大陸では、人間が食用にしている魔獣が攻めてくることはあまり見られないのだ。

　これは、魔王軍が倒された魔獣を食料にされることを回避するためではないかと言われている。

　お陰で開拓村のボア肉は戦場に送られ、貴重な食料となっている。

　アレンが子供の頃のボア狩りを思い出していると、ホテルの給仕によってスープが運ばれてくる。

（まじか、朝からコース料理なのか。結構時間をかけて食べることになるな。まあ、外務大臣が来てくれたのだし、こっちの要望を伝えとくか）

「改めまして、私、外務大臣をしているヌカカイと申します」

「わざわざ、お越しいただきありがとうございます。ソフィアローネと申しますわ。こちらは私の仲間たちです」

　ソフィーがアレンたちを仲間であると紹介してくれる。１人ずつ名乗ったりはしないが、座ったまま軽く頭を下げ、挨拶をする。

　アレンは自らをローゼンヘイムの参謀だとは言わなかった。調べれば分かることだが、権力ある立場と知られれば、それはそれで面倒なことが起きるものだ。

「まずはお礼を述べさせていただきます。貴重なエルフの霊薬を提供いただき、ありがとうございました」

　ヌカカイ外務大臣が言うには、ローゼンヘイムから提供された大量のエルフの霊薬のお陰で、かつてないほどの規模の魔王軍の侵攻を受けたにもかかわらず、犠牲はこれまでで最も少なかったという。バウキス帝国はこのことを公式に発表し、ローゼンヘイムに対して、協力の礼を述べているというのだ。

　しかし、ローゼンヘイムからバウキス帝国にエルフの霊薬の提供などしていない。考えられるのはメルルに渡した「もの」だが、あれはエルフの霊薬ではないし、あくまでも仲間に渡したものである。

「いえいえ。直接、バウキス帝国に提供したわけではありませんが？」

　アレンは会話に参加し、どういう状況か確認する。

「たしかに、ご学友のメルル殿にお渡しになったものでしょう。メルル殿の進言により、戦場で有効活用させていただきました」

　決してメルルから回復薬を奪い取ったわけではないらしい。

　学園でローゼンヘイムの王女と一緒に住み、学んでいたメルルだからこそ、持たされたのはエルフの霊薬だと、バウキス帝国は勘違いしたのかもしれない。

　メルルに渡したのは、エルフの霊薬ではなく、『魔力の種』だ。Ｄランクの魔石５個で生成でき、使った対象の半径50メートルの範囲の仲間たちの魔力を１０００回復する。

　外務大臣は勘違いしているようだが、ギアムート帝国に提供した『天の恵み』より随分効果が劣る。こちらはＢランクの魔石５個で生成でき、使った対象の半径１００メートルの範囲の仲間たちの体力と魔力を全回復し、体の欠損も修復する。

　メルルに『魔力の種』を渡したのは、バウキス帝国の「ゴーレム使い」たちの魔力を回復させることが、魔王軍との戦いに有効だろうと考えたからだ。

　ローゼンヘイムが侵攻を受ける中、中央大陸とバウキス帝国にも魔王軍が攻めてきていた。例年の倍の１００万にも及ぶ魔王軍の軍勢に対抗すべく、バウキス帝国は学園の生徒にも招集をかけていたのである。

　留学中のメルルも招集を受けたため、アレンはメルルに戦場で使うよう『魔力の種』を渡した。

　ゴーレム使いは使用するスキルだけでなく、ゴーレムを動かすにも魔力を大量に必要とするからだ。

「そうですか。バウキス帝国の被害が少なくなによりです。それで、今後の話をしたいのですが？」

『魔力の種』の使われ方をこれ以上聞いても仕方がないので、本題に入るよう促した。

「はい、何でも、ソフィアローネ王女殿下は、ヤンパーニの神殿にあるＳ級ダンジョンに挑戦なさるとのことですが？」

　ヌカカイ外務大臣はティーカップを口に運び、一口飲んでから話しはじめる。ソフィーがお酒を断ったので、さすがに自分だけ飲むわけにはいかないと考えたようだ。

「はい、彼ら仲間と共に挑戦したいと考えております。こちらで、ダンジョンの攻略に挑戦することは可能でしょうか？」

　ソフィーは、学園都市の地下にあるＡ級ダンジョンで、ダンジョン統括システムから貰った、『Ｓ級ダンジョン招待券』を取り出した。

　学園のダンジョンはＣ級ダンジョンから始まり、条件を満たすとＢ級ダンジョン、Ａ級ダンジョンへと挑戦できる。

　アレンたちは順調に攻略を続け、Ａ級ダンジョンを５つ攻略すると、Ｓ級ダンジョンへの挑戦ができる招待券を渡されたのだ。

「たしかに、そちらの招待券をお持ちということは、ディグラグニ様が選んだ挑戦者とお認めいたします」

（お、普通に挑戦させてくれるのか？）

　Ｓ級ダンジョンである「ヤンパーニの神殿」は、バウキス帝国のドワーフたちが信仰するダンジョンマスターであるディグラグニを祀る場所だ。

　招待券を貰ったのは学園都市地下のＡ級ダンジョンでのことだが、招待券を発行したのはディグラグニの意志であると、バウキス帝国のドワーフたちは考えているようだ。

「ご協力に感謝いたしますわ」

「ただ……Ｓ級ダンジョンへの挑戦者は、本来であれば、喜んでお迎えすべきところですが、あなたのような立場の方には、今一度お考え直しくださいと申し上げなければなりません」

「え？　どういうことでしょうか？」

「Ｓ級ダンジョンは、挑戦者の半数が１年以内に死亡します。とても危険なところなのです」

（ほほう？　たしかこれまで、攻略できた者もいないんだっけか）

　アレンと仲間たちに緊張が走る。

　Ｓ級ダンジョンに挑戦できる者は、Ａ級ダンジョンを５つ制覇しているはずだ。そのような猛者たちの半数が、挑戦から１年の間に死亡するとなれば、その危険はどれくらいかという話だ。

「危険なところとは存じております。しかし、魔王軍と戦うために、Ｓ級ダンジョンへの挑戦は避けられないと考えております」

「たしかに、Ｓ級ダンジョンでしか手に入らない物も多くありますからね。……お気持ちが変わられないようでしたら、それでは、改めて王女殿下がダンジョンに挑戦される際の、私たちバウキス帝国の対応についてご説明いたします」

　そう言って、ヌカカイ外務大臣はＳ級ダンジョンの挑戦についての説明をはじめた。

　バウキス帝国では、招待券とは別に、Ｓ級ダンジョンへの挑戦権利証を発行する。

　権利証の有効期限は１年で、更新するには期限を過ぎた翌月中に手続きが必要となる。

　更新をせず、魔導船等の公共機関を利用しなかった場合、期限が切れてから半年後には、それぞれの国に死亡通知が行くことになっている。

　このような措置を取っているのは、Ｓ級ダンジョン挑戦者は死亡確認が困難な場合が多いからだ。

「……」

　ソフィーは黙って話を聞いている。

　さきほど、外務大臣は、相手が他国の王女であると知ってなお、挑戦の意思を挫くじくようなことを、しかもはっきりと言い切ったことを、重く受け止めているのだろう。

　Ｓ級ダンジョンでは、全滅の危険がこれまでと段違いなのだ。

（１人でも生きていれば、わざわざ死亡したことを確定するのに半年も待たなくても何人死んだか分かるもんな）

「……以上となります。Ｓ級ダンジョンである試練の塔についての詳細をお知りになりたい場合は、ディグラグニ様に仕える神官にお訊ねください」

　ヌカカイ外務大臣が話し終えた。

「ありがとうございます。……ところで、私たちの友人についてはいかがでしょうか？　一緒に挑戦したいと考えているとお伝えしているはずですが？」

「……そうですね」

　ヌカカイ外務大臣が急に言いよどんだ。

「もしかして、メルルさんに何かありましたか？」

　バウキス帝国が魔王軍との戦いに勝利したことは聞いている。

　しかし、メルルがどうなったかは聞いていない。

「いえ、メルルは無事です。戦争でも活躍しましたし、学園も卒業を決定しました。ただ、皇帝陛下が、彼女の身を案じておられるのです」

　メルルの才能「魔岩将」は、１０００万人に１人のレアな職業だ。バウキス皇帝は、貴重な才能を持つメルルを失う危険は冒せないと考えているらしい。

「では、メルルさんの同行は厳しいと？」

「い、いえ。ですので、バウキス帝国としては、それなりの見返りを頂きたいということです」

（ほう。ん？　もしかして、あんなにさんざんダンジョンが危険だと言っていたのはそういうことか？）

　朝食のテーブルにて、ヌカカイと名乗る外務大臣との交渉はまだまだ続いていく。
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　食事が始まってかなりの時間が経った。

　朝から随分デカい肉が運ばれてくるなと思ったが、ドゴラとクレナは易々と平らげた。

　コース料理はメインも終わり、そろそろデザートが出そうだ。

　育ち盛りなのか、大食らいのクレナとドゴラが、給仕にパンのおかわりを求めた。

　パンがテーブルに置かれると、精霊神が駆け寄って真っ先にかぶりつく。

　給仕のドワーフは、奇妙なものを見る目つきで精霊神を見ていた。

「それは、メルルさんを同行させるのに条件があるということでしょうか？」

　ソフィーはヌカカイ外務大臣の話の趣旨を理解しようとする。

「はい、その通りです」

　ヌカカイ外務大臣ははっきり頷いた。

（まあ、この点は分からんでもないな。１０００万人に１人のレアな才能を持つ自国の民を、年に半数は死ぬと言われるＳ級ダンジョンに連れて行きたいと言われているんだからな）

　恐らく死亡率は事実なのだろうとアレンは考えている。

　そのような場所に、貴重な才能である剣聖や聖女、大魔導士を連れて行くと言われたら、どの国でも、大なり小なり条件を付けてくるはずだ。

「メルルさんに差し上げた『エルフの霊薬』が、その条件には合致しませんでしょうか？」

　先ほど、アレンがメルルに渡した魔力の種が活躍したと外務大臣から聞いたばかりだ。

「たしかに、お陰で多くのゴーレム使いが救われました。皇帝陛下も大変感激されていて、返礼についてもお考えになっています」

「返礼？」

「はい、貴国は、魔王軍によって多くの街が破壊されたと聞いております。そこで、我々からは、街の復興に必要な魔導具を無償で提供させていただきたいとのことです。もちろん、魔導具の維持管理まで無償というわけにはいきませんが」

　外務大臣の言う「街の復興に必要な魔導具」とは、街灯になる灯りの魔導具や、排水を浄化する魔導具のことだろう。

　バウキス帝国の帝都でも使っているような、最新でまだ他国に提供していない貴重な魔導具を提供する準備があるとのことだ。

　ただし、魔導具は維持管理が必要であり、そのための専門技術を持つ者の派遣や部品の交換の代金は頂くよということだろう。

（完全な商売人だな。学園で習った通りだ）

　ヌカカイ外務大臣の話は、学園の授業で習ったバウキス帝国のイメージそのものだった。

　バウキス帝国は魔導具の開発に長たけていて、それらを世界中に流通させ、経済から世界を支配しようとしている。

　そのため、他国で開発できない貴重な魔導具を提供し、輸出につなげる機会を常に窺っている。

　結果、ラターシュ王国で利用されている魔導具の６割を、バウキス帝国から輸入されたものが占めている。ギアムート帝国は、なるべく自国開発の魔導具で賄いたいと考えているようだが、市場からも利用現場からもなかなかバウキス帝国産を排除できないでいる。

「なるほど、それは女王陛下もお喜びになるはずですわ」

　バウキス帝国の思惑を知りながら、ソフィーは答える。

　ローゼンヘイムは、中央大陸に比べ、魔導具への依存度はさして高くない。

　灯りを作ったり、排水を清めるのに、精霊の力を借りることができるからだ。

　そして、自然との調和を愛するエルフたちには、魔導具の使用に精神的な抵抗がある。

　魔導列車が１両も走っていないのはそのためだ。

　だが、ここでソフィーが「魔導具なんていりません」と言ったら、話は終わってしまう。

　それに、今回の戦争では、都市から国民を脱出させる時や、魔王軍への攻撃の際に、魔導船には助けられたものだ。

「はい、必要な魔導具があればぜひ仰ってください」

「しかし、メルルさんとは学園にいた時からご一緒させていただいておりました。そうした方にご同行いただくのに、お金を出すというのは、なんだか違うと思います。困りましたわね」

　ソフィーは頰に手を当て、眉をひそめる。

　エルフは、暴力を好まない種族だが、政治的な駆け引きは好む傾向にある。

　人口がギアムート帝国やバウキス帝国ほど多くないローゼンヘイムが、５大陸同盟の盟主の立場でいるのは、政治を得意とする種族であることも理由の１つだ。

　外務大臣とも当たり前に交渉を始めたソフィーにも政治の素養があるようだ。

「い、いえ。お金などと無粋は申しません。なんでも、貴国はエルフの霊薬の量産に成功したと聞いております。それを我が国に輸入させていただきたいのです」

「量産と言うほどではありませんが、過去にない効果の霊薬であると自負しております。魔王軍との戦いで、同盟各国にお贈りし、我が国でも消費したので、あまり数はございませんが……」

「いえいえ、まずはできるだけといったところでお願いできれば」

「それでしたら、貴国との友好のためにも、私、頑張らせていただきますわ」

「ありがとうございます。これで私の首も繫がりました。いや～、エルフの霊薬を手に入れられなければ覚悟しろと皇帝陛下におっしゃられては、いやはや、たまりません」

　安堵したように大きく息を吐き、ヌカカイ外務大臣は言う。

「大袈裟ですわね。ところで、メルルさんは今どちらにいるのですか？」

「彼女はもうすぐこのホテルに到着します」

　ヌカカイ外務大臣が壁の時計を見ながら言う。そろそろ９時になるところだ。

「ありがとうございます。皇帝陛下にも私からの感謝をお伝えください」

「承りました。試練の塔に挑戦なさるとなれば、お忙しくなることと思いますが、もし宮殿においでになる機会がありましたら、その時には私、ヌカカイをお呼びください」

　ソフィーが、しばらくはバウキス帝国の皇帝と会うつもりがないことを匂わせたので、ヌカカイ外務大臣はソフィーの言葉に合わせる。

　その後は、バウキス帝国に確認したいことがあり、アレンも外務大臣にあれこれと聞いた。

　それも終わると、このままお待ちくださいと言って、ヌカカイ外務大臣の一行は出て行った。

「ドワーフって皆あんな感じなのかしら？」

　自分たちだけになったところで、セシルが不満げに鼻を鳴らす。

「バウキス帝国は自国の利益を追求する国と聞いております。これでもまだ手加減されているのでしょうね」

（魔王がやってくるまでは、バウキス王国だったらしいからな）

　バウキス帝国は、50年ほど前までバウキス王国であり、大陸を分け合う諸王国の１つでしかなかった。しかし、他のドワーフ国家にない魔導具の技術があり、魔王軍との戦争が始まると、この唯一無二の技術とゴーレムの力を使い、魔物たちを撃退した。

　他のドワーフ王国に技術提供を行い、少しずつ大陸内での発言権を拡大していった後、ドワーフの国を護るためという大義名分を掲げて他国を取り込んでいき、こんにちのバウキス帝国を築いた。

　その過程とやり口については、学園の授業で習っていたが、今日の話し合いでは、それがどれほど正確な情報であったのかを思い知らされた。

「まあ、魔王をダシにのし上がった国だからな。王国だった頃に戻りたくないのだろう」

　魔王軍に苦しめられた国は世界中にあるが、その中で唯一、魔王軍を利用して発展した国だとアレンは思っている。

「国内でそれ言うのはさすがにまずいんじゃないのかしら」

　セシルが諫いさめたところで、

　コンコン

　と食堂の扉がノックされた。

「はいはい」

　そう言って扉の方を見ると、数ヶ月前まで学園の拠点で一緒に暮らしていた、懐かしい顔があった。

「メルル!!」

　一瞬で仲間たちの顔が明るくなる。

　クレナが代表してメルルに激しい抱擁をする。

「ふぎゅ!?　みんな～！」

　アレンたちもメルルに駆け寄り、しばらく皆で、無事に再会できた喜びを分かち合う。

　ひとしきり騒いでから、アレンたちはローゼンヘイムでの出来事を話し、メルルからも、バウキス帝国に戻ってからの出来事を聞いた。

　魔王軍に対する最前線で、ゴーレムに乗って戦っていたと言う。

「すごい強かったよ！　腕がピューンって飛ぶんだよ!!　ドガガーンって！！！」

　アレンと比べ、頭１つ分背が小さいメルルが、身振り手振りを交えながら、興奮気味に言う。

　よく分からないが、ゴーレムが魔王軍をボッコボコにしたことは分かる。
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（ようやくメルルと再会できたけど、同行していてバウキス帝国になんやかんや言われるのは困るな。この辺のこともダンジョン攻略中に対策を練れたらいいのだが）

　１０００万人に１人の才能を持つメルルを、バウキス帝国はそう易々と手放しはしないだろう。

　メルルが今後自由に自分たちと同行できる方法を模索しなければならない。

「Ｓ級ダンジョン攻略でも、ゴーレムを借りられたらいいのにな」

「それは駄目って言っていたわね」

　セシルも困ったわねと言っている。アレンはヌカカイ外務大臣に、メルルのためにゴーレムを借りられないかと頼んでみたが、即座に断られた。

　しかし、どうしてもゴーレムを手に入れたいなら、と言われたことがある。

「Ｓ級ダンジョンはゴーレムの『石板』が手に入るらしいな」

「そうそう、組み立てたらゴーレムができるんだよ!!」

　メルルは魔王軍との戦いでゴーレムを降臨させることができたらしい。

　メルルの話が本当なら、外務大臣は噓を言っていなかったということになる。

（石板って何だよ。なんかワクワクしてくるんだけど）

　１００メートルに達すると聞いたゴーレムを構成する部品が石板なのは良く分からない。

　いったい、どういうことなのか、詳しい話はＳ級ダンジョンがあるヤンパーニの神殿で聞けばいいだろう。

　こうしてアレンたちはメルルと合流し、Ｓ級ダンジョンを目指すのであった。













第七話　Ｓ級ダンジョン











　魔導船の中で声をかけてきたギアムート帝国の外交官、そしてヌカカイ外務大臣と、アレンたちはこの旅で既に２度、皇帝への謁見を求められていた。

　皇帝から呼び出された場合でも、すぐに会えるかといえばそういう場合ばかりでもない。

　ソフィーがラターシュ王国の国王に謁見した時も10日かかった。帝国の皇帝なら１ヵ月以上待たされる事もざらにあるらしい。

　ローゼンヘイムの時のように、女王の間がフリーパスの感覚でいると大変なタイムロスになりかねない。

　今回も、帝都滞在の目的であるメルルとの合流が果たせたので、早々にヤンパーニの神殿に向かうことにする。

　帝都から北西の方角にあるヤンパーニの神殿に向かうため、アレンたちは鳥Ｂの召喚獣に乗った。

　バウキス帝国でも、移動やダンジョン攻略に召喚獣を使うつもりでいたので、召喚についてヌカカイ外務大臣にざっくりと説明をした。

　外務大臣には、アレンが召喚士だという情報はほとんど入っていないらしく、そういえばそんな話を聞いたことがありますねという程度の反応であった。

　街中で召喚獣を出すことはお控えください、それ以外は構いませんと言われた。

　この反応の薄さは、バウキス帝国がゴーレムを持っていることと関係していそうだ。

　自国のゴーレムを超える力は持っていないでしょという考えが根底にあり、世界最強を自負する余裕とでも言えるのか。

　アレンは、いつもはセシルと一緒に鳥Ｂの召喚獣に乗っているのだが、今日はメルルと一緒に乗った。

「じゃあ、メルルも貴族になったんだ」

「うん、僕、頑張ったんだ！」

　１人称が「僕」のメルルは、にこにこしながら、学園を離れた後のことについて話してくれる。

　学園にいたころは、どこか自信がなさそうだったが、今、こんなにも明るく自分のことを話すのは、きっと戦争で活躍できたからだろうと思う。

　メルルは今回の戦争で名誉男爵になったらしい。

　クレナと同じ扱いで、どうやらこの世界では、剣聖や聖女などの星３つ相当の才能を持つ者は、名誉貴族にするのが通例のようだ。

　普段は、このレベルの才能を持つ者は、学園を卒業した時点で貴族になるのだが、今回は大規模な戦争が起きたため、その戦果をもって貴族にしたらしい。これは、世界規模での取り決めがなされているというよりは、それぞれの国が、自国の有能な人材を流出させないための措置として、似たようなことを考えたということだろう。

（メルルは星３つで確定だな。だけど途中で魔力の種を帝国に売ってしまったせいで、スキルがカンストしきれていないな。レベルはさすがに60になっているけど）

　学園に在籍していた頃のメルルは、ダンジョンを周回しても、スキル経験値を一切取得していなかった。

　これはメルルがゴーレムを使ったスキルしか覚えず、学園のダンジョンでは使わなかったからだ。

　バウキス帝国に戻ってからは、魔王軍との戦争にゴーレム使いとして従軍したため、スキル経験値を稼ぐことができたようだ。

　しかし、どうやら魔力の種の使用をバウキス帝国に一任したようで、スキルの使用頻度がアレンの想定を下回り、スキルレベルのカンストには足りなかったようだ。
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　魔導書でメルルのステータスを見ると、剣聖だったころのクレナ同様に、４つのステータスがそれぞれ９００増えている。

（ステータス全体の数値はかなり増えているな。メルルの戦闘能力はゴーレムを手に入れること前提なのは変わらないと。ところで穿孔拳ってドリルパンチのことか？　なんだか胸がときめくんだけど）

　明らかにゴーレムを使う前提の攻撃ばかりが並ぶスキル一覧に心が躍る。

　Ｓ級ダンジョンでゴーレムを組み立てられれば、これらが使えるのだ。

　魔導書に、Ｓ級ダンジョンで手に入れたいものを記録していく。




・メルルのゴーレムのパーツである石板

・オリハルコンの武器防具

・ステータスが１０００を超えて上昇する装飾品

・便利な魔導具




　Ａ級ダンジョンでもオークションでも手に入らない魅力的なアイテムが、Ｓ級ダンジョンでは手に入るようだ。

　ここで一気に装備を更新してしまいたい。

　また、勇者ヘルミオスが、Ｓ級ダンジョンを攻略する上でいくつかアドバイスをくれたが、その中に、冒険に必要な魔導具も手に入るという話もあった。

「ローゼンヘイムでは勇者ヘルミオス様に会ったんだね」

「ああ、メルル。勇者は相変わらずだったな。そういえば、ギアムート帝国での戦勝祝いが終わったら、ダンジョン攻略にやってくるんだって」

　ヘルミオスは、勇者から英雄王にジョブチェンジしてレベルが１になってしまった。

　レベル上げも兼ねて、仲間と共にＳ級ダンジョンを攻略するつもりだそうだ。

「へ～、ヘルミオス様も来るんだ。っていうかアレンってヘルミオス様と仲良いんだ～」

　メルルに感心されてしまう。

「いや、別に仲良くないぞ」

　休憩して昼食をとり、更に北東へ進む。

　ある地点を過ぎた辺りから、視界に、遠近法のうまくいっていない絵を見たときのような違和感を覚えるようになった。

　バウキス帝国の帝都全体より幅があり、そこから垂直に雲を貫いてそびえる、まるで山のように超巨大な構造物が見えてきたのだ。

「あれだよね？」

「そだね」

「なんか大きくないか？」

　アレンは思っていたことを素直に口にした。

「うん、なんか塔の先端が見えないね」

　後ろに乗るメルルがアレンの肩越しに前方を見て言った。

（まあ、『試練の塔』っていうくらいだから塔の形をしたダンジョンであることは分かっていたんだけど、学園のダンジョンと全然違うんだが？）

　学園のダンジョンでは、アパートのような建物の１室から、建物に納まらない広さのダンジョンに移動したことを思い出す。

　異なる時空が重なり合い、つながり合っているような、別次元の空間とも言えるダンジョンだったが、外見は常識的な建物だった。

　しかし、この「試練の塔」は、途中から雲に隠れてしまい、実際にどれだけの高さがあるか分からない。

　そして、

「あれ？　ヤンパーニの神殿はどこだ？　試練の塔しか見えないんだけど」

　あまりにも巨大すぎる「塔」のどこにも、ディグラグニというダンジョンマスターを祀まつるヤンパーニの神殿らしき部分が見えなかった。

「ヤンパーニの神殿は試練の塔の１階にあるんだって！」

　メルルは戦争が終わったらアレンたちとＳ級ダンジョンを攻略できるようになると信じて、戦争中も戦場で先輩や上官から情報を収集してくれていた。

「まじか。Ｓ級ダンジョンもヤンパーニの神殿も全て同じ巨大な塔の中にあるのか」

　アレンはメルルにこのダンジョンについて詳しく聞くことにする。

　荒涼とした大地から天に伸びる塔は、ローゼンヘイムで見た世界樹の数十倍の大きさがある。

　どうやったら、こんなものができるのだとアレンの仲間たちも息を吞んでしまう。

『……』

　そんな中、ソフィーの肩に乗った精霊神だけが、厳しい視線で巨大な塔を見つめるのであった。
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　試練の塔に近づくと、塔へ向かう人の列が見えてきた。

　結構な人数が列をなしている様子なので、ヌカカイ外務大臣に言われたとおり、驚かさないように配慮して、塔から少し離れたところへ、鳥Ｂの召喚獣たちを降下させる。

　徒歩で行列に近づく。

　塔の様子から、学園のダンジョンが中身だけ別次元にあったのと違い、物理的に存在するようだと判断した。

　鳥Ｅの召喚獣を飛ばして、塔の外観を確認する。

　窓はなく、地面と接する外壁部分に大きな門が等間隔でいくつも備わっている。

（この円柱の塔には、窓はないのか。入り口は１つじゃないのかな）

　塔のてっぺんがどうなっているのかを確認しようと、鳥Ｅの召喚獣を上昇させ続けたが、いつまで経ってもてっぺんまでたどり着かない。

（まあ、魔導船のある世界だからな。屋上から入って楽に攻略できるってわけにはいかないだろうしな）

　塔へ向かう人々の列は、途中で枝分かれして、それぞれ別の入り口に向かう。その列の１つにアレンたちも並んだ。

「ん？」

　自分たちの前で列に並んでいる男を見て、アレンは思わず声を出してしまった。

　アレンより背が高いその男は、上着を着ず、裸の背中に大剣を背負っている。

　肩甲骨の下あたりからどんどん毛深くなっていくその背中を見上げると、頭頂部に、これまでこの世界で見たことのない、犬のような耳が生えている。

「あん？　何見てやがる！」

　アレンの声に振り向いた男は、アレンの視線に気づき、犬歯をむき出しにして睨み付けてきた。

「いえ、何でもありません」

「ふん」

　犬耳の男は、アレンを頭からつま先までじろじろと眺め、鼻を鳴らして前を向いた。

　行列のさらに前を見ると、ドワーフだけでなく人族もいるし、結構な数の獣人もいるようだ。

　アレンは学園で、「人族と人」について習った。

　何でも、エルフも獣人もドワーフも全て「人」という概念だ。

　当然アレンやクレナなども「人」で、もしエルフや獣人と分けるなら「人族」と呼ぶらしい。

　これは５大陸同盟が生まれてから、あらゆる種族が一丸となる必要が出てきて生まれた理念だという。

（獣人が結構いるな。南の獣王国から渡って来たのか。この世界の獣人って結構毛深いんだな）

　バウキス帝国の南には、獣王国があるガルレシア大陸が存在する。

　冒険者らしき風体の獣人たちは、そこからやってきたのだろう。ダンジョンに挑戦して金を稼ぐためなのかなと思う。




　列は少しずつ前へ進んでいって、しばらく経ってアレンたちの順番になる。アレンたちが複数の種族の混成パーティーだからか、門番から一瞬奇異の目で見られたが、冒険者証を提示すると普通に中へ入れてもらえた。

「わあ、街だ!!」

　門を抜けたところで、クレナが目を輝かせて驚きの声をあげた。

　塔の内側が、窓がないとは思えないほどの明るさで、その明るさの中に、無数の建物が並んで、１つの街を作っているのが見えたからだ。

「すごいな。街がダンジョンの中にあるのか」

　外から見て、街の外壁が塔の形をしていることは分かっているし、外の明るさとは微妙に異なる明るさだ。

　ただ、光源はすぐに分かった。

「あそこが光ってる!!」

　ここにきて驚きの連続だ。

　クレナがビシッと街の中心を指さした。ひときわ大きな建物が街並みを突き抜けている。

　その建物の先端に灯りを放つ「何か」がある。

「あれがヤンパーニの神殿か？」

　アレンたちは光源のある建物を目指しながら、このＳ級ダンジョンとヤンパーニの神殿について先ほど聞いた話を思い出す。

　歩きながら周りの様子を確認することにする。

「うんうん。そうだよ！」

「あっち……中央か」

　アレンは頭上に鳥Ｅの召喚獣を召喚し、上空から街の全容を確認する。

　半日ほど前に、街中で召喚獣を出してはいけないと偉い人から言われたが、たぶん気のせいだろうと思うことにした。

（随分広い空間だが、天井はあるのか。それにしても、随分大きな街だな。１階は街で２階以降がダンジョンってことか？　お！　あれがヤンパーニの神殿か）

　塔の中は、鳥Ｅの召喚獣が街の上を悠々と飛ぶことができるくらい、縦にも広い空間のようだ。

　街は、中心から円形の道が同心円状に配置されていて、建物も道沿いに建っている。上空から見ると切り株の年輪のようだ。

　その中心には、ヤンパーニの神殿と思われる建造物が見える。

　メルルにこのダンジョンについて先ほど聞いた話を思い出す。

　このヤンパーニの神殿は、数千年前、古代バウキス王朝のころから存在するらしい。

　古代バウキス王朝のヤンパーニ地方に、魔導具を司り、ダンジョンを支配するディグラグニを祀る神殿があった。

　神官たちの祈りに応えるかのように神殿は大きくなり、神殿全体を覆うようにダンジョンが出現した。全てはダンジョンマスターディグラグニの力だと言う。

　これがＳ級ダンジョンとヤンパーニの神殿の関係だとメルルは教えてくれた。

（街全体を覆う灯りの正体はあれか）

　巨大なヤンパーニの神殿の先端に灯りの魔導具がある。

　アレンの従僕時代、グランヴェル子爵の館にもあった一般的な魔導具だ。

　神殿の先端の灯りの魔導具は、帝都ドンバオをも飲み込む巨大な街全体を明るく照らし続けている。

「アレン、これからどうするの？」

「ん？　ああ、セシル。そうだな。思ったより早く着いてしまったし、ちょっとヤンパーニの神殿に行ってダンジョンの話でも聞こう」

　その言葉に仲間たちが頷いたのは、アレンが街中を見て回るような性格ではないことをよく分かっているからだ。

「ああ、あそこに魔導列車が走っているぜ」

「魔導列車まであるのかよ。本当にここはダンジョンなのか？」

　キールとドゴラのやりとりを聞き、アレンは鳥Ｅの召喚獣で魔導列車の駅を探す。

　現在位置から一番近い駅を見つけ、線路をたどると、行く先は街の中央、神殿の付近まで延びているようだ。

　駅へ行き、町の中央に向かう魔導列車に乗り込んだ。

「ヤンパーニの神殿からＳ級ダンジョンに入るんだろ？　なんで、外にも冒険者がいたんだ？」

　列車の窓から道を歩く人々を見ながらアレンが疑問を口にすると、

「えっと、たしか、試練の塔の周りにもダンジョンがいっぱいあって、それが目当ての冒険者もいっぱいいるって」

　とメルルが答えてくれる。

　この、試練の塔と呼ばれるＳ級ダンジョンの周りには、ＡからＣ級までのダンジョンが無数にあって、塔の中の街には、それらを目当てにやって来る冒険者も少なくないという。

　この街があることで、Ｓ級ダンジョンを中心とした、ダンジョンによる１つの世界が出来ているとアレンは思う。

　そんなことを考えていると、魔導列車が神殿前の駅に到着した。

　そこから歩いて神殿へ向かう。

　建物と建物のあいだに見えてくる神殿は、ローゼンヘイムで見た、精霊神ローゼンを祀る木材が中心の神殿とは違い、魔導具に似た外観をしている。

「随分、たけえ建物だな」

　鉛筆のように長く延びた神殿を、ドゴラはため息まじりに見上げた。

「ああ、たしかに。神殿の先端の魔導具でこの街を照らしているのか」

　アレンも神殿を見上げ、ドゴラの言葉に答える。

　アレンが前世で見たことのある日本最大の電波塔と同じくらいの高さだ。

　鳥Ｅの召喚獣が見た通り、街を照らす巨大な魔導具が神殿の上空で輝いている。

　神殿の近くでは、そこら中から、何かしらの動力が働いている音が聞こえてくる。

　神殿の前まで来ると、たくさんの冒険者と思われる格好をした者たちが激しく出入りしていた。その流れに乗って、アレンたちも神殿の中に入ろうとする。

「な!?　おい、ガキども。ここはお前らのような者が来るところじゃないぞ!!」

　突然、神殿の門番がアレンたちの行く手を阻んだ。

「え？」

「ここは、Ｓ級ダンジョンへの参加資格者だけが入れる場所だ。とっとと帰るんだ！」

（え？　まじか……）

　神殿の門番はアレンたちを見て、Ｓ級ダンジョンへ入る資格を持っているとは思わなかったようだ。

　アレンは驚きながらも、Ｓ級ダンジョン招待券を門番に提示する。

「こ、これは申し訳ない。こんな子供が……か」

　門番が驚きながらも道をあけてくれた。

「なによ。見た目で判断して！」

　神殿に入ったところで、セシルがぷりぷりし出した。

「そうだな」

「って何よ。アレンも驚いていたじゃない！」

　アレンの反応が薄いため、もっと同じくらい怒りなさいとセシルが抗議をする。

「いや、まあ、あそこで止めないと若い冒険者が無理にＳ級ダンジョンに入って死んだりとか色々あるんじゃないのか？」

　怒鳴りつけられたが、アレンは門番の態度を何とも思っていない。

（門番は入口を塞ぐものだろ。門番の寝てる夜間に忍び込まないといけなかったりするから結構大変なんだ）

「え？　まあ、そうね。じゃなくて、アレンも驚いていたでしょ？」

「ああ、驚くだろ。見てみろ、この神殿の中の冒険者の数を。さっき門番が言っていただろ、神殿にはＳ級ダンジョンに入る資格を持つ者しか入れないって。世界は広いんだな」

　アレンの話に、セシルは改めて辺りを見回した。

　神殿の中には、多くのドワーフ、人、獣人がいる。

　学園時代に、担任から、ラターシュ王国にはもうＳ級ダンジョンに入る資格を持つ者はいなくなってしまったと聞いていた。

　しかし、ここにはたくさんの冒険者がいる。ということは、皆、Ｓ級ダンジョンへの招待券を持っていることになる。

「あら？　あちらが受付かしら？」

　ソフィーが示す先には、受付窓口が並んでいる。

「本当だ。少し話を聞いてみるか」

　アレンたちはカウンターの１つに並んだ。

　神官服を着たドワーフが窓口に立っている。

「あら、若い冒険者の方々。いかがされましたか？」

（なんかいいよな。ドワーフって自分らが小さいことに一切の劣等感がないんだろうな）

「Ｓ級ダンジョンの攻略を目指しているのですが、話が聞けたらと思いまして。ここに並んでも良かったのでしょうか？」

「もちろんです。って、あら？　ドワーフもいるのですね」

　神官服姿の受付担当がメルルに気づく。

「うん！」

　メルルが元気に返事をする。

「もしかして、ゴーレム使いですか？」

（よく分かったな。まあ、メルルは武器も防具も持っていないからな）

　学園にいた頃に使っていた槍と盾を、メルルは今、持っていない。

「そうだよ」

「魔導盤はお持ちですか？」

「ううん。持っていないよ。返さないといけないって言われたんだ」

（魔導盤ってなんだ？）

「そうですか。どうしますか？　こちらでも貸し出しできますが？」

「うん。貸してほしい！」

　メルルの顔が明るくなる。

　受付担当は一旦カウンターを離れ、すぐに何か黒い板のようなものを持って戻って来る。

「こちらです。貸し出しを記録しますので、冒険者証をお出しください」

（なんだ？　図書館で本を借りるような流れだが）

「えっと、魔導盤って何ですか？」

　メルルと神殿の受付担当だけが会話を進めているので、アレンはそれは何だと尋ねる。

「え？　はい。これはゴーレムを出すのに必要な魔導具でございます」

「うんうん。そうだよ！」

「ゴーレムを出す魔導具だって？」

　アレンは受付のカウンターに置かれた、漆黒の金属板のようなものを見つめる。

　魔導盤は、円形をした片面が真っ平で、もう片面は10個の凹みがある。懐中時計のように紐が付いている。

（この凹みに何かを嵌めるのか？）

　メルルはこの魔導盤と呼ばれた黒い板を受け取ると、紐で首から下げて、嬉しそうにしている。

　他の受付に並ぶドワーフたちを見ると、メルルと同じように漆黒の板を首からぶら下げている者がいる。

（なんだか夏休みに朝早くからラジオ体操に行く小学生に見えるな）

「この魔導盤の凹みに、ゴーレムの部品となるものを嵌め込んだらいいのですね？　たしか石板というんでしたか？」

「そうです。ゴーレムの石板は、この試練の塔の２階以上で見つけられますし、周辺にあるＡ級ダンジョンの最下層ボスからも、稀まれに手に入れることができます」

（ゴーレムにランクがあるんだよな）

　アレンは、ゴーレムは強さによって階級が定められ、才能に応じて動かせる階級が変わると聞いていた。




【ゴーレム使いの才能と動かせるゴーレムのランク】

・魔岩兵の才能で、ブロンズ級のゴーレムまで

・魔岩士の才能で、アイアン級のゴーレムまで

・魔岩将の才能で、ミスリル級のゴーレムまで




「ゴーレムには、ブロンズとかアイアンとかミスリルとか階級があると聞いています。ということは、部品も階級ごとに違うのですか？　ちなみに、このメルルは魔岩将という才能を持っていますが……」

「ま、魔岩将!?　そ、それは！　本当ですか!!」

　受付担当が目を見開き、カウンターに両手をついて身を乗り出して、メルルの全身を上から下まで眺め下ろす。

（なるほど、これが１０００万人に１人しか生まれてこない魔岩将の才能の価値か。ゴーレムによってはドラゴンすら１人で倒せるらしいからな）

　アレンたちの後ろに並んだドワーフたちが、

「魔岩将とか言っているぞ」

「まじかよ！」

　みたいな声をあげる。

「うん！　そうだよ！」

　メルルがふり返って明るく返事をする。

「おっしゃる通り、ゴーレムを出すには、この魔導盤に階級ごとに決められた石板を嵌はめる必要があります」

「石板？　階級のということは、ブロンズとかミスリルの石板ということですか？」

　石板と聞いていたが、それぞれのランクに応じた鉱石のようだ。

「そのとおりです。１つでも違う階級の石板を嵌めると機能しなくなりますので、ご注意ください。ゴーレムを降臨させるためには最低、頭、右腕、左腕、胴体、両足の５つの石板が必要です」

　そのほか、ゴーレムに機能を持たせる等、多種多様な石板があり、それらを組み合わせることが、ゴーレム使いが操るゴーレムに必要らしい。

　アレンはメルルが首から提げた魔導盤をさらにじっくり見る。

　魔導盤には10個の凹みがあるから、完全体のゴーレムを出すには、階級に応じた石板を５種類集めなければならないということになる。随分ダブってしまいそうだ。

「例えば、アイアン級の胴体部分が何個も出たらどうなるのですか？」

「破損時に交換するための予備としてお持ちになる方もいます。もし不要だと判断された場合は、この神殿で買い取らせていただいております」

　ゴーレム使い以外の冒険者も多くいるので、売りに来ることも多いと言う。

　種類や部位によって値段が違うが、だいたい金貨１００枚以上で買い取ってくれるそうだ。

　さすが、Ａ級、Ｓ級ダンジョンで手に入るアイテムだと思う。

　受付担当は、この神殿で買い取るのはゴーレムの部品のみであると教えてくれた。

　それ以外、例えば魔獣を倒して手に入れた魔石や、宝箱などから手に入れた武器防具は、神殿の近くにある冒険者ギルドで売買されるとのことだ。

　Ｓ級ダンジョンの情報が知りたいなら、冒険者ギルドに行ってみることをお勧めされた。

　受付の神官は、死亡率の高いダンジョンなので、自身の責任と判断で挑戦するようにとだけ忠告してくる。

　この神殿を訪れる者は、全員がＡ級ダンジョンを５つ制覇した者たちだ。

　知りたいことは自分で調べろということなのだろう。

「色々ありがとうございました、まだあるのですがいいですか？」

「もちろんです。何でしょうか？」

「魔導盤はダンジョンの中でも手に入るのですか？」

「いえ、魔導盤は、この神殿がディグラグニ様から授かった物です。ダンジョン内にはありません」

（ここでしか手に入らないのか）

「分かりました。では先程、この魔導盤を『貸す』と言われましたが、『購入』はできますか？」

　メルルとは、今後も一緒に冒険をする予定だ。

　ゴーレム使いのメルルは、ゴーレムがあってこそだと思う。

　そのメルルに必要な魔導盤が、メルルの所有物にならないのは、アレンたちにとって解決したい問題だ。

「えっと、申し訳ありません。魔導盤はバウキス帝国の所有物です。貸与が基本でございます」

「基本？　では、例外もあるということですね？」

「はい、金貨１万枚でお譲りしております」

（随分吹っかけてきたな。魔導船が買えるんだが？　なるほど、そうかそうか。そうやって１万体はいると言われるゴーレムを集めたのか）

　アレンは受付担当との会話で、以下のように理解した。

　この神殿は、バウキス帝国の管理下にある。

　そして、ゴーレム使いに魔導盤を貸し出し、ダンジョンで石板を収集させる。

　同じ部位の石板が集まれば、ゴーレム使いはそれを神殿に売るだろう。

　貸し出しを基本としたのは、戦争など差し迫った状況になったときに、返却を迫ることもできるためか。

　なお、この金貨１万枚とは、それなりのグレードの魔導船が買える値段だ。

　前世の記憶や価値と比べてもしょうがないが、金貨１枚で10万円くらいの価値があるのかなとアレンは考えている。魔導盤を購入したいなら、10億円払えと受付担当は言ったことになる。

「分かりました、金貨１万枚ですね。出しますのでご確認ください」

「え？」

　アレンはカウンターの上に魔導書を出し、収納のページを開いて反転させると、中から金貨の入った小袋をどんどんカウンターに落としていく。小袋には、取引の際に便利なように、金貨が１００枚ずつ小分けにしてある。

「これで金貨１万枚のはずです」

「何かアレンらしいわね……」

　セシルはなんとなくこうなることが分かっていたようで、ため息をついている。

　少々お待ちくださいと言って、カウンターの奥へ引っ込んだ受付担当は、何人か同僚を連れてきて、全員で金貨を数え始めた。

　金貨１万枚を数え終えると、魔導盤の購入、そして魔導盤がメルルの所有物となることを冒険者証に登録する手続きをはじめた。

　手続きは小一時間ほどかかった。

「ありがと……」

　メルルは学園の頃からアレンの性格を知っているとはいえ、大胆な行動に改めて驚き、礼を言う声が詰まる。

「いや、まあ、当然の対応だな。さて、もう暗くなってきたから冒険者ギルドに寄るのは明日だな」

「そうね。今日は泊まって明日にしましょ」

　こうして、神殿を後にしたアレンたちは、近くのホテルで一泊した。

　翌日は、冒険者ギルドで用事を済ませてから、不動産ギルドに向かい、神殿近くの一軒家を借りる手続きをした。

　ホテルなら食事も出てくるしベッドも快適だが、天の恵みの作成など、人目を気にしなくてはならない作業がある。さっそく借りた家に入る。

　この街には様々な種族が住んでおり、それぞれ体格が異なるために、必要とする家具の大きさも異なる。

　だから、この街の借家には、ほとんど備え付けの家具というものがないと、不動産ギルドの担当者に言われた。

　家に入ってみるとその通りで、食堂にテーブルすらなかった。

　仕方なく、食堂の床に敷物を敷いて、皆で輪になって座った。

　近くの店で買った食料を敷物の上に広げる。

　食事が始まってしばらくしたところで、アレンが口を開いた。

「食べながらでいいので聞いてほしい」

「ん？」

　パンを頰張りながら、クレナがアレンを見る。

「ようやく、Ｓ級ダンジョン『攻略』の準備が整ったな」

　アレンははっきりと「攻略」という言葉を使う。

　このＳ級ダンジョンは「挑戦」するものであって、「攻略」を目指すものではないというのが、このダンジョンを知る者たちの常識にあるようだ。

　挑戦するだけで年間５割が死亡するダンジョンで、攻略を目指すならどれだけの犠牲を払う必要があるのか。

　ラターシュ王国の国王にも、バウキス帝国のヌカカイ大臣にもいらぬ波風を立てぬよう「挑戦する」と言ってきた。

　しかし、アレンは最初からこのＳ級ダンジョンを「攻略」にやってきたと仲間たちに伝える。

「うん！」

　クレナが「そうこなくっちゃ」と嬉しそうに答えた。

「そこで、皆に聞いてほしいことがある」

　なんとなく明日のダンジョンでの立ち回りとかかなと思っていたドゴラやキールは、アレンの表情に真剣味が増したのを見て、話に集中しようとする。

「何よ？　改まって」

　普段と違う雰囲気のアレンにセシルが問う。

「たぶん、Ｓ級ダンジョンを攻略できても、魔神に勝つのはかなり厳しいと思う」

「え？　何よ！　どういうことよ？」

「少し言い方が悪かった。絶対に無理だとは言わないが、そうだな、魔神レーゼルを基準に話そう」

　変貌する前の魔神レーゼルと戦う前、アレンは、勇者ヘルミオス抜きで戦って、相手に勝てる確率を１割程度と予想していた。

「魔神は絶望的に強かった。魔獣はランクが１つ違えば一気に強くなるが、さすがＡランクとは段違いの敵だと思ったよ」

　魔神レーゼルが自らをＳランク相当と名乗ったわけではない。

　しかし、Ａランク程度と言われる魔族とは一線を画す強さがあった。

　Ｓ級ダンジョンを攻略する過程で装備が揃ったとしても、それで確実に勝てるところまではいけないだろうとアレンは言う。

「あ？　何で分かんだよ。まだやってねえじゃねえか」

　ドゴラがアレンの予想に不機嫌な顔をする。

「勇者は星５つの才能で、さらに装備をＳ級ダンジョンで揃えた状態だった。まあ、勇者はダンジョンを完全には攻略していなかったけど、その勇者がいても、魔神には勝てなかっただろ」

「ああ、そうか」

「皆は転職によるステータス引継ぎで勇者よりステータス的に数千高くなるだろうけどな」

　アレンの仲間たちには、転職によるステータス半分引継ぎボーナスがついている。

　ただ、それでも、魔神を圧倒するほどではないはずだ。

（たぶん、全員の転職が終わって、レベルもスキルもカンストして、装備もオリハルコンに換えて、それでやっと勝率５割届くかな。それも厳しいか）

「それでも、Ｓ級ダンジョンに行かなくていいってことにはならないわよね？」

「もちろんだ。俺が思うに、俺たちの冒険は今始まったんじゃないかな」

「冒険？」

　パンを頰張るクレナが首をコテッとかしげる。

「そうだ。冒険だ。魔王を倒すための冒険だな。学園在学中に戦争に巻き込まれたのは寄り道で、このダンジョンが俺らの初めての冒険だ」

「そっか。このダンジョンは始まりに過ぎないんだ」

　クレナが食事の手を止めて言った。

「そうだ、クレナ。まずはこのＳ級ダンジョンを制覇して、このダンジョンで手に入る全ての力を得る。だが、それで終わりじゃない」

「じゃあ１日も早く、レベルもスキルも強くなんないとだね！」

　クレナがふんぬと両の拳を握りしめる。

　彼女にとっても、魔神との戦いには悔いが残る部分があったのだろう。

（ただ剣好きなだけの少女だったのが、段々大人になっていくのか。剣を振るう意味を見つけてくれたのかな）

「それに、魔神と戦ったときと違って、これからはメルルがいるからな。ゴーレムがどこまで強いか未知数だが、その辺はダンジョンを攻略しながらおいおい確かめて行けば良いだろう」

「うんうん、タムタムはとっても強いんだから期待しておいて」

　メルルが胸を張って言った。

「タムタム？」

　アレンの知り合いにタムタムはいない。

「僕のゴーレムの名前だよ」

　どうやら、メルルが戦場で借りた時につけたゴーレムの名前のことらしい。

「ああ、なるほど。名前は大事だな。タムタムか」

「うん！」

（なるほど。俺と一緒で名付けのセンスがあるな）

「確かメルルが戦場で使ったゴーレムはアイアン級だっけ？」

「うん。ミスリル級は数が限られているから無理だって」

　メルルは魔岩将なので、ミスリル級のゴーレムを扱うこともできた。とすると、バウキス帝国が持つミスリル級のゴーレムは、魔岩将より少ないのではという話だ。

　１０００万人に１人の才能を持つメルルだが、億単位の人口を抱えるバウキス帝国には、彼女以外にも『魔岩将』の才能を持つドワーフがいるのだろう。

　もしくは、１万体もいるゴーレムのほとんどがアイアン級とブロンズ級で、ミスリル級のゴーレムは希少なのかもしれない。

「ダンジョンではメルルのゴーレムを手に入れることを優先するが、その後はレベルとスキルレベルを上げて、１日も早くカンストまで持って行ってほしい。たぶんスキルレベルを上げるのは苦労するだろうが、できるだけスキルを使用して戦ってくれ」

　全員のレベルとスキルレベルをカンストさせるまで、恐らく３ヵ月以上かかるだろうとアレンは考えている。このＳ級ダンジョンには１年くらいはいることになるだろう。

「それまで、魔王軍が攻めてこないといいわね」

「セシル。その辺は大丈夫だと思う。魔王軍にはあれだけの損失を与えたからな。今年いっぱいは攻めてこないと思うぞ」

「なるほどね」

　特にローゼンヘイムでは殲滅作戦と言っていいほどの被害を魔王軍に出した。

「で、ドゴラはエクストラスキルを１日も早く完全に扱えるようになってくれ」

　ドゴラのエクストラスキル「全身全霊」は、現在のアレンたちの中で最強の一撃だ。

　星１つの才能のドゴラが、変貌した魔神相手にあれほどのダメージを与えたのだ。

　転職が進み、装備が揃えばもっと威力が上がるだろう。そうなれば魔神を１撃で倒せるかもしれない。

「……ああ。そうだな」

　ドゴラは広げた手の平をじっと見つめながら返事をする。

「キールには、知力上昇の効果がある装備を最優先で揃えよう」

「そうだな。ドゴラのときは一度失敗してしまったからな」

　キールのエクストラスキル「神の雫」は蘇生魔法だ。知力の高さで成功率が変わるだろうとアレンは予想している。

　このエクストラスキルを最大限に活かすためには、転職やレベルアップはもちろんのこと、装備でも知力を上げる必要がある。

「ソフィーは、これから転職が進めば精霊を顕現できるようになる。そのときのために、精霊との意志の疎通が１日も早くできるようになってくれ」

「分かりましたわ」

　精霊魔導士のソフィーは、あと１回転職すれば精霊使いになり、精霊を顕現できるようになる。

　しかし、精霊たちには気分屋が多く、扱いが難しいらしいと、ローゼンヘイム最強の男である精霊使いガトルーガから聞かされていた。

　召喚士と召喚獣との関係のように、完全な主従関係があるわけではなかった。

　精霊の方が精霊使いより立場が上なので、最初は力を借りるのに苦労するぞとまで言われた。

「私はないの？」

　話が終わりそうになったので、セシルが自分には何かないのかと聞く。

「今のところはない。だけど、課題はこれから見つかるかもしれない。早めにレベルとスキルレベルを上げ切ってくれ。知力の装備はキールを優先するが、次はセシルだ」

「そう、分かったわ」

「で、あとは俺の課題だが、どうしても１年以内にスキルレベルを８にしたい。次の戦争がいつになるか分からんからな」

　レベル７では、召喚獣の攻撃は魔神に一切通じなかった。

　特に変貌した魔神には、相手にすらされなかった。

「ずっと気になっていたけど、アレンって、妙に魔神に拘こだわるわね」

「ああ、皆には言ってなかったが、俺の目的には、魔神を狩ることがあるような気がする」

「どういうことよ？」

「前にも話したが、俺は魔神を狩ればレベルが上がるらしい。エルメアが俺にそうさせようとしているからなんじゃないかと思っている」

　魔神レーゼルを倒したとき、取得経験値の表示なしでレベルが上がった。

　まだ魔神を１体しか狩っていないが、恐らく魔神を狩れば、必要経験値にかかわらずレベルが上がるのだろう。

「エルメアって……」

　創造神の名前を当たり前のように呼び捨てにするアレンに対して、セシルが絶句する。

　誰を呼び捨てにしているのかと思って、仲間たちは一瞬アレンの話が入ってこない。

「逆に、魔神を狩らなければレベルが上がらないというのなら、優先すべきはスキル経験値だと思っている」

　アレンは、ただ魔獣を狩るだけではなかなかレベルが上がらなくなってしまった。となれば、レベルを上げるためには魔神を狩るしかないということだ。

　だから、魔神と戦うまでは、スキルレベル上げに集中する。

「今日冒険者ギルドで魔石について聞いていたのはそういうわけね」

「ああ、この塔の冒険者ギルドは、帝都と並んで魔石の取引量が多いみたいだからな。多少市場を荒らしても魔石を買いあさるつもりだ」

　アレンは今朝、冒険者ギルドで、１０万個のＤランクの魔石を金貨１０００枚で購入する依頼を出した。

　職員に「一度にいくら分請求して良いのか」と聞くと、「いくらでも良い」と答えたので、金貨７０００枚を出そうとしたら、金貨１０００枚までにしてくれと言われた。

　５日後には、10万個のＤランクの魔石が揃うとのことだった。

「あ、あのさ……」

　キールが何か言おうとするが、

「アレン、ちょっといいかしら」

　セシルが被せるようにアレンに話しかけたので、キールは遠慮して口をつぐんだ。

　他の仲間たちも何か思うところがあるらしく、黙ってセシルが言い出すのを待っている。

「ん？」

「私たち、仲間じゃない。もう、ダンジョンで稼いだお金を均等割りにするの止めにしない？」

　アレンがずっと、ダンジョンで稼いだお金は均等割りにしてきたのは、それがアレンにとって狩りの常識であったからだ。手に入れた物は均等割りにする。

「ん？」

「私たちはアレンが、どれだけ魔石を必要としているのか分かるわ。それには金貨がたくさんいることもね。だから、ダンジョンで稼いだお金は、アレンの魔石集めに集中すべきだと思うの」

　セシルは続けて言う。

　仲間それぞれに必要なものが違う。

　アレンの必要なものは金で解決できる。

「うんうん、セシル。私もそれが良いと思うよ」

　クレナも賛同する。

　アレンは仲間たちを見た。

　誰の顔にも、セシルの意見に反対する様子は見えない。

「そうか。そう言ってくれると助かる」

　アレンは、皆に深く礼を言う。

　こうして、仲間の思いを聞き、Ｓ級ダンジョンに行く前日の話し合いが終わったのであった。













第八話　ガララ提督と仲間たち











「さて、いくか。ドゴラはもう腹いっぱいになったか？」

「おう」

　朝食とは思えない量を食べる、育ち盛りのドゴラに十分かアレンは尋ねる。

　テーブルも椅子もない食堂で朝食を済ませたアレンたちは、神殿近くの一等地に借りた庭付き一軒家を出た。

　この建物は30人以上は住める広さで、家賃は月に金貨30枚もする。

　学園に住んでいた時の拠点も、かなりの良物件だったのだが、その３倍の賃料だ。

　神殿、冒険者ギルド、あとは生活に必要な店も近くに多いという条件で探すと、どうしてもこれくらいの大きさの建物になると不動産ギルドの店主に言われた。

　実際に物件を見て、アレンは、この街を拠点にしてＳ級ダンジョンに挑戦する冒険者たちが、どれくらいの人数でパーティーを組んでいるのか察することができた。

　ここから神殿まで歩いて10分もかからない。

　到着すると、神殿の入り口は冒険者でごった返している。

　順番に並び、一昨日道を塞いだ門番に招待券を見せ、黙って通してもらう。

　神殿のどこからＳ級ダンジョンに行けばいいのかは、前回来たときに聞いている。

　Ｓ級ダンジョンに挑戦する冒険者は多く、移動の際の混雑を防止するためか、次の階層に進むための部屋は複数用意されている。

　１つ１つの部屋はとても広く、アレンたちが入った部屋にも、他にたくさんの冒険者たちがいても、窮屈な雰囲気がない。

（相変わらず、結構な人数だな。まあ、次の階層はＢランクの魔獣で構成されているらしいからな。装備を固めれば星１つでも問題ないということか）

　ラターシュ王国では、現在Ｓ級ダンジョンに行ける者はほぼいないと言われていたのに、ここはドワーフや獣人も含め、冒険者でごった返している。

　しかも、皆、ヒヒイロカネやアダマンタイトなど、上質な素材の装備を揃えている。

　星１つの才能の持ち主であっても、星２つや３つの才能の持ち主とパーティーを組めば、Ａランクのダンジョンを５つ制覇することは可能である。

　国を挙げてダンジョンを攻略するとなれば、国家主導でそのような編成をするだろう。

（まあ、転移罠を踏んでパーティーが離散すれば、ほぼ全滅になるだろうけど。その辺は斥候系の職業の罠探知で防ぐことができるのかな）

　そんなことを考えていると、目の前で冒険者たちが消えていき、アレンたちの順番が近づいてきた。

　一度に消える冒険者の塊が10人以上と多いためか、思ったより順番がやってくるのが早い。

　アレンの目線より少し高い位置に、見覚えのあるキューブ状の物体が浮いている。

（大陸が違っても、このキューブ状の物体がダンジョンを管理しているのは同じか）

『ようこそ。廃ゲーマーの皆様。ダンジョン階層管理システムＳ１０８です。次の階層にいきますか？』

　いつものシステム的な音声だ。

　なお、アレンたちが今いる場所は、このＳ級ダンジョン「試練の塔」の１階層部分だ。

「お願いします」

　アレンが代表して返事をすると、一瞬で視界が変わった。

「おお！　草原じゃねえか!?」

　そこには、ここが本当にダンジョンの中だとは信じられないような光景が広がっていた。

　移動した先は、たくさんの冒険者たちがいる以外には、見渡す限りの草原だった。

（やはり、冒険者ギルドが言っていたとおり鯖さばは同じと。このダンジョンは、入り口は違っても同じ空間に挑戦者を送るということだな）

　学園にあったダンジョンは、階層を移動するための部屋に入ったパーティーごとに行き先が違っていた。

　行き先、別次元のことを、アレンは「鯖」と表現している。

　このダンジョンでは、１階層から２階層に移動する冒険者は、同じ鯖に移動している。

「ちょっと、ここがどういう状態なのか確認する」

　アレンは鳥Ｅの召喚獣を飛ばし、鷹の目でここがどこなのか確認する。

（地面は草が生えているが土と……、ここは広場か。この広場の誰も立っていない場所に冒険者をパーティー単位で転送しているのか）

　１辺１キロメートルはある広場には、アレンたちの後にも、冒険者の集団がランダムな位置に転送されてくる。

　他のパーティーのいる場所に転送されることはないようで、敷物を広げて食事をしているパーティーをちらほら見かける。

　広場のむこうは草原になっていて、さらにその先には森林が見える。

（随分と広い空間だな。相変わらず天井も見えないと。どれくらいの広さか、確認が必要かな。ホーク、ちょっと千里眼で広さを確認して）

　召喚していた鳥Ｅの召喚獣の、半径１００キロメートルにある物を一度に把握できる覚醒スキルを発動させ、この空間の広さを把握しようとする。

　見えたのは、今アレンたちがいる場所を中心に広がる、終わりの見えない緑の空間であった。

「まじか。つうか塔よりも、というか１階層の街より広いじゃねえか」

　外から見た塔の面積よりも、はるかに広い草原が見えて、アレンは驚きを声に出してしまう。

　草原だけではなく、巨木の立つ森林なんかもあったりする。

（いや、違うな。かなり広い空間であることは間違いないが、どこかで空間が歪んでいるんだ。塔のてっぺんまでたどり着くことはできなかったしな。これがダンジョンマスターの作ったＳ級ダンジョンか。さて）

「声出していたけど何か分かったの？」

「ああ、セシル。皆とちょっと状況を共有しよう」

　分析した結果を伝えるため、ばらけていた仲間たちを集め、２階層の構造を説明する。

　魔石を募集するついでに、冒険者ギルドで聞いていた通りの状況ではあった。

　状況の確認についで、もう１つ確認することがある。

「で、えっと、多分あれだよな」

　キールは宙に浮かぶキューブ状の物体を指さす。物体の周辺では、近づいた冒険者の集団が一瞬で消えていく。

「多分そうだ」

　アレンはキールが指さしたキューブ状の物体に向かった。

『こんにちは。廃ゲーマーの皆様。ダンジョン階層管理システムＳ２０１です。次の階層に行きますか？　それとも１階層に戻りますか？』

「何よ。もう次の階層に行けるじゃない」

（これは聞いていたとおりだな。このダンジョンは階層を移動するためのキューブ状の物体がすぐ近くにいるって話だったな）

　アレンは、勇者ヘルミオスが、ダンジョンの出口となるキューブ状の物体は、すぐに見つかるので、脱出するだけなら苦労はしないと言っていたことを思い出す。

　キューブ状の物体のセリフから、１つのキューブで進むも戻るもできることが分かる。

　これは攻略時間に大きく関わってくる。

（やはり、そんなに階層は多くないんだろうな。勇者は４階層でレベルと装備を整えていたって言っていたっけ）

「なんか、すぐに攻略できるんじゃねえのか？」

　ドゴラが思ったことを口に出してしまう。

　Ａ級ダンジョンは、それなりの広さがある上に、道も複雑で、１階層をクリアするのにかなりの日数を要した。

　それに比べたら、今分かっているＳ級ダンジョンの構造は簡単すぎる。

「まあ、そんなに単純じゃないだろうけどな。えっと次の階層に行きたいです」

『３階層ですね。ブロンズメダルを３枚お出しください』

「持っていないです」

（そんなものはありません）

『では、ブロンズメダルを３枚集めてください』

　そんな会話をしていると、20人くらいのドワーフの集団がやってきた。

「てめえ、遅えぞ！　置いて行っちまおうかと思ってたぞ!!」

「す、すいやせん。でも提督、提督が昨晩あんなに酒を飲ませるから」

「ってめえ、ペペク。俺のせいにすんのか？　あとダンジョンで提督はやめろ！」

「も～提督。そんなに荒れないでくださいよ～」

「うるせえよ!!」

　海賊帽子をかぶったドワーフのおっさんに、別のドワーフが全力で平謝りをしている。

　おっさんの声があまりに大きかったため、アレン以外の冒険者たちも、ドワーフの集団に注目している。

「あ!?　ガララ提督？」

　メルルが海賊帽子を被ったドワーフを指さして声を上げた。

「ん？　ああ、メルルじゃねえか？　こんなところで何してんだ？　それに……」

　ガララ提督と呼ばれたドワーフは、メルルを知っているようだ。

　ドワーフであるメルルとアレンたち人族やエルフが一緒にいることに違和感を覚えたようだ。

　ガラの悪いドワーフがアレンたちに近づいて来る。

（提督っていうより海賊だな。見た目も態度も）

「みんな、僕の仲間なんだ」

　メルルは屈託のない笑顔でガララ提督の問いに答える。

「お前何を言ってるんだ？　せっかくの貴重な才能があるのによ。おい、メルル。まだパーティーに空きがあるぞ。お前も俺らと来るか？」

　メルルが人族といることが信じられないようだ。

　アレンたちが目の前にいるのに、当たり前のようにメルルをパーティーに勧誘する。

（提督か。バウキス帝国だけ、軍の階級の名称が違うんだっけ）

　この世界は言語だけでなく、重さ、長さと大きさ、量、時間などほとんどの単位と、流通貨幣が、国や大陸を超えて統一されている。

　もともと国家間や大陸間でそこまで差がなかったところに加えて、魔王軍との戦いに向けて、この数十年の間に統一を急いだという経緯がある。

　物の量や重さ、大きさ、そしてなにより時間の単位が違っていると、戦場へ物資を供給する際に混乱が生じるし、通貨が違えば取引も手間になる。全ては魔王軍との戦いをより効率よく行うためだ。

　そんな中、バウキス帝国は、魔王軍との戦争で他国の援助を求める必要がないという理由から、軍の階級には昔ながらの提督、大将、中将といった名称を使っている。

（たしか提督って元帥と同じくらいの階級だっけ。バウキス帝国の最高幹部が何でいるんだろう？　やっぱりダンジョン好きなのか）

　アレンが別のことを考えていると、

「僕はこの仲間たちと一緒にダンジョンを攻略するよ！」

　メルルがきっぱりと誘いを断った。

　ガララ提督の仲間……というより配下と思われるドワーフたちが、信じられないという顔で絶句している。

「おい、お前ら、何をメルルに吹き込んだんだ？　ダンジョンに挑戦したいからってメルルをたぶらかしやがって」

「え？　別に何も？　えっと、ダンジョンの攻略に行きたいのですが？」

　ガララ提督に怒鳴りつけられ、アレンが代表して答える。

（これは何の会話だろうか）

「ほう、てめえ。俺に向かっていい度胸だな！　別に力ずくでもいいんだぞ？」

　ガララ提督がそう言った瞬間、ドゴラが背負っていた斧の柄に手を伸ばした。

「力ずく」という言葉を看過できなかったようだ。

「……」

　ガララ提督の後ろにいるドワーフたちも、無言でそれぞれの胸に下げた魔導盤に手をかける。

　ブブンッ

　魔導盤に文字のようにも見える、幾何学的な模様が浮かび上がった。

（お？　魔導盤にはめ込んだ石板に何か浮かんできたな）

　ドワーフたちは、武器を取ろうとするドゴラを敵と認定したようだ。

　ガララ提督の後ろにいるドワーフの１人がさらに挑発をする。

「お前ら、俺らが誰か分かってねえみてえだなあ？」

「あ？　知らねえよ。メルルは仲間だ。渡すわけねえだろ？」

　ドゴラはその場ですっと腰を落とし、いつでも飛びかかれる姿勢をとる。

（ドゴラは熱い男だな。さて、どうするかな？　戦ってダンジョン攻略に影響が出ると困るんだが）

　どうしようかなとアレンが考えていると、ガララ提督がため息をついた。

「お前ら、ガキの挑発なんかに乗ってんなよ」

　提督は片手を上げ、終いだと手をひらひらと動かす。

（お前が挑発するからだろ）

　ドワーフたちが魔導盤から手を放した。

「ドゴラも武器から手を放せ」

「……ああ」

　ドゴラも斧の柄から手を放す。

「ん？　てめえがパーティーのリーダーか？」

「そうです」

　アレンの言葉や態度から、提督はアレンがリーダーだと分かったようだ。

「まあ、メルルがお前らと仲間でいたいっていうならそれでいいぜ。だがな……」

「なんでしょう？」

「てめえらが、メルルを盾に危機から逃げだすようなことをしてみろ。その時はお前らがどこの国にいようが見つけ出して、確実にぶっ殺すからな。覚えていろ」

　そう言い残して、ガララ提督はアレンたちの横を通り抜け、キューブ状の物体の方へ向かって歩いて行った。他のドワーフたちもガララ提督の後に続く。

「もう、ガララ提督荒れないでくださいよ～」

「うるせえよ。早くメダル出せ。意地汚い皇帝のせいで、何で戦争終わって早々ダンジョン攻略せな……」

　よく聞こえる独り言をぶつぶつ呟くガララ提督に、いきなり慌てだしたドワーフたちが飛びかかり、てんでに手を伸ばして提督の口を塞ごうとする。

「早く、メダルを!!」

「おい、てめえら何しやがる。は、離せ。ぶっ殺すぞ!!」

（何か神輿みたいに担がれているな）

「もう～。提督、人前でそんなことを言わないでくださいよ～」
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「だから提督はやめろって……」

　ガララ提督の声とともに、ドワーフたちが一瞬でその場から消えた。どうやら次の階層に飛んでしまったようだ。

（何だったんだろう。それにしても、あれがメダルか。結構大きいんだな）

　ドワーフの１人がメダルを取り出すところを、アレンは食い入るように見ていた。

　メルルが首からぶら下げている魔導盤くらいある。

「ああやって使うのか。……それにしても、盾か。やっぱり盾なのか」

「アレン何を言ってんのよ。それにしてもあいつら何なのよ！」

　ドワーフたちが消えたことで、セシルが我慢していた怒りをぶちまけ出した。他の仲間たちも口々に怒りを吐き出す中、アレンが急に叫びだした。

「いや、やっぱりメルルはタンクだったんだな！」

「タンク？」

「そうだ、タンクになるかもしれない。それも究極のタンクだ」

　メルルを始め、仲間たちがぽかんとしているので、アレンは考えていることを説明する。

　アレンはこのパーティーの弱さは守りにあると考えていた。

　アレンの仲間には後衛や中衛がかなり多い。

　聖者のキール、大魔導士のセシル、精霊魔導士のソフィーは完全な後衛で、弓豪のフォルマールもほぼ後衛、アレンは中衛だ。

　これでは防御力に乏しいのも仕方がない。

　しかし、今後Ｓ級ダンジョンを攻略する上でも、魔王軍、特に魔神との戦いでも、守りの力が必要になってくるだろう。

　だから、ドゴラにアダマンタイトの大盾を持たせ、中後衛の５人をドゴラとクレナが必死に守るという立ち位置の練習を行ってきた。

　学園のダンジョンでメルルに槍と盾を持たせたのも、今思えば、守りを少しでも良くしたいという考えからだった。

　しかし、本当の強敵、例えば魔神級の強敵に出会った場合、クレナとドゴラだけではこの５人を守り切れない恐れがある。

　アレンも高速召喚などあらゆる手を使うが、それでも仲間の身の安全を守り切れるかは分からない。

　ガララ提督の「メルルを盾にして逃げるな」という言葉を聞いて、アレンは思いついた。

　Ｓ級ダンジョンでメルルがミスリル級のゴーレムを手に入れれば、そのゴーレムを使って、魔神の攻撃を受け止める盾役になれるかもしれない。

　そうなれば、アレンも含めて仲間たちは攻撃し放題になる。

　完全な盾役のタンクが現れたとき、後衛は絶大な力を発揮できるようになることをアレンは知っている。

　魔法使いなどは高火力の大砲と化し、回復役は安全なところからひたすら回復魔法をかけることができる。

　盾役と連携できるのは後衛だけではない。

　ドゴラも盾を捨てて、攻撃に集中できる。

　攻撃することでしか敵は倒せないのだから、盾役に防御を任せて攻撃の手数を増やすことができれば、パーティーの生存率を高めるだけでなく、戦いにかかる時間を減らすことができ、効率化が進む。

「あ、アレン……」

　セシルが言葉に詰まる。

　あまりに熱くアレンがタンクの有用性について語るからだ。

　先ほどのやり取りに怒っていたことが間違っていたのかもしれないとすら思えてくる。

「さて、とりあえず、ブロンズ級の石板がこの階層で手に入るらしいが、さすがにブロンズ級から始めてもな。アイアン級を揃えるのを優先でいいよな」

「うん！」

「じゃあ、次の階層に行かないとな」

　ゴーレムの石板がどこで手に入るのか、冒険者ギルドで聞いてきていた。




【各階層で手に入る石板】

・２階層では、ブロンズ級の石板

・３階層では、アイアン級の石板

・４階層では、ミスリル級の石板




　目標はミスリル級の石板だが、４階層ともなれば結構な強敵が出ると勇者ヘルミオスから聞いている。そこに挑む前にアイアン級のゴーレムを作っておくべきだろうと、メルルや仲間と話していた。

「じゃあ、ブロンズメダルを３枚集めて次の階層に行かないとな」

「うん!!」

　メルルの笑顔とアレンの声に、先ほどの一触即発の雰囲気など消し飛んでいった。
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「さて、メダルを探しに行くか」

「そうね」

（この辺は勇者から聞いていた通りだな。メダルを入手する条件はと）

　勇者ヘルミオスからは、ざっくりとこのダンジョンの攻略方法について聞いていた。

　ローゼンヘイムで魔神を倒したあと、アレンはヘルミオスから情報を搾り取った。

　確か、階層を越える度に、メダルが必要になるという話だ。

　そして、必要なメダルは、数も種類も階層ごとに違うとのことだ。

「メダルを入手する方法は３つだな」

「そうらしいわね」

　アレンは確認の意味を込めて３つの方法それぞれを口にする。

　１つ目は、全ての階層にいる「階層ボス」と言われる魔獣を倒すこと。この方法で、必ず１枚のメダルが手に入る。

　この階層ボスの存在が、Ａ級からＣ級のダンジョンと異なる点でもある。

　Ａ級からＣ級のダンジョンには、最下層に「最下層ボス」という魔獣がいるだけだったが、Ｓ級ダンジョンでは、階層ごとに「階層ボス」がいる。




【階層ボスと手に入るメダル】

・２階層の階層ボスからはブロンズメダル

・３階層の階層ボスからはアイアンメダル

・４階層の階層ボスからはミスリルメダル




　この階層ボスは、それぞれの階層に何体ずつかいるらしい。

　２つ目は、宝箱から入手すること。宝箱の中には、武器や防具、ステータスを増加させるアイテムなどが入っているが、宝箱の２つに１つの確率で、メダルが１枚入っている。手に入るメダルの種類は、階層ボスの場合と同じだ。宝箱の入手方法はいくつかあるとも言われた。

　３つ目は、冒険者同士で取引することだ。

　冒険者ギルドが仲介して、ブロンズメダルなら１枚金貨１００枚のレートで取引されている。

　アレンの財力なら、事前にブロンズメダル３枚を手に入れることもできた。ブロンズメダルは第２階層で手に入るものなので、かなりの量が取引されているようだ。

　だが、取引したほうが早いか、階層ボスや宝箱から自力で入手したほうが早いかを検証するために、あえて今回は事前に入手することなくダンジョンに突入した。

「グリフたち出て来い」

　アレンは大勢の冒険者たちがいる前で鳥Ｂの召喚獣を召喚する。

　ヌカカイ外務大臣から、街中で召喚するのは駄目だと言われたが、ダンジョンの中でなら構わないと聞いている。

「な!?」

　冒険者たちは皆驚いて、中には武器を手に取る者もいたが、乱戦になることを避けるためか、召喚獣に攻撃の意志がない様子からか、いきなり襲って来たりはしなかった。

　アレンたちは、これから１年間はこのダンジョンに入り浸る予定だ。

　毎回人目を避けるのには無理があるし、こそこそ隠しているとかえって怪しまれる可能性もある。

　できれば、他の冒険者に慣れてほしいという願いも込めて目の前で召喚することにする。

　もし襲ってきても、高速召喚で石Ｃの召喚獣に特技「みがわり」を使わせる予定だったので、勇者ヘルミオス並みの一撃が来ない限り問題ないと考えている。

（さて、襲ってくる者はいないと）

　襲ってこないことを確認して、鳥Ｂの召喚獣に跨がり、上昇させる。

（さて、ホーク。もう一度、千里眼を使って）

　召喚し直した鳥Ｅの召喚獣が、覚醒スキル「千里眼」を使って得た情報が、アレンの中に入ってくる。

　２階層は、階層ボス以外はＢランクの魔獣で構成されていると聞いている。

　アレンたちには鑑定能力がないので、見ただけでは魔獣のランクが分からない。

　それぞれの階層の階層ボスの見た目だけでもヘルミオスに聞いておけばよかったと思う。

　仕方がないので、他の魔獣より大きかったり、単体で動いていたりする魔獣を階層ボスだろうと見当をつける。

（なるほど、見たことのない魔獣も結構いるが、ほとんどがＢランクの魔獣で構成されていると。っていたいた。あれだよな？）

　ひときわ大きな魔獣を発見する。見たことのないトカゲの魔獣だ。

「たぶんあれはＡランクの魔獣だ。あっちに行くぞ！」

　アレンの掛け声で、鳥Ｂの召喚獣たちが飛行を開始する。

　しかし、アレンたちがそろそろ到着するというところで、ある冒険者の一団が大きなトカゲの魔獣を攻撃し始めた。千里眼で観察していると、冒険者たちは魔獣を攻撃しながら、相手の攻撃が当たらないぎりぎりの距離を保って後退し始める。アレンの鳥Ｅの召喚獣の視点からは、冒険者たちの後退する先に、仲間とおぼしい別の冒険者の集団が半円形に展開して待ち受けているのが見えた。

（最初にトカゲを攻撃したのは斥候だな。っていうか獣人たちの移動速度半端ないな。斥候も他の仲間も走りまくっているし）

　これを見て、アレンはこの大きなトカゲのような魔獣を倒すことを諦め、すべての鳥Ｂの召喚獣を空中で止める。

「どうしたの？」

　今日も一緒に乗っているメルルが後ろから訊いてきた。

「いや、別の冒険者に取られてしまった。他を当たろう」

（魔獣の奪い合いか。なんか懐かしいな。初めてやったネットゲームもこんな感じだったな）

　アレンの前世の記憶には、魔獣は最初に攻撃をした人のものという考えがある。

　これは決して破ってはいけない不文律だ。

　もし破れば、狩場から追われるし、即席でもパーティーを組めなくなる。

　何度も繰り返せば、そのネットゲーム内で、マナー違反者としてサービス終了するまで、名前が知られ、大手掲示板にも晒されることになった。

　ここはゲームの世界ではないが、魔獣のターゲットが攻撃を加えた冒険者から変わらない限り、階層ボスは、その冒険者たちのものであるという認識を、１つのマナーとしてアレンは守ることにする。

　諦めて、再度、鳥Ｅの召喚獣に覚醒スキル「千里眼」を使わせ、今度こそフリーの状態の階層ボスを探す。

「お！　今度は周りに誰もいないところに何かデカい鶏がいるな。あれも階層ボスと見た」

　びっくりするくらいデカい鶏がフィールド上を闊かつ歩ぽしているのを見つけた。

　千里眼で見える範囲に、同じ魔獣はいないようだった。

　なんとなく、階層ボスを探すコツが分かって来た。

　恐らく、階層ボスは、同じ階層には１種類につき１体しかいない。

　千里眼を使えば、スキル発動と同時にそれが分かる。

　だが、そちらへ方向転換したのも束の間、アレンはまた途中で鳥Ｅの召喚獣を空中で止めた。

「ちょっと、何止まってんのよ!!」

　後ろからセシルの責めるような声が聞こえる。

「いや、すまない。対象が消えてしまった」

　鳥Ｅの召喚獣による千里眼でもう一度探してみると、かなり離れた距離にいたが、瞬間移動したような挙動は感じなかった。

　どうやら、階層ボスは時間制でランダムに移動するようだ。

「え？　どういうことよ？」

　皆の乗る鳥Ｅの召喚獣を近くに呼んで、観察した状況から分析した内容を説明する。

「だけど、階層ボスがいきなり現れたら、冒険者も危なそうですわね」

　ソフィーが困った顔をして言った。

　この空間はとても広いので、周りに冒険者がいる場所に転移する確率は低いだろうが、もし他の階層ボスと戦っていたり、休んでいる時に、階層ボスが現れると、最悪の場合、全滅しかねない状況になる。

「そうだな。ヘルミオスが言うには、階層ボスはＡランクとＳランクの魔獣がいるらしいからな」

　何となく、毎年挑戦者の半分が命を落とす理由が分かったような気がする。

「どうするの？　なかなか見つけられないけど」

「何言っているんだ。狩りは始まったばかりだ。まだまだ行くぞ」

（さて、えっと。他に特徴のある魔獣はっと、なんか珍しいのがいたぞ。赤いカブトムシ？　クワガタか？　む？　このままだと他の冒険者とかち合うな。負けぬぞ!!）

　地面から少し高いところを飛びまわる、カブトムシとクワガタを足したような全身真っ赤の魔獣を発見する。

　少し離れたところには別のパーティーもいて、千里眼は彼らの挙動もとらえている。

　まだこの赤い魔獣に気付いていないようだが、このままだとかち合いそうだ。

　アレンのルールで、冒険者がまだ気づいていなければ、この魔獣はアレンたちのものだ。

「近くにいるぞ。このままだと取られてしまう。急いでいくぞ!!」

「ちょっと!!」

　鳥Ｂの召喚獣がいきなり加速したので、セシルが悲鳴を上げる。

　しかし、アレンが移動速度を緩めることはない。

　これで取られたら、３回もミスしたことになる。

（くそ、このままだとあの冒険者たちに取られるぞ）

「グリフたち、天駆だ!!」

『グルル!!』

　アレンの掛け声で鳥Ｂの飛行速度が一気に上がる。

　凄い勢いで赤いカブトムシのような魔獣に近づいていく。

　ところが、あと少しというところで、赤いカブトムシのような魔獣が飛行の軌道を変え、地上の冒険者たちに向かった。

（ま、負けぬ。って、この距離じゃ無理だ……。ぐぬぬって、え？）

　また階層ボスを取られてしまうと思った、その時だった。

　地上を行くパーティーの斥候とおぼしき冒険者が、大きな声で叫んだ。

　そして、他の冒険者ともども、赤いカブトムシのような魔獣の接近を知るや否や、一目散に逃げ始めたのであった。
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「ちょっと、何か様子が変よ!!」

　後ろを飛ぶ鳥Ｂの召喚獣からセシルの声が届く。

　アレンも、真っ赤なカブトムシのような魔獣が冒険者たちを追い回しているのが見えている。魔獣の額にはカブトムシのような大きな角が生えていて、小さな両目の下からはクワガタのような大きな顎がせり出して、ギザギザな歯をむき出した口からは、長い舌が飛び出し、くねっている。

「ああ、やばそうだ。急ぐぞ!!」

　追われるパーティーは獣人で構成されていて、隊列を乱しても逃げ回り続けていられるのは、彼らが人族より素早いからかもしれない。

（あのよく分からない魔獣はそれほどの強敵ということか。アダマンタイトの大剣を持っている冒険者もいるようだが）

　安価な装備をしている弱い冒険者のパーティーには見えない。

　だが、

「へぎゃ!?」

　逃げ惑っていた冒険者の内、猫の獣人の１人が躓つまずいて転んでしまう。

『キシャー！　キシャー!!』

　不気味な鳴き声をあげながら赤いカブトムシのような魔獣が、倒れた猫の獣人に向かっていく。

「サラ!!」

　猫の獣人が転んでしまったことに気づいた狼の獣人が、一瞬ためらいを見せたものの、きびすを返して助けに戻る。

　しかし、魔獣の方が猫の獣人に近い。

「ウル！　駄目！　逃げて!!」

　猫の獣人が仲間に叫んだのと、鳥Ｂの召喚獣の覚醒スキル「天駆」でアレンたちが駆けつけたのは同時だった。

「クレナ、ドゴラ、前は任せたぞ!!」

「うん！」

「おう!!」

「な!?　誰だ？」

　ウルと呼ばれた狼の獣人を追い越し、赤いカブトムシのような魔獣に接近したクレナとドゴラが、鳥Ｂの召喚獣の天駆の勢いを乗せて、それぞれの大剣と大斧を魔獣の顔面に叩き込んだ。

『ゲシャ!!』

　気持ち悪い鳴き声をあげ、赤いカブトムシのような魔獣は地面を１回、２回とバウンドしたが、すぐに体勢を立て直し、羽根を鳴らして空中に浮かび上がる。

「アレン、とっても硬いよ！」

「ああ、全然効いていないぞ。何だこいつは!!」

（ダメージが通ったようには見えないな。無傷で全く効いていないと）

　隙をついての完璧な攻撃だったものの、ダメージを与えられなかったようだ。

「な、なんだお前らは！」

　狼の獣人がアレンに向かって叫んだ。

「えっと、襲われているので助けに来ました。ここは私たちが対応しますので、お逃げください」

（噓です。階層ボスを倒したくて立ち寄りました。一緒に戦うと分け前が発生してしまうので逃げてください）

「お、お前分かっているのか？　あいつはビービーだぞ」

「ビービー？」

（有名な魔獣か？）

「ブラッド＝ブラスト＝ビートルだ。Ｓランクの魔獣なんだが、そんなことも知らずに戦うのか？」

（やはり、Ｓランクの魔獣か）

　このＳ級ダンジョンの各階層に、階層ボスは複数いるが、中に必ず１体はＳランクの魔獣がいると聞いている。この階層では、それがこの通称ビービーなのだろう。

　そのビービーは、アレンたちを向いたまま、空中に浮かんで動かない。

　その間に、散り散りになっていた獣人の冒険者たちが集まってきて、武器を構え、倒れた猫の獣人を護るように展開する。猫の獣人は、怪我をした足を自分で癒して立ち上がった。パーティーの回復役だったのだろう。

「すみませんが、戦いに集中したいです。できれば、撤退して頂けると助かります」

　これ以上のやりとりなどしていられない強敵と判断する。

「わ、分かった。お互い生きて帰ったら、この礼は必ずする」

「助かります。必ず請求しますので」

　無償で助けられるより、この方が逃げやすいだろう。

「おい、お前ら撤退するぞ」

「ウルも行こう」

　猫の獣人が、狼の獣人に呼びかける。

「ああ。……お前、名前は？」

「アレンです」

「じゃあな。アレン。俺はウルだ。ビービーは魔法が効かないからな」

　ウルが後退を始めると、他の獣人たちは全力で逃げ出した。

（うは、聞いておいてよかった。あんなに硬いのに魔法効かないのか。えっと、武器はあの長い角と大顎かな。毒針のようなものはなさそうだな。魔法は使ってくるかな？）

　敵の体や動きから、どうやって攻めてくるか予想し、倒すための計画を立てる。

（ふむ、メルル以外はスキルレベル６を取れていないんだが、それでも魔神レーゼルと戦ったときより強いからな）

　アレンとメルルを除いた仲間たちは、白竜と戦ったことでかなりレベルが上がっている。

　皆、スキルレベルが３になった時と６になった時にステータス増加を得るノーマルモードだ。

　今はまだスキルレベル３の分しかステータス増加を得ていないが、それでも魔神レーゼルと戦ったときよりは、わずかだが強くなっている。

「クレナ、ドゴラ。あの大顎に捕まると危なそうだ。距離を取りつつ攻撃をしてくれ」

「分かった」

「おう！」

　クレナとドゴラが距離を保ちながら慎重に近づくと、ビービーが頭を下げ、角で突き刺そうとするように突っ込んできた。

　クレナとドゴラはこれを躱かわしながら、すれ違いざまに攻撃する。２人とも、手にする武器がかなり大きいため、咄嗟の攻撃でも躱せる距離で攻撃できる。

「セシル。火魔法を撃ってくれ」

「え？　魔法は効かないって言っていたわよ！」

「それはあの獣人たちが言っていただけだ。まずは試さないとだ」

　獣人のアドバイスの全てが正しいか分からないため、検証する。

「分かったわ！」

　セシルが火魔法を発動すると、大きな火球がビービーに向かって飛ぶ。

　クレナとドゴラは、アレンとセシルのやりとりを聞いていたのだろう、絶妙のタイミングで左右に分かれる。クレナとドゴラには後ろを振り向かず、後衛の状況を把握するよう、これまで何度も言ってある。

　２人によって、火球の射線を目隠しされていたビービーは、避ける間もなく火球に直撃され、破裂した炎に完全に飲まれてしまう。

『カシュー　カシュー』

　しかし、炎の中から現れたビービーは、全くダメージを受けていない様子だ。

（ふむ、虫系は炎に弱いはずなんだが。魔法耐性が高すぎだな。では、魔法でないならいけるかな）

　ウルと呼ばれていた狼の獣人の話は本当だとアレンは理解し、次の作戦を考える。

　結局、学園にいた頃からずっと使ってきた作戦にする。

　ローゼンヘイムでの戦争を経て、前よりうまく連携できるようになった気がするからだ。

「クレナとドゴラはタイミングを見計らってエクストラスキルを使ってくれ」

「うん！」

「おう！」

「ソフィーは精霊王の祝福を使ってくれ。フォルマールはエクストラスキルで奴の片目を潰してくれ」

「はい、アレン様」

「分かった」

「セシルは、魔法で弾幕を張ってビービーの動きを封じるんだ。俺に合わせてくれ」

「ええ、分かったわ」

　まず、ソフィーが全魔力を使い、『精霊王の祝福』を使うように願うと、精霊神が腰振りダンスを行い、光る泡のような雨がアレンたちに降り注ぐ。

　全員のステータスが３割アップになったところで、ビービーが後退した。

　その一瞬のタイミングを逃さず、アレンは石Ｅの召喚獣を複数体召喚し、覚醒スキル「自爆」を使用させる。

　ビービーが爆発によって後ろに吹き飛ばされたところへ、すかさず竜Ｂの召喚獣を呼び出す。

（このタイミングならどうだ。出てこいドラドラ！）

　そして、竜Ｂの召喚獣に覚醒スキル「怒りの業火」を使わせる。

『ガフッ』

　ビービーは再び炎に包まれたが、次の瞬間、ものすごい勢いで炎の中から飛び出し、額の角で竜Ｂの召喚獣を一撃、光る泡に変える。

「これならどうかしら！」

　竜Ｂの召喚獣が消えたタイミングで、今度はセシルが氷魔法を使い、巨大な氷塊をぶつけた。

　しかし、セシルの氷魔法も、ビービーを吹き飛ばしただけで、ダメージは与えられないようだ。

　何度かバウンドしたのに、体勢を立て直し空中に浮かび上がる。

「むん！」

　フォルマールが放ったエクストラスキル「光の矢」も、クワガタに似た大顎に弾き返されてしまう。

『ギシャー！　ギシャー！』

　ビービーは大顎の中の口を開け、牙と舌を見せて不気味な鳴き声を発したかと思うと、一気に距離を詰めてきた。

（これならどうよ？）

　アレンはビービーの行く手に石Ｂの召喚獣を高速召喚し、大きな丸盾を前に突き出させる。

　ビービーが石Ｂの召喚獣に激突した瞬間、覚醒スキル「全反射」を使わせ、３倍のダメージでカウンターを食らわせる。

「お！　ダメージをようやく与えたぞ」

　ビービーの真っ赤な外骨格にヒビが走り、紫色の体液がにじんでいる。

　クレナの体が陽炎のように揺らぎだす。エクストラスキル「限界突破」を使い、追撃を加える。

　外骨格のヒビの１つ１つが大きくなる。

「おっし、クレナ。いけそうだ。叩きこむんだ！」

「うん！」

　クレナがさらに追撃しようとした時、

「ぐあ!?」

　ビービーが大顎でドゴラを挟み込んだ。

　ドゴラは振り払おうとするが、大顎はびくともせず、それどころか大盾ごとがっちりとドゴラをくわえ込んで、真っ二つにしようと挟み込んでくる。

「やばい、クレナ。ドゴラを挟んでいる大顎を砕くんだ！」

「分かった！」

　クレナはエクストラスキル「限界突破」と剣王のスキルを合わせ、ビービーの大顎の片方を攻撃する。

　片方の大顎が折れ曲がり、ドゴラが解放される。

　変貌した魔神にも通用した攻撃は、ビービーにも通じたようだ。

「ドゴラ、無事か!?」

「ああ、大丈夫だ」

　ドゴラは両腕から出血をしていたが、キールの回復魔法で癒やされる。

（ドゴラが大盾を持っていなかったらやばかったかもな。だが、お陰で随分ダメージが通っているぞ）

　ビービーの外骨格は至るところにヒビが入り、大顎の片方はクレナの攻撃で折れ曲がっている。

　ドゴラが持ちこたえたからこそ、ビービーに有効な一撃を与えることができた。

「もう少しだから、皆で倒すぞ!!」

　だが、その時。

　ビービーが石Ｂの召喚獣に迫ったかと思うと、片方が折れ曲がったままの大顎で挟み込んだ。

（へ？）

　すると、ビービーの体が点滅を始める。

「な!?　エナジードレイン？」

　アレンはビービーが何をしているのかすぐに分かった。

　慌てて石Ｂの召喚獣をカードに仕舞ったが、その時にはもうビービーの大顎も、外骨格のヒビもほとんど治ってしまっている。

（ああ、せっかく体力を削ったのに回復されてしまったか。回復魔法は使えないが、回復手段のある魔獣なのね）

「ちょ、ちょっとどうするのよ」

「よし、仕方ない。皆!!」

「うん!!」

　クレナが大剣を構えてアレンの指示を待つ。

　ビービーの回復という最悪の状況で、アレンが次にどんな作戦を立てるか、全員が注目したが、

「逃げるぞ!!」

「え？　わ、分かったわ」

　セシルは一瞬何を言われたのか理解できなかったが、すぐに同意した。

（今、無理やり粘っても犠牲者を出すだけだ）

　鳥Ｂの召喚獣を使い、逃げに転じたアレンたちであった。













第九話　メダル集め











　ブラッド＝ブラスト＝ビートル（通称ビービー）が、せっかく削った体力を全回復してしまうのなら、このまま戦っても倒せる可能性は低い。

　前世では、ネットゲームの中では、立ち回りと作戦だけでこういう体力回復系の魔獣を倒したことが何度もあった。

　しかし、立ち回りに失敗したときには失う物は大きかったし、回復を封じる手を講じない限り、粘って勝ったとしても仲間に犠牲が出た。

　留まるか引くかの決断が遅ければ、それだけ回復薬も消耗するし、仲間を危険にさらすことになる。そう考えて、すぐさま逃げを打った。

　パーティーのリーダーは、早く決断することが仕事だとアレンは考えている。

　ビービーは耐久力が高く、素早い魔獣であったが、アレンたちは、天駆という覚醒スキルを持ち、通常の移動速度も速い鳥Ｂの召喚獣に乗っている。

　ある程度距離を取ったところで、ビービーが追ってくることを止めたので、ほっと胸をなで下ろす。

　仲間たちの消耗を回復しながら、召喚獣を呼び出し、囮おとりに使ってビービーを冒険者がいないところまで誘導する。

　消耗が回復してからは、他の階層ボスを探し出して討伐しながら、引き続き召喚獣を使ってビービーの生態調査をした。

　この魔獣の索敵範囲、放置すればどの程度でいなくなるのかを調べる。ビービーがどのような魔獣であるのかが知れ渡っているのか、積極的に戦いを挑む冒険者がいなかったので、じっくりと調査できた。

　鳥Ｅの召喚獣の千里眼で観察し、どうやら冒険者と接触せずに１時間程度経過すると、別の場所に転移することが分かった。

　あんなのが２階層から出てくるなんて、さすがＳ級ダンジョンだなとアレンは思った。

　それから半日かけて、全力で階層ボスを狩って回った。

　階層ボスを倒すと、魔石とともに、大きめのメダルが地面に落ちた。これがブロンズメダルだ。

　最終的にブロンズメダルを３枚入手することができた。

　ついでに発見できるだろうと思っていた宝箱は、何故か見つけることができなかった。

　鳥Ｅの千里眼を使えば半径１００キロメートルも索敵できるのに、１つも見つからないなんて考えにくい。

　千里眼は障害物を越えて索敵することはできないので、宝箱はそういう位置にあるのかもしれない。

（新実装したばかりの狩場かよってくらい、階層ボスも倒せなかったし、宝箱も出なかった。もう二度とこの階層では狩りをしない所存です）

　ネットゲームでは、バージョンアップ等で、新たなダンジョン、フィールドなどが実装されることがあった。そうなると、しばらくはプレイヤーが殺到して、敵の数よりプレイヤーの数が多くなる現象がしばしば起きたという、前世の記憶を思い出す。

「さて、このくそまずい階層を離れて、次の階層に行くぞ」

「お前まだ言ってんのかよ」

「当然だ。久々にこんな目にあった」

「久々って、ここに来たの初めてだろ……」

　呆れながらもドゴラが話に合わせてくれる。

　ようやく手に入れたメダルを持って、アレンたちは３階層に行くためのキューブ状の物体のところに向かった。

『こんにちは。廃ゲーマーの皆様。ダンジョン階層管理システムＳ２０１です。次の階層に行きますか？　それとも１階層に戻りますか？』

「３階層へ行きます」

『３階層ですね。ブロンズメダルを３枚お出しください』

「どうぞ」

　アレンは３枚のブロンズメダルをキューブ状の物体に差し出す。

　メダルには鶏やトカゲの模様が浮き彫りになっている。

　手に入れて分かったが、メダルは全て同じというわけではない。倒した魔獣をデフォルメしたような模様がついている。

『確かに３枚のブロンズメダルを頂きました。では３階層に移動します』

　キューブ状の物体がそう言った瞬間、アレンたちの足下の地面が、土から砂に変わった。

（む、ここが３階層か。何もなくてあまり代わり映えがしないか、っと。ん？　地面は砂だな。てことは砂漠フィールドか。また、見通しがいい系の階層か？）

「なんか、この階層はドワーフが多いようだな。ちょっと全体の様子を見てみるか」

「ええ、お願いね」

　アレンの影響で、セシルもまずは状況の確認が最優先だと考えるようになった。

　アレンが鳥Ｅの召喚獣を使い、上空から３階層の様子を窺う間、仲間たちも辺りを確認した。

　空から見ると、自分たちが転送されてきた場所が、２階層と同じく１キロメートルくらいの広場になっていると分かった。

　広場の外側は砂漠が続いている。ほとんどが砂で埋め尽くされているが、ちらほら小山ほどの岩の塊も見える。

　その砂の上を闊歩する、複数の巨大な姿があった。

　基本的には人の形と言えなくもないが、頭はあっても首がなく、胸に埋まるようになっている。

　肩の高さから、地面にもつきそうなくらい長い手が生えていて、腹には水晶のようなパーツが埋め込まれている。

（お!?　ゴーレムだ。結構いるな。相変わらず俺の思っていたゴーレムとは違うが、あのゴーレムの腹の水晶にドワーフが１人入っているらしいな）

　ゴーレムは、アレンの思っていたようなメカニック感はほとんどなかった。

　あくまでもロボットではなく傀儡人形ゴーレムということなのだろう。

　全身に金属の光沢があり、あまりごつごつとはしていないように感じる。

　全長１００メートルと聞いていたが、殆どが10メートル程度だ。

（やはり３階層はゴーレム使いにとって有利なフィールドなのか？）

　２階層はどちらかというと獣人が多かったように感じた。

　恐らく森林と草原で構成されているので、素早く動き回るのが得意な獣人には稼ぎやすいのだろう。

　もしかしたら、アレンたちが見つけられなかった宝箱を見つけることができる能力か何かを持っているのかもしれない。

（そういえば、あの時のウルとかいう獣人には会っていないな）

　お礼と言っていたが、アレンには特に催促するつもりもないし、２階層を主要な活動場所にしている冒険者からもらえる物で欲しい物はない。このダンジョンの攻略情報が聞けるとも思えない。

　１枚で金貨１００枚するブロンズメダルを寄こせと言っても、何枚くれるかも分からない。

　探し出してまで礼を貰いに行くつもりはないので、このまま会わない可能性の方が高いだろう。

　そんなことを考えながら、ゴーレムを見ていたアレンは、あることに気がついた。

「そっか。ガララ提督が言っていたのはこれか？」

「どうしたの？　アレン」

「ああ、セシル。どうやら、この砂漠はドワーフにとって有利なようだぞ」

　仲間たちが集まってきたので、アレンは自分の見ているものを指さした。

　そこでは、ちょうどゴーレムとサソリのような魔獣が戦っているところだった。

　ゴーレムがその硬い装甲で魔獣の攻撃を受け止めている間に、パーティーの仲間たちが魔獣を取り囲み、攻撃を加える。

「この砂漠はどうも砂の中に魔獣がいて襲ってくるようだ。ゴーレムが最初の攻撃を受けてパーティーを守っているようだぞ」

　これはゴーレムが頑丈で不意打ちに強いからだろうと予測する。

　サソリの魔獣が、周囲の冒険者に攻撃を加えようとすると、ゴーレムが体と長い腕でこれを防ぐ。

　ゴーレムの肩によじ登り、弓を射かける獣人もいた。ゴーレムの肩に上がれば身を守ることができ、索敵もできるので一石二鳥だ。

　ガララ提督は、３階層のこの状況をよく分かっていたのだろう。

「メルル、頑張って最低５つの石板を探さないとな」

「うんうん！」

（メルルがいるから口には出さないが、バウキス帝国はぼったくりが多いな。アイアンの石板が１つ金貨３０００枚とか）

　魔導盤を使ってゴーレムを出すには、魔導盤に石版を嵌める必要がある。

　魔導盤には、石版を嵌めるための窪みが１０個あって、そのうち５つに、頭、胴体、右腕、左腕、両足の「本体用石板」を嵌めれば、最低限のゴーレムが完成する。

　これらは、基本的にダンジョンで入手する必要がある。神殿でも販売しているが、ブロンズ級だと１つ金貨１０００枚、アイアン級なら１つ金貨３０００枚もする。アイアンゴーレムを揃えようものなら金貨１５０００枚必要だ。

　ちなみに、不要な石板は神殿で買い取ってくれるのだが、ブロンズならどの部位でも１つ金貨１００枚、アイアンならどの部位でも１つ金貨３００枚と、販売価格の10分の１だ。

「お！　砂の上を走るゴーレムがいるぞ」

「かっこいい!!」

　アレンが別の方向を指さすと、メルルが目を輝かせて驚いた。

　パーティーの視線の先では、船のように変形したゴーレムが、冒険者を乗せてすいすいと砂の上を進んでいく。

（これが「移動用石板」の効果か）

　メルルにゴーレムの石板の用途について訊いた。




【石板の種類】

・本体用石板は、頭、胴体、右腕、左腕、両足で構成され、ゴーレムを降臨させるのに必要

・移動用石板は、陸上、海上、海中、上空を移動するためにゴーレムを変形させる

・特殊用石板は、移動や変形時に、攻撃や守備など付加価値をゴーレムに与える




　魔導盤に嵌めることができる石板には、「本体用石板」以外に、ゴーレムの機能や形状を変えるものがある。

　海上を進めるようにしたり、空を飛べるようにする移動用石板もある。

　メルルが説明してくれた中で、アレンの興味をそそるものがあった。

（なんとしてでも、家に変形する特殊用石板を探さないとな）

　中には「特殊用石板」と言って、移動以外に特殊な効果をもたらす石板もあると聞いた。

　ゴーレムが変形した家は、要塞のように堅牢となり、もちろん寝泊まりもできるらしい。

「さて、ワクワクしてきたな。次の階層に行く条件を聞いて、石板集めもしていくぞ」

　アレンの一声で仲間たちは次の行動に移っていく。





＊　＊　＊






（極力早めに本体用石板を集めて、次の階層に行くかな。仲間のレベル上げにはどこが一番うまいのかな？　魔石も集めないと。何だろう、やることが多くてすごくワクワクするんだが。ディグラグニは神か。いやこれから神になるのか）

　仲間たちはまだ１回しか転職できていないので、石板を集めながらレベル上げをしたい。

　冒険者ギルドでＤランクの魔石を募集するために５日で金貨１０００枚を稼ぐ必要がある。

　やりたいことが多くてなんか気持ちが高揚する。

　このＳ級ダンジョン「試練の塔」は、やり込み要素が満載のようだ。

　ダンジョンマスターのディグラグニに感謝しつつ、キューブ状の物体を探す。

　キューブ状の物体は、３階層に転移した場所の周辺におり、すぐに見つかった。

　３階層を散策する前に、４階層へ移動する条件を確認する。

『こんにちは。廃ゲーマーの皆様。ダンジョン階層管理システムＳ３０１です。次の階層に行きますか？　それとも１階層に戻りますか？』

「え？」

（おいおいまじかよ）

「どうしたの？」

　アレンが動揺した声をあげたので、クレナが尋ねてくる。

「いや、クレナ。ちょっと確認させてくれ」

「うん」

「すみません。この３階層から２階層へは戻れないのですか？」

『申し訳ございません。移動できるのは次の階層もしくは１階層のみとなっております』

「うは!?　メダルめっちゃいるんだが」

（え？　何？　Ｓ級ダンジョンはメダルゲーなの？）

　アレンの仲間たちもアレンの言葉の意味を理解した。

　次の階層に行くにはメダルが必要で、メダルは次の階層に進む度にキューブに渡してしまう。

　一度でも１階層に戻ると、最後に探索していた階層に戻るまでには、またメダルを探して上がって行かないといけない。

「次の階層に進みたいです」

　アレンは次の階層に進む条件を確認しようとした。

『４階層ですね。ブロンズメダルを４枚、アイアンメダルを４枚お出しください』

（１枚もない。まじか。ブロンズメダルもいるのか）

「ちょ、ちょっと!?　何よそれ。どんどん必要なメダルが増えていくじゃないの！」

　セシルは昨日、半日かけてメダルを揃えた苦労を思い出したようだ。仲間たちも絶句している。

　アレンも、何となくこのＳ級ダンジョンの攻略の難しさが分かったような気がする。

　階層を上に進めば進むほど、必要なメダルの種類と枚数が増えていく。

「たしかに。これはダンジョンに泊まることも視野に入れないとな」

「……そうですわね」

　ソフィーも眉をひそめて頰に手を当てる。

　せっかくダンジョンの近くに家を借りたが、家に寝泊まりすると余計にメダルが必要になる。

　広場で休憩している冒険者たちを見る。

　彼らがそうしているのは、この仕様のためなのかもしれない。

　何日もダンジョン内に寝泊まりしているパーティーもいるのだろう。

「さて、ダンジョンの様子を把握しながら、メダルを集めるぞ」

　先ほどの情報から考えれば、この階層で手に入るアイアンメダルは、次の階層に進んでも必要なことが想像できた。

　鳥Ｂの召喚獣を召喚し、皆で乗り込んだ。

　休んでいる冒険者たちを驚かせながら、上空へと舞い上がっていく。

　鳥Ｅの召喚獣を通して辺りを見まわしても、砂の上に出ている魔獣は、冒険者のパーティーと戦闘中のものばかりだった。

（ふむふむ、それなりに冒険者はいるが混んではいないな。だが困ったな。戦闘中の魔獣以外は砂の中なのか？　これを見つけるには……ん？）

　鳥Ｅの召喚獣の視界に、数十人規模の集団が、丘くらいの大きさの岩山に近づいていくのが見えた。

（む、これは何かあるのか？　おお！　岩山に穴があるぞ!!　ん？　なんだ？　この穴に何かあるのか？）

　冒険者たちは岩山にぽっかりと空いた穴の前で、陣形を組み始める。

　両肩に軽装の弓使いを何人かずつ乗せた２体のゴーレムが、穴の前に立ちふさがる。その後方に後衛の冒険者が控える。

　彼らの一戦を交えようという気迫が、召喚獣を通して見下ろしているアレンにも感じられる。

　２人ほど、斥候と思われる獣人が、ゆっくりと穴の中に入って行く。

　そして、ものすごい勢いで駆け戻ってくると、２人の背後から、ワラワラとサソリの魔獣が出てきた。

　岩山の大きさと比べ、明らかに多すぎる数のサソリの魔獣が出てきたかと思うと、最後には大型のサソリの魔獣が１体現れた。

　アレンが見守る中、冒険者たちと魔獣の戦いが始まった。

　陣をしっかり組んでいることもあり、冒険者たちが有利のようだ。

（なるほど、穴の中にも魔獣がいるのか。砂の中だけではないんだな。ん？　これは２階層も同じなのか？　そういえばデカい木が生えていたな）

　２階層にも、たしか、数キロメートル間隔で大きな木が生えていた。

　現在も２階に飛ばしている鳥Ｅの召喚獣を、大きな木の１つに向かわせる。

　木には大きなウロがある。

　別の木に移動しても、ウロはあった。

　これは全ての大きな木に共通するようだ。

（ふむふむ、こういうところに宝箱があったり、魔獣がいたりするのか？　２階層の木は３階層の岩山ほど大きくないから、あるのは宝箱だけなのかもな。なるほどなるほど）

　冒険者たちは、２階層の木や、３階層の岩山の中を調べて、宝箱を回収したり、魔獣を倒しているのだろう。

「どうしたの？」

　メルルが、鳥Ｂの召喚獣が上空で待機して一向に進まないのを不思議がって、アレンに尋ねる。

「何となく、この階層の攻略方法が見えてきた」

「本当!?　すごい!!」

　クレナは何でも褒めてくれる。

「ああ、ちょっとあっちの岩山に行ってみよう」

　アレンは気付いたことを確認するため、まだ誰もいなそうな岩山を目指す。




　岩山にはやはり大穴が空いていた。

「よしここがいいな。敵が出てくるかもしれないから気を付けてくれ」

　穴から少し離れたところに、クレナとドゴラを先頭に陣を組んでいく。

　そして、陣形が整ったところで、霊Ｂの召喚獣を穴の中に向かわせる。

「む？　何もないぞ」

「あら、ないこともあるのね」

　セシルが拍子抜けをする。

　大穴の中は、ちょっとした洞窟のようになっていた。

　魔獣が見つかることを期待したが、何にも出会わないまま行き止まりに達してしまう。

「そうだな、セシル。必ず何かあるわけじゃないのかもしれないな。別の岩山に行ってみるぞ」

　鳥Ｅの召喚獣の千里眼で見てみるだけでも、３階層の砂漠に、岩山は１００カ所以上あるようだ。

　別の岩山で、穴の前に陣を組んでから霊Ｂの召喚獣を中に入らせたが、何も見つからない。

（ここもか。しかし、こうやって岩山を目標にしている冒険者も多くいるようだからな）

　他の冒険者パーティーの動きを確認していると、行動のパターンは大きく２つに分かれるようだ。

　１つは砂漠を徘徊して魔獣を狩るパターン、そしてもう１つは岩山を探索するパターン。

　ゴーレムがいないうちは、最初のパターンは効率が悪いと考えて、３つ目の岩山に向かう。

　霊Ｂの召喚獣を中に入れて、すぐのことだった。

　奥まで入ったところで、突き当たりに、文字のような幾何学的な線で構成された魔法陣のようなものが現れる。

『キシャー！！！』

　そして、その魔法陣から、サソリの形をした魔獣がワラワラとあふれ出たのであった。





＊　＊　＊






「来るぞ!!」

　アレンの掛け声で、仲間たちが一斉に戦闘態勢に入る。

　すぐに大穴からワラワラとサソリの魔獣が湧いてくるので、作戦通り、陣形を保ったまま迎え撃つ。

「うりゃああああ!!」

　クレナが、先頭を進んできたサソリの魔獣の頭に、掛け声と共に大剣を叩き込んだ。

　体液をまき散らし、サソリの魔獣の頭が砂にめり込む。

『ロックスコーピオンを１体倒しました。経験値２４０００を取得しました』

「Ｂランクの魔獣だ。雑魚だぞ」

　アレンは経験値から魔獣のランクを把握する。

　ローゼンヘイムの戦争で数百万の魔獣を狩ったアレンたちにとって、Ｂランクの魔獣はすでに敵ではない。

「分かったわ。ガンガン倒せばいいのね」

「ああ、セシル。ガンガン行こうぜ」

　言葉通りガンガン数を減らしていく。

「お!?　ふんぬ!!」

　大型のサソリの魔獣が突き出した巨大化したハサミを、ドゴラが大盾で受け止める。

　ドゴラは腰を落として踏ん張ろうとするが、砂の上に跡を残してずるずると押し返される。

「そいつはＡランクだ。ドゴラは耐えてくれ。皆は雑魚の殲滅を急ぐんだ」

　Ａランクになると、Ｂランクまでと比べて魔獣の力は一気に跳ね上がる。

　こういう場合、雑魚を先に殲滅してからボスを倒した方が、総合的なダメージが減る。

「ああ！　急いでくれよ！」

　ドゴラは苦笑いを見せ、自分の10倍はある大きさのサソリの魔獣を釘付けにして置こうとする。

　そこへ、穴の奥からもう一体、ドゴラが抑えているのと同じ大きさの魔獣が現れた。

「クレナもう１体出て来たぞ!!　って!?」

『キャアアアアッス!!』

　さらにもう１体、穴の奥から現れたのは、さらに一回り大きなサソリの魔獣だった。

　これで、大きなサソリの魔獣が２体、より大きなサソリの魔獣が１体、岩山に姿を現したことになる。

「こいつは多分階層ボスだ。階層ボスが出て来たが、エクストラスキルはなるべく温存するぞ!!　あ、ドゴラはいつでもエクストラスキル使っていいぞ」

「あ？　そんなこと、分かっているぞ！」

　Ｓ級ダンジョンを攻略して行く上で、エクストラスキルは万が一のときのために温存する作戦をとることにしていた。

　エクストラスキルにはクールタイムがあり、１日１回しか使えないからだ。

　今日は、これからまだまだ連戦することになる。

　Ｓランクの魔獣もいるはずなので、エクストラスキルはなるべく温存したい。

　だが、ドゴラだけはいつでもエクストラスキルを使って良いとアレンが言うのが、ドゴラには不服なようだ。

　クレナは、ドゴラが抑えているのと同じ大きさのサソリの魔獣の相手に向かう。

　最後に大穴から出てきた、階層ボスと思われる魔獣には、アレンが石Ｂの召喚獣を向かわせる。

　ドゴラもクレナも、Ａランクと思われるサソリの魔獣を押さえ込むので手いっぱいで、倒しきることができない。まだまだエクストラスキルなしでは倒せない強敵だ。

「こいつら、氷魔法に弱いわね」

　セシルは、Ｂランクのロックスコーピオンに属性を変えて魔法を打ち、ダメージの効き具合を調べていた。

　氷魔法を放つと、明らかにのけ反るようにダメージを受けている事に気づいたのだ。

（お、弱点属性があったか。それはかなり助かる）

「分かった。まずはクレナが相手にしてる方から倒すぞ。こいつら、もしかしたら水にも弱いかもしれないから、ソフィーは水の精霊魔法を使ってくれ」

「畏まりました」

　Ａランク以上が３体いるので、まずは数を減らしていかないといけない。

　ドゴラの相手にはアレンが協力しつつ、ソフィーやセシル、フォルマールはクレナと協力しながら、彼女が相手にしている魔獣の体力を削っていく。

（こういうときのためにもっと召喚獣の枠を設けておくか）

　最大70体出せるアレンの召喚獣は、現在10体程度しか召喚することができない。

　スキル経験値を稼ぐために、魔力が上昇する魚Ｂの召喚獣を30体ほど魔導書のホルダーに入れている。その他、ローゼンヘイムの魔王軍残党狩りに20体の虫Ａと竜Ａの召喚獣を配置させている。

　10体ほどは、各方面の連絡要員として霊Ｂの召喚獣や、ロダン村の開拓を手伝わせている。

　残った枠で、索敵の鳥Ｅの召喚獣や移動用の鳥Ｂの召喚獣を召喚している。

（いや、この我慢が今後の効率に繫がると思えば、今は我慢のしどころか）

　ここは仲間たちの成長促進も兼ねて、召喚獣をあまり出さない選択をする。

　アレンの仲間たちは学園の頃からダンジョンに通い、ローゼンヘイムの戦争にも参加して、戦い方もうまくなり、連携もスムーズになってきた。

　しかし、戦いに正解はない。最善と思われる戦い方も、転職しステータスが変われば使えなくなる。ステータスに合わせた新たな戦い方を編み出さねばならない。

「回復俺だけだと結構きついな」

　キールが回復魔法の合間にアレンに話しかけてくる。

「まあ、ヒーラーは大変だろうが、これも練習だな。キール」

　戦争中は湯水のごとく使った天の恵みだが、今回はぎりぎりまで使わないことにする。

　だが、Ｄランクの魔石を手に入れる算段があるので、魔力の種は湯水のごとく使ってもかまわない。

　そこで、半径50メートルの範囲でパーティー全体の魔力を１０００回復する魔力の種を使い、キールに回復魔法をかけまくってもらっていた。

　そんなこんな考えている内に、仲間たちがＡランクの魔獣を２体とも倒す。

『デススコーピオンを１体倒しました。経験値２０００００を取得しました』

（ミラーが２体やられてしまったな。でもだいぶ痛めつけることができたぞ）

「よし、２体とも倒したぞ。弱らせたから最後の１体を倒すぞ」

　皆は最後に出てきた一番大きなサソリの魔獣を標的にする。

　既に全身の外骨格にヒビが入り、体液を噴き出しているのは、アレンが石Ｂの召喚獣に覚醒スキル「全反射」を３回使わせた成果だ。

　頭がそこまで賢くないのか、強力な一撃を繰り出そうとするので、そのタイミングに合わせて全反射を使い続けたお陰でかなり弱っている。

「ちょっとアレン、あのデカいのってまさかＳランクじゃないわよね？」

「いや、こいつはＡランクの上位だな」

　アレンはＳランクではないことを断言する。

　それは、この戦いが始まる前から知っていた。

「まあ、そうね。ずいぶん弱っているわね。昨日の赤い虫よりかなり弱そうだわ」

　セシルも、アレンがそう言うならと疑わない。

　クレナとドゴラが、ヒビが出来たところを優先して攻撃すると、サソリの魔獣は叫び声を上げてのたうち回る。

　ソフィーやセシル、フォルマールは遠距離から攻撃し、サソリの大きなハサミと巨大なトゲのある尾の攻撃をクレナやドゴラが受けないように援護をする。

　やがて、集中攻撃を受けた巨大なサソリが、自分の体液のしみこんだ砂の上に倒れ、動かなくなった。

『デススコーピオンキングを１体倒しました。経験値４００万を取得しました』

　魔導書の表紙に、最後の魔獣であるデススコーピオンキングを倒したログが流れる。

　デススコーピオンキングが倒され、光る泡となった場所に何かが残った。

　Ａランクの魔石が１つと、サソリの模様のアイアンメダルだ。

　素材が手に入らないのは学園のダンジョンと同じだ。

　魔獣の素材が必要ならばダンジョン以外で魔獣を倒さなくてはいけない。

「お!?　メダルが出たぞ。やはり階層ボスだ」

「お!?　いいね。金貨２００枚はうまいぜ!!」

　一番後ろにいたキールがメダルに駆け寄る。

「これ１つで金貨２００枚するのか。皆がダンジョンに行こうとするわけだ」

　アレンはアイアンメダルを握りしめながらしみじみと言う。

（３階層から４階層に行くにはメダルを全て金貨で買おうと思ったら、金貨１２００枚かかるのか）

「そうね。ここにいるとお金の感覚が変わってしまいそうだわ。まあ、アレンといるから随分前から既に変わってしまっているかもしれないけど」

　アレンとは別の感慨を抱くセシルもしみじみと言う。

「洞窟の中に入る？」

「いや、クレナ。洞窟の中には何もないようだ」

　魔獣が出て行ったあとは洞窟が空っぽになっていることは、霊Ｂの召喚獣を使って既に確認済みだ。

「そっか。じゃあ、次の狩場だね!!」

　戦いが終わったばかりだが、クレナは大剣の柄を握りしめてふんすっと意気込む。

「ああ、次はあっちだ」

　アレンは戦闘中も霊Ｂの召喚獣を飛ばして、次の目星を付けている。

　魔石とメダルを回収し、次の岩山を目指すアレンたちであった。













第十話　思い出は記憶の中に











　Ｓ級ダンジョンに挑戦して、３日目になった。

　朝、家を出る前に、今日からは３泊４日でダンジョンに通うと仲間たちに伝えた。

　どの階層でも、転移してきた時に着く広場には魔獣が湧かないことを利用して、思い思いに宿泊している他の冒険者のパーティーを見ていたので、彼らを参考に準備をした。

　ゴーレムを拠点のように変形させて寝泊まりしているパーティーも見かけたが、今はまだ参考にならない。

　すばやく２階層を駆け抜け、３階層にたどり着く。

　岩山を、いわゆる魔獣の湧きポイントと見当つけて、昨日と同じく召喚獣に調査させる。

　今日は、霊Ｂの召喚獣に加えて、魔力増加用に魔導書のホルダーに入れていた魚Ｂの召喚獣も呼び出し、砂の中を泳がせて岩山に向かわせた。

　これで、砂の中にもかなりの数の魔獣がいることが分かった。

　アーケロンの姿をした魚Ｂの召喚獣は耐久力が高く、Ｂランクの魔獣など敵ではないが、Ａランクの魔獣もいて、そういう敵に出会うとさすがにダメージを食らってしまう。

　魔獣がいたら逃げさせて、死なないように岩山を探させる。体力が減ったら、キールの回復魔法の範囲内に召喚し直して回復させた。

　こういったこつこつとした取組みが、無用な魔石の消耗を抑えてくれることをアレンは知っている。

　こうして、午前中いっぱいを岩山の魔獣狩りに費やした。

　階層ボスは岩山の中にいたりいなかったりするようだ。

　宝箱は、やはり岩山の中で発見できた。２つの宝箱を開けて、




・アイアンメダル３枚

・ヒヒイロカネの兜と剣




　他にＡランクとＢランクの魔石も手に入れた。石板も宝箱から見つかると聞いていたのだが、１枚も出てこなかった。

　今は皆で休憩し、昼食をとっている。

「ここなら十分にレベル上げが出来そうだな」

「そうね。もう一度転職するまで、ここでって感じかしら？」

「そうだな。ここならあと１月あれば全員一度カンストできそうかな。よし、午後からも魔獣と石板探しだ」

「ご、ごめんね。僕のために……」

　メルルが元気なさそうに言った。

（お？　急に元気がなくなったな）

　ゴーレムの石板が全て揃うまで、メルルには大盾を持たせ、セシルやソフィーの警護を任せている。

　最初こそ自信にあふれていたが、１度転職をした仲間たちが学園にいた頃よりも明らかに強くなっているのを知り、ゴーレムを使えないままの自分を申し訳なく思い始めたようだ。

　結局午前中いっぱいかけて、石板が手に入らなかったことが、メルルとしては不安のようだ。

「まあ、いいんじゃないのか。ゴーレムが揃うのに何ヶ月もかかるというわけではなさそうだしな」

（半日で宝箱２個ゲットしたし。時間の問題だろう）

「でも……」

「メルルは多分単純には測れない可能性に満ちていると思うぞ。それにタンクとしても有用そうなのは、他のゴーレムを見たら明らかだし」

　砂漠地帯で活躍するゴーレムを見ているので、皆も口を揃えてそうだよとメルルに言う。

「うん」

　何となくメルルも納得してくれたようだ。

「それにしても、アレンってタンクに拘るわね」

「む？　そんなことないぞ。ちょっと詳しいだけだ」

　セシルの言葉に、アレンは条件反射で否定をする。

「そう言われたら、そうですわね」

　ソフィーも同意するようだ。

　仲間たちの視線がアレンに集まる。

「む～。まあ、隠すことじゃないけど、俺は前世でタンクをしていたんだ」

「へ～。そうなんだ。だから詳しいのね」

　セシルは、タンクという役割の重要性について熱く語ったアレンを思い出す。

　召喚士としてのアレンを見てきたので、召喚士かそれに近い職業であったのかなと思っていた。

（まあ、タンクをしたかったわけではないんだけど。これは言う必要はないか）

「そうだ。だからメルル。俺は召喚士を自ら選んだが、職業なんてやってみないと分かんないし。どんな職業でもやっていると楽しくなってくるもんだぞ。長年やっていれば愛着も湧くし」

　この世界での召喚士は、アレンが思っていたのと違ったが、これはこれで楽しいと心から思っている。

「だからメルルも今は不遇かもしれないが気にするな」

「そうなんだ」

「なんか説得力があるわね。経験談ってやつね」

　セシルが頷く。前世で健一だった頃、アレンが初めてやったネットゲームで、見た目が強そうだという理由で選んだ職業が、タンクだった。

　その時の健一の中には「タンク」という概念がなく、他の前衛職に比べて、攻撃力が低く耐久力があり、味方を守るスキルがあるなと思っていたぐらいだった。

　そういうスキルを使ってパーティーの盾役として活躍できる職業を、タンクというのだと知ったのは、プレイを始めてから１年以上経ってからだった。

　それから、そのネットゲームのサービスが終了するまで、タンクを務め、全うしたと思っている。

　タンクをメインでしたのは、それが最初で最後であった。

（だから、この世界にいると言っても過言ではないけどな）

　最初に夢中になったネットゲームの思い出が、その後のゲーム人生や価値観を決めてしまった。

　やり込みたくてこの世界に来てしまったのも、その思い出を大事にしているからだ。

「でも、アレン様のお話では、タンクって『役割』ですわよね？　その役割を務める職業は、別にあるのですよね」

（む？）

「……そうだな」

「え？　何よそれ？」

　セシルはアレンの歯切れの悪い物言いに、かつてないほど違和感を覚える。

　明らかに何かを隠している。

「いや、何がだよ？」

「ちゃんと言いなさいよ。職業は何よ？」

　食事の手を止め、セシルが体をにじり寄せてくる。

「アレンは何していたの？」

　クレナも参戦する。

「そりゃ、冒険だろ」

（大冒険の他に何がある）

　クレナの問いにアレンがボケたので、セシルからアイアンクローという名の制裁を食らう。

「ひ!?　なんで！　い、痛い。いやまじで！」

（り、理不尽だ！）

「ほら、言いなさい？」

「えっと、鎧を着て、武器は槍や剣。盾も装備していました」

（懐かしきケンピーの思い出が蘇ってくる）

　タンクだった時、『ケンピー』という名でプレイをしていた。

　学生のころで、カッコいい名前が思いつかなかったから、自らの名前をもじって付けた。

　長いこと遊んでいたら、終わる頃には愛着が湧いた。

「おお!!　カッコいい？」

　クレナがさらに質問してくる。

「うんうん。すごくカッコいいぞ」

　アレンは状況を変えたいがどんどん逃げ場が無くなっていく。

「でも、それは装備のお話で、職業についてじゃありませんわね……」

（おい、ソフィー。お前だけは俺の味方じゃないのか。って）

　今のソフィーには、セシルに摑まって大変そうねという、いつもの優しい感じが微塵もしない。

　どうやらアレンの味方はここにはいないようだ。

　セシルのアイアンクローがアレンの頭をこれまでにない強さで締め付けてくるのに、皆ニヤニヤして見ているだけだ。

「ちょ!?　痛いって!!」

　アレンは涙目になってきた。

「言うわよね？」

「は、はい。実は『聖騎士』という職業をしていました」

（装備も職業名もカッコいい職業だなと思って選びました）

「き、騎士!?　アレンは騎士だったの！　すごい!!」

「おい、騎士だと!?　な、なぜ黙っていた!!」

　クレナとドゴラが立ち上がり、アレンに驚きの声を浴びせる。

（ほら、だから言いたくなかったんだよ。クレナとドゴラが反応するし。これは誤解を解かねば）

　アレンは、２人がどれだけ騎士に憧れていたか、子どもの頃から知っていた。

　だから学園にいる頃、前世でもいろいろな職業を経験した記憶があると言ったが、聖騎士については隠していた。

「ご、誤解をしないでくれ。あれは単に職業であって。騎士とついているが、身分は平民と一緒だ」

（俺サラリーマンだったし。企業戦士だし）

「んなわけないだろ!!」

　ここにきてドゴラが、かつてないほどのツッコミを発動する。

　14年生きた彼の人生で一番のツッコミかもしれない。

「ん？　キューブか？　キューブだ!!」

　休憩中も探し続けている召喚獣が、洞穴の奥で浮くキューブ状の物体を発見したので、アレンは思わず叫んでしまう。

（昨日ヘルミオスに聞いた通りだ）

　アレンは昨晩、ギアムート帝国の帝都にあるヘルミオスの邸宅で、霊Ｂの召喚獣を通して、岩山のどこかに『隠しキューブ』がいることを聞いていた。

　他にも、ビービーも含め、このダンジョンについて足りなかった情報を聞き出した。

　ヘルミオスは４階層を中心に活動をしていたため、そこまで詳しくないと言いながらも、２階層と３階層について色々教えてくれる。

　ヘルミオス邸だけではなく、アレンは現在、世界中に召喚獣を配置させている。

　ローゼンヘイムでは、女王と長老たちのいるティアモの街。

　ラターシュ王国では、エルフの外交官が住むことになった館。

　グランヴェル子爵の館と、ロダン開拓村。

　配置の理由は情報収集と魔王軍の侵攻を察知することだが、開拓村では、開拓の手伝いと魔獣からの護衛も兼ねている。

　家族の繁栄や安寧は、アレンが最も大切にしていることの１つだ。

　他にも、白竜山脈に竜Ｂの召喚獣を１体配置している。グランヴェル子爵領及びカルネル男爵領の魔獣討伐のためと、白竜のハクを育てるためだ。竜Ｂが倒した魔獣を、ハクはとんでもない食欲で食べ続け、日々大きくなっている。

　アレンは食事を切り上げ、出発の準備を始める。

　そんなアレンを、ドゴラは急にどうしたんだと見上げている。

「おい、何言っている？」

「いや、岩山の洞穴にキューブが出たんだ。皆もう休憩をしたな。いくぞ」

「お、おい。話はまだ終わっていないぞ！　騎士のこともっと聞かせろよ。っていうか、なんで黙っていた!!」

　ドゴラの声を背に、アレンは鳥Ｂの召喚獣を召喚し、皆の疑問をはぐらかすように出発を促すのであった。
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　鳥Ｂの召喚獣に乗って砂漠の上空を移動する。

「ちょっと、後で聖騎士について詳しく聞かせてもらうわよ！　って返事しなさいよ！　アレン!!」

「……」

　後ろを飛ぶ召喚獣から飛んでくるセシルの厳しい声を、アレンは嵐が過ぎるのを待つしかないとばかりに無言で受け止める。

（さて、やっと見つけたぞ。隠しキューブのことを聞いてから１日目で見つけることが出来たのは運が良いな）

　目的の岩山にたどり着き、大穴に入っていく。

　奥には、広場で見たものと同じキューブ状の物体がいた。

「良かった。まだ消えていなかったな。皆、話しかけるから気を引き締めてくれ。もしかしたらどこかに飛ばされるかもしれない」

「ふむ。分かった」

　フォルマールが背中から弓を取り外し、胸元で握り締める。

「じゃあ、いくよ。すみません」

　アレンは警戒しながら、キューブ状の物体に話しかける。

『こんにちは。廃ゲーマーの皆さま。ダンジョン報酬交換システムＳ３０２です。石板とメダルの交換をしますか？』

（罠系ではなく、交換系のやつか）

「交換ですか。すみませんが、いくつか質問をしてもいいですか？」

『どうぞ』

　アレンは、このキューブ状の物体が何をしてくれるのか確認した。

　このキューブは、メダルと石板を交換してくれる。

　交換は１回限り。メダルと石板は相互に交換できるが、扱えるのはアイアンのみ。

　交換レートはメダル３枚に対して石板１つ。

　メダルから交換できる石板は本体用石板のみで、頭、胴体、右腕、左腕、両足からランダムで１つ。

（何だ。特殊系の交換ではないのか）

　昨日の霊Ｂの召喚獣を通じてヘルミオスと話した時には、隠しキューブは、階層に１つだけではないと聞いていた。

　階層ボスのように時間経過で転送を繰り返し、２階層なら木のウロの中、３階層なら岩山の大穴の中でよく見かけるが、それ以外の場所にも現れることがある。

　種類は様々で、石板とメダルを交換してくれる物以外に、無償でメダルや石板をくれるもの、ボーナスステージ、デスステージなど、通常の階層以外の場所へ転送するものなどもある。

　石板への交換は、本体用石板だけではなく、巨大化用石板、強化用石板、移動用石板、特殊用石板などにも交換可能で、交換に必要なメダルの数は石板の種類で変わり、中にはメダル10枚以上も必要なものもあるらしい。

　厄介なのは、特殊なステージへ転送する種類で、特にデスステージへの転送は、話しかけた瞬間、魔獣が大量にいる別空間に強制移動になるという。

　Ａランクの魔獣の群れに囲まれて全滅したパーティーもいるとかで、これもダンジョンで死亡者が多い理由の１つらしい。

「隠しキューブには実力が無いのに話しかけてはいけない」が、このダンジョンに挑む冒険者の常識らしい。

「ではアイアンメダル３枚で交換します」

　アレンはためらうことなく収納からアイアンメダルを３枚出す。

（メルルのゴーレムは遊び心の塊だな）

　朝から３階層を走り続けて手に入れた３枚のメダルを惜しげもなく交換するアレンを、仲間たちは誰も止めはしない。

　アレンが常に仲間のために、最善を尽くしてきたことは、学園にいたころから知っている。

『確認しました。ではお受け取り下さい』

　アレンの手からメダルが消失し、代わりに、本体用石板が現れた。

　石板には突起があり、これが魔導盤の穴の大きさをしている。突起とは反対側にゴーレムの頭の絵が描かれている。

「これは頭か。これで１つ目だ。あと４つだな。頭の部分が被ったらすまんな」

（まあ、こういうものは最後の１つが出なくて被り続けるものだけど）

「……ありがと」

「ほら、石板をはめてみて」

「う、うん。おお……」

　魔導盤の凹みに、手に入れたアイアンの石板をはめるメルルの顔に、喜びが広がっていく。

「アレンはいつもこんな感じじゃない。なんたって聖騎士なんだもん。きっと器が大きいのよ。そう、あの時も聖騎士だったからか……」

　セシルは聖騎士の件が気になるようだ。

　過去のアレンの行動や発言に照らして、何か納得するものがあるらしい。

「なるほど、王族や貴族に対して慣れているのは、それが理由か」

　キールの言葉に、他の皆も頷いている。

（何かどんどん勘違いが広がっていくな）

　名前がカッコいいだけで選んだとは言いづらくなり、アレンがキューブ状の物体に目をやると、ちょうど物体がゆっくりと輪郭を失うように消えていくところだった。

（お、役目を終えると消えるのか。さて次だな）

「じゃあ、次の岩山に行くぞ。あっちに宝箱があるから消える前に回収するぞ」

　アレンは常に複数体の召喚獣を使い、階層獣の岩山を確認させている。

　お陰で他の冒険者パーティーと違い、あらかじめどこに行けばいいか分かるので、散策する時間を大幅に削減できる。

「さすが、アレン様です」

　褒める役のソフィーが、両手を胸元で握りしめ感動してくれる。

　セシルたちの勘違いもフォローしてほしいとアレンは切に願う。

　仲間たちと共に鳥Ｂの召喚獣に乗る。

　移動を開始してしばらく経った時、共有していた魚Ｂの召喚獣の視界が変わった。

（え？　視界が一気に変わったんだが）

「む？　って、ここは空中か？　ゲンブが空を飛んでいるぞ」

「どうしたの？　アレン」

　メルルが訊ねた時には、アレンは鳥Ｂの召喚獣を停止させている。

「って、また！」

　後ろを飛ぶセシルが抗議する。

「いや、一瞬だが朱色の長い胴体が見えた。『スカーレット』だと思う。ゲンブがやられそうだ。ちょっと行ってみるぞ」

「え？　スカーレットって、この階層のＳランクの階層ボスよね？　大丈夫なの？」

　２階層の階層ボスで、Ｓランクの魔獣ビービーに敗走したのは昨日のことだ。

「無理ならまた逃げればいいし、まずはちょっと、どういう魔獣か見ておきたい。皆ここから近いぞ！」

（Ｓランクなら必ず負けるとは限らないしな）

　アレンが行き先をＳランクの魔獣に変更したので、仲間たちの表情に緊張が走るのであった。
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　アレンたちは鳥Ｂの召喚獣に乗り、３階層唯一のＳランク階層ボスのところを目指した。

　砂漠のある地点に、何かとてつもなく長いものが突き出しているので、大きな目印となっている。

（うわ、これはひどい。ゲンブの視界が１００メートル近く上空だな）

　数ある召喚獣の中でも、魚Ｂの召喚獣はかなり重たい方だ。

　その巨体が、砂から突き出たものの先端に固定されている。

　正確には、先端に口があって、魚Ｂの召喚獣の全長10メートルの巨体が、その口に咥くわえられているのだ。

「アレン、みんなが逃げていくよ！」

　他の冒険者たちが、突き出したものに背を向けて、それぞれの手段で砂の上を駆け抜けていくのが見える。誰も戦おうとしないようだ。

「ああ、あれから逃げているんだろ。って、ゲンブはもたなかったか」

　突き出した長いものの先端で、光る泡が発生し、消えてしまった。

　巨大な魔獣に近づいていく。

　砂から突き出しているのは、体長数百メートルを超える長いワーム状の体だ。

　見える範囲は朱色で、体節から棘とげが生えている。

「こいつがこの階層最強の階層ボス『スカーレット＝サンド＝ワーム』か。何てデカさだ。いいねいいね。これはいいぞ！」

　今までにないサイズ感の魔獣に、アレンは胸の高鳴りが止められない。

（スカーレットの攻撃手段は、見た感じだと頭先端の牙の生えた口だけか？　体表の棘も当然気を付けるとして）

「ア、アレン何を言っているんだよ。僕らにこんなの無理だよ」

　メルルはそびえ立つ朱色の巨体を見て、おびえたような声を出した。

「何を言っている。無理な敵なんていないぞ」

　さらにスカーレットに近づいて、細かい部分も見えてきた。

　先端は頭にあたるのか、巨大な円状の口があり、口の内側には不揃いな牙がびっしりと生えている。これが、先ほどまでゲンブの硬い甲羅をがっしりと咥えていた。

「皆、あの口に捕まったらやばそうだ。天駆を使うから落ちるなよ！　クレナとドゴラは旋回しながら、胴体部分を狙ってくれ。口はこっちで攻めるから、絶対に口の部分に近づくな!!」
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「分かった！　いくよグリフ!!」

『グルル！』

　クレナが頭をポンポンと軽く叩くと、合図を受けた鳥Ｂの召喚獣は一気に加速する。

　スカーレットの周りを旋回しながら、胴体に渾身の攻撃を加え続ける。

「よし、残りは頭を狙うぞ。セシルは今回も弱点の属性がないか確認だ。エクストラスキルを使うタイミングは合わせてくれ」

　エクストラスキルの使用は、タイミングを計ってこそ絶大な効果があると、アレンはずっと仲間たちに説いてきた。

（いったん全員こっちに戻すぞ）

　アレンは岩山の調査に回していた召喚獣たちを自分の側に戻す。

　遠くに飛んでいても、共有していれば、側に戻すことができる。

　スカーレットの巨大さから、体力がかなり高いことを想定し、総攻撃をかけて短時間で倒し切ろうという作戦に出た。

「アレン、何かすぐジュクジュク回復しちゃうよ!!」

「ああ、なんだこいつ。全然効いていないぞ!!」

　スカーレットの胴体は、クレナが切りつける端からどんどん再生していく。

　それはドゴラの場合も同じようだ。

「ああ、分かった。攻撃自体は通じているみたいだから続けてくれ。何度も言うが、スカーレットに捕まるなよ」

（おかしいな。これって耐久力がほとんどないんじゃないのか？　それを補う回復力って感じか？）

　クレナやドゴラの攻撃の結果から、Ｓランクとされる魔獣にしては、耐久力がずいぶんと低く、もしかしたら殆どないくらいなのではないのかと類推する。

　だが、攻撃を受け血肉をまき散らしても、瞬時になかったことにできるくらいの強い回復能力がある。レベルがカンストに近づきつつある仲間たちのあらゆる攻撃を受けながらも、傷があっという間に塞がってしまい、弱りもせず向かって来る。

「ちょっと、アレン。たぶん耐性なんてないわよこいつ!!」

（物理防御力だけでなく、魔法耐性も全くない感じか？）

「ああ、そうみたいだ。セシル。たぶんあらゆる属性の攻撃に耐性がない。耐久力も限りなく低い。そのうえで余りある体力と回復速度で戦うタイプの魔獣だ。めずらしいな」

「ちょっと感心していないで、作戦はないの!?」

「ある。クレナは限界突破だ。クレナの攻撃に合わせてセシルとソフィー以外もエクストラスキルを発動してくれ」

「分かった!!」

　クレナがエクストラスキル「限界突破」を発動させると、鳥Ｂの召喚獣の覚醒スキル「天駆」で接近、全力でスカーレットの胴体を切りつけた。

　クレナがつけた傷から、これまで以上の量の血を撒き散らし、スカーレットは回復の体液を分泌する。

　そこに、仲間たちが総攻撃をかけた。

　アレンも、今回ばかりは魔石を惜しげもなく使い、覚醒スキルを中心に霊Ｂや竜Ｂの攻撃を加え続ける。

（よしよし、ダメージを与える速度が傷の治る速度を超えたぞ。もう一押しか）

　アレンは、前世でも自然回復をする敵とも戦ってきた。

　そういう敵を倒すには、回復量を上回るダメージを与えるしかない。

「セシル。プチメテオだ。頭を潰してくれ」

「分かったわ。任せなさい」

　アレンは頃合いを見て、セシルに指示を出した。魔法攻撃をしながらも、覚醒スキル「小隕石」のタイミングを計っていたセシルの体が陽炎のように揺らぎだす。

「クレナ、ドゴラ!!　そこから離れろ！　プチメテオが来るぞ!!」

「ああ、分かった」

「行くわよ！　プチメテオ!!」

　今回もエクストラスキルを発動できなかったドゴラが、口惜しそうな様子で離れると、そのタイミングで、上空に直径数十メートルの真っ赤に焼けた岩の塊が出現する。

　どういう理屈か知らないが、使用した場所がダンジョン内であっても、天井を破壊することなく、小隕石を降らせることができる。

　スカーレットが、蛇が鎌首をもたげるように持ち上げた頭に、小隕石が激突する。

　巨大な質量同士がぶつかる衝撃が空気をゆらし、小隕石の破片と沸騰した体液を撒き散らしながら、頭を失った胴体が地面に倒れ込む。

　その衝撃で、今度は大量の砂塵が舞い上がった。

「やったわよ！」

　だが、魔導書にログが表示されない。

（くそ、即死ではないと。これは回復するかもしれないぞ）

「いや、まだだ。倒し切れていない。ソフィー、『精霊王の祝福』を使ってくれ」

「ええ、精霊神ローゼン様。お力をお貸しください」

『はは。分かったよ』

　精霊神が使う「精霊王の祝福」にはエクストラスキルの回復効果がある。

　だが、頭を失ったスカーレットの胴体が波打つように震えると、ボロボロになったスカーレットの全身が見る見るうちに再生して、最後には潰れた傷口から体液を撒き散らしつつ、新しい頭までも生えてきた。

　この様子を見ていたセシルが、絶望に顔を歪ませる。

　魔神レーゼルとの戦いでも活躍した小隕石には、絶大な自信を持っていたようだ。

「いや、まだ戦いは終わっていないぞ。振出しに戻っただけだ」

　おぞましい姿のスカーレットとの攻防が再開された。

　そして、数十分が経過する。

「いや、全体の火力が低すぎて、これは倒し切れないな」

「そ、そうですわね……」

　スカーレットはビービーと違い、ダメージが通じる相手だが、こちらの与えるダメージを超える回復速度が常時維持されて、再戦を開始してから、ドゴラ以外の全員が２回目のエクストラスキルを発動したのに押し切ることができなかった。

　回復速度が弱まるかもと期待し、粘ってみたものの、一向に衰えが見えず、既に無傷の状態に戻ってしまっていた。

（こいつを倒すにはこちらの火力が足りないと）

「もっと強くならないとスカーレットの攻略は厳しそうだな。ここは撤退しよう」

「うん、残念だね」

　アレンの言葉にクレナは残念そうに攻撃を止め、全員で撤退に移った。

　スカーレットの移動速度は大したことなく、ある程度離れると追いかけるのを止め、頭から砂の中に潜っていく。

　こうして、３階層のＳランクの階層ボス「スカーレット＝サンド＝ワーム」との戦いは、撤退という形で終わったのだった。













第十一話　勇者パーティーとの合流











「お、おい。睨むなよ。いいじゃねえか。これで石板が全部揃ったんだからよ」

「いや、別に睨んでないし」

　アレンにジトジト睨まれ、キールは戸惑いを隠せないでいる。

「良かったじゃない、メルル。これでゴーレムを出せるようになったんでしょ？」

「う、うん」

　セシルの言葉に、アレンとキールのやりとりを見ていたメルルが、気まずそうに返事をした。

　そのタイミングで隠しキューブがすっと消える。

　アレンたちは、今、３階層の岩山の中の大穴にいる。

　スカーレットとの戦いから20日ほど、岩山の中にいる魔獣、宝箱、隠しキューブを探し、ゴーレムの本体用石板を求める日々が続いた。

　宝箱や隠しキューブから、頭、胴体、左腕、両足の石板を手に入れたものの、最後の１つの右腕だけがずっと出なかった。

　何度宝箱を開けても、隠しキューブにメダルとランダム交換させても、他の部分しか出ない。

　ずっと隠しキューブに話しかけ、取引をしていたアレンだが、なかなか右腕の石板が出ないので焦っていたところ、先ほど、俺もやりたいと手を上げたキールに、じゃあと話しかける役を代わってあげたら、現在のような状況になったのである。

（くそー。いっつもこうだ。俺がやるといつも装備集めに時間がかかる）

　前世の記憶をたどっても、装備を揃えようとしたり、強い武器を作ろうとしたとき、運の要素が絡むと、今回と同じく、なかなか条件が揃わず時間がかかっていたような気がする。

「本体の分は揃いましたけど、どうしましょう？　ヘルミオス様を待たせる訳にもいきませんし……」

　凹むアレンの気分を変えようと、ソフィーがこれからの話をする。

　アレンたちは、これからヘルミオスと会う予定になっている。

　ギアムート帝国で行われていた、ヘルミオスの戦勝を祝う催事が終わったので、いよいよこのＳ級ダンジョンにやってくるのだ。

　最後に顔を合わせてから、もう２ヵ月ほど経っているのだなとアレンは思う。

「そうだな。そろそろ昼だしな。今日はこの辺にしておいて、ゴーレムの検証は次にダンジョンに入ったときにするか。メルルもそれでいいか？」

「うん！　もちろんだよ!!　皆ありがとう……」

　20日程度でアイアンゴーレムの本体部分を全て揃えることができたことが、あまりにも嬉しかったようだ。

　キールから手渡された石板を魔導盤にはめたところで、メルルが魔導盤を抱きしめて泣き出してしまった。

「ちょ!?　泣くなよ」

　キールが慌ててメルルをなだめる。

　メルルの胸元に張り付いた魔導盤が、全ての本体用石板を嵌めたためか、メルルの手に反応し、幾何学模様を浮き上がらせた。

（お！　本体全ての石板をはめたら幾何学的な模様が光り出したな）

「メルル、大丈夫？　お腹空いたの？　私も、って、ふぎゅ!?」

　ゴーレムを出せる準備がようやく整った感動のシーンを、クレナが空腹を訴えて台無しにする。

　クレナをほっぺたにぎにぎの刑に処したアレンは、大穴を出て階層中央の広場から１階層に移動する。

　１階層に戻るのは久しぶりだが、スカーレットと戦ってから20日間、３階層に留まっていたわけではない。

　アレンの魔導書に大きな物は入らないので、宝箱を開けるたびに、中身の一部が荷物になっていく。ヒヒイロカネやミスリルの武具が溜まってきたら、売却する必要があった。

　また、アレンは５日に一度、冒険者ギルドでＤランクの魔石10万個を金貨１０００枚と引き換える取引をしなければならなかったし、手に入れた魔石を、高速召喚を使って魔力の種にする時間も必要になった。

　そこで、ダンジョンに籠るのは、５日のうち３日半ということにした。３泊４日のダンジョン生活で、残り１日半は休みだ。

　休みの間、アレンは荷物の整理や、冒険者ギルドでの取引などを済ませておく。
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　仲間たちは、アレンが自室に作った屋内菜園の小さな畑から魔力の種を集めるのを手伝ってくれたり、そうでなければ街に出たり自室にこもったりと、思い思いに過ごしていた。

　１階層に戻った日の夜は、どうしてもお酒を飲みたいとメルルが言うので、近所のレストランに出掛けるようにしている。

　砂漠で３日間歩き回った後だからだろう、水のように酒を飲むメルルを見ると、ドワーフはお酒が無くなると死んでしまうのかとアレンたちは呆れている。

　なお、アレンの収納にもメルル用に酒瓶を入れているのだが、基本的にダンジョン内にいる間は廃ゲーマーとして活動してもらうために、禁酒してもらっている。

　お酒を飲むゲーマーはアレンの中ではいないことになっている。

「やっと戻ってきたわね。あら、ヘルミオスに会いに冒険者ギルドに行くんじゃなかったの？」

　ヘルミオスとの待ち合わせ場所に指定した冒険者ギルドではなく、拠点に戻ろうとするアレンに、セシルが訊ねる。

「いや、今回宝箱から結構出たんで荷物を置いてから行こう」

　魔導書に入らなかったアダマンタイトの弓を握りしめてアレンは答える。

　歩いて10分もすれば、いつもの拠点だ。

　だが、10分後にアレンたちが見たのは、いつもとは違う光景だった。

「やあ、今ダンジョンの帰り？　遅かったね」

「ん？　えっと？　あれれ？　これはどういうことでしょう？」

（ありのままに今起きていることを話すぜ。今日昼ごろ冒険者ギルドで落ち合おうって勇者と話をしていたんだ。せっかく同じダンジョンを攻略するんだからってそんな感じだ。そしたら、何故か俺らの拠点に勇者が大量の荷物を運んでいるんだ）

　アレンたちの拠点の前に立って、ニコニコと笑顔で挨拶してくる男は、見間違えようもなく、勇者ヘルミオスだった。

　彼の背後では、ドワーフの運送業者が、大量の荷物を拠点の中に運び込んでいく。よく見ると、搬入を指揮しているのか、手伝っているのか、荷物を運び込むドワーフに混じって、見覚えのある冒険者の姿もあった。ヘルミオスの仲間たちだ。

　アレンたちが呆気に取られていると、ドワーフたちにあれこれと搬入を指示していた剣聖のシルビアが、アレンたちに気づき、ヘルミオスのところまでやってきた。

「ねえ？　もしかして、これって許可とってないんじゃないの？」

「いや、まあ。シルビア。驚かせようと思って」

　悪びれる様子のないヘルミオスに、アレンは疑問を投げかける。

「えっと、ヘルミオスさんもこの拠点を使うってことですか？」

「うん。『僕も』じゃなくて、『僕のパーティー「セイクリッド」も』って感じだね。駄目かな？」

　ヘルミオスの周りに冒険者たちが集まってくる。その中の１人、斥候役らしき、へその見える服装の女盗賊に視線が行く。

　どうやら、彼女が何らかのスキルで拠点の鍵を開けたようだ。

（なるほど、しっかり施錠もしてたんだが。っていうか、ドベルグさんもいるし）

　ヘルミオスの仲間たちは10人前後。剣聖ドベルグ、剣聖シルビア、女盗賊の他にも、明らかに実力者と思われる冒険者がいて、ヘルミオスとアレンのやり取りを見つめている。

　彼らが一様に、どこか罪悪感をにじませた目つきをしているのは、きっとヘルミオスの悪ノリに付き合わされたことからだろう。この表情はこれが１度や２度ではないことを表しているような気がしてならない。

　こうなってはしょうがない。

（家賃を多めに払わせるとしよう）

　アレンは今更拠点から出ていけとは言わない。

「なるほど、荷物運びは彼らにお任せするとして、今後の話をしますか？」

　アレンもクレナと同じく、腹が減って飯が食いたいと思っている。

「いいね。お勧めの店を紹介するよ。皆も一緒に行くよ」

　ヘルミオスが仲間たちに声をかけ、出かける準備をさせた。

　アレンも、こういう状況だからと仲間たちに話をして、拠点の地下倉庫に荷物をまとめた。

　引っ越し業者と思われるドワーフと、ヘルミオスの配下と思われる使用人たちを残し、２組のパーティーは、ヘルミオスの案内で近くの大通りへと向かう。

「ほら、ここだよ。ここ」

「おお！　やったぁ!!」

　ヘルミオスが指さした店を見て、メルルが感激の声を上げ、両の拳を胸の前で震わせる。

　魔導盤にゴーレム本体用の石板が揃ったときよりも、感激の度合いが高いように見えるのは気のせいか。
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　ここは扱っている酒が美味しいらしく、いつ通りかかっても、ドワーフたちが酒盛りをしていた。

　拠点が近いのでよく通りかかるのだが、その度にメルルが強力な磁力に囚われでもしたかのように動かなくなり、店に入らざるを得なくなる。

「こちらですね」

（いや、結構利用した店だな）

　ヘルミオスに続いて、初めて来た感じも、何度も来た感じも出さない大人の表情でアレンも店に入って行く。

「いらっしゃい!!」

　店の中では、店主が大きな声で挨拶してきた。

（今日もドワーフがたくさんいるな。まあ、ここで酒を飲めるのは、Ｓ級ダンジョンを攻略するエリート集団なわけで）

　この店は神殿に近く、したがって利用者にはＳ級ダンジョンに通う冒険者が多い。

　彼らは、一度の挑戦で、生きて帰れば金貨１００枚どころか１０００枚を超えるお宝を手に入れることができる、実力のある冒険者ばかりだ。

　なお、この街に滞在しながら、試練の塔の周りのＡ級からＣ級までのダンジョンを攻略する冒険者は、この街の外周部分に滞在していて、この辺りにはあまり近づかないようだ。

　今日はいつもより大所帯なので、なかなか席が決まらない。

　店員が空いている席を探してくれている間、アレンは店内を見回した。

　すると、テーブルの上に上がって、部下とおぼしいドワーフにコブラツイストをかける、海賊帽子を被った姿が目に入った。

（あ、またガララ提督がいるのか）

　ガララ提督も、ダンジョンに行かない日はこの店に来て、20人近い部下たちと酒盛りをしているようだ。

「お、おい、あの黒髪じゃないのか？」

「ああ、たぶんそうだ」

（ん？　何だ？）

　アレンは頭を動かさず、目だけを動かして、声のした方を見る。

　声の主は、酒場の入口付近の席に座る、２人組の獣人だった。

「ゼウ様に連絡しに行くぞ」

「ああ」

　ひそひそと話をした後、会計を済ませて店を出て行く。

　やがて、店員が戻ってきて、空いているテーブルへ案内してくれる。

「あれ？　ガララ提督じゃないですか？」

　席に座ったところで、ヘルミオスが、ようやくガララ提督の集団に気が付いた。

　その声が、ガララ提督のテーブルにも届いたようで、

「あん？　おお、中央大陸の英雄様じゃねえか。おい、おめえら、ちょっと挨拶するぞ」

　ガララ提督はテーブルから飛び降り、木のジョッキを手にして、数人の部下を引き連れてアレンたちの方へ近づいてくる。

　アレンは、ヘルミオスに質問する。

「お知り合いですか？」

「うん。彼もよくこのダンジョンにいるから、たまに情報を共有したりね。５大陸同盟の会議でも一緒になることがあるし」

「なるほど」

（冒険者として以外にも会う機会があるのか）

　アレンが横目でメルルを見ると、店員のドワーフ相手にあれもこれもと早口で注文をしていて、木のジョッキを手にこちらへ近づいてくるガララ提督に気づいた様子は見られない。

　この前初めて会ったときには、「お世話になった上官です」みたいな態度だったのになとアレンは思う。

　テーブルの上では、ソフィーの肩から降りた精霊神ローゼンが、メニューの書かれた羊皮紙を見ながら腕組みをし、今日はこれがいいかいやこっちだとブツブツ言っている。

（どうせ、いつものフカマンだろ。収納にも出来立てがいっぱいあるぞ）

　フカマンはバウキス帝国の名物で、蒸かしてモチモチにしたパンだ。

　最近のローゼンのマイブームで、アレンの収納にも出来立てのフカマンを大量に入れさせられた。

　アレンたちのテーブルにたどり着いたガララ提督は、木のジョッキの中身を一口ごくりと飲み込んでから、ヘルミオスに話しかける。

「中央大陸の英雄はもうダンジョン攻略か。精の出るこった」

　ガララ提督を見ていると、飲み会でウーロン茶を飲みながら帰ったらゲームしようと思っていたら、隣に座っていたおっさんに絡まれた前世の記憶がふつふつと蘇る。

「それは、ガララ提督も同じでしょうに。もうダンジョンに来たんですか？」

「おうよ。戦争も終わったしよ。そろそろダンジョンを攻略しろってな」

「なるほど、それであの面メン子ツですか。バウキス帝国は『攻略』に動いたってことですね？」

　勇者ヘルミオスの笑顔が、ガララ提督の「攻略」という言葉を聞き一瞬真顔に変わったが、すぐにいつものニコニコ顔に戻った。

　勇者ヘルミオスは、ガララ提督が元いた方を見る。

「まあな。獣王国も本気みたいだしな。後れを取るなって話だぜ。全くがめつい皇帝に仕えて俺も大変だぜって。おおいっ!?　ふがふがっ!!」

　ガララ提督の元いた方から、ドワーフたちがものすごい速さで駆け寄ってきて、提督の口を塞ぎ、羽交い絞めにして元いたテーブルへ運んでいく。

「ヘルミオスさん。バウキス帝国が本気ってどういうことですか？」

　アレンは、先ほどの２人の会話で気になった点について質問する。

「ん？　ああ、あのテーブルにいるドワーフは全員魔岩将だよ。ガララ提督を除いてね」

（まじか。バウキス帝国の総戦力と言ってもいい奴らを全員揃えて攻略に来たのか。それがバウキス帝国の本気と。そして、魔岩将部隊を率いる魔岩王のガララ提督か）

　ガララ提督の才能については、この20日の間にメルルから教えてもらっていた。

　テーブルについている20人のドワーフ全員が、１０００万に１人の魔岩将の才能の持ち主で、そんな魔岩将を率いるのが、バウキス帝国最強にして唯一の「魔岩王」の才能の持ち主であるガララ提督だ。

「いいな。なんか懐かしい」

　彼らの存在に、前世の記憶が蘇り、アレンは懐かしくなってくる。

「あら？　聖騎士のアレンは、ゴーレム使いもやっててって!?　ちょ!?　なんで？　ふがふが!!」

「いや、何でもないです。食事が来たので食べましょう」

　隣のセシルが余計なことを言いそうになったので、アレンは素早く口を塞ぐ。

　前世で健一だった頃、アレンは基本的に効率厨の必死狩りと呼ばれる狩り方をして、キャラ育成に努めてきた。

　しかし、他の遊び方をしなかったわけではない。

　例えば、魔法使いばかり集めて狩場に出掛け、紙装甲に怯えながら皆で魔法を撃ちまくって敵を倒すような、わざと極端な編成をするようなこともしていた。

　いわゆるネタプレイという奴だ。

　ゴーレム使いのみで構成されたガララ提督のパーティーには、ネタプレイに似た極端さがある。

　もっとも、ゴーレム使いは攻防兼ね備えているので、ネタプレイではなく実際に攻略ができる構成なのだろう。

「いえ、お気になさらず。ゴーレム使いだけでパーティーを組んでいるんだなと思っただけです。それで言うとヘルミオスさんはどんな構成のパーティーなんですか？」

「う～ん。僕はどちらかというと、今回は攻略よりレベル上げと装備を揃えるのを優先していくつもりだからね。４階層で活動するだけだよ。アレン君は攻略を目指しているんだよね？」

「そのつもりで来ました。じゃあ、ヘルミオスさんのパーティーとは拠点は共有するが、ダンジョンでは別行動ですね」

「うんうん。そうなるかな」

　拠点に上がり込んできたヘルミオスのパーティーを追い出すつもりはない。

　30人は住める大きな建物なので、家賃を人数割りで払わせようとアレンは考える。

　運送業者と一緒に荷物を運びこんでいたヘルミオスの使用人がいるようなので、使用人もその人数に含まれている。

　それに、アレンも仲間たちも拠点の管理に困っていた。

　ダンジョン攻略に集中したいが、それでは拠点の管理をする者がいない。

　何日もダンジョンに籠って、さらに家のことをするのは疲れるなと思っていたところであった。

（まあ、召喚士の能力や前世の話をしなければ別にいいか。それにしても、攻略はしないのか。勇者のパーティーも結構なメンツに思えるんだが）

「仲間は皆相当強そうだし、てっきり攻略を主目的に来たのかと思いました」

「いやいや、このダンジョンは僕らのパーティーでも厳しいよ。ああ、忘れていた。皆を紹介するよ」

　ヘルミオスの紹介では、「セイクリッド」はヘルミオスを含めて全部で10人、ヘルミオス以外は星３つの才能のようだ。

・勇者ヘルミオス

・剣聖シルビア、剣聖ドベルグ

・聖騎士１人

・聖女２人

・大魔導士２人

・弓聖１人

・怪盗１人

（ドベルグさん以外全員女だな。使用人で男いたかな？　それにしても聖騎士は１人か。「聖騎士は１人のみ」はこの世界でも共通の認識だとは）

　アレンは、「廃ゲーマー」の皆を紹介しながら、聖騎士が１人であることに懐かしさを覚える。

　大抵のネットゲームでは、パーティーを組む際、「この職業は何人まで」と制限があった。アレンが前世で遊んでいたネットゲームの場合、「聖騎士は基本的に１人」が原則だった。

　盾役で、補助魔法も使える聖騎士は、他の前衛より総合的な火力が低く、補助魔法の効果が重ならないこともあり、パーティーに２人以上組み込むメリットがなかった。

　アレンが仲間たちを紹介し終えた時、それまで黙っていたドベルグが口を開いた。

「クレナは剣王か。職業を変更できるのは本当であったのだな？」

「はい、そうです」

「ドベルグさん」

　ヘルミオスが諫めるような声をあげたが、それを無視してドベルグは席を立った。

「精霊神ローゼン様」

『ん？　何だい？』

　フカマンを頰張るローゼンに向かって、ドベルグはその場で頭を深々と下げた。

「我も転職させていただきたい。そのために参りました」

『ふむ』

　ローゼンは手を顎に当て考え始めた。

（ぶっちゃけ、そうなるわな。転職してより強くなれるって聞いたら、誰だって転職したいって思うだろ）

「対価を払えば、転職させて頂けると聞きました」

『ふむ、ドベルグよ。君は何を僕に払うのかな。はは』

「余命は１年で結構です。残りの全てを捧げます。それは対価になりませんか？」

　ドベルグは頭を下げたまま、テーブルの上に胡坐あぐらをかくローゼンに懇願し続ける。

　アレンとヘルミオス以外の全員に動揺が走る。

「ちょっと!?　アレン。止めなくていいの!?」

　セシルがアレンに止めるように言う。しかし、アレンはまずはドベルグと精霊神の会話を聞いた方が良いと思って静観する。

『剣聖ドベルグよ』

「はい」

『創造神エルメア様より、君のこれまでの生き様については聞いているよ。全てを捨て魔族や魔神と戦っていることについてもだ。エルメア様はとても感心しておいでだ』

「はい。で、では、転職を？」

『まだ、話は終わってないよ？』

「申し訳ございません」

『今回、僕の独断でアレン君のパーティーを転職させてしまったからね。神界は少しごたごたしているんだ。神界が「皆を平等に」を大切にしているからだけど。だから少し待ってほしい』

「待てと？」

『そう。転職については神界で調整中だと言っておこう。これが回答になったかな？　僕もそのためにここに来た。自分がやったことだからね。はは』

「分かりました。お待ちしております」

『はは』

　ドベルグは席に戻り、木のジョッキに手を伸ばした。

　目をつぶり、無言で酒を口に運びながら、時折肩を震わせているのは、もしかしたら、転職して力を得ることができるということに、何か強く思うことがあるのかもしれない。

　ローゼンはといえば、フカマンを頰張っている。

（なるほど、ローゼンがソフィーについてきたのは何か理由があるんだな）

　ローゼンのことだから理由を教えてくれないだろうが、ローゼンなりにここに来た目的があることをアレンは知った。

　視線をメルルに移すと、我を忘れたように酒を飲んでいる。

　流石に飲み過ぎだと注意しようとした、その時だった。

　店の扉が勢いよく開いた。

「ここか？」

「は、はい。ゼウ様。こちらでございます」

　身の丈２メートルを超えるライオンの獣人が、獣人たちを引き連れて、店に入ってきた。

　ライオンの獣人は、たてがみをなびかせながら、ずしずしと店を歩く。

　彼に続いて店に入ってきた狼の獣人に、アレンは見覚えがあった。

（ん？　彼は以前に助けた狼の獣人だっけ？）

　２階層でビービーに襲われたパーティーにいた獣人だ。

「で、どいつがアレンという奴だ？」

「あの方です」

　ライオンの獣人に問われ、ウルはまっすぐアレンを指差す。

「ほう？」

　アレンと目が合うと、ライオンの獣人は勢いよくアレンの方へとやってくる。

（お？　やんのか？　表出ろや）

　アレンもライオンの獣人を見つめ返す。

　その隣では、ヘルミオスが席に座ったまま、やって来たライオンの獣人を見上げて挨拶をする。

「これはアルバハル獣王国のゼウ獣王子。お久しぶりです」

　ライオンの獣人がヘルミオスを見下ろした。

「む？　中央大陸の英雄か？　戦争に駆り出されていると聞いたが、もう戦争は終わったのか？」

（王子だと。ゼウ様とか呼ばれているが、この獣人は獣王国の王子なのか？）

「戦争は我ら同盟側の勝利ですよ。獣王陛下はご健在ですか？」

　ゼウ獣王子の傲ごう岸がんな態度に、ヘルミオスは笑顔で対応する。

「ふん、殺しても死なんだろうよ。ギアムートの皇帝の前で、お前を這いつくばらせたあの時から変わらぬさ」

（ん？　這いつくばらせたと）

「おお、それは何よりです」

　ふんと鼻を鳴らし、ゼウ獣王子がアレンの方を向く。

「それで、俺の同胞を助けてくれたのはお前か？　なるほど、中央大陸の英雄殿の仲間とはな」

「20日ほど前の件でしたら私です」

　アレンは頷いた。

「代わりに襲われたと聞いたが、よくビービーから逃れることができたものだな」

「まあ、そうですね。それで何でしょうか？」

　ビービーから逃げることができたことについて、楽だったとも、大変だったともアレンは言わない。

「同胞を助けられた礼をしに来てやった。それで、何を望む？」

（お？　冒険者を助けたら王族が礼をするぞと言いに来た感じか？）

　アレンは、この店に入ったとき、自分を見てなにかひそひそ話していた獣人がいたことを思い出す。

　この獣王国の王族は、傲岸で暴力的な態度の割に、義理堅い性格なのかもしれない。
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「そうですね。ん～」

　アレンは真剣に考える。

「申すがいい」

「すぐには思いつかないです。貸しでいいですか？」

「な!?　ゼウ様になんて口を」

　ウルがアレンの言葉に眉をひそめた。

「ほう、余に貸しを？」

「正直に言いますと、王族がいらっしゃるとは思ってもいませんでした。せっかくの王族からの礼なので、もっと困った時に助力いただきたいです。ダンジョンを攻略中なので」

「攻略だと。ギアムート帝国はとうとう本腰を入れてダンジョン攻略に来たのか？」

　ダンジョンの攻略と聞いて、ゼウ獣王子がヘルミオスをさっきより厳しい目つきで見る。

「いや、私らは違いますよ」

　ヘルミオスは否定する。

「ふん。まあ良い。では、何か思いついてから余のところに来るがいい。場所はその辺の獣人にでも聞けばよかろう。ヘルミオスもまたな」

「はい。ゼウ獣王子様も、ご用があればご相談ください。私たちは共にありますので」

（共にってなんだ？）

「ふん」

　鼻を鳴らし、ゼウ獣王子は店を出て行った。

　店の中にいた獣人の冒険者が、全員ぞろぞろと立ち上がり、こちらも店の外へ出て行ったかと思うと、外から、彼らの見送りの挨拶が聞こえてくる。

「アレンってどこの国の王族とも平気で話すわよね」

　セシルがジト目を向けてくる。

「まあ、別によその国の王族だし。忠誠を尽くす理由もないからな」

「いや、忠誠を尽くさなくてもいいけど、礼は尽くせよ……まあ、自国の王にも忠誠を尽くしているようには見えなかったけどな」

　キールは、ラターシュ王国の謁見の間でアレンがとった言動を思い出す。

　クレナやドゴラは、ゼウ獣王子がいなくなった途端、モリモリと食事を再開している。

　ヘルミオスの仲間たちが、聞いていた通りなのねなどと話しながら、驚きの目でこちらを見てくる。アレンはヘルミオスが何を言ったのかと思いながらも、食事に手を伸ばす。

「それで、『這いつくばらせた』って何ですか？　ヘルミオスさんは獣人に負けたって話のように聞こえましたが」

「うん、君と学園で試合をする前の年だったかな。５大陸同盟の会議の時、今の獣王陛下と、話の流れで試合をすることになってしまってね」

「え？　獣王が相手だったってお話ですか？」

「そうそう。手も足も出なかったよ。いや～あの時は恥ずかしい思いをした」

　自分が負けた話をしながら、ヘルミオスはヘラヘラしている。

　何でも、会議の席で、ギアムート帝国の皇帝が、ヘルミオスが魔王軍との戦いで勝ち続けていたことから、「世界の英雄」と評したのだという。

　もちろん、自国の英雄を称えることは、自国の国力を誇示することになるので、どこの国でもやることだ。

　そして、それを聞いた国ならどこでもそうするように、異を唱えたのが、バウキス帝国とアルバハル獣王国だった。

　ヘルミオスはあくまでも「中央大陸の英雄」に過ぎないと口を揃える。

「バウキスにはガララ提督がいる」

　とバウキス帝国が言い、

「獣王国には余がいるぞ」

　と現獣王が言い切った。

　これにはギアムート帝国も引き下がれず、ヘルミオスの「世界の英雄」と呼ばれるにふさわしい強さを疑うのであれば、試してみてくれと言ってしまった。５大陸同盟の国家元首たちが見守る中、ヘルミオスは獣王と試合をすることになってしまった。

「それで手も足もでなかったと」

「そうそう、その後、なぜ負けたんだと皇帝陛下にこっぴどく叱られてしまったよ。ひどいよね」

　ほぼ一方的に痛めつけられただけだったのに、叱られるなんてひどいよと、ヘルミオスは笑う。

　そうなんですねと相槌を打ちながら、アレンはヘルミオスが負けた理由を考える。

（おかしいな。王族なら星１つの才能しかないはずなのに、なぜ勇者は負けたのだ？　ん？　もしかして、王族が星１つなのは人族だけの理ってことなのか？）

　何か、世界の理により近づいたような、さらに遠ざかったような、不思議な気持ちになる。

「獣王は対人戦に特化した強さを持っていたと」

「そうなるね。まあ、言い訳じゃないけど、あまりにも速くて、僕じゃ捉えられなかったよ」

（なるほど、素早さ特化の特性か。それにしても、勇者を超える素早さか）

「ねえ、アレン。どういうことよ？」

「たぶん、獣王のステータスは対人特化型で素早さとかが他のステータスに比べて高いと。一方、ヘルミオスさんは平均的なステータスをしているからかな。当たらなければ、勝てないよ」

　セシルの疑問にアレンは答える。

（勇者がバランスタイプで器用貧乏なのはどこの世界でも常識だからな。それにしてもバウキス帝国も止めに入ったってことは）

「うんうん、そんな感じかな」

　ガララ提督も、ヘルミオスに匹敵する力があるのだろうと予想する。

　その強さはゴーレム込みのものであろうが、バウキス帝国最強と言われるのは伊達ではないのだろう。

　ヘルミオスの試合について真剣に話を聞いているアレンに、同じテーブルについている者たちの視線が集まる。

　ここにいる全員が、数ヶ月前、ローゼンヘイムでの戦争でアレンが何をしたのか知っている。

　ヘルミオスの仲間の中には、勇者より一回りも若そうなのにと、脅威を感じているような目つきをしている者もいる。

「最後に言ったのはどういうことだったんですか。何かゼウ獣王子をお助けしますよと聞こえましたが」

「ああ、う～ん」

　ヘルミオスが言いよどむ。

「え？　まあ、別に聞かせたくない話なら無理に聞かないですよ」

（ギアムート帝国の政治的な込み入った話か？）

「いや、そうだね。アレン君にはお世話になっているからね。それにラターシュ王国の人が多いから、話しておいた方がいいのかな。僕は言って良いことと悪いことの線引きが苦手なんだけど」

「アレン君には話しておいた方がいいわよ。多分手助けをしてくれるわ」

　剣聖シルビアが頷いた。

（助けるとは言っていないが、なぜそう言い切れる）

「もし、アルバハル獣王国の獣王陛下が崩御された場合には、獣王国が中央大陸に攻めて来るって言われているんだよ」

「は!?　ヘルミオスさん、何を言っているのですか。５大陸同盟はどうするのですか？」

　これにはさすがのアレンも驚いてしまった。

「たぶん、そうなれば次の獣王になるのはベク獣王太子だろうから、間違いなく同盟から抜けるだろうね。魔王軍が攻めてくるのに乗じてね」

「ど、どうして？　何故そうなるのでしょうか？」

　セシルが声を詰まらせながら、ヘルミオスや、同じくギアムート帝国から来たヘルミオスの仲間を見るが、皆平然とした顔をしている。

「学園ではそのような話を聞いたことがありませんが、過去にも獣王国が中央大陸に攻めて来たことがあるんですか？」

「魔王軍が攻めて来てからはないかな。ただ、獣王国が独立したのは、１０００年は前のことだ。それから今日までの間には、何度もあった話だよ」

　かつて、獣人たちは、ギアムート帝国から迫害を受けていた。

　その恨みは、１０００年経った今でも薄れることがなく、ギアムート帝国への恨みが再燃すると、獣王の報復宣言を合図に中央大陸へ攻めて来るという話だ。

「ラターシュ王国の人って言っていたのはそういうことですね」

「え？」

　セシルは分からなかった。

「そういうことだよ。もし獣王国が攻めてきたら、中央大陸の南側は３分の１が攻め落とされると思うよ。魔王軍と２方面の戦いになるからね」

（ああ、分かった。なるほど。そういうことか。だからこんな弱小国家が帝国の隣で存在し続けていたのか）

　アレンは長年にわたって抱いていた疑問が１つ解消される。

「何よ。アレン、何が分かったのよ」

「たぶん、この１０００年間、ラターシュ王国は、獣王国に攻められた時に帝国民を守るための防御壁として存在し続けたんだよ」

　ギアムート帝国は、中央大陸北側に位置し、大陸全体の３分の２ほどを占める。残り３分の１にあたる南側には、いくつか小国が存在し、これらは獣王国が攻めてくれば、真っ先にこれと戦うことになる。その小国群に、ラターシュ王国は含まれるのだ。

　獣王国にラターシュ王国が攻められている間に、ギアムートは自軍を展開することができる。

「じゃあ、ヘルミオスさん。ゼウ獣王子が次期獣王に就任すれば、それは回避されると」

「そうなるね。ギアムート帝国としてはゼウ獣王子がいいって話かな。あとは戦姫を推す声もあるけど、いずれにしても、ベク獣王太子が獣王にならなければいいって話だね」

（助けた同胞のために、相手が人族であっても礼をしに来るくらいだからな）

「戦姫？」

「今の獣王の末子で、人格に優れ戦いに秀でた獣王女がいるって話だよ。僕は会ったことないんだ。そういえば、最近話を聞かないね」

　勇者という立場であっても、そう簡単に獣王国に踏み入ることはできないらしい。

（この世界は平和な仲良しの国で出来ているわけではないと。エルフとダークエルフの件もそうだったな）

　ダークエルフだった魔神レーゼルについて思い出す。

　アレンは、魔王がいるこの世界は随分混沌としていることを知ったのであった。













第十二話　ゴーレム降臨！











　アレンは獣王国と中央大陸の間の因縁を聞いた。

　過去には、数百万の獣人が中央大陸に攻めてきたこともあると言われている。

　現在は５大陸同盟に加入しているものの、獣王国は中央大陸にとって潜在的な敵国である。

　だから、魔王軍は南の２大陸のうち、獣王国を攻めないのかもしれないとアレンは思った。

　今すべきことは特になさそうなので、中央大陸と仲良くしてくれそうなゼウ獣王子が、次期獣王になってほしいと思う。

　しっかり、話し合って解決の道を模索してほしいものだ。

　最悪の事態が起きる前に、アレンにもできることはたくさんあると考えている。

　しかし、もし獣王国が中央大陸の南側から攻めてきたら、魔王になるしかないという話だ。

　たとえ全ての獣人を滅ぼそうとも、家族のいる村も国も守るつもりでいる。

「どれだけ血を流そうと」と言うと、アレンたちが１０００万に達した魔王軍の大半を殲滅したことを知っているヘルミオスの仲間たちは息を吞んだが、ヘルミオスはヘラヘラ笑いながら、「そうならないようにしていこうね」と言った。

　こうして、ヘルミオスのパーティーとの交流会は終わった。

　拠点へ戻る道すがら、ヘルミオスから、どれくらいの頻度でダンジョンに入っているのかを聞かれた。ヘルミオスのパーティーも、アレンたちとダンジョンに入る頻度を合わせるつもりらしい。

　３階建ての拠点は、学園の頃と同様に、２階を男部屋、３階を女部屋にしていた。

　しかし、ヘルミオスのパーティーがほぼハーレム状態なので、３階の部屋が足りなくなり、一部女性メンバーが２階を利用することになった。

　ヘルミオスたちは、今回も４階層をメインに活動すると聞いている。

　貴重な武器や防具を求めつつ、英雄王に転職したヘルミオスのレベルとスキルレベルを上げていくようだ。




「さて、じゃあ、アイアンゴーレムを出してみてくれ」

「うん」

　アレンたちは、３階層の広場にいる。

　ここは魔獣たちが出てこない安全地帯なので、ゴーレムの降臨実験に最適だ。

　メルルが魔導盤を両手で握りしめると、表面に光る幾何学的な模様が浮かび上がる。

「何か魔導盤がすごいことになっているぞ。とうとう出てくるのか」

　ただならぬ様子に、キールが思わず杖を握りしめて身構える。

　魔導盤の全体に光る模様が浮かんだ時、大きく息を吸ってメルルが叫んだ。

「タムタム降臨!!」

　すると、メルルの叫びに呼応するように、目の前の砂の上に巨大な魔法陣が描かれ、その魔方陣から、全長10メートルの鋼鉄の体が頭から垂直に飛び出してきた。

　直立不動のゴーレムを見上げ、アレンたちは感嘆する。

「すごいわね。これってどうやって動かすの？」

「僕が乗るんだよ」

　ゴーレムは、自力で動くことはなく、操縦者であるゴーレム使いが中に入って操作する必要があるという。

　メルルがアイアンゴーレムに魔導盤をかざすと、胸部の水晶のような部分から、魔導盤とそれを持つメルルに向けて光が帯状に放たれた。

　光の帯の中で、魔導盤とともにメルルの体が浮かび上がり、水晶のような部分に吸い込まれていく。

「す、すげえな。これどうなってんだ。って、動いたぞ」

　ドゴラが驚きの声を上げた時、ゴーレムがゆっくりと動き出した。

　広場の砂の上を歩いたり、少し駆け足をしてみたり、殴る動作をしてみたりと、魔獣との戦いを想定した動きを、一通り試したところで、メルルがゴーレムから出て来る。

「メルル。すごい!!」

「へへっ」

　クレナが称賛の声を浴びせると、メルルはどこか気恥ずかしそうにしていた。

「なるほど。これがこのゴーレムの性能か」

　アレンはメルルの魔導盤に触れる。

　最大10個の石板をはめることができる表面をひっくり返すと、裏面の真っ平らな部分に、ゴーレムの性能が表示されていた。
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　アレンの魔導書では、メルルのゴーレムのステータスを見ることができなかった。

　しかし、操縦者の魔導盤の裏面には表示された。

　ヘルミオスが鑑定スキルでアレンたちの数値化されたステータスを見ることができたように、この世界ではスキルや魔導盤によって、ステータスを数値化して確認することができるようだ。

（体力や魔力が上がっているのはメルルの合金スキルの影響か。操縦者のステータス上昇スキルの影響を受けると）

　ステータスが現在９００増えているので、合金レベル２になったときには、１８００増えるのだろう。

「じゃあ、手に入れた強化用石板をはめてみてくれ」

「うん!!」

　アレンたちは、本体用石板を揃える過程で、強化用石板を３枚手に入れていた。

　これは本体用と同じ大きさなので、魔導盤の残りの凹みに最大５つはめることができるが、巨大化などの特別な効果を持つ石板は大きさが異なり、それらも検案して、最大10個の凹みを運用しなければならないようだ。




　本体用石板の大きさを「１」とすると、

・強化用石板は「１」

・巨大化用石板は「２」

・超巨大化用石板は「３」

・移動用石板は「３」

・特殊用石板は「５」




　手に入れた３枚の強化用石板は、それぞれ体力、攻撃力、素早さが増える。

　メルルが魔導盤に石板を嵌めると、ゴーレムのステータスがそれぞれ２０００ずつ増えた。

　アイアンの強化用石板は、対応するステータスにかかわらず、増加量を２０００に統一しているようだ。

（防御を伸ばしたければ、体力や耐久力用の石板をはめるといいのか。自由度があるな。それにしてもこれで、メルルのスキルレベルが上がるようになったぞ）

　ゴーレム使いは、ゴーレムを利用することでしか、スキルレベルが上がらない。

「じゃあ、メルル。次は実戦だな」

「うん!!」

　鳥Ｂの召喚獣に乗って、魔獣の出現の目星を付けた岩山に移動する。

　岩山の大穴の前に、クレナとドゴラ、そしてメルルの乗ったアイアンゴーレムを待機させる。

　霊Ｂの召喚獣を大穴に侵入させると、サソリの魔獣がワラワラと穴からつり出されてくる。

　それぞれの武器を構えるクレナとドゴラの隣で、メルルのアイアンゴーレムが腕を振りかぶった。

「メガトンパーンチ!!」

　メルルがアレン命名のスキル名を叫び、スキル「飛腕」を発動させると、ゴーレムが前に突き出した両腕がものすごい速さで伸びて、サソリの魔獣を砕きつぶした。

（ほうほう、紐状の何かで胴体と繫がっているのか。じゃあメガトンパンチで正解か）

「飛腕」というスキルだったので、「メガトンパンチ」にするか、「ロケットパンチ」にするか迷っていたが、完全に腕が離脱しないタイプの攻撃だったので、メガトンパンチで正解だったと思う。

　なお、「アイアンパンチ」という選択肢は最初から除外されている。

　次の階層でミスリルゴーレムの石板を集める予定なので、「○○パンチ」を継承すると語呂が悪くなるからだ。

　魔獣を掃討し終えて、一息つく。

「メルルやったね。私たちが転職してレベルが下がる分、戦力が落ちずに助かるわ」

　セシルがメルルを称賛する。

　あと１ヵ月もすれば、アレンとメルルを除く全員が、スキルレベルをカンストして、転職することになる。

　Ａランクの魔獣がいるこの階層でも、メルルのゴーレムがいてくれれば、ステータスが下がってもなんとかやっていけそうだ。

「うん。でも、まだＡランクの相手は難しいよ……」

（メルルのステータスでは硬い外皮の覆うＡランクの魔獣はまだ厳しかったな）

　メルルのアイアンゴーレムの攻撃力４４００では、Ａランクの魔獣が持つ耐久力の高い外皮は、なかなか砕けなかった。

「たしかに。だけど、まだ石板を集め始めたばかりだしな。Ｂランクは余裕があるが、Ａランクはクレナとドゴラに任せるといいぞ」

「うん、メルル。任せておいて!!」

　クレナが胸を張り、メルルに笑顔が戻る。

　こうしてメルルがゴーレムを手にし、Ｓ級ダンジョン攻略は続いていくのであった。
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　メルルがアイアンゴーレムを降臨させることができるようになって１ヵ月が経った。

　あれから強化用石板や、巨大化用石板を手に入れたので、ゴーレム「タムタム」はどんどん強くなっていく。

　ここはヘルミオスのパーティーとシェアをする拠点の１階にある、応接間だ。

　この拠点は、30人の冒険者パーティーでも住める広さだが、現在、一室にアレンとヘルミオスのパーティーの総勢20人ほどが揃っているので、さすがに少々窮屈に感じる。

　なお、シェアハウスということになったので、拠点の一月の家賃は、アレンパーティーが金貨10枚、ヘルミオスパーティーが金貨20枚という分け方になった。

　それまで殺風景だった拠点に、ヘルミオスたちがやってきてから、彼らの使用人たちが家具を揃えてくれた。この１ヵ月の間に、広いテーブルで食事をしたり、貴族の館を思わせるようなソファーでくつろげるようになった。

　そんなふかふかのソファーに座るアレンの横には、ロゼッタという名前の女性が座る。へそがでた衣装を着たこの女性は怪盗の才能の持ち主で、アレンのどこが気にいったのか、何かとちょっかいを掛けてくる。

「ヘルミオスさんは、今日はダンジョンに行かないんですか？　っていうか、ロゼッタさん。あんまりくっつかないでください。あっちに席空いていますよ」

（我にきやすく触れるでない）

「そう言わないでよ。僕たちの仲じゃないか」

「そうよ。アレン君。そういうこと、目上の人に言うもんじゃないわよ」

　怪盗ロゼッタがニマニマしながら手をアレンの肩に置く。

　アレンが何をされても無反応なので、それが逆に楽しいようだ。

　アレンからため息が漏れる。

「あら？」

　アレンの隣に座っていたセシルが無言でその手を払いのける。

　怪盗ロゼッタはさらにニマニマして、アレンの腿に自分の腿をおしつける。

　セシルが殺気の籠った眼差しを送るが、それを横顔で受け止めて、さらにニマニマしているのは、どうやらセシルもからかい甲斐があることに気づいたようだ。

　このパーティーに入った経緯を聞くと、何でもギアムート帝国の帝都で盗みを働く盗賊一味の頭領であったが、ヘルミオスらに捕まり、死刑になりそうになったところを、仲間になることを条件に解放されたという話であった。

　酒を飲んで機嫌がいい時は、今はヘルミオスの心を狙っているなどと言っている。

　星３つのレアな斥候系を仲間にするには、そういう方法もあるのかと、アレンはヘルミオスへの評価を少し上げた。

　他にも、ヘルミオスのパーティーには、20歳前後の女性が８人、それぞれの経緯で加入している。

　まさにハーレム状態だなとアレンが思っていると、ソフィーの肩に乗るモモンガの姿をした精霊神ローゼンが宙に浮き上がり、アレンの方を見下ろしてきた。

『そろそろはじめようか。はは』

　今日は、アレンの仲間たちが転職をする日だ。

　転職後の戦い方についても話をしておきたいと思っているので、まるまる一日休みをとっていた。

　ローゼンがなかなか始めると言い出さず、待たされる羽目になっていたのだ。

『全員、レベルもスキルも成長限界まで来ているね。はは』

「はい。カンストした全員分の転職をお願いします」

『分かったドンドン行くね。はは』

「…本当に転職ができるのだな」

　精霊神ローゼンが腰振りダンスをしながら、転職を進めていく。

　その様子を、剣聖ドベルグが涙を浮かべながら見ている。

　ドベルグだけでなく、ヘルミオスの仲間は皆、目を丸くしてアレンの仲間たちの転職を見守っていた。

　仲間によっては、転職の選択肢が増えた者もいるので、効率のいいパーティー構成を考えながら、職業を選択していく。

　そして、全員の転職が済んだ。
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【アレンのパーティー転職経緯メモ】

・クレナ　剣聖→剣王→剣帝

・セシル　魔導士→大魔導士→魔導王

・ドゴラ　斧使い→狂戦士→戦鬼

・キール　僧侶→聖者→大聖者

・ソフィー　精霊魔術師→精霊魔導士→精霊使い

・フォルマール　弓使い→弓豪→弓聖




「ドゴラは戦鬼か。エクストラスキルは今回の転職で消えるかと思ったが、まだ残っているな。消えるのは次か？」

　狂戦士に転職して、まだ１度も使えていない全身全霊が今もエクストラスキルとして残っていることに、アレンは嫌味を言う。

（お前がエクストラスキル使えないせいである意味ヘルモードなんだが？）

「……」

　ドゴラは何も反論しないようだ。

　全身全霊が自由に使えるようになれば、戦況が一気に変わると確信して、エクストラスキルが使えるようになる条件や状況を、ドゴラはヘルミオスに聞いている。

　なかなかこれはという答えを貰えていないようだ。

「いやあ、いいものを見せてくれてありがとうね。皆も見たかな。これで人類に希望が持てるよ」

　転職の結果を記録しているアレンに、ヘルミオスが話しかけてきた。

「いえ、別に隠すことでもありませんので」

　精霊神ローゼンの、誰もが転職できるようにする準備を進めているという話が本当なら、今更隠す必要もないと考えている。

　なお、一緒に住んでいるが、ヘルミオスたちには、天の恵みや魔力の種を作るところは見せていない。

　ダンジョンに行かない日に、部屋に籠って何をしているのか聞かれても、ただ、「休んでいる」とだけ答えている。

「でもお礼はよろしくお願いしますよ」

「分かっているよ。別に転職を見せてくれなくても、紹介はするから」

　アレンは、転職の場面を見てみたいというヘルミオスに、引き換えにあることをお願いしていた。

　それはオリハルコンの加工だ。

　次の階層では神の鉱石であるオリハルコンが手に入るが、これは武器や防具の形をしておらず、金属の塊の状態で見つかるとヘルミオスが教えてくれた。

　神の鉱石を加工するには、火の神フレイヤの力を借りる必要がある。

　そこで、バウキス帝国でもっとも腕のいい鍛冶職人を紹介してもらうことをお願いした。

　気難しいドワーフの鍛冶職人だという。

「あと、これを次のダンジョンから持っていってね」

　アレンはソフィーにアダマンタイトの弓を渡した。

　ソフィーが転職したら渡そうと考えて、売らずに拠点に置いていたものだ。

「はい、アレン様。が、頑張ります」

「アレン殿。やはり、精霊をまず扱えるようになってから……」

　ソフィーの緊張した様子に、フォルマールがフォローに回る。

　しかし、アレンの考えは変わらなかった。

「フォルマールさん。俺たちにはあまり時間がないよ。まずやってみて厳しかったら精霊に心血を注ぎましょう」

　ソフィーは精霊使いになった。

　精霊を顕現させて戦わせる職業だが、ローゼンヘイムの戦争で見た精霊使いガトルーガは、弓を手に戦っていた。

　霊Ｂの召喚獣を通じて、ガトルーガに、精霊使いが弓を使うことに問題はないかと聞いたら、精霊との意思疎通に慣れれば大丈夫だと教えてくれた。

　そういうわけで、ソフィーには弓スキルの体得と、精霊との意思疎通という、２つの課題を与えている。

　アダマンタイトの弓なら、Ｂランクの魔獣くらいは瞬殺のはずだし、指輪で攻撃力を増やせば、Ａランクの魔獣にも攻撃が通じるようになるだろう。

　ぜひ今後の効率のためにも体得してほしいと、ソフィーを強引に説得する。

「まずは、精霊使いになったのでソフィーと契約する精霊を見つけるため、ローゼンヘイムに向かう」

「はい」

　ソフィーも強く頷く。精霊使いは、その職業だけで精霊を顕現できるわけではない。

　これから急いで、精霊と契約をする必要がある。

　一応であるが、いくつかの精霊にローゼンヘイムにいたころ目星をつけてある。

「戻ってきたら、１ヵ月くらい３階層に籠ってレベルを上げて、それからいよいよ４階層に挑戦するぞ」

　アレンは次の方針を打ち立てた。

「これが廃ゲーマーってやつなのね」

　アレンたちの様子を見ていた怪盗ロゼッタは、以前アレンから聞き出していたパーティー名の意味を思い出し、なんとなく納得するのであった。
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　アレン、メルル以外の仲間たちは転職によってレベル１に戻った。その後、ローゼンヘイムに行ってソフィーが精霊と契約を交わしＳ級ダンジョンに戻ってきてから、１ヵ月ほど３階層でレベル上げをした。

　レベル50まで上がったので、予定通り次の階層へ移動することにした。

　移動に必要なメダルは１階層の街中で買うことにした。アレンが隠しキューブとの交換でアイアンメダルを消費してしまった上に、石板を被らせてしまったが、３階層はヒヒイロカネの武器や防具が結構な頻度で出るので、これらを売れば一度に合計で金貨１万枚を稼げることも少なくない。

　むしろ、金貨に余裕ができたので、冒険者ギルドにＥランク以外の魔石の取引も交渉したほどだった。金貨１０００枚を上限に取引できることになり、ＤとＣランクについても購入を進め在庫を増やしていく。Ｂランクはダンジョンでも手に入るし、在庫が豊富にあるので募集はしない。

　ダンジョンに出かける朝、皆で朝食を取っていると、

「ちょ、ちょっと。今食事中です。大人しくしてくださいね」

　ソフィーが食事の手を止め、自分の足にまとわりついてくる生き物を抱き上げて、膝の上であやし始めた。
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『アウアウ』

　この生き物は、火の幼精霊サラマンダーだ。オオサンショウウオのような見た目をして、全身は真っ赤、尻尾の先端がメラメラと燃えている。この炎は、家具や服に当たっても燃え移ることがないので、見た目だけのようだ。

「なんか、随分慣れてきたな」

「そ、そうでしょうか？」

「サラマンダーもお腹空いたのかな？」

　クレナがフォークで肉を口に運びながら言う。

「いえいえ、精霊さまは食事を必要としませんよ。足りなくなれば、私の魔力を捧げるだけですわ」

（精霊神は普通に食事しているけどね）

　ソフィーがサラマンダーの両脇をくすぐったり、腹を撫でてやると、

『アウアー』

　サラマンダーはつぶらな瞳をキラキラさせ、喜びの声を上げ、手をパタパタと振る。

　ローゼンヘイムにいる精霊使いガトルーガから、精霊には自我があり、戦闘中に精霊使いが指示したことを必ず実行してくれるとは限らないと教わった。

　指示を聞いてもらえるようになるには、なるべくこの世に顕現させ、精霊使いが一緒に過ごして親しくなるしかない。

　ゆっくりコツコツ時間をかけるのが確実と聞いて、アレンはゆっくりでは困ると思った。

　そこで、四六時中、食事中も寝る時も、ソフィーの魔力が続く限界まで、火の幼精霊サラマンダーを顕現させ続けておくことを指示した。

　サラマンダーの知能はかなり低いようで、ソフィーの言葉を解する様子はなく、今のところは鳴き声を上げてソフィーの周りを纏まとわりついたり、顔をこすりつけたりなど、小動物のような動きを繰り返しているだけだ。

（召喚、降臨、顕現によって、理屈が全然違うんだよな）

　召喚士として14年ほど生きてきた間、アレンは召喚について分析を続けてきた。

　ゴーレム使いと精霊使いを仲間にして、それぞれの特徴を分析してきたが、召喚士と異なる部分が多いことが分かった。

　召喚獣を生成し、召喚する度に魔力と魔石が必要だ。

　竜Ｂの召喚獣なら、呼び出す度に３０００を超える魔力と、Ｂランクの魔石を29個必要とする。

　一方で、ゴーレムを降臨させるには魔導盤と石板さえあればいいし、何度でも降臨させることができる。

　精霊の顕現に至っては、魔力も魔石も何もいらない。

　だが、ゴーレムと精霊は、この世に存在する間、使い手の魔力を消費する。

　メルルの戦いを見ていると、魔力３０００程度では、スキルを使用した戦闘の場合、１時間もゴーレムを出していられない。

　精霊使いも似たようなもので、顕現させ戦闘させると、同じ程度の魔力を消費する。

（バウキス帝国は必死に魔力の種を必要としていると）

　ヌカカイ外務大臣は必死に魔力の種を求めたのだと分かる。

　ゴーレムを動かすための魔力の総量で、戦況が変わってくるのだ。

　これまで使っていたどの魔力回復薬より、魔力の種の効果が優れていることをバウキス帝国は知った。

（だから、ガトルーガさんは弓を持っていたと）

　ガトルーガが弓を持って戦っていたのは、魔力が尽きて精霊が出せなくなった時のためだと、本人が教えてくれた。

　精霊との意思の疎通が完全に成功すれば、弓を使いながらでも指示はできるし、精霊の力で矢尻を燃やしたり、矢の飛翔速度を上げたり敵に誘導したりと、弓術の攻撃を強化することもできるという。

　ソフィーの弓術については、フォルマール指導の下、着実に上達していっている。

「何事にも理由はある」

「え？　何よいきなり」

　アレンがいきなり口を開いたので、セシルはびっくりしてしまう。

　勇者ヘルミオスのパーティーも何事かとアレンを見る。

「いや、まあこっちの話だな。ちょっと納得するなと思ったんだ」

　セシルはまたかとため息を吐く。

「アレン君は、何でも考え分析してすごいね」

　ヘルミオスがアレンを褒めてくる。

　ここ１月、アレンと拠点を共有して、何を考えているか分からないが分析好きで、検証に仲間を巻き込んでいるのがよく分かったようだ。

「まあ、分からないことが多いですからね」

「へ～。アレン君の分からないことか。聞かせてよ」

「ん～。例えば、精霊神ローゼン様は、何属性の精霊だとか」

「な!?　そ、それはアレン殿」

　聞いていたフォルマールが、それは失礼だと遠回しに示す。

「フォルマールさんは分かりますか？　何十年も一緒にいたのですよね」

　ソフィーに仕えるフォルマールなら精霊王であったころから、神殿という同じ屋根の下で、何十年も一緒に暮らしているはずだ。

「そ、それは……」

　フォルマールは分からないようだ。

　アレンはソフィーを見る。

「も、申し訳ございません。そのような詮索は……」

「ちなみに精霊神ローゼン様はなんの精霊ですか？　属性感がありませんが」

「な!?　アレン殿!!」

　フォルマールは、自分とソフィーが言い淀んだことから、聞いてはいけないことだと分からないのかと絶句する。

『ふぉぐ。正確には木の精霊だね。世界樹の精霊かな。はは』

　テーブルの上でバウキス帝国名物の「フカマン」を頰張る精霊神がいきなりの問いに答えてくれる。

「なるほど。だから、ステータス増加のスキルが使えると」

　アレンの中で、木の精霊やスキルはパッシブスキルというのが常識だ。

『まあ、その通りだけどね。あんまり不ぶ躾しつけに詮索しないでね。はは』

　アレンとローゼンの会話を、ソフィーも絶句して見ているばかりだ。

「アレン君は本当に好奇心旺盛だね」

「好奇心？　ヘルミオスさん。それは違いますよ」

「え？」

　アレンの言動に、ほとんどの者が食事の手を止めてしまう。

「何故かを考えなければ、作戦を立てられない。だから魔王軍に何十年もいいようにされるのです」

「ほう、何故かね？」

　ドベルグが眉間にしわを寄せる。

「何故かを考え、答えが見つかれば現状が理解できる。そうすれば対策も変わってきませんか？」

「……なるほど」

　ドベルグはそれだけを言って目をつぶる。

　何かを納得したようだ。

「具体的にアレンの分からないことって何よ？」

　セシルが問う。

「なぜ、これまでさせてこなかった転職をさせようと決めたのでしょうか？」

「え？　何よそれ」

　セシルは、アレンが疑問に思う理由さえ分からない。

「考えれば考えるほど分からない。才能有る人が全員転職すれば、それはもう魔王軍など恐るるに足りずになるんじゃないのかな。じゃあ、もっと前から、最初からそうすればいい」

（まさか、俺が言うまで転職について創造神が考えなかったとは考えにくいしな）

　星１つから星２つになるだけで、ステータスが一気に上昇する。

　兵士１万人が転職出来たら、それだけで魔王軍との戦いの勝率がぐっと上がるはずだ。

　こんなことを創造神が考えてこなかったはずはないとアレンは考える。

　唐突に始まろうとしている転職制度に、かえって違和感を覚えるほどだ。

　恐らく、簡単に転職させないよう、何らかのクエストを課すくらいはするんだろうと前世の記憶が囁くが、それでも不思議だ。

『なるほど、それは不思議だね。はは』

　アレンは精霊神を見るが、フカマンを食べて知らん顔をしている。

（精霊神は答えないと。もしかして本当に知らないのか。それとも言えないのか。まあ、今はソフィーの精霊との仲をよくすることを優先すべきか）

　ソフィーにへばりつく火の幼精霊を見ながら、アレンの考察は続いていくのであった。













第十三話　精霊の力











　今日は４階層初挑戦の日だ。

「……」

　神殿の門番が、ソフィーと、彼女が抱っこしている、真っ赤なオオサンショウウオのような見た目の火の幼精霊サラマンダーを無言で見つめている。

「ああ、ちょっと、大人しくしてくださいね」

『アウアウ』

　サラマンダーはたまにソフィーの腕の中で手をバタバタと動かし暴れたりする。

（相変わらず赤ちゃんだな。それにしても、門番はまだ見つめてくるな）

　初めて、サラマンダーを抱えてこの神殿に入ろうとしたとき、抱えているのは何なのか、魔獣を連れているのかと、門番に止められた。

　かつてアレンたちが初めて神殿に入ろうとした時、若すぎる見た目を理由に止めたこの門番は、中に入れるかどうかをしっかり選別するようだ。

「この子は精霊です」

　とソフィーが説明しても、怪訝な目で見て立ち塞がったままだったので、フォルマールが、

「バウキス帝国は精霊を受け入れない国であるということで良いのか？」

　と門番に詰め寄った。「キスするの？」と思うくらい、顔を近づけて睨みつけた。

　ソフィーはローゼンヘイムでは次期女王最有力候補であり、その側仕えであるフォルマールは、故郷ではかなりの立場だった。

　しかし、門番は毅然とした態度を崩さない。

　そこで、その日のうちにローゼンヘイムの女王からバウキス帝国宛てに、正式なルートを通じて、精霊を無下に扱わないようにしてほしいという内容の文書を送ってもらった。

　さらに、バウキス帝国内での精霊への扱いについては５大陸同盟の会議でも話し合わせていただきますと付け加える。

　すると、その次から、門番は何も言ってこなくなった。

　アレンたちが戦っているのは何かを考えれば、致し方ないことだ。

　アレンたちはメダルを使って初めて４階層に移動した。

「ここか？　聞いていた通り、何かの葉っぱの上って感じだな」

「そうね。踏むと少し柔らかいわね」

　４階層の地面は緑であった。セシルもアレンと同様に葉っぱのような地面を踏む。

　葉脈のような筋が走っているので、葉の上に立っているような気がしてしまう。

　歩くと足の裏に弾力を感じるものの、力を込めても破れる様子がないので、結構な厚みがあるのだろう。

（この辺は勇者に聞いていた通りか。ホークを出して全体を見てと）

　４階層は勇者ヘルミオスパーティーが活動している階層で、彼から話は聞いているものの、それを改めて確認するため、鳥Ｅの召喚獣を召喚する。

　上空から見ると、アレンたちが今いる場所は、巨大な蓮の葉のようなものの上だった。

　さらに覚醒スキル「千里眼」で見回す範囲を広げると、階層全体が海のように広大な水のたたえられた空間に、いくつも蓮の葉が点在している。

　それぞれの葉の上に、魔獣であったり、冒険者が活動していることが分かる。

（４階層は水の上って話は本当だったと）

「ヘルミオスさんから聞いていた通りだな。俺たちはグリフに乗って移動するから、水面でも砂の上でもどっちでもいいけどな」

「言われてみたら確かにそうね。じゃあ、あのキューブもヘルミオスさんと同じことを言うのかしら？」

　アレンがキューブキューブと呼ぶので、パーティーの仲間にも呼び方が伝染している。

「そうだな。セシル。一応確認してみるか」

　キューブ状の物体が視界に入っているので、近寄って、次の階層へ行く条件を確認する。

『こんにちは。廃ゲーマーの皆様。ダンジョン階層管理システムＳ４０１です。次の階層に行きますか？　それとも１階層に戻りますか？』

「次の階層に行きたいです」

『５階層ですね。ブロンズメダル、アイアンメダル、ミスリルメダルを、それぞれ５種類ずつお出しください』

（これか、勇者が言ってたのは）

　これまで、２階層でも３階層でも、メダルの種類、つまりメダルに何の絵柄が刻印されているかを問われることはなかった。

　しかし、５階層へ進むには、異なる絵柄のメダルが１枚ずつ必要になると、ヘルミオスから聞いていた。

「それぞれ同種類の５枚ではダメということですか？」

　アレンはさらにヘルミオスから聞いた内容を確認するための質問をする。

『はい。その通りです。それぞれ絵柄の異なるメダルを５枚ずつ頂かないと５階層へは案内できません』

「２階層から４階層の階層ボスは何種類いるのですか？」

『それぞれ５種類ずつです』

「やっぱり、ヘルミオスさんの言っていたとおり、Ｓランクの階層ボスを倒さないといけないってことね」

　セシルが腕組みをしてため息をついた。

　つまり、次の階層に行くには、２階層のビービーや、３階層のスカーレットといった、Ｓランクの階層ボスも倒さなければならない。

　だから、勇者ヘルミオスは５階層に行くことを断念している。

　彼のパーティーの仲間たちであれば、無理をすればＳランクの階層ボスを倒せるかもしれないが、それは仲間を失う危険性と隣り合わせだからだろう。

「次の階層へ進む条件は確認したぞ。とりあえず、４階層がどんな感じか見て回るか」

　このままこの階層で活動するか、それとも１つ前の階層に戻るのか判断するためには、もっとこの階層の情報が必要だ。

　鳥Ｂの召喚獣を出して、葉の上空を移動する。

「ここもドワーフが活動しやすいようね。なんかすごいわ」

「ああ、セシル。元々ドワーフたちは海上で魔王軍と戦っているみたいだからな」

　見下ろすと、３階層で見た、砂の上を走っていたのと同じ形に変形したゴーレムが、水上を航行している。

　魔王軍との戦いも、このように海上に展開して、有利に進めているのかなと思う。

　アレンたちの乗る鳥Ｂの召喚獣の前を、メルルが１人で乗る鳥Ｂの召喚獣が飛んでいる。

　合流してからしばらくの間は、後衛の仲間たちを守るため、メルルには大盾を持たせて、自分と一緒の鳥Ｂの召喚獣に乗せていた。

　しかし、アイアンゴーレムを手に入れてからは、クレナとドゴラ同様に、１人で１頭の鳥Ｂの召喚獣に乗ってもらっている。

　巨大なゴーレムを操作するメルルは、それだけで後衛の仲間たちにとって巨大な盾になるし、小回りの利くクレナとドゴラと連携して、戦術に一層の多様性をもたらした。

　そして、「メルルがいなくなったわね」と言って、セシルが当たり前のようにアレンの後ろに座ってきた。

　後衛はキール、ソフィー、フォルマールだが、キールと一緒だと、仮に同時に攻撃されると魔法攻撃と回復が同時に潰されることになりかねないし、ソフィーとフォルマールの２人乗り組にはこれ以上入れない。アレンと一緒に中衛ポジションにいた方が、連携に自由度が増して攻撃しやすい。

　鳥Ｅの召喚獣が、葉の上で休むイモリとドラゴンの中間のような見た目の魔獣３体を発見する。

「む、あっちに魔獣がいるぞ!!」

　前衛にも後衛にも聞こえるように、アレンは声を張り上げて叫んだ。

（この階層は水棲の魔獣が多いんだっけ）

　そして、４階層はほとんどＡランクの魔獣だという。これもヘルミオスから聞いた話だ。

　クレナ、ドゴラ、メルルが魔獣に距離を詰めていく。

「タムタム降臨!!」

　メルルが魔導盤を掲げて叫ぶと、魔獣の乗っている葉の上に、巨大な魔法陣が浮かび上がり、巨大なアイアンゴーレムが出現する。

　そして、鳥Ｂに乗ったまま接近し、吸い込まれるようにゴーレムの中に入っていく。

　魔獣たちもゴーレムの出現に気付き、３体とも突っ込んで来た。

　そのうち１体を、全長20メートルのアイアンゴーレムが長い腕で押さえ込む。
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　３階層で、アレンたちは巨大化用石板を手に入れた。

　通常の石板２つ分の大きさのあるこの石板をはめると、アイアンゴーレムの全ステータスが倍になり、全長も倍の20メートルになった。

　これに、メルルのスキル経験値とスキルレベルがカンストしたことも加えて、アイアンゴーレムはＡランクの魔獣も抑えておけるほどの耐久力を得た。

　攻撃面を比べれば、武器の揃っているクレナとドゴラが優勢だが、耐久力ではアイアンゴーレムの方が抜きん出ていて、タンクの役割を十分に果たしている。

　なお、全長が２倍になって、タムタムを維持する魔力消費も２倍になった。

　メルルのゴーレムが魔獣たちの動きを封じている間に、クレナとドゴラが魔獣たちを狩り取っていく。

　セシルやフォルマールも遠距離から攻撃して、１体、また１体と倒していく。

　そして残り１体になったところであった。

「よっしゃ、お前で最後だああ!!」

　ドゴラが勢いよく魔獣に突っ込んでいく。

「って、ちょっと。待って。お待ちくだ……」

　ソフィーがただならぬ声を上げる。

「ソ、ソフィアローネ様!!」

　ソフィーは跨がっている鳥Ｂの召喚獣の首にもたれかかって、意識を失っているようだ。フォルマールが後ろから抱き留めたので、ずり落ちずにすんだ。

（ん？　って!?）

「おい、避けろ。ドゴラ！　後ろから来るぞ!!」

　アレンも慌てて声を上げ、鳥Ｂの召喚獣を必死に操作したが間に合わない。

　ドゴラが攻撃をしかけようとした魔獣に向かって、パーティーの後方から、真っ赤で巨大な炎の塊が突っ込んでいったのだ。

「ん？　おあっち!!」

　熱された大気を引いて空間を斜めに駆け抜けたサラマンダーが、鳥Ｂの召喚獣を光の泡に変え、慌てて飛び上がったドゴラの尻を焦がし、メルルのゴーレムの腕をかすめ、最後の１体の魔獣を消し炭に変えて、葉を貫き、その下の水面に着水した。

　水が一気に沸騰し、じゅうじゅうと音をたてて大量の水蒸気が吹き上がる。

「も、申し訳ございません。ま、またやってしまいました……」

　意識を取り戻したソフィーが泣きそうな顔で呟いた。

　アレンたちの眼下には、ぽっかりと空いた穴からじわじわと消し炭に変わっていく葉と、沸騰して煮えたぎった水面が、立ちこめる水蒸気の間からちらちらとのぞく、地獄のような光景が広がっていた。





＊　＊　＊






　火の幼精霊サラマンダーの攻撃に巻き込まれたドゴラだったが、間一髪、直撃を避けることはできた。

　しかし、尻が盛大に燃えてしまい、巨大な葉の上になんとか着地したものの、尻を押さえてもだえている。

「お、おい。大丈夫かよ」

　キールが葉の上に飛び降りて、ドゴラのむき出しの尻に回復魔法をかけてあげる。

「大丈夫じゃねえよ。これで何度目だよ。しかも毎回なんで俺なんだよ……」

「ほれ、予備の下穿きだ。これが無くなるとまた買いに行かないといけないな」

　アレンは魔導書の収納から下穿きを出してドゴラに渡す。

「申し訳ございません。本当に申し訳ございません」
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　葉の上に降り立ったソフィーが、ドゴラに駆け寄り、詫びの言葉を口にしながら何度も頭を下げる。

「え？　いや、いいよ」

　ドゴラは顔を赤らめてそっぽを向き、その場で前屈みになる。

「で、でも」

　ソフィーが泣き出しそうな顔で言葉を続けようとするが、

「本当に別にいいから」

　ドゴラは下穿きを必死で上げ下げし、自分の下半身に向きかねないソフィーの視線を遮ろうとする。

　アレンは魔導書でソフィーの体力を確認した。

（魔力がゼロになっているし、体力も半分くらいになっている。とんでもないな）

「キールは、ソフィーの体力も回復してやってくれ」

　キールが頷き、ドゴラの次にソフィーの体力を回復させる。

『アウアウ!!』

　水蒸気は落ち着いたものの、まだ湯気をあげている水面から、火の幼精霊サラマンダーが浮かび上がった。体についていた水分を蒸発させながら、空中を滑るように移動すると、目に涙を浮かべ、見るからにしょげているソフィーの胸元に抱きついた。

　つぶらな瞳でソフィーを見つめ、火のついた尻尾をふりふりしている。

　どうやら、褒めてほしいようだ。

「あ、ありがとうございます。サラマンダー様」

　ソフィーはさきほどの惨状を思い浮かべつつも、必死に感謝の言葉を絞り出す。

（これで何度目かな。そろそろドゴラの尻が持たないかもしれないな。それにしても体力まで使うととんでもない威力になるんだな）

　アレンは、皆から少し離れたところで下穿きを着替えるドゴラを見ながら、今回の出来事を分析する。

　精霊は、この世界に存在し、力を振るうために、精霊使いの魔力を消費する。

　つまり、魔力の消費量に伴って、発揮する力が変化するのだ。

　この辺りはセシルのエクストラスキルと同様だ。

　セシルの場合と異なるのは、消費する魔力量を決めるのは、精霊の方だということだ。

　今回、サラマンダーはソフィーの全魔力と体力の半分までを吸い取ってしまったため、あのすさまじい結果につながった。

　幼精霊と聞いて、その力を見誤ってはいけない。

『ソフィー。何度も言うけど、焦ったら駄目だよ。精霊は使い手の声が良く聞こえている。君の不安の声を拾ってしまうんだよ？』

「……はい」

（はい。きましたよ。精霊神のエコひいきアドバイス）

　精霊神ローゼンは、アレンの疑問には答えてくれないが、精霊使いになったソフィーには積極的にアドバイスをする。

　ソフィーは戦闘開始からずっと、サラマンダーに指示を出し続けていた。

　しかし、サラマンダーが自分に抱きついてさっぱり動こうとしないことに焦り、指示を強く出し過ぎてしまった。

「今の状況が続くなら、ソフィーの次の転職は待った方がいいのかな」

『それがいいよ。幼精霊相手でこの様子だと、精霊相手じゃ命まで持っていかれるかもしれないからね。はは』

「それは大変だ」

（次は精霊か）

　精霊は、源精霊から始まり、幼精霊、精霊、大精霊、精霊王、精霊神と変化していく。

　ソフィーはあと１回転職でき、転職後は精霊を顕現できるようになる。

　しかし、幼精霊相手でも手こずっているのに、精霊を相手にするとなると、危険なことになりかねないとアレンも精霊神も考えている。

　精霊使いガトルーガからも、精霊と無理なく意思疎通できるようになるには、時間がかかるものだと聞いている。

　スキルを成長させて転職させるだけを考えるなら、どんな結果になろうとも、魔力を消費すればした分だけスキル経験値は得られるようなので問題はない。

　しかし、転職後も精霊を暴走させてしまうのはまずいので、無理はさせないでおこうと話をする。

「まあ、勇者から指輪も借りたし。１日中出しておくといいよ」

　アレンは、ヘルミオスから借りておいた魔力回復リングをソフィーに渡す。

「あ、ありがとうございます。本当によろしいのでしょうか？」

（期限は言っていないし、借りパクの予定だけど）

　ヘルミオスたちがしばらく４階層より先に進まないなら、魔力回復リングはいらないだろうと考え、天の恵み１００個ほどと引き換えに借りておいた。

　これだけ天の恵みがあれば、どんな罠にかかっても対処できるだろうし、もし減ってきたので欲しいと言われたら、ローゼンヘイム経由でまたあげると伝えている。

　結果、アレンとお揃いの指輪をすることになり、ソフィーの機嫌がすこぶる良くなったのはまた別の話だ。

　そして、セシルの機嫌が悪くなったのはさらに別の話だ。

「メルルは大丈夫か？」

　ゴーレムはサラマンダーの火球にかすめられ、腕を損傷してしまっていた。

「うん、あれくらいなら修復できるよ」
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　スキルレベルをカンストし、メルルが手に入れた最後のスキルは「修復」だった。

　ゴーレムが戦いで破壊した場合、直す方法は２つである。

　１つは、破壊された部位の石板を、新しいものと交換することだ。

　石板がゴーレムの各部位を顕現させる元になっているので、例えば右腕が破壊された場合、新しい右腕の石板と交換することで、破損していない右腕が現れる。

　当然、破壊された石板をもう一度はめれば、壊れた状態の右腕が現れる。

　そして、もう１つが「修復」スキルだ。

　このスキルを使えば、魔力を消費して破損を修復することができる。

　ただ、この場合の修復には時間がかかる。

　直ぐに直したいなら、スペアの石板と交換した方がいい。

　今回は時間をかけられるので、修復スキルで直すことにする。

「お？　宝箱があるぞ！」

　着替えるために葉の中央辺りに移動していたドゴラが、真っ先に宝箱を発見した。

　まじかよとキールが走り出すのを見て、アレンは心配になる。

（だから、キール。魔獣の可能性もあるから、お前が開けるの勘弁してくれ）

　キールはどうやら宝箱を見たら開けないと気が済まないようだが、ダンジョン内の宝箱には、魔獣が擬態しているものがあるのだ。

　実際、アビスボックスという、宝箱に擬態したＡランクの魔獣に出会ったことが何度もある。

　ドゴラも同じ事を考えていたのか、キールが近づく前に宝箱を開けた。

「これは何の指輪だ？」

　ドゴラが宝箱の中身を持って、アレンたちのところに戻ってくる。

　アレンは指輪を装備してから魔導書を開き、効果を確認する。

「お、いきなり上位の指輪だな。これは知力３０００上昇か」

（１日目にして幸先良いな。指輪ゲットだ。この階層は当たりかもしれないな。Ｓランクの階層ボスがやばいらしいが、アイテムと経験値的にはここが最適と）

　今まではステータス１０００上昇の指輪しか持っていなかったが、この階層では３０００上昇の指輪が手に入る。

　指輪は両手に２つまで装備することができるので、これでさらなるステータス上昇が見込める。

「じゃあ、えっと。予定通りキー……」

「お、おい。違うだろ」

　キールが身振りで受け取りを拒否しながら、自分の背後を目で示していることに気づき、アレンは彼が何を恐れているかが分かってしまう。

「……ルじゃなくて、セシルで」

　そう言いながらふり返ると、そこにはやはりセシルが立っていた。

「ふふ、いいのかしら？　ありがとう」

　セシルは嬉しそうな顔になった。

（ふむ、まあ、このタイミングなら、キールに渡すより、セシルに渡して火力を上げた方が効率良いか。あとはオリハルコンをこの階層で探さないとな）

　解決しなければならない課題を残しつつ、４階層の攻略が進んで行くのであった。













第十四話　オリハルコンを求めて











「おい、そろそろ代われよ。俺がお願いしたんだぞ」

「え～、分かった!!」

「……」

　クレナとドゴラのやりとりを、無言で眺める剣聖ドベルグの片手には、練習用のミスリルの大剣が握られている。

　ここはアレンとヘルミオスのパーティーが拠点とする建物の庭だ。

　30人は住める広さの建物だけあって、この庭も相当な広さである。

　ヘルミオスが連れてきた使用人たちが、２つのパーティーを合わせた20人分の衣服を干しても、空いたスペースが十分にあるほどだ。

　アレンたちは、３日半ダンジョンに籠り、戻ってからの１日半を自由行動としている。

　ドゴラは自由行動中、この庭で素振りをすることにしていた。

　すぐにクレナも一緒になって、素振りをしたり、たまに２人で試合をしている。

　アレンは休みなんていらなかったのではと思うが、キールやメルルが休みを欲し、アレンも魔力の種などの生成に時間を使うので、結局このシフトを回し続けていた。

　そんなある日、ドゴラたちが素振りをしようと庭に出ると、そこには剣聖ドベルグがいて、同じように剣の素振りをしていた。

　せっかくなら練習をつけて欲しいとドゴラたちが頼むと、ドベルグは２つ返事で了承してくれた。

　それからというもの、ドベルグ、クレナ、ドゴラは庭で修練を積んでいる。

　それを知ったアレンが気を遣ってドベルグに礼を述べると、「問題ない」とだけ返してきた。

　片目を隠し、隻眼になったドベルグの眼には何が映っているのだろうとアレンは思う。

　今日も、アレンが庭に出ると、３人はそれぞれの得意な武器を手に、修練に励んでいる。

　庭に置かれたテーブルに着き、飽きずに修練を続ける彼らを眺めていたアレンは、「脳筋トリオ」と心のメモ帳に記録した。

「ヘルミオス様、アレン様、ソフィー様、お茶をお持ちしました」

「ありがとうございます」

　ヘルミオスの使用人が、テーブルに茶を運んできた。アレンと同じテーブルには、ソフィーとヘルミオスも着いていて、お茶はヘルミオスが用意させたものだ。

「それで、４階層での活動は順調かい？」

「レベル上げは終わったので、スキルの方を中心にってところですね。それより、聞きたいことがあって」

「ん？　何だい？」

　４階層に入って１ヵ月ほど経過し、順調に装備とアイテムが集まりつつあるのだが、肝心のあるものが入手できない。

　そのことについて聞こうとした、その時だった。

「ちょ、ちょっと、ケルピー様大人しくしてください」

『キュイキュイ』

　腹が白色、背中は水色と、ツートンカラーの小さなイルカが、ソフィーの前に置かれたカップの中身を飲もうと、彼女の腕の中で暴れている。

　これは、ソフィーがサラマンダーの次に顕現させた、水の幼精霊ケルピーだ。

　水の精霊を顕現させているのは、火の幼精霊サラマンダーでは、戦闘中の扱いに失敗するとドゴラの尻が燃えてしまうことと、火の幼精霊の扱いにだいぶ慣れてきたのが理由だ。

　精霊使いが１度に顕現できる幼精霊は基本１体なので、入れ替えとなる。

　ケルピーと聞いて、アレンは馬のような姿を想像した。だが、この世界のケルピーは、アレンが前世で遊んでいたゲームのモンスターとは見た目が違った。

　それはいいとして、アレンは「ケルピー」という名前を耳にすると、前世でネットゲームのキャラクターに付けた「ケンピー」という名前を思い出してしまう。決して口に出さないようにしているが、ソフィーがケルピーに呼びかける度に、背筋がゾワゾワしてくる。

「それで何だっけ？」

「いえ、オリハルコンが出ません」

（全く出ないぞ。噓をついたのか？）

　まだ４階層に入って１ヵ月程度だが、鳥Ｂの召喚獣で飛行しているため、他の冒険者たちより移動速度があり、宝箱はかなり回収していると思っている。だが、アレンたちがこのダンジョンに来た目的の１つである、オリハルコンの武器や防具の入手がまだ果たせていない。

「ああ、う～ん。僕が見つけたのは海底だったけど」

「海底？　海底にも宝箱がありましたっけ？」

　魚Ｂの召喚獣に水中も何かないか探させたが、魔獣を見かけたくらいで、宝箱を発見した記憶はない。

「えっと、それは……」

　ヘルミオスがオリハルコンの発見について、説明してくれる。

　４階層には、宝箱以外にも宝が眠っている場所があり、オリハルコンが見つかったのはその１つ、大きな貝の中からだったという。

（まじか。宝箱以外にお宝があるのか。しかも水中って）

「すごいですね。どうやって、見つけたのですか？　偶然とは思えませんが」

「あら？　それは私が見つけたのよ？　すごいでしょ？」

　いつの間にか庭にやってきていた怪盗ロゼッタが、自慢気に話に参加する。

「お宝察知系のスキルですか？」

「そうよ。よく分かったわね。今度詳しく教えてあげましょうか？」

「いえ、結構です」

（これ以上詳しく聞いても仕方ないからな。それにしても、怪盗にピッタリのスキルだな。範囲内にあるお宝の位置が分かるとか、そういった類か）

　その後、海底を探索する方法を考えながら、拠点を出て、冒険者ギルドに向かった。

　いつもの魔石の取引なので、ドゴラやクレナは置いていく。

　大量の魔石を取引したが、取引価格は変動していなかった。

　それだけ冒険者も多く、魔石の供給量が多いのだろう。

　さすがは世界を魔導具で支配しようとする帝国の、その中でも最も魔石が出る場所だ。

　夜になり、仲間たちといつものレストランに繰り出した。

　まる１日休みの日は、それぞれが思い思いに過ごすので、食事に全員が集まらないこともあるが、今夜は皆揃っている。

　アレンは店に入るなり店内を見渡した。

（今日は、ガララ提督はいないのか。って、ウルさんがいるな）

　ビービーから助けたウルという狼の獣人と、サラという猫の獣人が、２人で食事をしているのを発見する。

　ウルが顔を上げて、アレンと視線がかちあった。

「ウルさん、お久しぶりです。お食事中ですか？」

　アレンから先に挨拶する。

「ああ、そうだ。今日もこの店に来ているのか」

「はい。メルルが気に入っているので。ウルさんたちも一緒に食事しますか？」

　少し前、この店でウルに会った時、以前ゼウ獣王子をいきなり連れて来たことを謝られた。

　それから、街でたまに会うと情報交換をしたり、こうやって食事をしたりもする。

　アレンがウルと積極的に話をしているのは、獣王国の動向を探り、ゼウ獣王子のダンジョン攻略の状況を知るためだ。

　ウルはただの冒険者なので、獣王国の政治や王族同士の力関係についてはほとんど知らないようだったが、ゼウ獣王子に関しては有益な情報を聞き出すことができた。

「じゃあ、ゼウ獣王子はまだ２階層で活動しているんですね」

「ベク獣王太子殿下がダンジョン攻略に優秀な冒険者を派遣しないようにしているんだよ。ああ、この話を他でしないでくれよ」

　仲間たちが食事を注文している間も、アレンはウルとの会話を続けていく。

「そんな。しないですよ。そうなんですね。じゃあ、まだまだダンジョン攻略には時間がかかりそうですね」

「ああ、アレンのところはどうするんだ。４階層にずっといるのか？」

　ウルもアレンたちの動向を探っているのかもしれない。

　あるいは、ゼウ獣王子からヘルミオスたちの動向を探るように言われているのか。

「そうですね。半年はいる予定です。それにしても大変ですね。ウルさんはもう少しここにいないといけないんですか」

「ああ、俺たちも半年かな。そうしたら獣王国に帰れるんだ」

　獣人たちは、望んでこの危険なＳ級ダンジョンに来ているわけではないようだ。

　ベク獣王太子が、国の繁栄のため、才能を持つ者は１年間このＳ級ダンジョンに行かなければならないと定めたという話を、以前ウルから聞いていた。

　ヒヒイロカネやアダマンタイトの武器や防具が貸与され、手に入ったお金の半分は自分のものになるが、行き先は１年で挑戦者の半数が死ぬ、最も危険なダンジョンである。

　しかし、断れば反逆罪で捕まるので、嫌々ながらダンジョンに通う獣人もいるのだという。

　そんな獣人たちを見兼ねたゼウ獣王子が、彼らを組織し、なるべく危険のないようにしているらしい。

　ウルの話しぶりからは、そうしたゼウ獣王子への感謝が溢れていた。

　もちろん、ゼウ獣王子の目的は、獣人を助けることだけではない。

　なんでも、現獣王が、Ｓ級ダンジョンを最初に攻略した者に獣王の位を譲ると言った。

　最初はそれが目的でやってきたのだが、獣人たちの置かれた過酷な現状を知ってしまい、放っておけなくなったというところだろう。

　王位継承が絡んでいるため、ゼウ獣王子のＳ級ダンジョンの攻略を、ベク獣王太子が優秀な人材の派遣を止めることで邪魔をしていると、ウルは嘆いていた。

（こうやってウルさんと会話すると、人を完全に嫌っているわけじゃなさそうなんだがな。まあ、俺が命の恩人だからというだけかもしれんがな）

　ウルからは、かつて獣人を迫害した過去のある中央大陸と、そこに住む人間に対する恨みや憎しみ、敵意のようなものが感じられない。

　なお、アレンは学園で、獣人もエルフもドワーフも人だと習った。

　学園は人間と変わらないと考えていて、教育に制限を設けたりなどしない。

「そういえば、アレンは何でこんな危険なダンジョンに潜ってんだ？　国王から命令されたわけじゃないんだろ？」

「それはもちろん。ダンジョン攻略報酬が欲しくてですよ」

「まじかよ。本当にあんのかね、そんなもの」

「以前、ヘルミオスさんがディグラグニから聞いた話では間違いないらしいですよ」

　ヘルミオスは、学園にいた頃、ディグラグニと会話をしたと言っていた。

　このＳ級ダンジョンの神殿で、ディグラグニのお世話をする神官に頼んで、会わせて貰ったという。

　その時、ディグラグニは、このＳ級ダンジョンも他のダンジョンと同様、攻略の報酬を用意していると教えられた。

　アレンもこの報酬を手に入れたいと考えている。

　オリハルコンの塊が手に入るダンジョンの攻略報酬となれば、どんなものがもらえるか。

「本気か。ガララ提督組もまだ５階層に行けてないって聞くぞ」

「ええ、まあ。私には攻略できなかったダンジョンはありませんので」

　自信を込めて、アレンはダンジョン攻略の意志を言葉にするのであった。
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　アレンたちは神殿から４階層へ転移した。

「さて、今日はオリハルコンを探すぞ」

「ええ、ヘルミオス様が言っていた貝の中から見つけるのね」

　アレンが召喚した鳥Ｂの召喚獣に皆で跨がり、４階層の中空に舞い上がる。

　アレンはいつも、転送されてたどり着いた場所で鳥Ｂの召喚獣を召喚するので、最近は居合わせた他の冒険者も驚かなくなった。

　そういう不思議な能力を持った者もいるくらいに思っているのかもしれない。

　アレンはオリハルコンの塊を見つけて、クレナとドゴラの武器にしたいと考えている。

　オリハルコンの武器を手に入れることは、階層ボスの攻略や、日々の魔獣討伐の効率化にも繫がる。

　しばらくはオリハルコン探しに注力し、オリハルコンの武器を手に入れたら、また葉の上の魔獣と宝箱を探すことにする。

　アレンは水中に魚Ｂの召喚獣50体を召喚し、四方に散開させた。

（ゲンブたち頑張ってくれ。大きな貝を見つけたら破壊して、中にオリハルコンがないか確認してくれ）

　アレンは、このダンジョンを探索して、いくつか分かったことがある。

　その１つが、このダンジョンは生きているということだ。

　以前、暴走したサラマンダーが焼いた葉が、翌日には元に戻ったか、別のものに置き換わっていたのを発見した。

　さらに、ウルが言うには、このダンジョン全体が日々少しずつ大きくなっているのだ。

　１階層の街並みも日々ゆっくり大きくなっていっているので、街もそれに合わせて大きくしていっている。

　街並みが神殿を中心に円状に建物や道路ができているのはそういう理由があるそうだ。

　階層にあるものは多少破壊しても直るのなら、貝を破壊しても、明日には直っているだろう。

「こうやってみたら、気になるところはたくさんあるな」

「そうなの。全部調べるの？」

　鳥Ｂの召喚獣に一緒に乗っているセシルが後ろから声をかける。

「いや、今日はオリハルコンが見つかったという貝を探そう」

　水が透き通っているため、底まで見えるが、水深１００メートルはありそうだ。

　宝箱以外で宝が眠っていると聞いたのはシャコガイのような大きな貝だったが、カニの巣穴のような穴だったり、船みたいなものが沈んでいるのも見える。

　きっと、こういったものの中にも何かが眠っているのだろう。

　色々目移りするところではあるが、初志貫徹し、貝だけを破壊してオリハルコンの塊を探すことにする。

　そして、半日が経過した。

　何百、何千とシャコガイ風の貝を破壊したが、中にオリハルコンの金色の輝きが見えることはない。

　魚Ｂの召喚獣は海中の魔獣を無視してシャコガイを探し続ける。

（オリハルコンが１日かそこらで見つかるはずないものな。ちょっとやり方を変えないと）

「なかなか、厳しいな。やはりロゼッタさんにお願いするしかないかな」

「……」

　セシルが答えない。

　ロゼッタにお願いすることにかなりの抵抗があるようだ。

「ん？」

「どうしたの？」

「なんかデカい貝があるぞ」

　共有している魚Ｂの召喚獣が、数メートルはある大きなシャコガイを口で破壊しようとするが、これまでと違って破壊できない。

　Ｂランクの魔獣なら一嚙みにできる魚Ｂの召喚獣は、その辺の岩なら簡単に嚙めば粉砕できるのにもかかわらずだ。

（お？　これは当たりか。みんな集まれ）

　様子の違う、この破壊できないシャコガイが当たりだと判断し、散らばっていた他の魚Ｂの召喚獣も集める。

　アレンたちも破壊できないシャコガイのある場所を目指して移動する。

「ここ？」

　目当ての破壊できないシャコガイの沈む地点の真上に、アレンたちも到着した。

「ああ、さてどうするかな。エリーたち、ちょっと海底から取ってきて」

『承りましたわ』

　アレンたちが到着しても、まだ魚Ｂの召喚獣では破壊できないでいる。

　よっぽど頑丈なようなので引き揚げてシャコガイごと回収することにする。

　霊Ｂの召喚獣を数体海底に潜らせた。

　その時だった。

　海中をシャコガイの方に向かう巨大な群れを、旋回させていた鳥Ｅの召喚獣が発見する。

「む？　敵だ。すごい勢いでこっちに来るぞ!!」

　アレンが警戒の声を上げたため、パーティーは一気に臨戦態勢に入る。

「敵ね」

　セシルがアレンの後ろで、杖を握りしめる。

（ん？　この紅蓮の体は？）

　鳥Ｅの召喚獣が、青い群れの中核を泳ぐ、血のように赤い巨体を発見する。

「こいつはＳランクの階層ボスだ！　クリムゾンたちが来るぞ!!」

　血のように赤い巨体は、クリムゾン＝カイザー＝シーサーペントと呼ばれるＳランクの魔獣で、４階層の覇者だ。

　Ａランク上位の魔獣を10体従えていて、それがクリムゾンを守るように固まって泳ぐ一回り小さい青色の海竜、カイザーシーサーペントだ。

　赤と青の海竜の群れは、巨大シャコガイを引き揚げようとしていた霊Ｂの召喚獣たちや、それを破壊しようと集まっていた魚Ｂの召喚獣たちを取り囲んだかと思うと、一斉に襲いかかった。

　絶妙のコンビネーションで、水中を縦横無尽に泳ぎ回り、またたく間に１体残らず光る泡に変えてしまう。

　水中はクリムゾンたちの独壇場のようだ。

（さて、勇者はこいつたちが出たらマッハで逃げるらしいが倒せるかな）

　ヘルミオスはクリムゾンを倒したことはないとだけ聞いている。

　だから攻略法は自分らで見つけないといけない。

「敵は水中にいる。まずは数を減らすぞ。セシルは氷魔法で攻めてくれ」

「ええ」

　火では効果が薄いと判断し、氷魔法でカイザーシーサーペントを攻める。

　クレナやドゴラも、アレンたちを食らおうと水中から顔を出したカイザーシーサーペントの顔面に渾身の力を込めて、大剣や大斧を叩きこむ。

　数の多さはそれだけで脅威だ。カイザーシーサーペントを優先して攻撃し、数を減らすことにする。

　アレンの仲間は２度の転職を済ませ、さらにはレベル上げが終わっているということもあり、１体また１体とカイザーシーサーペントが数を減らしていく。

　だが、それを見逃す群れのボスではなかったようだ。

『ギャアアアアス!!』

　クリムゾンが鳴いた。その声は水上にいても聞こえるほどの大きさで、水を伝って周囲３６０度に広がり、水面に届くとさざ波となって、さらに四方に広がっていく。

（お？　これってもしかして。例のあれか）

　アレンたちが距離をとるために鳥Ｂの召喚獣を上昇させるのと入れ違いに、どこからともなく、やられたのと同じ数のカイザーシーサーペントがやって来る。

「こいつは仲間を呼ぶぞ!!」

「また振出しに戻ったじゃないっ、て!?　あ、危ない!!」

　警戒の声を上げたアレンにセシルが絶叫する。

　いきなり、水中から水が伸びて、槍のようにアレンたちの乗る鳥Ｂの召喚獣を襲った。

　クリムゾンたちが水魔法を駆使して、上空にいるアレンたちに遠距離攻撃を仕掛けてきたのだ。

　水の柱は数百メートル以上伸びて、直線なので避けられなくはないが、ひっきりなしに撃ってくるので、こちらの攻撃が届くところまで近づくことができない。

（くそ、一旦引いて、こいつらがいなくなったところで、こっそり取りに来るか）

　魔獣の討伐が今回の目的ではないので、わざわざ終わりのないこの戦いを続けるより、一度引こうと考える。

　そして、クリムゾンたちがいなくなったところで、シャコガイを回収すればよい。

　だが、

「キャ!?」

「ソフィアローネ様!?」

　ソフィーとフォルマールが跨がる鳥Ｂの召喚獣が、水の柱を体の側面に受け、空中でバランスを崩す。

　鳥Ｂの召喚獣はなんとか持ちこたえたものの、ソフィーが足に傷を負ったようなので、キールがすかさず回復魔法をかける。

「大丈夫か!?」

「ええ、ありがとう、フォルマールも大丈夫ですわ」

　ソフィーの腕の中にいる水の幼精霊ケルピーが、ソフィーを見上げてキュッと鳴いた。

　その目つきが不安げに見えて、ソフィーは「大丈夫よ」とケルピーを撫でようとした。

　しかし、ケルピーはその手を振り払うように頭を動かし、クリムゾンたちを睨みつけて大きく鳴いた。

『キュキュ!!』

「ケルピー様、私なら……」

　そこまでしか言えなかった。

　ソフィーの全身から魔力が消えていく。

　意識が遠くなっていく。フォルマールの声がどこか遠くで聞こえる。

　どうやら体力まで吸い取られてしまったようだ。

（やばいな。後衛に攻撃が達するし、ここは逃げの一択だな）

　アレンが撤退を決めようとしたとき、

「な!?　ソフィアローネ様!!」

　フォルマールの悲鳴に続いて、水の幼精霊ケルピーが、誰が見ても分かるかたちで暴走した。

　鳥Ｂの召喚獣の首にくったりと倒れ込んだソフィーの腕から飛び出したケルピーは、しかし水面に向かって落下しかけたところでピタッと静止する。

　すると、空中のケルピーに向かって、こんどは真下の水面がつり上げられたように隆起し始めた。

「おいおい、冗談だろ。何だこれ？　どうやったらこんなことが出来んだよ」

　ドゴラが水面を見下ろすと、そこは広げた傘のようなかたちに盛り上がっていく。

『ギャアアアアアアッス！！！』

　水中からクリムゾンの叫び声が聞こえる。

「おい、みんな巻き込まれるぞ!!　一旦下がれ!!」

　アレンが叫んだ次の瞬間、巨大な水の塊が空中に飛び上がった。

　透明なゼリーのような水の塊がケルピーに向かって上昇していくと、周囲に散開したアレンたちからは、中にクリムゾン含め海竜11体が閉じ込められているのが見えるようになった。

（おいおい、１００メートルは下の海底が剝き出しになって見えるんだが？）

　どんな力が働いているか分からないが、水が持ち上がった後の空間には、周りから水が流入しないようで、カッポリと巨大な縦穴が開いている。

『はは。アレン君でも驚くことがあるんだね』

「え？　幼精霊ってこれほどの力があるんですね」

　精霊神ローゼンはアレンが驚いたことが嬉しかったようだ。

『幼精霊がどうしたって？　精霊は神の眷けん属ぞくだよ？　ケルピーは紛れもなく、四大神の１柱である水の神アクア様の眷属だ。精霊使いの全ての魔力と半分の体力を使えば、これだけのこと造作もないさ。はは』

　胸を張り、精霊の力を自慢する。

（なるほど、水属性もあってとんでもない威力になったのか。って水が破壊されそうだ）

　巨大な水の塊に、内側からクリムゾンたちが体当たりを始めた。水の塊の表面にヒビのようなものが生じていく。

　分析も考察もしている暇はなさそうだ。

「エリー、今のうちに回収してくれ!!」

『はい!!』

　霊Ｂの召喚獣を３体召喚し、水が無くなった縦穴の底から大きなシャコガイを引き揚げさせる。

　３体掛かりなら、大きなシャコガイを持ち上げることができた。

　霊Ｂの召喚獣を護りながら、アレンたちも急いでこの場から離れる。

　水の塊から離れてすぐ、背後から地響きのような音がした。

　水の塊が破壊されたか、ケルピーが解除したのか、浮かび上がっていた水がクリムゾンごと落下して、水底と周りの水面に叩きつけられた音だ。

　アレンたちは、振り向くことなくその場から全力で離れて行く。

　こうして、巨大なシャコガイを１つ、手に入れることに成功したのであった。




　アレンたちは、巨大シャコガイを回収した場所からかなり離れた位置まで進み、そこにあった葉の上に、シャコガイを置いた。

　しばらく警戒していたが、クリムゾンたちは追ってこなかった。

「開けて見てみようぜ」

　キールがシャコガイの波形の合わせ目に顔を近づけ、中を覗き込むが、ピッタリ閉じていて中を見ることはできない。

「ああ、まかせろ。んぐぐ!!」

　ドゴラが、合わせ目に両手を差し込み、力を込めて左右に開く。

　魚Ｂの召喚獣が嚙み砕けなかったシャコガイを、ドゴラの両腕がゆっくりと開いていく。

「おおお!!」

　アレンも仲間たちも声が１つになる。

　皆が皆、望んでいた輝きが、シャコガイの中に見えたのだ。

「おりゃあああ！！！」

　ドゴラが絶叫し、両腕の筋肉をパンパンにしながら、巨大シャコガイの合わせ目を大きく広げる。

　ごつごつした、金色に淡く輝く塊が、その全貌を現した。

　全身汗びっしょりになりながら、その場に倒れ込むドゴラを、皆がねぎらっている隣で、アレンはシャコガイの開いた口を覗き込み、オリハルコンの塊の大きさから何が作れるか思案する。

（えっと、オリハルコンの装備を作るなら、クレナとドゴラの武器に、２人の防具、後はドゴラの大盾だけど、この大きさの塊からだと、作れるとしてそのうちどれか１つか。なら答えは決まったな）

　クレナとドゴラが使っている武器はとても大きい。

　そして、目の前にあるオリハルコンの塊は、成人男性の胴体くらいの大きさだ。

　この大きさのオリハルコンの塊なら、武器も防具も１つしか作れそうにない。

「じゃあ、これでクレナの大剣を作ろう」

「え、いいの？　やったぁ！　オリハルコンだ!!」

　クレナがオリハルコンの塊を両手で持ち上げ、天に掲げて全身で喜びを表す。

　必要な装備が被った場合は、パーティーのリーダーであるアレンが、全体の効率を考えて割り振りを判断する。

　これは、学園都市にいたころから皆で納得していたことだ。

　だから、クレナが先にオリハルコンの武器を手にすることになっても、ドゴラは何も言わない。

　それから３日、アレンたちはあちこち飛び回り、シャコガイを破壊しまくったが、２つめのオリハルコンの塊を見つけることはできなかった。

　一旦ダンジョンを脱出し、拠点に戻る。

「え？　それはオリハルコンの塊かい？　もう見つけたの」

「はい」

　クレナが両手に抱えるものを見て、ヘルミオスが目を丸くした。

「ヘルミオスさん。剣にして欲しいです!!」

「う、うん。そうだね。じゃあ、明日の朝、案内するよ」

　翌日、久々に試練の塔を離れ、荒涼とした大地の上を飛んでいく。

「ハバラク先生のいるところまで、ここから結構あるからね。たぶん、この速度で２日くらいかかるかな」

　ヘルミオスは、ローゼンヘイムでの戦争で、鳥Ｂの召喚獣に乗って移動した事があり、所要時間に見当がつくようだ。

　ヘルミオスが紹介してくれるという、鍛冶職人のいる場所まで、アレンたち全員と共に、ヘルミオスも同行してくれる。

　ハバラクという鍛冶職人は頑固な性格で、あまり大人数で行くと機嫌が悪くなるかもしれないという。

　さらに２日ほど飛び続ける。

「景色が変わってきましたね」

　アレンは眼下の様子が変わったことに気付く。

　山が増え、巨石も散らばって、全体的にゴツゴツとした印象の地形になってきた。

　山には火山が多く、あちらこちらの山頂から噴煙が上がっている。

「ああ、この辺りは既に旧メルキア王国だね。昔は火の国って呼ばれていたらしいよ」

　アレンの気付きに、隣を飛ぶヘルミオスが答えてくれる。

（なるほど、バウキス帝国になる前は別の国だったのか）

　学園では、魔王軍の侵攻に対抗するためという名目で、バウキス帝国はこの大陸を１つに統一したと学んでいる。

　元からバウキス帝国であった土地を離れるくらい、遠くまできたようだ。

　ヘルミオスが「この調子なら今日中に到着できる」と言った通り、やがて１つの街が見えてくる。

　煙突がいくつも見える以外に、特に変わったところのない街だ。

「あそこが、ハバラク先生のいる街だよ」

　オリハルコンを加工できる鍛冶職人は世界に３人もいないとヘルミオスから聞いたが、そんな伝説の名工が住んでいると言われても、街を見ただけではなかなかぴんとこない。

「はい。少し手前で降りましょうか」

　まもなく日が落ちようという頃に、アレンたちは街に入っていく。

　門番に冒険者証を提示すれば、問題なく通してくれた。

　ヘルミオスに案内され、街の中を進んでいくが、すれ違うのはドワーフばかりだ。

　武器や防具だけでなく、土の食器や焼き物の調度品、農具や工具、金具などの金属製品を扱う店が並んでいる。

　冒険者にとってあまりうま味のない街のようだ。

「ああ、ハバラク先生の工房はここだよ」

「おお!!」

　ヘルミオスが、行く手に見える建物を指し示すと、クレナが嬉しそうに叫んだ。

　クレナは街に入ったときから、ずっとオリハルコンの塊を胸に抱えている。

　ヘルミオスが示した建物は、アレンには他の建物と代わり映えしない質素な建物に見える。

　煙突が見えるので、鉱石を錬成するための炉か何かあるのだろうと予想する。

　コンコン

　ヘルミオスが扉をノックする。

「はい、どちら様でしょう」

　落ち着いた印象の声がして、扉が小さく開く。

　顔をのぞかせたのは、ドワーフの青年だった。

「ヘルミオスと申します。ハバラク先生に用事があって参りましたが、今日はもう遅い時間ですので、明日また改めて伺いたいのですが、よろしいでしょうか？」

「ヘルミオス？　勇者ヘルミオス様ですか？」

　ドワーフの青年は、扉と戸口の隙間から、顔を半分だけのぞかせて、ヘルミオスを見上げている。

（なんか、新聞の勧誘に来た時の対応に似ているな）

「そうです。オリハルコンの加工をお願いしに来ました」

「……申し訳ございませんが、お引き取り下さい」

「え？　ハバラク先生にお取り次ぎいただけませんか？　以前うかがった時は、『いつ来ても良い』とおっしゃっていただいたのですが？」

「いえ、実は今、ご機嫌があまりよろしくないのです……。申し訳ございません」

　だが、ヘルミオスも簡単には引き下がらなかった。

「とても大事な用事です。なんとかお取り次ぎいただけませんでしょうか？」

　ヘルミオスはアレンたちのために粘ってくれる。

「わ、分かりました。お返事は変わらないと思いますが」

　そう言い残して、ドワーフの青年は扉を閉めた。

「中にはいるようだな」

「う、うん」

　アレンの言葉に答えるクレナの声は極端に小さい。

　断られたことがショックでしょんぼりしている。

　ほどなくして、ドワーフの青年が戻ってきた。

「どうでしたか？」

「やはり、駄目だと……」

　ヘルミオスの問いにドワーフの青年は申し訳なさそうに断りの言葉を告げる。

「そ、そんな。オ、オリハルコンを持ってきました。剣にしていただけませんか？」

　クレナがおずおずと前に出た。

「えっと。だから、駄目だと」

「お願いします!!」

　クレナはその場で頭を下げながら、オリハルコンの塊をドワーフの青年に差し出した。

「クレナ、ちょっとやり過ぎだ。この人も困っているよ」

「うん。ごめんなさい……」

　アレンがそう言うと、クレナはようやく引き下がった。

　だが、

「さっきからうるせえぞ!!」

　ドワーフの青年の背後から、ものすごい怒鳴り声が轟いた。

　背後を振り返ったドワーフの青年が、慌てた声で返答する。

「申し訳ございません。ハバラク先生。今お断りしている……」

　ドワーフ青年が言い終えるより早く、扉が吹き飛びそうな勢いで開かれた。

　そこには、頭に布を巻いたドワーフのおっさんがいた。

「あん？　何だお前ら？」

「おお、ハバラク先生、お久しぶりです」

「ん？　ヘルミオスじゃねえか」

（このおっさんが伝説の名工か）

「はい。今日はオリハルコンを武器にしていただきたくて参りました」

　ヘルミオスがにこにこ笑いながらそう言うと、ドワーフの青年が両手で顔を覆ってしまう。

「オリハルコンだと」

「はい!!」

　クレナがオリハルコンを差し出す。

　それを見た名工ハバラクの顔に、メキメキと音が聞こえそうなほど太い血管が浮き出てきた。

「……貴様ら、それはどこで見つけた？」

「ダンジョンです」

　ハバラクの豹変ぶりに、アレンはクレナに代わって答えた。

「ダンジョンだと？　だったらてめえらは冒険者か？」

「そうです」

　そう答えるや否や、名工ハバラクの両腕が伸びて、アレンは胸倉を摑まれた。

　ハバラクの身長はアレンより少し小さいくらいだが、腕はアレンの足よりも太く、アレンの体を持ち上げてしまう。

「ハバラク先生。どうなさったんです？　その子たちが何かしましたか？」

　ヘルミオスも困惑しながらも、名工ハバラクの腕を押さえ、アレンを解放しようとする。

「てめえらが、ディグラグニ、ディグラグニってあんなよく分かんねえ奴を祀り上げるせいでな！　フレイヤ様がお怒りになってオリハルコンはもう叩けなくなったんだよ!!」

　名工ハバラクは血走った目でアレンを睨み、大声で怒鳴りつけてきた。

「それはどういうことでしょう？」

　アレンは前にでようとする仲間たちを手で制して、胸倉を摑まれたまま事の理由を尋ねる。

「お、お前らのせいでな!!　ち、ちくしょおおおお!!」

　名工ハバラクは叫んで、アレンを突き飛ばした。

　そして、崩れるように膝を突くと、両手と頭を地面につける。

「あ、あの？」

　アレンは立ち上がり、名工ハバラクに問いかけるが、

「フ、フレイヤ様、申し訳ありません。申し訳ありません、申し……」

　彼は丸めた背中を震わせながら、拳で地面を殴りつけ、嗚咽しながら火の神フレイヤに対する謝罪の言葉を口にするばかりである。




　Ｓ級ダンジョンを攻略する中で、もう１つの物語が生まれようとしているのであった。













特別書き下ろしエピソード①　動乱罪











　ラターシュ王国の国王は、額の皺を深くして考え込んでいる。

　既に70歳を過ぎているのだが、今はさらに老け込んで見える。

　高齢のため臥せることもある国王は、人と会う場所はもっぱら自らの寝室であったが、いまそこに、もっか彼の皺を深くしている人物が招かれていた。

「……グランヴェルよ。難しいことをしてくれたの」

「申し訳ございません」

　ベッドから上体を起こした国王は、椅子に座った姿勢から、絨毯に顔がつくのではというほど身を折り、深々と頭を下げるグランヴェル男爵を眺めた。

　下級貴族が王族の寝室に上がることなど異例中の異例なのだが、それもやむをえない事態が起こっているのだ。

　事の発端は、退任が決まった法務大臣の席を継ぐ者として、国王がある貴族を推薦したことである。

　この貴族は、王城内の派閥争いの中で、「学園派」と呼ばれる一派に所属していた。

　そこで、対立する「王国派」が、「学園派」貴族による新法務大臣の就任を阻止しようと、政治工作に動きだした。

　その動きの中で、カルネル子爵は、ならず者を雇い、男爵の娘セシルを誘拐させたのである。

　この誘拐事件は、セシルの従僕アレンが彼女を救出したことで解決した。そして、結果的に、男爵を押さえつけるどころか、子爵への反発を爆発させたのである。

　グランヴェル男爵は、従僕アレンが発見した新たなミスリル鉱の採掘権を利用して、王家はもちろんのこと、王城内の諸貴族にまで、誘拐事件とその背景の究明と、事態の改善を要請した。

　誘拐事件の首謀者として名前の挙がったカルネル子爵は、元々、金にものを言わせる傍若無人なやり口で心証がよくなかった。

　そのために、彼を快く思わない貴族たちが男爵の協力者となった。

　中には、魔王軍との戦いに資材人材を供出して、金に困っていた貴族も多かったようだ。

　結果、カルネル子爵を断罪する声が王城のあちこちで噴出し、日を追うごとに激しさを増しているのが、この事態の現状である。

　カルネル子爵には、申し開きをせよと王宮に呼び出したが、領内に引きこもって沈黙したままだった。

　国王は、今回の騒動がまだ小さな火種のうちに気づくことができたら、あるいは、男爵が国王のみに相談を持ちかけてくれたら、ここまで炎上させずに済ます手段もあったのにと残念に思う。

「陛下、今は王家の力を示すときでございます。カルネル子爵の行いが見過ごせないものであると明らかになった今、厳しい態度を取らなければ、他の貴族にも示しがつきませぬ」

　国王のベッド脇に立つ、太った宰相が進言する。

「そうであるな……。厳しい姿勢か」

「子爵は、王太子殿下にもかなりの額を投資したとの調べがついております。このままでは陛下の威信にも関わりましょう……」

　宰相が「王太子にも」と口にしたことに、国王の顔つきが悲しいものに変わる。

　老齢となって、玉座に上がることの少なくなった自分の発言力が弱くなっていくのは致し方ない。

　国王には、次期国王と目される王太子を制する力が既にないのではないかと考えられていた。

　王太子が、５大陸同盟よりも自国を優先しようという「王国派」の旗印となってしまい、貴族たちが徐々に「王国派」に傾くようになっていったのである。

　そこにきて、カルネル子爵が、ミスリル鉱で潤った資金を王太子に貢いでいたとなれば、子爵への処遇をどうするかが、王国の未来を左右する可能性が高まってしまう。

　国王の次の言葉を待つ中、

　コンコン

　寝室の扉がノックされた。

「剣聖ドベルグ様と、ライバック近衛騎士団長をお連れしました」

　扉の向こうから近衛騎士の１人の声がした。

「うむ、お通ししろ」

　宰相がそう言うと、ドベルグとライバックが入ってきて、グランヴェル男爵を挟むように座った。

　グランヴェル男爵の顔に汗が滲む。

　数十年という途方もない年月を魔王軍との戦いに過ごす英雄ドベルグと、国王直属の近衛騎士団長ライバック。

　ラターシュ王国最強の２人が、自分の両隣に座ったのだ。

「ドベルグよ、よく来てくれたな」

「折りよく、王城におりましたので」

　ドベルグが、眼帯で覆われていない、残った片目をつぶって見せた。

　呼び出しを受けたのが戦場だったならば、この場にはいなかったということを暗に示している。

　農奴出身のドベルグだが、これでも随分と王城内での態度も良くなった方だ。

「そうだったな」

　国王も、年も近く、付き合いが長いせいか、不快に思うこともない。

「陛下。勇者のパーティーへの推薦をしていただき、心より感謝を申し上げます」

「ああ、そうだったな。魔王は世界の存続を脅かすもの。我が国としても５大陸同盟への協力を惜しむわけにはいかぬ」

　勇者ヘルミオスには、魔王軍との戦いの中で、10人程度のパーティーを組んで遊撃的に行動し、敵軍の指揮官である上位魔族や魔神を倒すという役目がある。

　そのため、彼のパーティーには、要塞戦とは桁違いの危険が伴い、剣聖や聖女など才能豊かな者であっても、作戦行動中には命を失うことがある。

　しかし、魔王軍に対する５大陸同盟としては、欠くことのできない重要な作戦であることから、欠員の補充に際して、勇者の所属するギアムート帝国だけでなく、５大陸同盟に協力する各国からも、才能豊かな人材の供出を求めていた。

　今回、70歳に近いドベルグであるが、国王は彼を、勇者ヘルミオスのパーティー「セイクリッド」に推薦していたのである。

「今日ここに来て貰ったのは、他でもない、ドベルグに頼みたいことがあるのだ。王国内で困ったことが起きておってな……」

　国王はそう話し始めたが、

「申し訳ございませんが、我にはもう時間がございませんゆえに」

　内容を聞くことなくドベルグは断った。

　一瞬、宰相の顔に緊張が走る。

　ドベルグは、遥か昔に爵位を授かり、その後も功績を認められて、現在は侯爵にまで陞しよう爵しやくされているものの、いまだに魔王軍との戦いに明け暮れ、貴族らしいことをほとんど行わない。

　これには、ドベルグが人生の全てを掛けても魔王軍と戦う理由があるのだが……。

「まだ、見つからぬのか」

「……はい」

　ドベルグが頷き、片目を覆う眼帯に触れた。

「そうか。そうだな、諦めるとしよう。では、ライバックよ」

「は！」

　ライバックが待ちかまえていたようにすばやく返事をする。

　その早さに、グランヴェル男爵の全身にさらなる緊張が走る。

　国王は、ドベルグが依頼を断ることを予測していた。

　そしてライバックも、ドベルグの返事を予測して、この場にやってきている。

　自分が起こした騒動は、それほどのものだったということが、改めて実感されたのだ。

　だが、

「頼めるか」

「我は王国の盾にてございます。カルネルの首、すぐにでも陛下のもとへお届けします」

　国王を守る近衛騎士団長のライバックは、ドベルグと違い、圧倒的な王家への忠誠があるようだ。

　自分の予想を超えたライバックの反応に、グランヴェル男爵は思わず伏せていた顔を上げてしまう。

「こ、国王陛下!?」

　宰相が男爵を睨み付ける。

「黙れ。既にもう後戻りできぬところまで来ておるのだ。カルネルが国王の名を騙かたった罪がどれほどの重さか分からぬはずもなかろう」

　男爵は再び顔を伏せてしまう。

「グランヴェルよ。余の目が黒いうちは、このようなことがあってはならぬのだ」

「は……」

　と返事しながら、グランヴェル男爵はこの後の国王の言葉を想像した。

　そしてそれは想像通りになる。

「余、イズノワード＝フォン＝ラターシュ３世は、此度の一件の首謀者であるカルネル子爵に動乱罪を適用する。ライバック、カルネル子爵を捕らえよ」

「は!!」

　ライバックは力強く返事をして立ち上がり、王の寝室を内側から護る近衛騎士の１人をふり返る。

「近衛騎士団第一部隊はいつでも出動可能でございます!!」

　近衛騎士が声を張り上げた。

「うむ、第一部隊は発着地に集合させろ。我もすぐに向かおう」

　ライバックの指示を受け、近衛騎士の１人は国王の寝室から出ていった。

「では、陛下。今しばらくこの場でお待ちください。高速艇なら明日の昼過ぎには戻ることができるでしょう」

　ライバックは一礼すると、自分も国王の寝室から出ようとした。

「……ライバックよ」

　その背中に、国王が声をかける。

「すまぬが、カルネルは生きたまま捕まえてくれぬか。この厳しい時代を、ともに切り開いてくれたのだ」

　国王は額の皺を一層深くして、絞り出すような声でそう言った。

　魔王軍との戦いに国中が消耗していく中、カルネル子爵が領地から供出するミスリルは、国内だけでなく、魔王軍に対する５大陸同盟全てに需要があり、外貨を稼いで、かろうじてラターシュ王国の安定を支えていたのである。

　カルネル子爵の暴虐は許されるものではないが、国王は温情を示した。

　こうして、カルネル子爵は「動乱罪」によって粛清されることになったのであった。





＊　＊　＊






　その日、カルネル領の領主館の最上階にある、カーテンを閉め切った１室で、カルネル子爵が館の執事と向き合っていた。

「御当主様、やはり王城に行かれた方が……」

　執事は何度となく繰り返した進言を、いま一度口にした。

「馬鹿者が！　今更王城に行って何になる！」

　カルネル子爵は執事を怒鳴りつけながらも、カーテンの隙間から外を見ることを忘れない。

　彼の足下には、数枚の羊皮紙が転がっている。

　すべて、国王の印章が押された、王城への召喚命令だ。

　カルネル子爵は、王家の使いと結託し、王の名を借りて契約を図ろうとした。

　それが発覚した今、自分が軽くない罪に問われているだろうことは容易に想像できたし、さらに召喚命令を無視し続けているのだから、自分でも恐ろしさに震えずにはいられない。

　だが、彼が領内に引きこもっているのには、理由がある。

　それは、子爵が腕に抱える１枚の書簡であった。

「し、しかし……」

「くどいぞ!!　王太子殿下は、時が来れば手を貸してくださると仰ったのだ!!」

　その書簡は、王太子の使いを名乗る者から渡されたもので、「領内に留まれ」とだけ書かれていた。

　王太子は自らを見捨ててはいない。

　このまま召喚命令を無視すれば、救いの手が差しのべられる。

　子爵はそんな期待を捨てきれなかったのだ。

　ゴンゴン

　扉をノックする音が、光のほとんど差し込まない部屋にやけに大きく響いた。

「な、何事だ!!」

　カルネル子爵が焦燥しきった顔で叫んだ。

　扉が開き、従者の１人が飛びこんできた。

「申し訳ございません。予定にない魔導船がこちらに向かっております！　間もなく街の上空に達します!!」

「な!?　なんだと!!」

　従者は筒状の物を差し出した。

「こちらをお使いください」

　筒状の物は、望遠の魔導具だった。

　カルネル子爵はそれを奪い取るように握ると、西日の差し込むカーテンの隙間に差し入れ、上空を眺めた。

　拡大された視界に、巨大な魔導船がこちらへ向かってくるのが見えた。

　その船体に、あるものを見つけてしまい、カルネル子爵は思わず望遠の魔導具から目を外してしまう。

「あの紋章は、お、王家の……」

　船体には、ラターシュ王国王家の紋章が描かれている。

「も、もしかして、もう全てが終わってしまったのでは」

　執事は何が起きているのか悟った。

　王家の紋章が描かれた魔導船を動かせる者は限られている。

「な、何を言う。王太子殿下は……」

　これ以上の言葉をカルネル子爵は口にすることができない。

　信じていれば、何とかなるかもしれない。

　信じていれば、それを事実であると思うことができる。

　それが、自分勝手な妄想でしかないと分かっていても、信じる以外にできることがなかった。

　だが、今、自分が考えていることを口にしてしまったら、その妄想から目を覚ましそうに感じられたのだ。

　何故、この書簡に王太子は自らの名前を書かなかったのか。

　もしかしたら、王太子が証跡を抹消するための時間稼ぎに、自分は使われてしまったのではないか。

　これまで抑え込んでいた、最悪の想定が頭の中に溢れてくる。

　カルネル子爵は再び望遠の魔導具に目をあて、魔導船を眺める。

　その目つきは、救いをもとめる者の目つきになっていた。

　魔導船は位置を微調整しながら、街の広場上空に停止した。

　下部のハッチがゆっくりと開いていく。

「いかがされました」

　従者の声が耳に届いた時、子爵は魔導船のハッチの中に、多数の光るものを見ていた。

　それは西日に照り映える、騎士の鎧であった。

「……あれは？　お、落ちてくるぞ!!」

　ズウウウウウン




　魔導船から、１人の騎士が落下した。




　１００キロを超える重量が、上空１００メートル以上の高さから、広場の中央に落下する。

　落下地点にあった噴水は、轟音とともに粉砕され、水しぶきが周囲のどの建物よりも高く吹き上がった。

　その場に居合わせた人々は、一瞬の驚愕から立ち直ると、広場からワラワラと逃げ始めた。

　騎士は、自らの身長と同じほどの巨大な盾を持っていた。

　落下してきた騎士を残し、誰もいなくなった広場を、魔導船の中から見下ろす騎士たちがいる。

　その騎士たちも、次々と魔導船から宙に身を躍らせた。

　ズウウウウウン

　ズウウウウウン

　ズウウウウウン

　フル武装の騎士たちが次から次へと落ちてくる。

　その数１０００に達する騎士の落下によって、広場の石畳はことごとく粉砕されてしまった。

　彼らは、ラターシュ王国の近衛騎士団だ。

　入団すれば、魔王軍が侵攻する要塞で最低10年の務めを果たさなければならず、２つ以上の才能を持っていることが必須条件である。

　この場にいる全員が、騎士団長ゼノフと同等か、それ以上の力を持っている。

「国王陛下から王威を示せとの仰せである！　ラターシュ王国最強の騎士団、反逆者カルネル子爵を捕らえよ!!」

「は!!」

　大盾を持つライバック近衛騎士団長が声を発すると、騎士たちはフルフェイスの兜の奥から答える。

　そして、館に向かって移動を開始した。

　その様子を、望遠の魔導具で確認したカルネル子爵は、従者に向かって叫んだ。

「何をしている！　門を閉じぬか!!」

　慌てて飛び出した従者は、子爵館の騎士たちを連れ、館の分厚い鉄板の門扉を閉め、閂かんぬきを掛けた。

　近衛騎士団が到着する前に、門が閉められたことをカルネル子爵は部屋の窓から確認し、安堵の息を吐いて、これからの対策を考えようとする。

　しかし、そんな時間はなかった。

　バアアアアアン

　門扉は、近衛騎士十数人の突進を受け、閂ごと門から吹き飛ばされた。

　カルネル子爵は窓を開け、数十メートル下の庭に展開している配下の騎士たちに叫ぶ。

「どうした！　構わぬ。弓を射よ!!」

「し、しかし……」

「早くするのだ！」

　そこまで言われて、配下の騎士たちは、十数人で横一列になって接近してくる近衛騎士団に向かって矢を放った。

　キン

　キン

　キン

　だが、ミスリル製の矢じりも、近衛騎士団の鎧兜には通用しない。

　近衛騎士たちは散歩でもするかのような歩調で、館の庭に入ってきた。

　中の１人が、カルネル子爵の引きこもる部屋の窓を指さした。

「あちらのようです」

「うむ」

　ライバック近衛騎士団長は、騎士の指さす窓を確認すると、部下が子爵の騎士たちを蹴散らして作る館への道を悠然と進んでいく。

「だ、脱出しましょう。御当主様」

「う、うむ。そうだな」

　執事の言葉に、我に返ったカルネル子爵は、窓から離れ、部屋を出ようとした。

　しかし、複数の人影が、部屋の戸口に立ち塞がった。

「申し訳ございません。このままこちらでお待ちいただきます」

「な!?　いつの間に」

　魔導船とは別ルートで、館に潜入していた近衛騎士団の斥候であった。

　思わず後ずさりしたカルネル子爵の背後で、

　ガシャアアアアン

　どのようにしたものか、５階の窓を粉砕し、騎士たちが飛びこんできた。

「カルネル子爵殿。貴殿には動乱罪が適用されております。大人しくしていただければ、この場で危害は加えません」

　カルネル子爵は手を上げ、その場にひざまずいた。

「ふむ、日が暮れる前に片はついたようだな」

　引き立てられていくカルネル子爵と入れ替わりに、部屋に入ったライバック騎士団長は、破れた窓から差し込む西日を見ながら、そう呟いた。

　こうして、カルネル子爵は捕らえられ、いわゆる「グランヴェル家の変」が終結したのであった。













特別書き下ろしエピソード②　怪盗ロゼッタ











　勇者ヘルミオスのパーティーにはロゼッタという怪盗の才能を持った女性がいる。

　これは彼女とヘルミオスの出会いの物語である。

　かつて、ロゼッタは、十数人の仲間たちとともに、ロゼッタ怪盗団という怪盗団を組み、貴族や大商人を狙って盗みを繰り返していた。

　その晩も、まんまと狙いの貴族邸の宝物庫に侵入し、金銀財宝を漁っていた。

「姉ちゃん、荷物は全部魔導具に入れたぜ」

　アベルという青年が、手にした袋を口紐で閉めながら嬉しそうにロゼッタに声をかける。

　この袋は、内側が見た目の何百倍もの広さになっていて、広げた口を通るものならなんでも入れることができる魔導具だった。

「アベル、分かった。皆もずらかるぞ!!」

「おう!!」

　仲間たちとともに宝物庫を出て、平民では踏むことはおろか、一生目にすることもないような高級な絨毯が敷かれた廊下を歩いていく。

　館の庭に面した廊下を侵入してきた裏口に向かって進んでいると、突き当たりの角から、寝巻姿の恰幅の良い男が現れた。

　トイレに行く途中だった、この家の主は寝ぼけ眼をこすって、ロゼッタたちを見た。

「は？　なんだお前ら……、ぞ、ぞ、賊が出たぞ!!」

　主人が大声で叫ぶ。

「やべえ、窓から逃げるぞ!!」

　ガチャン!!

　窓を破って、ロゼッタ怪盗団は館の庭に飛び出した。

　夜の闇の中、芝生を蹴って、館の門へと駆けていく。

　さきほどの主人の叫びを聞いたらしく、館のあちこちで使用人たちが叫び声を上げる。

　警報が鳴り響き、魔導具の灯りが建物の窓を、庭先を明るく照らし始めた。

　だが、自分たちの方が早く門に着く。

　ロゼッタ怪盗団の全員がそう考えた時だった。

「馬鹿な賊どもが。逃がさぬぞ!!」

　門の前には武器を手にした騎士が待ちかまえていた。

　先頭を走っていたアベルに、罪人相手だからと問答無用の一太刀が浴びせられる。

「うわああああ!!」

　不意の攻撃に、咄嗟に立ち止まってしまったアベルは、本能的に腕をあげて攻撃を防ごうとする。

　しかし、籠こ手ても装備していないアベルの腕で、騎士の剣を受け止められるはずがない。

「アベル!!」

　その瞬間、ロゼッタの体が陽炎のように揺らいだ。

「ぬん……って、け、剣が!?」

　振り下ろした剣で、怪盗団の１人を切り伏せたと思った騎士は、いきなりバランスを失い倒れ込み、両手を地面に突いてしまう。

　騎士の剣は、いつの間にかロゼッタの手に収まっていた。

　騎士が呆然と見上げるうち、怪盗団は門から脱出していった。

「ふう、助かったよ。ロゼッタ姉ちゃん」

「ん？　ああ、当たり前じゃない。収穫はあんたが持ってるんだから。ほら、ちょっと寄こしなさい」

「もう、何だよ、それ」

　ロゼッタは魔導具の袋をアベルからひったくる。

「しかし、これはとても便利ね。私たちの仕事にぴったりだわ」

　この袋は、以前、大富豪の家に盗みに入った時に手に入れたものだ。

「でもよ、もうこの街じゃ随分とやりづらくなったな。これ以上盗みに入れそうなところはねえぞ」

「そうね。それなら、今度は帝都を攻めてみるのはどうかしら？」

　ロゼッタはニヤリと笑う。

「お!!　とうとうか、ロゼッタ姉ちゃん」

　ロゼッタ怪盗団は、ギアムート帝国内の大きな街を渡り歩き、盗みを働いてきたが、最近では存在が知れ渡り、どこの街でも警戒されて盗みを働くのが難しくなってきていた。

　それで、今いる街のように、そこまで大きくない街を選んでみたのだが、それも限界のようだ。

　こうなれば、帝国中で最も金の集まる帝都に行くしかない。

「そうか、じゃあ、今日は帝都に乗り込む前祝いだ!!」

「おい、アベル。調子がいいぞ!!」

　ロゼッタに小突かれたアベルが肩をすくめると、残りの仲間たちから一斉に笑いが起きる。

　彼らは、ロゼッタとアベルと同じく、身寄りのない子どもたちだった。

　そもそも、ロゼッタ怪盗団は、ロゼッタと、彼女より３つ年下のアベルが、孤児院で出会ったことから始まった。

　魔王軍の侵攻を受けて数十年が経ち、ギアムート帝国は戦火に見舞われ、身寄りをなくした孤児であふれかえっていた。

　ロゼッタもそんな子どもの１人だった。

　気がついたときには、教会の運営する孤児院が家であり、修道女たちが親であり、アベルや他の子どもたちが兄弟になっていた。

　だが、それもロゼッタが５歳になるまでだった。

　鑑定の儀を受けたロゼッタに、「怪盗」という、１０００万人に１人ともいわれる貴重な才能があることが分かったのだ。

　それから、ロゼッタは、修道女から学園に行くための勉強をさせられた。

　学園は、才能のあるものだけが通うことができる。せっかく神から授かった才能を無駄にすることはないと言われたのだ。

　才能のない子どもはどうなるのかと聞くと、北にいけば働くことができて、食べ物に困らないと教えられた。

　その言葉を信じて、ロゼッタは勉強し、見事学園に通うことができるようになった。

　学園では、大人たちは彼女の特別な才能を褒めそやし、才能を伸ばすための特別な訓練を施した。

　ロゼッタはこれに応え、様々なスキルを身につけていった。

　才能を伸ばす彼女を、大人たちはチヤホヤし、ロゼッタもいい気分になっていった。

　しかし、それも学年が上がり、この世界の状況を知るまでだった。

　修道女の話にあった、才能のない子どもが働くというギアムート帝国の北部は、魔王軍との戦いが途切れることのない激戦区であった。

　そこでは、要塞の建築や物資の運搬に多くの人間が駆り出されるが、その半数以上が毎年魔獣に襲われて死んでいたのである。

　それを知ったロゼッタは、そろそろ卒業かというところで学園を抜け出した。

　生まれ育った孤児院に戻ると、アベルたちが鉄格子のはまった馬車に乗せられているところだった。

　ロゼッタは、学園で訓練したスキルを使い、アベルや他の子どもたちを馬車から逃がし、一緒に孤児院から逃走した。

　そして、大人たちに頼らずに生きて行くために、怪盗団を結成した。

　最初はロゼッタだけが盗みに入り、仲間たちは逃走のサポートをするだけだったが、ロゼッタが訓練をほどこし、それぞれが協力して盗みを行うことができるようになった。

　さらに、帝国内のあちこちで盗みを働く一方で、身寄りのない孤児たちを集め、怪盗団の規模は大きくなっていったのである。

　そうして大きくなったロゼッタ怪盗団が、活動の場を帝都に移して何年かが過ぎた。

　ある晩、貴族の家に侵入したロゼッタ怪盗団は、そのあまりの警戒の薄さに、一瞬違和感を覚えた。

　しかし、結成からこれまで、盗みにも逃走にも一度として失敗したことがなかったために、たとえ罠だとしても、切り抜けられないはずはないと考えていた。

　予感は的中し、宝物を探してある部屋に入ったところで、警報が鳴り出した。

「やっぱりね！　逃げるよ……って、何だよ、この窓は!?」

　ロゼッタたちが窓に駆け寄るより早く、鋼鉄のシャッターが降り、逃げ道を塞いでしまった。

　他に逃げ場はなく、身構えるロゼッタ怪盗団の前に、この館の主である貴族が、警護の騎士を引き連れて現れた。

「ふふふ、お前らが最近巷ちまたを騒がせているロゼッタ怪盗団か。これで貴様らの命運も尽きたな」

　貴族の手には、最近バウキス帝国から取り寄せたという、検知の魔導具があった。

　建物内に不審者が侵入すると、報せてくれるものだと、館の領主は自慢げに語る。

「生け捕りにしろ！　こいつらの首には懸賞金がかけられているのだぞ！　皇帝陛下に献上するのだ!!」

　騎士たちに取り囲まれ、ロゼッタはスキルを使って脱出することを考えたが、アベルを始め、他の仲間は才能がないものたちだ。

　見捨てて１人だけ逃げるわけにはいかない。

　こうして、ロゼッタ怪盗団は捕らえられ、全員が牢獄に入れられたのだった。





＊　＊　＊






　ロゼッタ怪盗団が捕まった次の日、勇者ヘルミオスはギアムート帝国の皇帝と食事をしていた。

　ギアムート帝国の現皇帝は若く、才能のある者、功績のある者には相応の待遇を与える方針をとっている。

　ヘルミオスは平民の出身だが、勇者の才能を持ち、それを伸ばして活躍したことで、公爵に叙せられたばかりか、皇帝と食事をともにするという、誰もが羨望するような地位にあった。

「失礼します」

　近衛騎士の１人が会食の場にやってきた。

「ん？　なんだ？」

　皇帝が直接声をかける。

「ウヌレウス子爵から、ロゼッタ怪盗団を全員捕縛したとの報告が参りました」

「ん？　そうか」

　皇帝は酒の入ったグラスを傾けながら、騎士の話の続きを聞く。

「全員を生かしており、どのような処罰とするか、皇帝陛下にお伺いを立てておられます」

「ふむ、まあ、そうだな。余が貴族どもに配った魔導具が役に立ったようだな」

　魔王軍との長引く戦争は、ギアムート帝国内の治安に悪影響を与えていた。

　どのような理由からか、徒党を組み、貴族の家に押し入る者たちが跡を絶たない。

　このような状況を打開すべく、ギアムートの皇帝は、防犯に使える魔導具をバウキス帝国よりいくつも取り寄せ、貴族や大商人に高値で売り捌さばいた。

「……」

　ヘルミオスは黙って話を聞きながら、皇帝が盗賊団に下す処罰を予想する。

　きっと凄惨な方法で処刑になることだろう。

「そうだな。ヘルミオスが捕まえたことにしようか」

「え？　僕が？」

「お前の功績はいくつあっても困らないからな」

　魔導具を用いてウヌレウス子爵が捕らえたものだが、子爵の手柄とするより、ヘルミオスの手柄にした方が、彼の後ろ盾である自分の影響力が増すと、皇帝は考えているのだ。

　数日後、皇帝の命令が下り、ロゼッタ怪盗団は、群衆を集め処刑場で裁かれる運びとなった。
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　ロゼッタ怪盗団が処刑される前の晩のこと。

　ヘルミオスは、巨大な柱が立ち並ぶ神殿のような建物の、石畳の上に立っていた。

　辺りを見回すと、うっすらと霧が立ち込めて、どこかから光が差している。

　その光の中に、男が立っていた。

　顔も見えず、背丈も服装もはっきりしないが、しかし、ヘルミオスは過去に、この男を近くで感じたことがある。

「ここは？　あなたは？」

『お呼び立てして申し訳ありません。あなた方が神託と呼ぶかたちでお知らせしたかったのですが、そうするには時間がなかったのです』

　その言葉で、ヘルミオスは全てを悟った。

　跪ひざまずこうとするが、寝ぼけているような感覚があって、体が上手く動かない。

「こ、これはエルメア様」

『良いのです。実は１つお願いがあるのです』

　畏まる必要はないと創造神エルメアは言う。

「お願いでございますか？」

『はい。実は明日、ロゼッタという子が処刑されます。あなたにはその子を助けてほしいのです』

「怪盗団の？」

　そういえばと皇帝が下した処刑命令の内容を思い出す。

　紐で縛られ、生きたままゴブリンの餌になるという残虐な刑だった。

　せめて、北部で一定期間働かせ、命が助かれば放免といったことで済ませられないかと提言したのだが、皇帝が聞き入れることはなかった。

『そうです。あの子には、未来を摑む力を与えました。きっとあなたの未来も摑んでくれるでしょう』

　ガバッ

　創造神の言葉の意味を問おうと声を出した瞬間、ヘルミオスの視界が変わった。

　そこは寝室で、辺りは真っ暗闇だった。

「未来を摑む力、か……」

　ヘルミオスは闇の中で自らの手を見つめる。
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　翌日の早朝。

　ヒタヒタヒタ

　階段を降りる足音に続いて、男たちの声がする。

「あ、あのヘルミオス様」

「ああ、ちょっと話をするだけだから」

　やがて、ロゼッタたちの入れられた牢獄の鉄格子の前に、若い男が姿を現した。

　男は牢獄の中にいる囚人の１人ひとりと目を合わせていくと、ロゼッタの前でぴたりと止まった。

「君がロゼッタだね」

「な、なによ」

　他の囚人たちが何事だと男を見つめる。

「君を釈放しに来た」

「え？　本当!?　やったわ!!」

　捕らえられて何日も経つのに、ロゼッタの声には明るさがある。

「ただし、条件があってね。僕の仲間になってもらう」

　男の言葉を聞いたアベルが、ロゼッタの隣の牢から怒鳴り出した。

「は!?　どういうことだよ!!　ロゼッタ姉ちゃん、こんな奴の言うことなんか聞くことないぞ!!」

　だが、ロゼッタは落ち着いた口調で男に問う。

「あなた、勇者ヘルミオスじゃない？」

　帝都に住むものなら誰もが知っている英雄だ。もちろん、ロゼッタも遠くから顔を見たことがある。

「そうだよ。今、斥候担当の仲間がいなくてね」

　正確には、上位魔神キュベルとの戦いで、ヘルミオスを除いて、彼のパーティーは皆殺しにされたのだった。

　だから、ヘルミオスの言葉は噓ではない。

「私に魔王軍と戦えというのね……」

　ロゼッタは否定も肯定も即答できない。

　かつて、ロゼッタが、ある意味で対魔王軍の精鋭を育成するための機関である学園を抜け出したのは、魔王軍との戦いに参加するのが嫌だったからだ。

　だが、それだけが理由ではなかった。

「うん、そういうことだね。もし、君が仲間になってくれるなら、僕が助けてあげられるのは君だけじゃない」

　ロゼッタの断れない１番の理由を、ヘルミオスは口にする。

「そ、そうね……」

　アベルが横から断れと叫ぶ中、ロゼッタは口を開く。
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　その日の正午、円形闘技場に集まった帝都の人々は、すり鉢状の斜面に設けられた観客席を埋め尽くし、処刑が始まるのを待っていた。

　闘技場の底には円形の舞台があり、普段はそこで戦士たちが戦いを繰り広げたり、騎士の訓練に使われたりする。

　しかし今日は、世間を騒がせた怪盗団が、手足を縛られたまま転がされている。

「ぐ！　ほどけ、この野郎!!」

　アベルが、自分たちを荷物のように放り出した牢番を、縛られ転がされた姿勢から蹴ろうとする。

「ふん!!」

　牢番はこれをかわし、逆に思いっきりアベルの腹を蹴り上げた。

「がは!!」

「アベル!?」

　ロゼッタがアベルの身を案じ、大きな声で叫ぶ。

「どうせ皆ゴブリンに食われるんだ。てめえの心配でもしていろ」

　牢番は虫けらを見る目つきでロゼッタとアベルを見下ろし、吐き捨てるように言った。

　ロゼッタ怪盗団が全員、舞台に乗せられたのを確認し、執行官が罪状を読み上げる。

　拡声の魔導具を通して響き渡る罪状を耳にし、人々はひどい奴らだと罵声を浴びせる。

　やがて、執行官が羊皮紙を巻き取ると、闘技場の底を取り囲む壁に埋め込まれた檻が開放され、闇の中からワラワラとゴブリンたちが這い出てきた。

　舌なめずりをしながら、もがいているロゼッタ怪盗団に近づく。

『グキャグキャ』

　はしゃぎながらロゼッタに近寄ったゴブリンが、彼女の頭を摑もうとしたその時だった。

　バシュ!!

　ゴブリンの首が切り落とされ、舞台の上に血しぶきが舞った。

　群衆が息を吞んで見守るうち、舞台に上がったヘルミオスが、数10体のゴブリンを次々と斬り殺していく。

　貴族たちも、皇帝ですら、啞然としてこれを見守るばかりだ。

「こ、これは、ヘルミオス様、どういうことでしょうか」

　執行官が駆け寄ってくる。

「少し、ロゼッタと話がしたいです」

　ヘルミオスの顔には、いつもの笑みはない。

　ドスの効いた声で、執行官に下がれと言う。

「は、はい」

　闘技場じゅうの視線が集まる中、ヘルミオスは縛られたロゼッタに歩み寄る。

　そして、ゴブリンを斬り殺したオリハルコンの剣で、ロゼッタを縛る縄を切った。

「ああ、何という奇跡でしょう。も、もしかして私を助けてくれたの!?」

　その場に膝をつき、両手をヘルミオスに差し上げて感謝を口にするロゼッタの様子は、どこか芝居がかっている。

「そういうこと」

「許されない罪を重ねた私のような者を助けてくれるなんて、なんてお優しいの」

「実は、今、魔王軍と戦う仲間が足りなくてね」

「はい！　是非、私を仲間にしてください!!」

　観客は、いったい何が起こっているのか分からないまま、静まりかえった闘技場の舞台を眺めている。

　ヘルミオスが執行官に向き直った。

「それ貸してくれないかな」

「え？　は、はい。どうぞ」

　執行官はマイク状の拡声の魔導具を差し出した。

　ヘルミオスはそれを受け取ると、観客席を仰ぎ見て、話し始めた。

「お集まりの皆様。私、勇者ヘルミオスは、才能あるロゼッタをパーティーの仲間に迎え入れることにしました。彼女が同意してくれたので、刑の執行はなしにするよ」

「!?」

　皇帝も執行官も貴族たちも驚きを隠せない。

　しかし、一瞬の静寂の後、観客席のあちこちから拍手が聞こえだした。

　パチパチパチ

　罪を犯した者でも許し、自分たちのために戦う仲間にした勇者ヘルミオスに、心を動かされた者がいたようだ。

　そこへ、ロゼッタと同じくヘルミオスに解放された怪盗団の者たちが、打ち合わせの通り拍手をすると、観客からはさらにつられて拍手する者が現れる。

　拍手は次第に大きくなり、ついには割れんばかりの喝采がヘルミオスとロゼッタに浴びせられる。

　皇帝は玉座から立ち上がりかけたものの、これはこれで自らの功績になると、改めて玉座に座り直した。

「それで、何で私を仲間にしようとなんか考えたのか、ホントのところを教えなさいよね」

　ロゼッタは観客に笑顔を振りまくヘルミオスの横顔に訊ねる。

「今朝も言った通り、夢で見たんだよ。君が僕の未来を摑んでくれるってね」

「何よそれ。それにしても、私は未来よりも、今のあなたの心を摑みたいわね」

　ロゼッタの言葉に、ヘルミオスが微笑んだ。

「それは大変だ。優しく頼むよ」

　ロゼッタはニヤリと笑い返した。

　こうして、多くの観衆が見守る中、ロゼッタはヘルミオスのパーティーに加わることになったのであった。













特別書き下ろしエピソード③　メルルのゴーレム











　メルルは学園でアレンたちと別れた後、バウキス帝国の帝都に向かった。

　帝都では、同じくバウキス帝国内及び他国に留学していた才能ある若者が集められていた。

　今回の戦争で、魔王軍はこれまでの２倍の勢力を投入しているという。

　これまでの戦争で、敵を一度も本土に上陸させたことがないバウキス帝国海軍であっても、予断を許さない状況だ。

　メルルは、留学前にバウキス帝国の学園で一緒に学んだ生徒たちと共に、魔導船に乗せられた。

　船の向かった先では、複数の戦艦による船団が海上を北上していた。

　魔王軍は常に、中央大陸の北方にある「忘れ去られた大陸」から、海上を侵攻してくる。

　この船団は、それを迎え撃つべく、開戦予定地点に向けて移動中だった。

　船団が近づくと、その中に１隻、超巨大な船が見えてきた。

　バウキス帝国海軍の作戦本部となる魔導船だ。

　メルルたちはこの船に乗り移り、才能や適性などの検査を受ける。

　その後、甲板の一カ所に並ばせられた。

　配下を引き連れたガララ提督がやってきて、生徒たちに質問していく。

　だが、質問がメルルの番になったとき、ガララ提督の表情が変わった。

「はぁ？　メルル、ゴーレムを降臨させたことがないのか？」

　ガララ提督は「おいおい」とあきれた顔をしている。

「う、うん。１年の頃は見学だけで」

　他の生徒たちも一瞬、マジかよという顔をしたが、メルルが２年生だということを思い出す。

　学園で、ゴーレムに乗った実戦的な訓練をするのは３年生になってから、それも卒業直前であったりする。

　ゴーレムの降臨と操作はそこまで難しいわけではないのだ。

「仕方ねえか。まだ、基地に到着するのに数日あるから訓練するぞ」

「え？」

「メルル。お前は魔岩将の才能がある。これから他のドワーフたちを引っ張っていくんだ。この戦争も１つの経験くらいに思っておくんだ」

　この甲板の上で、ゴーレムの操作訓練をすると言う。

「すいやせん、提督。まもなくラムチャッカ海峡に到着するっすよ」

　ガララ提督の部下の１人であるペペクが困り顔で言う。

　これから始まる魔王軍との戦いに向けて、検討しなければならないことがまだ多く残っているという。

「はあ、もうほとんど作戦は固まってんだろ。ペペクも手伝え。あと、ここでの会話は真面目にしろ」

　魔王軍が攻めてくるのは昨日、今日の話ではないだろうとガララ提督が言う。

　このまま北上を続けると、バウキス帝国の陸地と中央大陸が最も近くなる、ラムチャッカと呼ばれる海峡がある。

　水深も浅く、海峡を挟む両側はほとんど絶壁といっていいくらいの急斜面となっているので、魔王軍に回り込まれる心配もない。

　しかし、海峡の南側には水深の深い場所もあり、魔王軍にここを越えられると、バウキス帝国海軍は陸海空だけでなく、深海も守らなければならなくなる。

　さらに、バウキス帝国の帝都ドンバオは、北部の沿岸近く、運河の傍にあり、ラムチャッカ海峡を越えられてしまうと、いよいよ帝都が襲われることになる。

　そこで、帝国はラムチャッカ防衛基地という巨大な基地を海峡に構え、常にドワーフ兵を10万人規模で待機させている。

　メルルたちを乗せて、魔導船がラムチャッカ防衛基地に向かう間、ガララ提督は将来有望な学徒隊のために指導をすると言う。

「お前らも、俺がしごいてやる。覚悟しろ!!」

「は、はい!!」

　バウキス帝国の全土から、魔王軍との戦いのために、何千という才能ある生徒が集められる。

　その中でも、軍の方針により選抜されたのがメルルたち10数人だ。

　１０００万人に１人という圧倒的な才能を持つメルルをはじめ、皆バウキス帝国内の10ある学園でかなりの成績を残した猛者たちばかり、その彼らに実戦での経験を蓄積させるのが、この部隊の目的と聞かされた。

　そこに加えて、エリートコースの訓練を受けさせてくれる運びとなった。

「いいか、あまり時間がねえ。特にメルルはゴーレムの搭乗経験がないからな。しっかり体で覚えろよ!!　ペペクはメルルのゴーレム降臨を補助しろ!!」

「はい！」

　ガララ提督の言葉に、選抜隊の生徒たちに緊張が走る。

　提督は、バウキス帝国全海軍の指揮を任されている。

　とんでもなく偉い立場であるだけでなく、これまで一度も魔王軍の上陸を許さなかった、国防の英雄でもある。

　その提督の直接指導ともなれば、それを受ける選抜隊員も自然と熱が高まる。

　彼らの横で、ペペクとメルルの一対一の指導が行われている。

「じゃあ、渡された魔導盤に石板が全てはまっていることを確認して」

　ペペクの指示を受け、メルルは魔導盤を確認する。

「はまってます」

　先ほど、魔導盤を貸与された時、石板がはまった状態であるのは確認していたので、全ての石板があるのは当然なのだが、こういった細かい確認もゴーレム使いには求められる。

　はめていると思っていた石板がはまってなかったというだけで、実戦では命取りになるし、仲間の命を危険にさらすことにもなりかねないのだ。

「じゃあ、この魔導盤にゴーレムの名前の登録をするよ」

　魔導盤を使ってゴーレムを降臨させるためには、ゴーレムの名前を登録する必要がある。

「名前は何でもいいんですか？」

「うん、何でもいいよ。ただ、神様や歴代皇帝陛下の名前は避けてね」

　ゴーレムの名は、基本的に一度つけたら変えられないので、ゴーレム使いは名付けに慎重になる。

　神や皇帝でなくても、歴史上の英雄や有名な宝物、強力な魔獣の名前をつける場合が多い。

　だが、メルルが選んだ名前は意外なものだった。

「タムタムにします」

「タムタム？　タムタムの木の？　なんか珍しいね」

　タムタムは、バウキス帝国の乾燥した大地でも成長し、大きくて甘い実を実らせる植物である。

　その名前をつけるのは、アレンの前世の世界でいうところの「メロン」とか「スイカ」とつけようとするものだ。

　ゴーレムにつける名前としてはとても珍しく、ペペクは思わず聞き返してしまった。

「駄目ですか？」

「ううん。いいと思うよ」

　メルルにはこの「タムタムの実」に大きな思い入れがあった。

　帝都ドンバオの近く、港町ヘラタナでメルルは生まれ育った。

　メルルの父はヘラタナで船の整備士として働いていたが、ある日、タムタムの苗木を市場で買って、家の庭に植えた。

　タムタムの木は成長がとても遅く手がかかる上に、庭に育った木に実った果実は糖分が少なく、市場で売られている物に比べて水っぽかった。

　兄たちに実が美味しくないと言われながらも、父が大事に世話をしていたことを思い出しながら、メルルは魔導盤に手を当てる。

　パアアア

「タムタム」という名前が魔導盤に登録された。

「じゃあ、手を上げて『タムタム降臨』って叫んでみて。最初はカッコいいポーズは取らなくていいから」

　ゴーレムを降臨させることだけに集中するように言う。

「分かりました。タムタム降臨!!」

　メルルの目の前に魔法陣が現れ、全長10メートルのゴーレムが頭から出てくる。

「知っていると思うけど、ゴーレムを出している間は、何もしなくても魔力を消費するから注意してね」

「はい！」

　メルルはこれまで経験したことのないかたちでの魔力の喪失を感じた。

「じゃあ、乗ってみようか。細かい操作とかスキルについて教えるから。ゴーレムの水晶部分に手をかざしてみよう」

「はい。ムンッ!!　って、うわ!?」

　メルルが手をかざすと、ゴーレムの胸にある大きな水晶が光り出す。

　光が自分に向かって伸びてきたかと思うと、体が浮き上がり、水晶に向かって吸い込まれていくので、あまりの驚きにメルルは空中で手足をバタバタさせる。

　水晶の内側は、水に潜った時のような浮遊感があるが、呼吸は問題なく行うことができる。

「どう？　手足をゆっくり動かしてごらん。魔導盤が反応して動かしてくれるから」

「う、動け!!　って視界が!?」

　メルルは片手を動かすイメージをする。

　すると、首から下げた魔導盤の幾何学模様が輝き、次の瞬間、海と空が見えた。

　魔導盤の力で、船の甲板に立つタムタムと視界を共有したようだ。

　メルルが右手を動かそうとすると、魔導盤がその意志をタムタムに伝え、タムタムの右手を動かす。

　目の前で動くタムタムの右手にメルルは感動を覚える。

　その後、簡単な移動、スキルの発動を練習し、難なく行うことができると確認した。

　ペペクの話し方は穏やかで、教え方もうまかった。

　適度に休憩を挟みながら、雑談を交え、色々なことを教えてくれる。

　この人のよさそうなドワーフは、ガララ提督と超合体をする４人のうちの１人だと知り、メルルは感心した。

「ありがとうございます!!」

「メルルは覚えがいいからね。明日はエクストラスキルの訓練もするから。メルルは右腕か。ちょっと構成を調整するよ」

「ありがとうございます!!」

「おい、ペペクとメルル。もうその辺でいいだろ！　お前らも夜は飲むぞ!!」

「へい!!」

　ガララ提督がそう言うと、教えを受けていた選抜隊の残りの隊員が一斉に頭を下げて挨拶をする。

　ペペクがメルルに付きっ切りで教えている間、ガララ提督は彼らを完全に掌握していた。

　この様子に、メルルは、先ほどペペクが教えてくれたことは本当だったんだなと思う。

　ゴーレム使いのゴーレムは、複数体が集まって合体し、より大きくより強いゴーレムになることができる。

　その際１体ずつが、メルルのエクストラスキル「合体（右腕）」のように、手足などのパーツを１つずつ担当することになる。

　さらに、部位ごとに役割があり、ゴーレム使いはその部位に合わせたスキルを身につけることが多い。

　メルルは右腕担当なので、これから攻撃系のスキルを多く身につけることになると教わった。




【ゴーレムの部位別の役割とスキル】

・頭：各部位の統制、必殺スキル

・胴体：各部位の調整、バフ系スキル

・右腕：攻め、攻撃系のスキル

・左腕：守り、守備や回復系のスキル

・両足：移動、速度上昇やゴーレムを変形させるスキル




　さらにペペクから、各部位の役割が、ゴーレム使いの性格にも影響してくるとも教えられた。




【ペペクの部位別性格診断】

・頭：カリスマ性、リーダーシップ

・胴体：協調性、バランサー

・右腕：積極的

・左腕：消極的

・両足：せっかち、マイペース




　メルルのエクストラスキルは合体「右腕」だが、ペペクは「胴体」で、ガララ提督は「頭」だという。

　ゴーレム使いが最強なのは、こうやって異なる性格と特性のあるドワーフたちが手を取り合って１つの力を発揮するからだと、ペペクは嬉しそうに言った。

　最後に、これはガララ提督が教えてくれたことの受け売りだということを言い添えることも忘れていなかった。

　選抜隊の１人にヘッドロックをかけながら、皆を引き連れ、飲み会の席へと向かうガララ提督を見て、性格診断は良く当たるんだなとクスリと笑うメルルであった。
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　メルルたちがガララ提督の船に乗ってから３日経ち、船団は予定通りラムチャッカ海峡に到着した。

　バウキス帝国は、海上要塞も含め、いくつもの軍事基地を大陸周辺に配置しているが、中でもこの要塞は守る場所が要所中の要所であるため、最も巨大な基地となっている。

　５大陸最強と名高いバウキス帝国の軍事力の半分が、ラムチャッカ軍事基地に置かれていた。

　ガララ提督は、メルルたち選抜隊、学徒隊、兵たちを全て甲板に集めて、号令をかける。

「お前ら、ここを抜けられたらバウキス帝国はおしまいだ。全員持ち場に就けよ!!」

「はい!!」

　万を超えるドワーフたちの気合の込もった返事が響き渡る。

「選抜隊は、最前線で俺らと戦ってもらうからな。覚悟しろ!!」

「はい!!」

　ドワーフはゴーレム使い、魔導具使い、鍛冶職人の才能が生まれやすい種族だが、バウキス帝国のドワーフ人口２億人のうち、才能を持って生まれるのは約１割だ。残り９割の約１億８０００万人の未来を守るため、メルルたちゴーレム使いは命を懸ける。

　歴戦のガララ提督と一緒に最前線に立つ責任、魔岩将の才能の重みを強く感じる。

　目の前のガララ提督に、メルルも他の選抜隊員と同じく、力強く返事した。

　ここに着くまでの３日間に決めた作戦のとおり、ラムチャッカ海峡の中央の海上要塞に移動する者、魔導船に待機する者など、それぞれが持ち場に着くため、一斉に行動を開始する。

　ガララ提督は、メルルが学園を出る時にアレンから渡された大量の回復薬を利用する前提で作戦を組んでいる。メルルは回復薬の効果を検証してもらった上で、使用を委ねたかたちだ。

　ラムチャッカ防衛基地の北部に、全長１００メートルに達するゴーレムが何体も展開し、魔獣が通り抜けられないように３重の陣を敷いて待機する。

　ほどなくして、１００万に達する魔王軍の魔獣たちが、海峡を越えようと北から攻め寄せてきた。

　その日から、１ヵ月以上に渡って激戦が続いた。

　メルルも、ガララ提督やペペクにフォローしてもらいながら、故郷を守るために必死に戦った。

　多少の犠牲は出たが、戦いはバウキス帝国側の勝利に終わったのであった。

　１００万の軍勢と戦ったにもかかわらず、あまり犠牲を出さずに勝利できたのには理由がある。

　アレンから渡され、メルルが提供した回復薬が劇的な効果を発揮したからだ。

　敵の攻撃を受け続けるために、魔力消耗を見越して交代可能な３層構造の陣を敷いていたのだが、圧倒的な魔力回復により交代をほとんど必要としなかった。

　隊列に隙も出ず、魔王軍は攻め手を欠いてしまった。

　お陰で陣の中に配置させた補給用の魔導船が攻められることもなかった。

　これまでにない圧倒的な防御力を誇るバウキス帝国軍に対して、魔王軍にも焦りが出たのだろう。

　敵将には魔神が控えており、Ｓランクの魔獣もいた。

　普段であれば、攻め落とせないことが分かると、敵将は逃げるのだが、思いのほか苦戦したことに焦ったのか、打って出てきた。

　そこで、ガララ提督は自らの超合体ゴーレムを操り、敵将の魔神もＳランクの魔獣も粉砕し、文字通り海の藻屑と変えたのだった。
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　魔王軍との戦いに勝利した後、まだ兵役期間の残っている軍の正規兵を除き、メルルを含めた選抜隊、学徒隊のドワーフたちは、バウキス帝国の帝都ドンバオに呼ばれた。

　バウキス帝国の皇帝から、メルルは報奨金を貰い、名誉男爵の爵位を授かった。

　魔岩将という優れた才能だけでなく、アレンから渡された回復薬を供出したこと、ガララ提督と共に最前線で戦ってきたことも評価されたかたちだ。

　バウキス帝国は金満主義の国家だが、成果を挙げた者、能力のある者に対しては報酬を惜しまない。

　選抜隊の仲間たちも、皆一様に勲章を貰ったり、卒業後の進路がバウキス帝国軍の要職に内定したりと、有形無形の恩賞を授かった。

　その後、恒例となっている、帝都ドンバオの環状の大通りでの凱旋パレードが盛大に行われた。

　変形し陸上を歩くゴーレムに、メルルたち「戦争の英雄」が乗って、沿道につめかけた何十万、何百万というドワーフたちの大歓声に応える。

「わ、父さんだ!!」

　パレードの先頭を行くゴーレムの上から、メルルは自分の父を発見する。

　父は他の家族とともに、帝国が設けた功労者の家族用の特等席にいて、メルルが大きく手を振ると、手を振り返してくれた。

　今回の戦いには、メルルの父も船の整備士として従軍していた。

　手を振り返してくれる父の元気な姿に、メルルは涙が零れそうになる。

　パレードが終わると、10日の間、帝国は酒税を廃止する。

　そのため、この10日間は、酒好きのドワーフたちによって、帝都じゅうの酒蔵が空になるほどのお祭り騒ぎとなる。

　メルルは煌びやかな宮殿の大広間で催される祝賀会に招かれた。

　家族も一緒にということで、父も母も４人の兄たちも皆パリッとした服を着て参加した。

「ガララ提督が右腕になれっていうから、おっきな魔獣相手に、こうガガガッて」

　豪華な料理が並ぶ立食パーティーで、メルルは家族相手に自分の活躍を熱く語った。

　家族は豪華な料理に困惑気味になりながら、そんなことがあるのかと感心して聞いていた。

「そんなことがあったのか。それで、あんなに報酬を貰ったのか」

「うん」

　メルルは名誉男爵になった時に一緒に貰った報奨金の全てを両親に渡すことにした。

　両親はこんなに貰えないと断ったが、これまで育ててくれたお礼だからと、メルルは態度を変えなかった。

　何度か押し問答があり、最終的には両親が折れたかたちになった。

「それで、これからどうするんだ？　ラターシュ王国に戻るのか？」

「う～ん、たぶんそうなると思う」

「そうか。じゃあ、また１年間は離ればなれか」

「う、うん」

　メルルは両親に負担を掛けないため、助成金が出る他国への留学を選んだ。

　アレンが「２年生で卒業しよう作戦」を考えていることなど知りもせず、メルルは当然学園に戻るつもりでいた。

　だが、アレンが学園を卒業した後にやろうと言っていたことに参加したいが、それを父にどう説明しようか、メルルは悩んでしまう。

「ん？　どうしたんだ？」

　メルルの兄の１人が、考え込むメルルに訊ねる。

「いや、何でもないよ」

　メルルがどうしようか迷っていると、遠くの方から、ガサツな声がメルルを呼んだ。

「おおおい！　メルルウウウウウ!!」

　豪華な料理が並ぶテーブルの上で、ガララ提督がペペクにコブラツイストを極めながら、メルルに向かって叫んでいる。

　貴族たちは呆れかえっているが、誰も止めようとしない。

　道中もそうだったが、ガララ提督が酒の席に参加すると、だいたいこんな感じになる。

　メルルは家族に「ちょっと行ってくる」と伝え、ガララ提督のもとへ向かう。

「なんでしょう？　ガララ提督」

「おう！　ついさっき連絡があってな。ローゼンヘイムも魔王軍に勝利しそうだとよ。まさか、首都が陥落してからの逆転なんて、どうやったんだかな」

「本当!?」

「ああ、かなり優勢だって話だ。エルフたちもやるじゃねえか」

　ローゼンヘイムは、完全な勝利宣言こそしていないが、魔王軍に奪われた首都の奪還に動き出していると各国に伝えていた。

　メルルがソフィーたちエルフと仲良くしていることを、ガララ提督は覚えていて、ローゼンヘイムの戦況を教えてくれたのだろう。

「あ、ありがとうございます!!」

　メルルはラムチャッカ海峡で戦った１００万の魔王軍を思い出す。

　その数倍にもなる軍勢を、ローゼンヘイムが押し返したことに驚きを隠せない。

「おう、なんか、浮かない顔をしてんな。相談ならペペクにするんだぞ！」

　そう言って、ガララ提督はメルルの頭をグリグリとする。

　悩みがあるなら早めに相談して、祝賀会にふさわしい表情に戻れということだろう。

「どうしたの？　浮かない顔をして」

　悪酔いが始まったガララ提督から離れたペペクが話しかけてきた。

「う、うん。実はこれからについて家族に話さないといけないことがあって」

「ああ、卒業後に宮殿で働くことかな」

「実は、ラターシュ王国の学園で仲間になった人たちとＳ級ダンジョンに行こうと思ってるんだ」

「え!?　ああ、学園にいながらＡ級ダンジョンを制覇した人たちと一緒だったって言ってたけど、その人たちと？」

　ペペクは、メルルが留学先で何をしていたのか聞いている。

　アレンが率いるパーティー「廃ゲーマー」に入り、たった１年でＡ級ダンジョンを５つ攻略した話には驚かされた。

「そうなんだ。両親にまだ言えなくって」

「まあ、正直に言うのも、黙っているのも自由なんじゃないかな」

「え!?」

　ペペクの返事に、メルルは戸惑ってしまう。

「実は、僕は親に黙ってスティンガーに入ったんだ」

「うん」

「スティンガー」は、ガララ提督が冒険者時代に率いていたころからの、パーティーの名前だ。

　帝国内のダンジョンを破竹の勢いで攻略し、街を襲う魔獣がいたら、ランクに関係なく退治していた。

　ペペクが子供だったころ、その「スティンガー」が村にやってきたという。

　近くのＡ級ダンジョン攻略が目的だった。

「その頃、おいらにはもうメルルと同じ魔岩将の才能があることが分かってたからさ。もしかして、仲間になれるんじゃないのかって思ったら……」

「仲間になったんですか？」

「ぶん殴られた。餓鬼があぶねえだろうがって」

「断られたんだ」

　ガララ提督は、どんなに有益な才能の持ち主でも、まだ成人もしていないペペクがパーティーに参加したら、親が心配するだろうと言ったという話であった。

　だが、ペペクは諦めず、学園に入って、しっかり力をつけて卒業したのち、改めてガララ提督にパーティーへの加入を申し出た。

「そしたら、提督、おいらの事を忘れていなかったんだ」

「へ～」

　ガララ提督が「しゃあねえな」と言ってパーティーに入れてくれたと、ペペクは嬉しそうに話した。

「じゃあ、親にガララ提督のパーティーに入ったって、すぐには言わなかったんだ」

　メルルは、ペペクが自分と同じ状況を経験していて、それを相談の回答にしてくれていると理解した。

「そそ。親が心配するからね。結局、報告できたのはガララ提督が提督の地位についてからだよ」

　バウキス帝国は、帝国唯一の魔岩王の才能のあるガララ提督を放っておかなかった。

　魔王軍の侵攻が年々激しさを増していたこともあり、結局、ガララ提督は大臣の説得に折れて、海軍の提督になった。

　ペペクが親に報告したのはその頃だという。

　結局、ペペクが打ち明けた時には、ペペクの親は既に「スティンガー」に参加していたことに気付いていたらしい。

　自分の親が、気付いても黙っていたのだから、メルルが悩んでいることなど、両親も兄弟もきっと気付いているだろうとペペクは言う。

「そっか」

　その後、ワクワクと聞くメルルに、ペペクは「スティンガー」時代の冒険の話をあれこれとしてくれる。

「おいらたちがエクストラスキルは５人に１体なんだ。皆でいつも協力して立ち向かったんだ。それで、……」

　酔いが回ってきて、ペペクの話はとても聞き取りづらくなってしまった。

「うんうん」

「提督はいつも、強い敵が出たら、一番に自分が……」

　ガララ提督の武勇伝を自分の事のように語っているうちに、ペペクは酔いつぶれてテーブルに伏せてしまった。

「おい！　ペペク、お前、何寝てんだ!!」

　そんなペペクを酔いが回ったガララ提督が必死に起こそうとする。

　バウキス帝国の戦争に参加したメルルは、仲間とは何なのかが分かったような気がして、改めてアレンたちと一緒にＳ級ダンジョンを目指そうと心に誓ったのであった。













特別書き下ろしエピソード④　前人未踏











　ギアムート帝国の若い皇帝、レガルファラース＝フォン＝ギアムート５世は、兄たちが次々と不慮の死を遂げ、残った彼が若くして大国の皇帝となったため、陰では鮮血帝と呼ばれている男だ。

　その彼が、今、重厚で高級感溢れるテーブルに着き、目の前に立つ男女を不機嫌な顔をして睨んでいた。

　２人は恐れ多いのか、この場に長居したくないのか、それとも両方なのか、テーブルには着かず立ったままだ。

　皇帝の横には、勇者ヘルミオスが座っている。

「アレン君はたぶん、そんな感じだよ。Ｓ級ダンジョンに行くことしか頭にないんじゃないのかな」

「そうなのか。余の誘いを断るとはな」

　皇帝の不満げな態度には理由がある。

　目の前の男女は、男性が外務大臣、女性が外交官で、揃って皇帝にある報告をしに来た。

　報告の内容は、皇帝の命令通り、外交官がバウキス帝国行きの魔導船でアレンたちに会い、ギアムート帝国の帝都で下船し、皇帝の召喚に応じるように交渉をしたのだが、すげなく断られたという話だ。

「申し訳ございません」

　下を向いている外交官の代わりに、外務大臣が改めて謝罪をする。

　外務大臣は、外交官に、会話は自分に任せて、皇帝陛下がお訊ねにならない限り黙っておくようにと言ってあった。

「アレンとは、たしか小国の元農奴であったな。言葉の意味が理解できなかったということか。学園の授業内容をもう少し考えてもらいたいものだな」

　皇帝は、ギアムート帝国の皇帝から謁見を求められたことの意味を、アレンが理解できなかったのかと不満に思っているのだった。

　農奴が大国の皇帝に謁見できる機会など有史以来ほぼなかったことだ。

「そのようなことかもしれません。まさか皇帝陛下のお言葉を……」

　外務大臣が皇帝に返答しながら、ヘルミオスを上目遣いにチラリと見る。

　最近、皇帝に不都合な報告があるとき、自分が居合わせることが多いなとヘルミオスは思う。

　今日は別件で話をしにきていたところに、外務大臣と外交官がやってきたかたちだ。

「アレン君の考えは僕から聞いておくよ」

　ヘルミオスは、ローゼンヘイムでアレンと会っていたので、彼の王族に対する態度がなんとなく予想できた。

　そもそも、過去最高得点を獲得して学園に入学したと聞いているアレンが、皇帝の名前を出した上での召喚の意味を理解できないはずがない。

　だが、そんな話を今すると無用に長くなるので、「そうかもね」くらいに留めるように話を引き取った。

　ヘルミオスが話を終わらせてくれたことに、外務大臣はホッとした顔になり、外交官を連れてそそくさと部屋から出ていった。

「……最近、余は随分甘く見られておるのかな」

　皇帝は、大臣や貴族たちが、不都合なことを報告する必要がある時には、ヘルミオスが一緒の時を狙っていることくらい理解していたようだ。

「そんなことはないでしょう」

　コンコン

　皇帝とヘルミオスは、ノックの音を聞き、部屋の扉に目を向ける。

　訪問者の入室を許可すると、近衛騎士が開けた扉から部屋に入ってきたのは、かなり年配の爺さんと、ガタイのいいおっさんだった。

　高価そうな服を着ているが、貴族や役人のように見えず、ガタイのいいおっさんは仕草にどことなく粗々しさがあり、冒険者と思われた。

「ふん、ようやく来たか」

　皇帝が爺さんを見てそう言うと、

「皇帝陛下に呼ばれたとあっては来ないわけにはいかないのじゃ」

　爺さんはそう言って、一切の緊張もなくテーブルに歩み寄り、皇帝とヘルミオスの正面の席に座った。

「……やはり余は舐められているのではないのか？」

　皇帝の言葉に、ヘルミオスは苦笑いを見せ、肯定も否定もしない。

「はて？　なんのことかの？」

「こっちの話だ。それで、マッカラン本部長よ。今日呼んだのはアレンのことだ」

　皇帝の話に、冒険者ギルドの最高責任者マッカラン本部長が頷く。

「ふむ。あの勇者ヘルミオスに手傷を負わせたアレンという少年じゃな？」

「そのアレンがどうやら魔王軍数百万に襲われて滅びかけたローゼンヘイムを救ったようなのだ。それは可能なのかという話だ」

「ほう」

　ローゼンヘイムは、今回の戦争の勝利には勇者ヘルミオスの功績が大きいと公式に発表している。

　しかし、皇帝は、ローゼンヘイムと魔王軍の戦いにアレンがどのような関与をしたかをヘルミオスから聞いていた。

　だから、それが事実であるとして、なぜそのようなことが可能なのか、アレンにどんな力があるのか、理解しきれずにいた。

「ヘルミオスがアレンの戦場での振る舞いを話す故に、お前はアレンの力がどの程度のものなのか、余にも分かるように説明するのだ」

　為政者は、「ああ、強い奴が現れたな」では済まさなかった。

「じゃあ、僕から話をするね。アレン君は、僕が学園で戦った時以上の活躍だったかな」

　ヘルミオスは、アレンがローゼンヘイムの南端に到着し、その後、女王を救い、要塞を奪還し、魔神との戦いに臨むなど、勝利を重ねていった話を、自身が見た光景、エルフの兵から聞いた話などを織り交ぜて、マッカラン本部長に話して聞かせる。

　マッカラン本部長の横に立つおっさんは、眉を顰ひそめ、そんなことがあるのかと怪訝そうに聞いている。

「思ったよりも大きな力を持った者が現れたようじゃの。今の話が本当ならアレンは何百万もの魔獣を狩りつくしたことになるんじゃないか」

　ラターシュ王国の学園武術大会で、勇者ヘルミオスに手傷を負わせる者が現れたと、マッカラン本部長が聞いたのは、去年の秋ごろのことだ。

「そういうことだ。そんなことが可能なのか？」

　皇帝がそう言うと、本部長はヘルミオスに訊ねる。

「ヘルミオスよ。お主に同じことができるか？」

「うん、無理だよ。パーティー全員集めても不可能だよ」

「ほら見よ。ラターシュ王国め。ふざけたことをしおって。次の会議が楽しみになってきたぞ」

　皇帝は不機嫌を隠そうともせずに吐き捨てる。

　５大陸同盟の約定には、加盟国で鑑定の儀を行った際、星３つ相当以上の才能があるものが確認された場合には、同盟に告知する義務があるとされている。

　勇者ヘルミオスを筆頭に、星３つの才能があるものを10人集めて作ったパーティー「セイクリッド」でも不可能なことを、より少ない人数で成し遂げたアレンの才能はどれほどのものか。

　それを報告しないのは、同盟の約定に反する行いだ。

　皇帝としては、自国に勇者ヘルミオスが現れ、奇跡のごとき活躍を見せる中、他国に現れた英雄など、自分とギアムート帝国の邪魔でしかない。

　謁見の要請を断るなど、皇帝の権威に従わないならなおさらだ。

　次の５大陸同盟の会議で、最近ラターシュ国王に即位したインブエルを血祭りにあげてやると言う。

「まあ、待つのじゃ」

「ん？」

　マッカラン本部長の諫めに、皇帝はどういうことだと眉を顰める。

「ヘルミオスよ。そのアレンと戦えば、今はどうかの？」

「今のところ、僕の方がまだまだ優勢かな。魔神と戦った時のアレン君は確かに強かったけどね」

　アレンの召喚レベルは、学園で戦った時から変わっていない。

　仲間やエルフたちのサポートに召喚獣を向かわせた分、学園で戦った時より、攻撃面で能力が下がっていた。

「そうじゃろ。どうやら、アレンという者は召喚獣によって力を得て、他人を強化することに特化した能力があるようじゃの」

　マッカラン本部長の話に、ヘルミオスは、エルフ兵から「いつも以上に力が溢れた」などの話を聞いたことを思い出した。

　魔神と一対一で戦えば負けると考え、勇者ヘルミオスを呼んだのは、自らの力をよく理解しての行動だろう。

「なるほど。だが、仲間の支援だけで数百万の軍勢を押し戻したのか？」

「ローゼンヘイムにはどこぞの大国が随分金を送ったからの。エルフどもは装備に不自由しておらんの。Ｂランクの魔獣なら一対一でも負けない兵が揃っておる。アレンとやらが彼らを強化したというところじゃろうての」

　ローゼンヘイムは、エルフ部隊を他国に派遣し、その見返りに得た金で、ミスリル製の装備を揃えていた。

　だから、兵の数が拮抗していれば、魔王軍に負けることはそうそうない。

　防壁を築いて迎え撃つなら、ローゼンヘイムが有利になる。

　そこで、魔王軍は当初から、３００万というローゼンヘイムの兵数の倍近い軍勢を投入したのだろう。

　その魔王軍を押し返したのは、アレンの召喚獣だけでなく、アレンによって強化されたエルフ兵がいたからだと、マッカラン本部長はヘルミオスの話から推察する。

「なるほどな」

「エルフの霊薬が、ギアムート帝国にも随分贈られてきたというじゃないか。もしかするとスキルの効果も強化して、たくさんの回復薬を揃えたということかもしれないの」

　薬師の才能のあるエルフたちを、アレンがサポートしたとマッカラン本部長は予想する。

「なるほど。だから、エルフどもはアレンを参謀などという大層な地位に就けたのか。奴がいれば霊薬を作り放題だと」

　アレンがローゼンヘイムの参謀になったことは、ギアムート帝国にも伝わっている。

　皇帝はさすがにアレンが作っているとは予想できないので、マッカラン本部長の話に同意した。

「それで、今日呼んだのはそれだけが理由かの」

「いや、そのアレンが今、バウキス帝国のＳ級ダンジョンにいるのだ。ヘルミオスもこれから合流する予定だ」

「ほう、戦争が終わったばかりなのに元気じゃの」

　若くていいねとマッカラン本部長は言う。

「試練の塔は前人未踏だとは聞いているが、どれほどの難易度か改めて聞かせてくれ。誰も攻略したものはいないのだろう？」

「どんな英雄も成長には限界があるからの。これまで、成長の限界を迎えた英雄の多くがＳ級ダンジョンに挑んでいったのじゃ」

　レベル制限のある世界では、どんな英雄でも成長の限界を迎える。

　そうなった者たちが、オリハルコン装備など魅力的な装備を求めて向かうのが、Ｓ級ダンジョンであった。

「だが、誰も攻略は敵わなかったと」

「そうじゃな。最近というほどじゃないが、Ｓランク冒険者の修羅王バスクも最下層は諦めておったの。遥か昔で言うと英雄アステルもそうじゃな」

「ほう。随分古い話をするな」

　Ｓ級ダンジョンで装備を揃えるのと、最下層ボスを倒してＳ級ダンジョンを攻略するのでは話が違うと、数千年前の英雄の名前まで持ちだして、マッカラン本部長は語る。

　歴史書を紐解くと、魔王が生まれる遥か昔の英雄たちも、Ｓ級ダンジョンの最下層に挑戦して大敗したという記録がある。

　そんな英雄の１人が残した記録には、「あそこはダンジョンマスターディグラグニの遊び場だ。人の身で臨む場所ではない」とある。

「では、不可能なのか？」

「不可能じゃろうな」

「では、前人未踏のままということだな」

「アレンとやらは、前人未踏の意味を、その身をもって知ることになるじゃろうな」

　冒険者ギルドの最高責任者はＳ級ダンジョンの攻略は無理だと断言したのであった。













特別書き下ろしエピソード⑤　商人ペロムスの契約











　ペロムスは、アレンと同い年で商人の才能を持ち、王都にある商業学校に通っている。

　以前、アレンからアドバイスを受けて、「廃課金商会」と呼ばれる会社を興した。

　今はグランヴェルの街に本店を置き、主に王都とグランヴェル領で商売をしている。

　そのペロムスのところに、今朝、いきなり役人たちがやってきて、「契約」があるので、すぐに王城に来るようにと言う。

　随分急な話だが、迎えの役人たちもただの伝言役で、詳しい内容は分かっていないらしかった。

　しかし、まるで「契約」がどうなるかでラターシュ王国の命運が決まるとでも言いたげな、緊張した様子だった。

　ペロムスはレイブン、リタ、メルシーとともに、急いで王城に向かった。

　この３人は元冒険者で、グランヴェルの街周辺で活動していたが、アレンが近隣の魔獣を掃討してしまったため、仕事にあぶれていた。

　そこに、３人の知り合いであったアレンの紹介で、ペロムスが声をかけ、レイブンが「ミスリルの炭鉱で働くよりマシか」と了承したために、以来、廃課金商会で働いているのだ。

　待合室に通され、服を着替えさせられた。

　案内の役人から「契約」の場に行くよう言われたとき、レイブンに「風貌が荒いのでお相手に失礼に当たるかもしれない。待合室で待っておくように」と言って、待合室に残した。

　そうして通されたのが、今いる豪華な部屋だ。

　部屋の中央には大きなテーブルがあり、四辺にずらりと椅子が並んでいる。

　その一辺に、グランヴェル子爵と、通商大臣だという髪の薄い男が待っていた。

　ペロムスは、アレンの紹介でグランヴェル子爵と知り合い、それ以来、廃課金商会の仕事を紹介してもらっている。久しぶりですと挨拶した。

　子爵と通商大臣の間の席が空いていて、通商大臣からそこに座るように言われた。まだ、どんな「契約」なのか、誰もペロムスたちに教えてくれない。

「お、親方。大丈夫かな？」

　リタが、高そうな衣装を窮屈そうにしながら言った。初めて入る王城の雰囲気と、通された部屋の豪華さに、同行したリタ、メルシーは、随分場違いな場所にやってきてしまったと不安そうにしている。

「う、うん。多分」

「多分って何よ！」

「静かにしたまえ。ここがどこか分かっておるのか」

　髪の薄い通商大臣の額に血管が浮く。ペロムスは初めて会うのだが、テーブルに並べられた資料と、背後に控える配下の役人の人数は威圧的だった。

「も、申し訳ありません」

　ペロムスが涙目で謝罪した時、

　コンコン

　会議室にノックの音が響く。

　通商大臣がすごい勢いで席から立ち上がる。

　グランヴェル子爵もゆっくりと席から立ったので、立って迎え入れろということなのかとペロムスも席から立った。

　扉を開け、騎士たちが姿を現す。

「いらっしゃいました」

　騎士たちが開けた扉から、老齢のエルフを先頭に、数名のエルフたちが入ってきた。

「やや、どうぞ。こんなにすぐに契約の具体的な話に入らせていただき、感謝いたします」

　通商大臣は身を乗り出して、老齢のエルフに席を勧める。

「フォフォフォ、よいのじゃ。皆、随分待たせてしまったようじゃのう。すまんのじゃ」

　ローゼンヘイムの政治を司る長老会のメンバーで、外交部門を担当するフィラメール長老が、エルフの外交官の１人が引いた椅子によっこいしょと座る。

　通商大臣とグランヴェル子爵は、フィラメール長老が席に着くのを待ち、席に着いた。ペロムスもそれに従う。

「我が国とローゼンヘイムとの正式な貿易を契約するにあたり、本日は我が国の商人を１人、連れて参りました。残りは選定中でして……」

　通商大臣の言葉に、ペロムスはようやく状況を理解した。

　大国ローゼンヘイムとの間に、ラターシュ王国が国交を結んだことは知っていたが、その次の段階として、いよいよ貿易が始まるのだ。

　商業学校で勉強を真面目にしているペロムスは、目の前に座っている年老いたエルフがどれだけの大物か知っている。

「選定中じゃと？　それでは話が違うではないか」

　フィラメール長老が眉を顰める。

「え？　も、申し訳ありません。ただいま、選定を急いでおりまして!!」

　通商大臣は慌てながらも返答をする。

　この契約が白紙に戻ってしまえば、ラターシュ王国が思い描く莫大な利益も白紙に戻りかねないので、焦っていた。

　大臣が、ローゼンヘイムの外交官から、急ぎ貿易を開始したいという話を受けたのは一昨日の事である。

　国家間の貿易においては、それぞれの国が認可した商会同士が売買を執り行うものだが、今回、ローゼンヘイムは、取引相手として、ペロムスという商人が代表を務める商会を指名してきた。

　大臣は、早速この貿易認可を得ていない無名の商会を調べ、設立してたった１年しか経っていない小さな商会であることを知って愕然とした。

　しかし、相手の指名なら仕方がない。まずこの「廃課金商会」をフィラメール長老に引き合わせ、その上で、他にも王国とつながりのある商会を選定し、ローゼンヘイムとの貿易に推薦しようとした。

　そのために、大臣の前にある資料には、王国が定めた基準を満たした商会がリストアップしてある。

「いや、話がかみ合っていないようじゃのう。ほかの商会は不要なのじゃ。ローゼンヘイムが貿易契約を結ぶのは、ペロムス殿の廃課金商会たった１つで良いと言っているのじゃ」

「はあ!?　いや、さすがにそれは……。商会としての実績も足りず、ペロムス自身もまだ学生の身分でございます」

　通常、国家間の貿易は、複数の商会で行う。その方が、商品それぞれを適切に扱うことができる商会に振り分け、総合的に利益を得ることができるからだ。

　仮に１つの商会だけに貿易全体を任せてしまうと、扱う商品に得意不得意が出て、総合的な利益が下がるばかりか、市場の変化に対応できず、大きな損失を出してしまう可能性もある。

　その上、ペロムスは、まだ商業学校に通う生徒で、会社は設立してようやく１年経ったばかりだ。

　常識的に考えて、これほどリスクの高い貿易は、自国だけでなく、相手にも不利益である。

　だが、

「問題ないのじゃ。ペロムス殿はアレン参謀のご友人と聞いておる。そのアレン参謀より此度の契約を進めるようお願いされたのじゃ。他はいらぬのじゃ」

　救国の英雄に頼まれたという以上の理由が、フィラメール長老にはなかった。

「は、はあ、そのような」

　通商大臣はグランヴェル子爵を見て、全てを悟った。

　グランヴェル子爵をこの場に同席させたのは、フィラメール長老が契約の立ち会いに彼を指名したからだ。ペロムスの出身地であり、商会の本店があることからの指名かと通商大臣は考えていたのだが、全てはアレンを中心に繫がっていたのである。

「それで、ペロムス殿。アレン参謀より、決めるのはペロムス殿で良いと聞いておる。どうするのじゃ？」

「ちょ!?」

「少し黙っていてほしいのう」

　身を乗り出す通商大臣をフィラメール長老が制した。

　通商大臣はフィラメール長老の言葉に魂が抜けそうだ。

　ペロムスがこの契約の締結を断ろうものなら、王国がどれだけの利益を失うのか分からない。

　それならペロムスの商会だけでも取引してもらった方が良い。

　そのペロムスは、返答に一切躊ちゆう躇ちよしなかった。

「はい。ご指名いただきありがとうございます。ローゼンヘイムとの貿易を、契約させていただきます」

「ほう、迷いはないようだの」

「もちろんです。僕は商会を大きくしないといけない理由がありますので」

　ペロムスはグランヴェルの街に本店を構える豪商人チェスターの娘フィオナに恋をしている。

　父チェスターからは、娘との交際を許す条件として、学生のうちに自分が認めるくらいの商人になれと言われた。

　学園を卒業するまでの残りあと１年では、とてもチェスターに認められるような成果は出せそうにないと思っていたところだった。

　もしこの取引に成功し、商会を大きくできたら、フィオナとの交際に大きく近づくことができるだろう。

　これはアレンが自分のために用意してくれた機会だと思った。

「見た目は普通じゃが、肝は据わっておるようじゃの。だが、契約に当たって、１つ試させてほしいのじゃ」

「え？　試す？」

「大臣も不安がっておるしの。分かる形で実力を見せてほしいのじゃ」

　ローゼンヘイムとしては多少の損失は構わないので、むしろ不安がっている通商大臣を納得させるためにも、自らの力を示してはどうかという話であった。

　この展開を見越していたのか、フィラメール長老がエルフの外交官たちに指示をすると、彼らの内数人が一旦退出し、台車を押して戻ってきた。

　台車には、武器や防具、楽器や薬などいくつもの品が載せられている。

「これは？」

「今回、貴国と取引するにあたって、ローゼンヘイムが輸出したいと考える品の見本なのじゃ。どうかの？　いい取引ができそうかの？」

「スキルを使っても？」

「当然なのじゃ」

　通商大臣、そしてリタやメルシーが不安そうに見守る中、ペロムスは鑑定のスキルを発動し、並べられた品の名前、素材は何なのか、どんな特性があるのかなどを調べていく。

「どれも良い品ですね。売値は決まっているのですか？」

　ペロムスは商業学校で、これまでに取引された記録のある物は、武器や防具だろうと、薬や楽器、美術品だろうと、２年間死に物狂いで研究し、覚えてきた。

　すべて、恋と将来のためである。

「そうじゃのう。この笛は、ローゼンヘイム自慢の工芸師が作ったものなのじゃが、１つ金貨10枚で売りたいのじゃ」

　配下のエルフから受け取ったメモをフィラメール長老が読み上げる。

　在庫は２０００個ほどあるらしい。

　ペロムスはエクストラスキルを発揮し、フルート型の楽器を手に思案していた。

　そして、楽器を置いて、次は鎧を持ち上げた。

「これは軽いですね。こちらの防具は１つおいくらでしょうか？」

「金貨25枚じゃの。実は、その防具はたくさんあって３００万ほどあると見ている」

「さ、３００万もですか？　随分在庫をお持ちですね」

　エルフの外交官の１人が、この鎧について詳しく説明をする。

　ラポルカ要塞防衛戦で、多数の虫系統の魔獣を倒したアレンが、魔石しかいらないからと、外皮を残したまま受け取らなかったので、それをエルフの職人が加工したものだという。

「そうなのじゃ。是非、この鎧を少しでも多く買ってほしいのじゃ」

　その為の取引であると言っても過言ではないという。

　ローゼンヘイムは壊滅的な被害を受けた街の復興も、遺族への補償もこれから始まったばかりだという。

「少しでも……多くですね」

　そう呟くと、ペロムスはエクストラスキル「天秤」を発動させた。

「な!?　ペロムスよ。このような場所で何をしておるのだ!!」

　ペロムスの体が陽炎のように揺れ始めたのを見て、通商大臣が慌て始める。

　何事だとフィラメール長老も子爵も視線をペロムスに向けた。

「分かりました。この鎧、いえ、全ての品を私が買いましょう」

「ふぁ!?　ば、馬鹿な!!　全部だと、き、君は何を言っているんだ!!」

　通商大臣が慌てて止めに入った。

　もしかしたら、今の状況が夢であったらいいのにと思っているのかもしれない。

「はて、今、取引の最中なのじゃが」

「私の首が飛びます。国の経済が破綻します!!」

　命を懸けて必死に弁明する通商大臣を、複数のエルフが「まあまあ」と言いながら、ペロムスとフィラメール長老のいる場所から遠ざける。

　ラターシュ王国はそもそも小国で、武器や防具、楽器についてもそこまでの需要はない。

　だから、エルフの国で作られた高価で貴重な楽器など、王侯貴族は欲しがるかもしれないが、２０００なんて数を絶対に捌けない。

　買値が金貨25枚の高価な鎧３００万個など、売り切るまでに１００年はかかるだろう。

　この責任は、貿易の認可を下した通商大臣に重くのしかかるかと見えた。

　しかし、大臣と違いペロムスには一切の不安がないように見える。

「フィラメール長老、鎧を含む全ての品を買い取らせていただきます。ですが、３つほど条件を提示させていただきたいのですが、よろしいでしょうか」

「うむ、申してみるのじゃ」

「１つ目は、買値の交渉です」

「当然じゃな。儂わしは手ごわいぞ」

「２つ目は、支払いの時期です。おっしゃるだけの数を買うとなると、１年ほど時間をいただきたいのです」

「ほう、言うたの。１年で全て捌くと」

　通商大臣がそれを聞いて膝から頽くずおれ遠くを見ている。

「可能です。ギアムート帝国とバウキス帝国で合わせれば、お釣りがくるほどの需要がありますよ」

「ぬ？　ギアムートとバウキスじゃと。何の話じゃて？」

　ペロムスはローゼンヘイムからの輸入品をラターシュ王国だけで売り捌こうとは思っていなかった。

　エクストラスキル「天秤」は、物の価値を測ることができるだけでなく、それを応用して、その物の需要を知ることができる。

　しかも、世界の平均から、大陸、国家、街とエリアを絞り込んで調べることもできる。

　今、ペロムスは「天秤」によって、ギアムート帝国とバウキス帝国に、鎧の需要が高まっていることを感知した。

　これは、ギアムート帝国なら先の魔王軍との戦いで消耗していること、バウキス帝国なら、元々人口も多く国土も圧倒的に広いことが理由だろう。

　この鎧は軽くて耐久力も高く、戦士系から斥候系まで広く装備可能なので、鎧を必要とする両国では確実に売れるはずだ。

「ラターシュ王国の市場にも流通させますが、多くは他国での売買となります」

「なるほどの。それで、もしや３つ目の条件は？」

「ギアムート帝国、バウキス帝国との貿易認可を、両国から得たいのです。口利きをお願いできませんでしょうか？」

　今、ペロムスの廃課金商会は、ローゼンヘイムとの貿易認可しか持っていない。

　ギアムート帝国、バウキス帝国から貿易許可を得るのは、ラターシュ王国の通商大臣には難しいとペロムスは判断した。

「ほう、儂に動けと」

「お願いします。必ず１年以内に利益を出して見せます」

　そう言ったペロムスの顔つきに、フィラメール長老はギアムート帝国と交渉しているような気がして、一瞬思案しかけたが、そんなことは必要ないと思い直した。

　今回のことは、ローゼンヘイム救国の英雄アレンから頼まれたことだ。

「よかろう。両国にはそれくらいの貸しはあるからの」

「ありがとうございます。今後ともご贔ひい屓きに」

「うむ、契約は成立なのじゃて」

　その後、１ヵ月もしないうちに、フィラメール長老の仲介を受け、ペロムスはギアムート帝国とバウキス帝国から貿易許可を得ることができた。

　こうして廃課金商会は貿易ビジネスに大きく舵を切ったのであった。













特別書き下ろしエピソード⑥　要塞化計画











　アレンたちがＳ級ダンジョンを目指し旅立って、ほどなくのことだ。

　大きめの魔導船が１隻、グランヴェル領上空を移動していた。

　この魔導船はグランヴェル子爵の持船である。

　通常、魔導船はバウキス帝国に賃料を払って貸与される。

　しかし、この魔導船は、アレンが金貨１万枚で一括購入し、子爵に提供したものだ。

　アレンは学園にいたころから、従僕時代から世話になり、その後も、仲間であるキールが領主になるため力を尽くしてくれたグランヴェル子爵に、恩返しがしたかったのだという。

　金を渡しても良かったが、バウキス帝国で活動し、帝国内の商人とも交渉ができる自分だからこそできることはないかと模索し、思いついたのが魔導船のプレゼントだった。

　そして、アレンは子爵にある頼み事をした。

　それは、領内を周回することができる魔導船を、領民にも使わせてほしいというものだった。

　魔導船を使えば、領民の行動範囲を広げることができ、領の発展に貢献するだろう。

　子爵はこれを受け入れて、今も、グランヴェル領内の騎士たち、そして乗船に応募した１００世帯ほどの領民を乗せている。

　目的地はロダン村、アレンの父親であるロダンが村長を務める開拓村であり、乗客は働き口を求めて開拓村へ移住する人々だ。

　その中に、２組の老夫婦がいる。

「そうなのか。そんなことが」

『はい、ゾハン様。アレン様の御力のおかげで、１つの国が救われたのです』

　２組のために特別に用意されたという魔導船の個室で、アレンの父方の祖父母のゾハンとジェニカは、霊Ｂの召喚獣から、にわかには信じがたい話を聞いていた。

「まあ、ロダンの子がそんなに立派になったのね。私たちの孫がねえ」

『もちろんです、ジェニカ様。アレン様はとても立派なお方です』

　農奴として生まれたテレシアの両親も同じ個室にいるのだが、初めて乗った魔導船に驚いているのか、ずっと窓に張り付いて外の景色を見ている。

　彼らは今回、管理していた土地を子供たちに譲り、この魔導船に乗り込んだ。

　アレンは随分前にグランヴェル家に税金を納め、父方の親戚も母方の親戚も、望む者は農奴から解放して平民にしてもらっている。

「あらあら、見えてきたわね。って、なんか大きいわね」

　いつの間にか窓辺に移動していたジェニカの言葉に、ゾハンも窓辺に移動し、魔導船の窓をのぞき込んだ。

「本当か、ジェニカ。って、これが開拓村か？　なんかとても大きいじゃないか」

　上空からだと村の全容が見える。

　村の境界を示す木造の塀によって把握できるロダン村の広さは、来る前に立ち寄ったクレナ村の４倍の面積はある。村の外周に設けられた幅の広い堀と、村の入り口の、今は上げられた吊り橋が、外からの魔獣の侵入を防いでいる。

　魔導船が村の上空にさしかかると、堀からは水が抜かれているのが見え、堀の底では多くの人々とともに、イノシシの形をした大型の生き物が、堀の土をかき分けているのが見えた。

「あれは、なんだ？　ま、魔獣じゃないのか!?」

『ゾハン様、落ち着いてください。あちらはアレン様の召喚獣です』

「しょ、召喚獣。これもアレン君の召喚獣なのかえ」

　ゾハンもジェニカも信じられないという様子で窓から作業の様子を見下ろしている。

　アレンは、ローゼンヘイムで、魔王軍が１つの国を攻め滅ぼそうとすると、人々の生活はどうなるのかを目の当たりにした。

　アレンが最も大切にしていることに家族の幸せがある。

　もし、自分が魔王との戦いに敗れた場合のことを考え、ロダン村を、ローゼンヘイムのラポルカ要塞と同じ程度の、数百万の魔獣と戦える要塞にすることを計画した。

　具体的には、獣Ｃの召喚獣に堀を広く深くさせているが、細かい作業が苦手なので、秋のボア狩りシーズンを除いて、村人にも要塞化作業を手伝ってもらっている。

　しかし、これでは夏の時期に畑作業をしてくれる者がいなくなってしまう。

　そこで、グランヴェル子爵に相談し、グランヴェルの街で畑作業の働き手を１００世帯ほど募集してもらった。




【グランヴェルの街での募集内容】

・１世帯当たり月金貨１枚を支給する（移動時も含む）

・世帯全員の人頭税等すべての税金を非課税とする

・住居、食料３ヵ月分を提供

・ボア狩りへの参加は自由（万一の死亡弔慰金は金貨３００枚）

・ボア狩り時は武器防具等を貸与する

・任期は１年

・１００世帯限定




　この世界では、就業率が低い。そのため、今回の募集にはかなりの数の応募があり、結局抽選となった。

　その抽選に当たった領民が、今、魔導船からロダン村を見下ろしている。

「おお、すごい村だな。ここが働けば月に金貨１枚もくれるというロダン村か」

「思った以上のデカさだな。村というより街じゃないか」

「家まで用意してくれて、当面の食糧も出してくれるって、本当か」

　ボア狩りの獲物であるグレイトボアはグランヴェルの街の近くには出現しないので、移住する人々には「村の畑を荒らす獣」という程度の説明がされている。

　ボア狩りには武器や防具も用意され、見習いの騎士も参加するので、危険は少なくなるはずだ。

　一度狩りに参加してくれれば、その旨味が噂として広がり、次回以降はきっと多くの人が参加してくれるだろう。

　さらに、任期を１年にして、開拓参加者の入れ替えを行えば、ボア狩りで領民のレベルも上がり、街に戻っても働き口に困らないはずだと考えた。

　魔導船がロダン村の発着地に到着すると、騎士がアレンの祖父母たちを丁寧にエスコートしてくれた。

「こちらです」

「おお、到着したようだな。ご丁寧にすみませぬ」

　移住予定の領民は、騎士たちの先導によって村の中央の広場に向かった。

　広場では、アレンの父である村長のロダンが待っていた。

「こ、これはようこそ。お越しくださいました」

「うむ、ロダン村長よ。村で働く者たちを連れてきたぞ」

　騎士たちを率いるレイブランド副騎士団長が、ロダン村長に挨拶をする。

「今日は宴の準備もしております。それまでどうぞゆっくりとしてください」

　広場の近くには、移住者用の集合住宅ができあがっている。

「そうか。船にたくさんの食糧や酒を積みこんであるから、宴に使ってくれ」

　魔導船に積んである酒や食料も、アレンが金を出して運んでもらったものだ。
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　夜になり、新しくやってきた村人と、護衛の騎士団の歓迎会が行われた。

　広間の中央では薪が積み上げられた巨大なたき火が燃えている。

「では、皆さん、遠路はるばるこの村に来ていただいてありがとうございます。村長のロダンです。今日は皆さんの歓迎会です。楽しんでいってください」

　村長感が溢れ始めたロダンの挨拶と共に、歓迎会が開催された。

　歓迎会に出された肉は、新鮮なものがいいだろうと、アレンが召喚獣に運ばせた白竜山脈の魔獣の肉だ。体長５メートルにはなるトカゲ型のＢランクの魔獣が、解体して運ばれてきた。

「ほうほう、ミュラちゃん。このお肉もアレンの召喚獣っていうのが捕まえたのかい」

「うんうん。ずどおおんって、もってきたの。こおおおおおんなにおおきかったんだよ」

　アレンの妹ミュラが両手を広げて、竜Ｂの召喚獣が魔獣を咥えて持ってきた時の様子を説明するのを、ジェニカは頭を撫でながら聞いていた。

　こんなに頰張れるほどの肉を食べたのはいつぶりだろうとジェニカは思う。

　ミュラとジェニカの会話の横で、ゾハンとロダンの親子が話をしている。

　アレンが生まれる５年ほど前にクレナ村の開拓を始めたので、20年ぶりの親子の会話である。

「それにしても、お前が村長になるとはな」

　ゾハンは、ロダンが「自分の畑が欲しいんだ」と言って15歳かそこらで村を出ていったことを思い出している。畑の手伝いよりも、槍を振り回して悪戯ばかりしていたやんちゃな子どもだった。

「俺も信じられないよ。まあ、アレンに比べたら俺なんて普通だぞ」

「だが、ボア狩りのロダンの噂は聞こえていたからな。俺も嬉しかったぞ」

「親父……」

　ロダンも、クレナ村にたどり着いた時からこれまでの20年近い歳月を思い出している。

「マッシュ君よ、アレン君はすごいのか」

「うん」

「アレン君は、今度はいつ戻ってくるんだ？」

「どうだろうな。異国に行ってしまったからな。英雄になって戻ってくるかもな」

「そうか。そいつは楽しみだ」

　いつか会いたいとゾハンは思った。

「まあ、もう親父もお袋も畑を耕さなくていいんだ。今後はゆっくりしていてくれ」

「あんだよ？」

「あんだよって、もう年じゃねえか」

　この建物にはテレシアの両親とロダンの両親が住むのに十分な部屋がある。

　だが、

「村長になったからって偉ぶりやがって。馬鹿野郎、せっかくやってきたんだ、手伝うぞ」

　ゾハンがそう言ってニヤリと笑うと、ロダンは、父がこういう性格だったなと思いだした。

　こうして、新たな領民と、アレンの祖父母たちが合流したロダン村は、更なる発展を遂げていくのであった。













特別書き下ろしエピソード⑦　精霊の住まう大地











　アレンたちは、バウキス帝国を離れ、ローゼンヘイムに戻っていた。

　転職して、精霊使いになったソフィーが、精霊と契約を交わす必要があったからだ。

「随分早かったな。今度から移動はこれにするか」

　ローゼンヘイムの首都フォルテニアで、魔導船を降りたドゴラが言った。

「ああ。さすがバウキス帝国の超高速魔導船だな」

　今回、アレンたちは、バウキス帝国でも数台しかないといわれる、超高速魔導船を借りた。

　魔王軍に侵攻を受けたローゼンヘイムを救いに行ったときに乗った高速魔導船よりもさらに速い、「超」高速魔導船だ。

　チャーターするのに１日あたり金貨千枚かかるのだが、それは「金さえ積めば何でも手に入れられる」バウキス帝国の良さでもある。

　Ｓ級ダンジョンに挑戦を開始してはや２ヵ月が経過し、売れば金貨数千枚になる貴重なアイテムや装備も手に入り、今ではお金よりも時間の方が遥かに貴重なものとなっていた。

　そこで今回、中央大陸を越えて世界の反対側にあるローゼンヘイムに行く手段として、アレンが選択したかたちだ。

「皆さん、本当にありがとうございます……。まあ!?」

　ソフィーは、仲間たちに同行の礼を述べながら魔導船を降りたところで、目に飛びこんできた首都フォルテニアの光景に驚きの声を上げてしまった。

　アレンたちがここで魔神レーゼルと戦ってから、まだ３ヵ月ほどしか経過していないのに、既にフォルテニアでは建物の再建が始まり、町並みが戦前の状態に戻りつつあった。

　戦争に勝利した今、少しでも早く世界樹のもとに帰ろうというエルフたちの強い意思を感じる。

「なんかすげえな。これもエルフの力なのか？」

　キールも、記憶にある焼け焦げた街並みとの違いに驚いている。

「はい。土の精霊様と木の精霊様のお力を借りておりますので」

　精霊の力で家々や神殿の建築、外壁の修復が行われているのだ。

「なるほど、戦争がもっと落ち着いたら、ロダン村の要塞化を手伝ってもらおうかな」

「アレン様、もちろんお手伝いせてください」

　アレンは、魔王軍の侵攻を受け、焦土と化したローゼンヘイムの街や要塞をいくつも見てきた。

　家族のいるロダン村が同じ事にならないように、現在、アレンの召喚獣と村人の手で村の要塞化を進めているところだ。

「よし、皆移動するぞ。ソフィーは一緒に乗って先導してくれ」

　アレンたちはそのまま鳥Ｂの召喚獣に乗って移動を開始した。

「ローゼン様、道案内お願いします」

　ソフィーは、服の胸元に入り込んでいる精霊神ローゼンに話しかける。

『はは。分かったよ。最初は「火」だから、山脈まで向かうよ。こっちだね』

　精霊神の案内に従って一日じゅう飛び続け、月が闇夜を優しく照らす頃、ようやく巨大な山脈の上空に到着した。

　山脈は活火山のようで、月の光の中で、もうもうと立ち上る煙が見え、闇の中で、火口の溶岩が明るく光るのが見えた。

　鳥Ｅの召喚獣を送り、火口の詳細を確認すると、赤く光る生物が見えた。

「む？　火口に何かいるな」

『あれが火の幼精霊サラマンダーだね。はは』

　鳥Ｂの召喚獣を火口付近に降りさせ、光る生き物が見えるところまで近づいてみる。

　オオサンショウウオのような見た目をしていて、ノタノタと歩いて岩に近づき、岩と岩の隙間から湧き出る溶岩を舐めていた。

　アレンたちはこの生き物に見覚えがあった。

　３ヵ月ほど前、フォルテニアの世界樹の下で戦勝祝賀会が行われた時、エルフたちが戻ってきたことを祝うように、多くの精霊たちが集まってきた。その中に、火の幼精霊サラマンダーもいて、いずれ精霊使いになった時のためにと、ソフィーは接触を図っていたのだ。

『アウアウ！』

　火の幼精霊が、ソフィーに気付いて声をあげた。どうやら以前会ったソフィーのことを覚えていたようで、ノタノタと近づいてくる。

『はは。元気がいいね。じゃあ、ソフィー、サラマンダーのところへ行って。契約するよ』

　アレンにはあまり助言をしない精霊神だが、ソフィーの手伝いは積極的にするようだ。

　胸元にいる精霊神の言葉に従い、ソフィーは火の幼精霊に近づく。

『ア～！　アウアウ!!』

　ソフィーが手を差し出すと、火の幼精霊も前足を差し出し、１人の手と１体の前足が合わさった瞬間、２者は一緒に光に包まれた。

『これで契約は完了だよ。はは』

「ありがとうございます！」

　ソフィーが胸元の精霊神に礼を言った時、

『アウアウ!!』

　火の幼精霊がソフィーの膝に上り、嬉しそうに鳴きながら腕を伝って肩に這い上がろうとする。

「……あの、落ち着いてください」

　ソフィーはやんちゃな幼精霊に困惑しているようだ。

「精霊神様、この幼精霊は、魔獣だとどれくらいのランクなのですか？」

　幼精霊があまり強そうには見えないので、アレンはどれくらいの強さか精霊神に聞いてみた。

『単純な強さで言うなら、幼精霊は魔獣のＣランクからＢランクくらいまでだね』

　精霊神は、精霊のことなら、答えられる範囲が随分と広くなるようだ。

「はあ？　なんだよ、弱いじゃねえか」

　ペシペシ

　顔をソフィーに擦りつけている火の幼精霊の後頭部を、ドゴラが軽く叩いた。

『アウ!!』

　ドゴラの方を振りむくと、幼精霊の目つきが鋭くなっていた。

　その体が怪しく輝き始める。

「え？　サラマンダー様!?　あぁ……」

　異変に気づいたのも束の間、ソフィーはめまいを覚え、額に手を当ててよろめいてしまう。

「ソフィアローネ様!!」

　フォルマールが咄嗟にソフィーの体を支えた。

　ゴゴゴゴゴ!!

　ソフィーと彼女を支えるフォルマールの頭上に、一瞬で何十メートルにもなる巨大な火球が生まれる。

「ちょ!?　ちょっと、何よこれ!!」

　夜の闇を明るく照らす火球の大きさに、セシルが思わず息を吞む。

　ＣランクやＢランクの魔獣では、とてもではないが作り出せない力だ。

『サラマンダー。落ち着くのだよ。宿主の体力まで吸っているよ！』

　精霊神が幼精霊を諫めると、ソフィーたちの頭上にあった巨大な火球は、出たときと同じく一瞬でかき消えた。

　ソフィーの足下に転がり堕ちていた幼精霊が、精霊神に叱られて縮こまってしまっている。

　アレンが魔導書でソフィーの状態を確認すると、魔力がなくなり、体力まで減少してしまっていた。

「キール、ソフィーの体力を回復してくれ。精霊神様、これはどういうことでしょうか？」

『まだ契約したばかりで、サラマンダーは契約者であるソフィーとの力のやりとりに慣れていないんだよ』

　ソフィーに撫でられている幼精霊を横目に見ながら、精霊神は先ほど起こったことを解説した。

　精霊は力の行使に契約者の魔力を使う。

　ソフィーは、転職を２度行った結果、普通のエルフよりもはるかに高い魔力を持っているうえに、Ｓ級ダンジョンの攻略を進めるほどの装備もしていて、総合的な魔力がかなりあった。そこに、まだ契約して間もなく、契約者と力をやりとりする際の加減が分かっていないサラマンダーが、際限なく魔力を吸い取って、さきほどのような巨大な火球を生み出してしまった。

「消費魔力に比例して力は再現なく大きくなると。セシルのプチメテオみたいなものか」

「なるほどね」

　セシルのエクストラスキル「小隕石」は、その威力の大小をセシルの知力と魔力に依存する。

　レベルをカンストさせ、装備を揃えたセシルが使うと、とんでもない威力になった。

　ソフィーにじゃれつく火の幼精霊を見て、幼くてもそんな力があるのかとアレンたちは感心した。

　今日の活動はここまでと、火口から少し離れたところで野営する。
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　翌日も朝から移動を開始して、今度は山脈から流れる川に向かった。

「ふむ。水の幼精霊とも普通に契約できたな」

『キュイキュイ!!』

　ソフィーの腕の中で嬉しそうに鳴いている水の幼精霊ケルピーは、腹は白色で背中は水色のツートンカラー、かわいい子供のイルカの姿をしていた。

　ソフィーの言うことをあまり聞かず、陸に上がった魚のように体をくねらせているのは、火の幼精霊と同じく、契約したばかりで慣れていないからだろう。

　アレンが魚を捕まえるタモ網を肩にかけ、せっかく持ってきたのにと残念そうに呟いた。

「ちょっと、どうやって捕まえようとしていたのよ」

　セシルが呆れている。

　今回ソフィーが契約した水の幼精霊も、世界樹の木のもとに集まっていた１体だったので、アレンたちもなんとなく姿を記憶していた。

　サラマンダーが火山の火口にいたように、接触するには川を泳ぐ魚を捕まえるようにしなければならないかと考えていたが、それはアレンとドゴラの杞憂だったようだ。

「精霊神様、先日契約した火の幼精霊と一緒に顕現させることってできるのですか？」

　今、この場に火の幼精霊はいない。

　召喚獣のように、精霊も複数体を同時に顕現させていられるのか、アレンは確認した。

『はは。それは基本的にできないよ』

「基本的に？」

　精霊神の言葉には、複数体同時顕現の可能性を感じる。

『まだ、ソフィアローネは顕現に慣れていないからね。あと知力も足りないよ』

　召喚獣と知覚共有する、その数を増やすのに、知力が必要だったのと似ている。

　アレンは、精霊神が無理な検証をしないよう忠告をしてくれたようだと考えた。

「なるほど。ありがとうございます」

「なんか、すげー経験値が増えていっているな。次は風ってことか」

　キールがアレンの魔導書をのぞき込むと、水の幼精霊を顕現させているだけで、ソフィーの魔力は減り続け、スキル経験値が貯まり続けている。見る間にソフィーの職業レベルは３になったかと思うと、４になる。スキルレベルも２から４まであっという間に上がった。

「なるほど、スキルレベル稼ぎにもなると。ソフィー、魔力回復リングを貸しておくから、ずっと顕現させておいてくれ」

　ソフィーに魔力回復リングを渡す。これで魔力を回復しながら、水の幼精霊を顕現し続けることができ、その間スキル経験値が稼げるだろう。

「アレン様、ありがとうございます」

　その日のうちに、風の幼精霊エアルとも契約を交わすことができたが、そこで日が暮れてしまったので、最後の幼精霊と契約するのは翌日にする。

　風の幼精霊と契約した場所の近くに野営し、一晩を明かしてから、いよいよ最後の幼精霊のところへ移動する。

　アレンとソフィーは、その日も鳥Ｂの召喚獣に２人乗りだ。

「最後は土か。土も世界樹のもとにいたかな」

　いろんな属性の精霊や幼精霊が集まっていたような記憶があるが、土の幼精霊がいたのかは覚えていない。

『いなくもなかったけど、その場で関係は築けなかったようだね。はは』

「精霊神様、場所はお分かりですか？」

　ソフィーは精霊神に土の幼精霊の居場所を尋ねる。

『……こっちだね。ちょっと離れているよ』

　精霊神はラポルカ要塞よりもさらに南に向かうようにと言う。




【精霊使いと精霊について】

・幼精霊の強さはＣランクからＢランク

・精霊使いの魔力が高いほど、精霊は大きな力の行使ができる

・精霊使いの知力が高いほど、精霊との意思疎通が容易になる

・精霊を複数体同時顕現するには知力が必要

・大精霊使いになると幼精霊複数体顕現も容易になる




　アレンは移動しながら、この数日に知った精霊使いや、精霊、それぞれの特徴について、魔導書に記録していく。

　精霊に関しては、思いついたことを聞けば精霊神が答えてくれるので、あれこれと質問しているうちに、育成の方向性が定まってきた。

「無理して知力を上げるより魔力を上げた方が精霊使いはいいのか。この辺りはセシルとの役割の違いができそうだな」

　アレンは魔力を優先するようにソフィーに言う。

　精霊使いには知力と魔力の両方が大事なのだが、知力を上げて仮に複数体の精霊を顕現できるようになっても、ソフィーは魔力を吸い取られ、体力まで失って死ぬこともあると精霊神は教えてくれた。

　だったら、顕現させるのは１体ずつにして、しっかりと意思の疎通を図るほうが確実だ。

「承りましたわ。……あれ、あれはなんでしょう？」

『……あそこに土の幼精霊がいるよ』

　精霊神の指し示す先に、崩れかけた遺跡が見えてきた。

　遺跡の中央に降りて、周りを見回してみる。かなり古く、かつては街であったようだ。

　城壁は大半が崩れ、建物は壁や柱が残っているものの方が少なく、ほとんどは基礎だけになっている。

「これは、魔王軍の侵攻とか関係ないよな」

　キールがぽつりと呟いた。

「こんなところに土の幼精霊がいるんだ」

　メルルは好奇心の赴くままに遺跡を散策し始める。

　コツンコツン

「あれ、なんかいるよ！」

　早速、メルルが動くものを発見した。

　それは、アレンたちの中で最も背が低いメルルよりも、さらに背の低い男の子だった。

　独特のデザインの衣装を着て、太い腹帯を締めて、自分の頭ほどの大きさの石を両手で持ち上げて、どこかへ運ぼうとしている。

『あの子が土の幼精霊コルボックルだね』

　精霊神はコルボックルを、どこかさみしそうな目つきで見ている。

「ソフィー、契約してくれ」

　アレンに言われ、ソフィーは風の幼精霊エアルの顕現を止めて、土の幼精霊に近づいた。

「あ、あの。コルボックル様？」

　ソフィーが呼びかけたが、土の幼精霊には彼女の声が聞こえていないのか、そのまま石を持って歩き続ける。

　そして、外壁の三面が崩れかけてはいるが、まだ一面が残っている建物のところまで来ると、

『んしょ、んしょ。こうして、こうしてと……』

　運んできた石を、残った壁に押し付けている。

「何をしているのですか？」

　ソフィーは土の幼精霊のそばに屈み込み、視線の高さを同じにして語り掛けた。

　アレンたちはそれを静観することにする。

『街を直しているの。皆どっか行っちゃったから』

「そうですか。こんな大きな街をおひとりで？」

『うん』

　そう言ったコルボックルの横顔に表情らしい表情はないのに、ソフィーにはかえってそれがとても悲しそうに見えた。

　ソフィーは胸の詰まるような思いがした。

「私が、何かお役に立てないでしょうか」

『本当？　じゃあ出ていったダークエルフと仲良くしてほしいの』

　この言葉に、ソフィーは、この遺跡がかつてダークエルフの街だったことを理解した。

　この土の幼精霊は、かつてこの街に住み、ローゼンヘイムのエルフとの争いの時に別の大陸へ去ったダークエルフと契約していたのかもしれない。

　あるいは、もしかしたら契約していたダークエルフは、自分たちエルフとの争いで、亡くなってしまったのかもしれない。

　それは、遠く１０００年も２０００年も昔の事であった。

　その頃から、コルボックルは、たった１体でこの街を元に戻そうとしていたのだろう。

　だが、彼がその小さな手でどんなに石を運んでも、街は過ぎていく月日の中でゆっくりと朽ちていき、もはや元には戻らない。

「私は、エルフたちに道を示す者です」

　ソフィーは潤んだ目を瞬いてそう言った。

『うん』

　コルボックルは壁に石を押しつけながら返事をした。

「そして、ダークエルフとも、同じ道を歩みたいと思っています」

　廃墟の街を過去の姿に戻すことはできないが、エルフとダークエルフがともに進む道を作ることはできるとソフィーは言った。

　その言葉に、土の幼精霊が初めてソフィーに顔を向けた。

『本当？　ありがと。約束だよ』

　相変わらず表情らしい表情はないが、ソフィーには、彼の顔が少し明るくなったように見えた。

　土の幼精霊が、ソフィーに手を差し出してきた。

「エルフの王女として、コルボックル様とのお約束、必ず果たします」

　ソフィーが小さな手に自らの手を重ねると、１人と１体は光に包まれ、契約が行われた。

　こうして、ソフィーは４体の幼精霊と契約を交わし、Ｓ級ダンジョンに向かうことになる。

　だが、この日、ダンジョン攻略とは別に、ソフィーの中に新たな強い思いが生まれたのであった。
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　アレン達が休日をとっていたある日のこと。

　ヘルミオスのパーティーも、アレンたちに合わせて休日を取っているため、拠点の食堂ではいつもよりもゆっくりとした時間が流れている。

　食堂の一角では、顕現していないためアレンたちに見えない状態で３体の幼精霊が固まっていた。

　顕現していないため、幼精霊たちの会話は聞こえない。

『キューキュー』

　イルカの姿をした水の幼精霊ケルピーは凹んでいる。

　昨日もＳ級ダンジョンで、ソフィーの魔力を全吸いしてしまった。

『おい、そんなに凹むなよ。魔力が暴走しただけじゃないか』

　つんつん頭で口調の荒い半裸の少年は、風の幼精霊エアルだ。

　やんちゃそうな見た目とは裏腹に、凹む水の幼精霊ケルピーを励ましている。

『魔力の調整は難しい』

　民族衣装のような服を着た、３歳児ほどに見える男の子は、土の幼精霊コルボックだ。表情は大人しく、ケルピーのしたことは仕方ないとフォローする。

『ん～、俺やコルボックと違って、サラマンダーやケルピーはなかなか上手くいかないな』

　エアルは考えるポーズを取りながら、ソフィーの膝に乗っている赤く大きなサンショウウオの姿をした火の幼精霊サラマンダーを見る。

　割と早めに精霊使いのソフィーから上手く魔力を貰えるようになったエアルやコルボックルと違い、サラマンダーとケルピーは上手くいっていない。

『相性の問題だって、ローゼン様はいっていた。動物の姿をした精霊の方が力はあるけど制御が難しいって』

　人の姿をした精霊と獣の姿をした精霊で何か違いがあるようだ。

『ふ～ん』

　コルボックの言葉にエアルはそんなもんかねと返事をする。

『でも、あんまり迷惑かけたらソフィーがかわいそうだな。お礼でも出来たらいいんだけど』

『キュイ？』

『お礼？』

『ソフィーの喜ぶような、お礼だよ。せっかく契約出来て外の世界を見れるようになったんだ』

　精霊たちは何百年、何千年と生きてきたが、ローゼンヘイムを出たことはなかった。

　別の世界に連れて行ってくれたソフィーに、なにか礼ができないかとエアルは思う。

『たしかに』

『キュイ!!』

　コルボックとケルピーはエアルの意見に賛同する。

『なにか、ソフィーの喜びそうなものはないかな』

　ダンジョンと拠点の往復ばかりの生活で、ソフィーの好みが分からないとエアルは言う。

　コルボックとケルピーも考えこむが何も思いつかないようだ。

『あ、どこか移動するみたいだね』

　コルボックが食堂に集まる者たちが外出しようとしていることに気付く。

　メルルはロゼッタ含むヘルミオスのパーティー数人を引き連れ、繁華街に繰り出すようだ。きっとまた酔っぱらって帰ってくるのだろう。

　キールは教会に向かうと出ていった。

　ヘルミオスは仲間を引き連れ冒険者ギルドへ向かうらしい。

　ドゴラとクレナはドベルグと庭で訓練のようだ。

　皆が立ち上がり、それぞれ目的の場所を目指して外出していく。

　皆が出ていったところで、残ったアレンたちが立ち上がった。

　２階に向かうようだ。

『おいおい、ソフィーは出かけないのか。あのよく分からん作業をするのかよ』

　せっかくの休みだが、ソフィーはアレンの回復薬の生成を手伝いに行くようだ。「天の恵みも魔力の種もいくらあっても困らない」と言うアレンは時間ができればいつもこの作業に励んでいる。ソフィーの休日は、セシルとともにアレンの手伝いをすることが多い。フォルマールもソフィーの身を案じて一緒に行動している。

　３体の精霊たちは当たり前のようにアレンの部屋に潜入する。

　エアルの予想は見事に的中し、４人はアレンの部屋で天の恵みの生成に集中し始めた。

『今日も一日中ここにいるだろうね……。ソフィーは何が欲しんだろう』

　コルボックも残念そうだ。

『キュイ……!?　キュウイキュイ!!』

　一緒になって残念がるケルピーがハッと何かに気づいた。

　４体の幼精霊のうち１体だけ顕現している、ソフィーのひざ元にいるサラマンダーに話しかける。

『アウ？　アウアウ!!』

　サラマンダーはケルピーの話に相槌を打つと、ソフィーのひざ元からするすると降りる。

　パクリ

「ちょ、ちょっと!?　何食べてんのよ！」

「ま、まあ」

　サラマンダーの行動にセシルもソフィーも絶句する。

　貴重な出来立てホヤホヤの天の恵みを美味しそうに食べてしまった。

　ソフィーに「いけません」と抱きかかえられるが、手足を元気よくばたつかせる。

「ソフィー、サラマンダーも１日中ここにいると退屈なんじゃないのか。散歩にでもいったらどうだ？」

　アレンが困った顔をしているソフィーを見て、気晴らしに散歩でもと提案をする。

　天の恵みを食べられたことも気にしていない様子だ。

「そ、そうですわね」

　ソフィーは申し訳なさそうに言う。

『よし!!　上手く言ったぞ。サラマンダーでかした!!』

　してやったりとエアルが拳を握りしめガッツポーズをとる。

　こうして、ソフィーはサラマンダーを抱えながら申し訳なさそうに街中に繰り出すことにした。

　フォルマールはソフィーの身を案じてついていくようだ。

『アウアウ!!』

「まあ、サラマンダー様、こちらに行きたいのですね」

　ソフィーはサラマンダーを優しく抱きかかえて大通りを歩き始めた。

　サラマンダーが元気よく体を向ける方に、ソフィーは移動する。

　３体の幼精霊たちはソフィーの後ろでふよふよと浮いて、様子を見守る。

　サラマンダーが体をのけ反らせてソフィーを連れてきた先には、Ｓ級ダンジョンでも一番の大きさの市場であった。

『アウアウ!!』

「駄目ですよ。サラマンダー様、食べてはいけません」

　野菜売り場で体を大きく乗り出すと、ソフィーが制止する。

『やっぱり、食べ物には興味なさそうだな。家でもほとんど食事しないし』

『エルフは、あまり食べない』

『キュイキュイ』

　野菜売り場にも肉売り場にもソフィーは興味がなさそうだ。

『アウアウ!!』

　そのままずんずん歩いた先に、壺などの骨董が置かれたコーナーにやってくる。

「駄目ですよ。割れてしまいます」

　土を焼いて作った壺の前でサラマンダーがばたつくので、再びソフィーは静止する。

　ソフィーの後ろでは、これも興味なしかと残念がる幼精霊たちが次にソフィーを誘導させる場所をサラマンダーに伝える。

『アウアウ！』

「これは食べ物ではありませんよ。サラマンダー様、それにしても綺麗ですわね」

　やってきたのは、地面に布を引き、その上にいかにも手作りといった見た目のネックレスが並べられたアクセサリー売り場だった。

　店主と思しき年配の女性のドワーフは壁を背に商品の前へと座り、ちらとソフィーを見る。

　キラキラした目で商品を見るサラマンダーと一緒に、ソフィーは座り込んでネックレスやら指輪を見つめる。

「お嬢ちゃん、どうだね？　お安くしておくよ」

　店主のドワーフはソフィーに対し、口調や仕草から見るにお金を持っていそうだと考え、愛想よく声をかける。

「申し訳ありません。今日は手持ちがないのです」

　散歩するつもりで外出したソフィーはお金を持ってきておらず、申し訳なさそうにその場を後にする。

『これは興味ありそうだな』

『うん、これにしよう』

『キュイキュイ！』

　エアルの感想にコルボックもケルピーも同意する。

『でも、どうするの。お金ないよ』

『キュイ～』

　コルボックはあることに気付く。

　人間世界で何か貰うときはお金が必要だ。

　さすがに盗むとソフィーが悲しむと言う。

『ふふふ。こんなこともあろうかとジャ───ン!!』

『おお、お金だ!!』

『キュ!?』

　エアルの手の平には金貨が１枚あった。

　表情の少ないコルボックだが、これには思わず大きな反応を示す。

　アレンの部屋のテーブルに無造作置かれた金貨を１枚とってきたらしい

　悪戯好きの風の幼精霊らしい行動だ。

『ちょっと買い物するから魔力を分けてくれ』

『分かった』

『キュイキュイ』

　コルボックとケルピーがエアルに魔力を注ぐ。

　すると、エアルは市場の隅で少年の姿を現した。

　エアルはそそくさと先ほどの店へと向かう。

「これはこれはかわいい子だね。どうしたんだい？」

　エアルがアクセサリーを食い気味に見つめるので、年配のドワーフは尋ねる。

　３歳くらいの少年で、どう見ても、アクセサリーが欲しそうな年頃には見えない。

『買いに来た』

「まあ、こんなに大金！」

　あまり時間がないのか端的に目的を伝えたエアルは、ずいっと金貨を差し出した。

　その言葉に年配のドワーフは驚く。

　ここにある装飾品はステータスの効果が増えるわけでもないただのガラス細工のものだ。

　とても金貨が必要な値段ではない。

『さっきのエルフが見たのどれ？』

「ああ、さっきのお嬢さんのお使いかい？　えっと、これに興味があったかな」

　ソフィーが見ていたのは大きなガラスがはめられたネックレスだった。

　お金を持ってきていない高貴な様子のエルフが、アクセサリーが欲しくて使いを寄こしたのか。

　それにしても、随分早くに使いが来たなとドワーフは思った。

『じゃあ、これくれ。お金だ』

「は、はい。まいどありね。お嬢さんにもまたよろしく伝えておいてくれよ」

『分かった』

　金貨３枚とネックレスを交換する。

　エアルはドワーフに返事し、すごい勢いでその場を後にする。

　それから間もなく魔力が消えて、顕現できなくなったエアルは２体の幼精霊と合流する。

『買えたね』

『キュイキュイ！』

『ふふふ。よし、ソフィーの部屋にこっそりおいておこうぜ。びっくりするかな！』

　上手くいったとコルボックとケルピーは言う。

　ソフィーの驚く顔がみたいとエアルは言う。

　それから、拠点に戻り大人しくなったサラマンダーをあやしながら、ソフィーはアレンの回復薬の生成を手伝う。

　その後、夕食を終え、部屋に戻る。

　テーブルの上にはきらりと光るものがあった。

「あら、まあ、これは……」

　どこか見覚えのあるネックレスだった。

　首をかしげるソフィーを見て、ニヤニヤと嬉しそうな表情の幼精霊たちであった。








BOOK☆WALKER限定特典　貴族の嗜み






　ペロムスはラターシュ王国の王城に呼ばれていた。

　通された一室には、いくつかの楽器が並べられたテーブルがあり、傍ではグランヴェル子爵の息子トマスが、先ほどから難しい顔をして楽器を見つめている。

「トマスよ。ペロムスは忙しいのだ。あまり時間をかけるでない」

　トマスとともに部屋で待っていたグランヴェル子爵が、先ほどからの息子の様子にため息をついて、ついに口を開いた。

「は、はい。お父様」

　確かにそうだと、トマスはさらに真剣な目つきになって楽器を選ぼうとする。

「い、いえ。お時間はございます。ゆっくりお選びください」

　グランヴェル子爵の気遣いに、ペロムスは恐縮してしまう。

　実際には、このあとも数件の取引が予定されている。故郷の領主でもあり、ペロムスと「廃課金商会」の後ろ盾となってくれているグランヴェル子爵との取引だから、多少融通を利かせようとは思うが、それでも限界はあった。

　ラターシュ王国がローゼンヘイムと正式に国交を結び、国家間の貿易が始まったことで、ラターシュ王国側で取引を一手に引き受けることになった「廃課金商会」は、日に日に規模が大きくなっていった。ローゼンヘイムから輸入される武器や防具、調度品や楽器などが、ラターシュ王国内だけではなく、ラターシュ王国を経由してギアムート帝国やバウキス帝国にも流通するようになったからだ。

　それは、当然のようにラターシュ王国内での認知度の上昇につながり、直接取引をしたいと言ってくる貴族が増えてきた。今では、王都の商業学校に通うペロムスに会うため、全国の貴族が王都にやってくるようになったほどだ。

　彼らがペロムスと取引したがるのは、「貴族の嗜み」──演奏のための楽器を手に入れたいがためだ。

　ローゼンヘイムとの貿易によって、調度品や家具などとともに、楽器も輸入されるようになった。

　ローゼンヘイムの楽器は、ラターシュ王国のものと異なるもの、形や演奏方法が似ていてもラターシュ王国では聴くことのできない独特の音色を持つものがあり、教養の一環として演奏の技術を身につけ、腕を競う貴族の間でちょっとしたブームになっていた。

　さらに、ローゼンヘイムとの国交が結ばれたからには、今後、エルフとラターシュ王国の貴族が交流の場を持つ機会が増えると予想された。舞踏会が催された際に、ローゼンヘイムの楽器を扱えるとなれば、王城内でも注目を集めることになるはずだと考えた貴族たちが、自分用に、あるいは子弟のためにと、楽器を手に入れようとペロムスを頼ってくるのだ。

「これはどうかな？」

　トマスが、オカリナのような笛を手に取った。

「良いと思います。そちらは扱いやすいはずですよ」

「ふむふむ」

　トマスはこれまで楽器の演奏をしたことはないという。それならと、扱いやすさを基準に勧めてみたが、これにはグランヴェル子爵も賛成のようだ。

　現在、王城の役人として働いているトマスだが、将来はグランヴェル家の当主になる予定だ。今後の王城内での立場を少しでも有利にするため、他人から注目されるような教養を身につけるのも、貴族の務めである。

「もしお気に召していただけましたら、そちらはトマスさまに差し上げます。専用の木箱もございますので、これもお付けしますが……」

「ぬ？　気持ちはありがたいが、お前はすでにラターシュ王国の認可を受けてローゼンヘイムと貿易を行う身だ。取引は取引、代金はちゃんと払わせてもらうぞ」

　自領出身の商人だからと、ただで楽器を融通させるなどできはしない。そんな傍若無人な態度は必ず王城内での評価を下げることになる。

　傍にいる執事のセバスに対して、後日、ペロムスの自宅まで代金を届けるように伝えた。

「ありがとうございます。それでは、そろそろお暇させていただきますね」

　ペロムスは木箱とオカリナ風の笛をテーブルに残し、他の楽器を仕舞い始めた。テキパキと荷物をまとめ、セバスに笛の金額を伝える。

「そうか。時間を取らせてしまったね」

　忙しいのに拘束してしまって申し訳ないとトマスが言った。

　その時だった。




　バアアン!!




　扉が、壊れたのでは思うほどの大きな音で開かれ、カールしたブロンドの髪を頭の両サイドにまとめた女の子が、肩にグレイブを担いで飛び込んできた。

「こ、これはレイラーナ姫！」

　十代前半に見えるその女の子は、ラターシュ王国の王女レイラーナだった。その後ろには、ライバック近衛騎士団長が控えている。こちらは姫の護衛と武術の指導を兼ねているようだ。

　この姫とトマスとは、王都の貴族院にいる頃からの知り合いである。舞踏会で一緒に踊ったことがきっかけで、レイラーナ姫がトマスを気に入り、追いかけ回しているかたちだ。

　最近では、姫自らがトマスを教育係に任命したが、これは今年、兄であるインブエル王太子が国王に即位したため、妹である彼女の立場も飛躍的に高くなったことが背景にある。もともと思った通りにならないことはなるまで押し通す性格の姫だったが、こうなっては誰も彼女には逆らえない。

　しかし、このことを、グランヴェル子爵が城内での影響力を増すために、次期当主と目されるトマスをレイラーナ姫を近づけようとしているとの噂が、最近場内でささやかれている。もちろん、姫はそんなことなど知らずに、今、探していた相手を見つけたためか、顔をパァッと明るくした。

「あ！　いたわね。トマス。あなたも練習に行くわよ。今日はライバックもいるから、きっと良い特訓になるわ。って、これは何？」

　トマスとテーブルに近づいた姫は、残ったオカリナ風の笛を掴み取った。

　ラターシュ王国にはない形の楽器のため、笛だということ以外は分からず、息を吹き込む部分をのぞき込んでいる。

「ちょ、ちょっと。姫、困ります。へば!?」

　大事に扱わないと壊れると、トマスは姫から楽器を取り返そうとしたが、楽器の代わりに返されたのはレイラーナ姫の拳だった。

「そちらは、ローゼンヘイムからもたらされた貴重な楽器でございます」

　悶絶するトマスに代わり、グランヴェル子爵が説明する。

「ふうん」

　レイラーナ姫は、オカリナ風の笛の歌口をくわえて息を吹き込むが、上手く音がでない。




　ピューピュー




「ちょっと、上手く鳴らないじゃない。トマスやって見せよ！」

　ずいっとトマスに楽器を突き出す。

「ええ？」

「何よ。私の言うことが聞けないっていうの？」

　さっさと吹けと睨みを効かせる。

「とんでもございません。そ、それでは吹かせていただきます」

　トマスはオカリナ風の笛を受け取ると、顔を赤くしながら先程姫が口をつけた歌口に唇をあて、軽く息を吹いた。




　ピューピュー




「何よ、全然だめじゃない!!」

「申し訳ありません……」

「まあ、いいわ。これから稽古だから、トマスも付き合いなさい。あら、もう１人ひょろひょろのがいたような……」

「先ほどの商人でしたら、次の取引がございますので」

　グランヴェル子爵が何食わぬ顔で説明した。

「そうなの。一緒に鍛えてあげようと思ったのに」

　そう言って、レイラーナ姫はトマスの首根っこを掴んで部屋を出た。後にライバック近衛騎士団長が続く。




　廊下をのしのしと歩く姫と、引きずられていくトマスの後ろ姿を、グランヴェル子爵の機転で逃がしてもらったペロムスは、曲がり角から眺めていた。

「あれがお姫様か……」

　王城ってすごいところなんだと改めて思ったペロムスだった。














あとがき









　書籍をご購入いただきありがとうございます。ハム男でございます。

　ヘルモードは５巻まで出すことができました。

　それもこれも全て購読して下さる皆さまのお陰です。本当にありがとうございます。

　ただ、ここまで読んでいただいたら、分かるかと思いますが、５章にして初めて１つの巻で１つの話が終わりませんでした。

　開拓村編、従僕編、学園編、ローゼンヘイム侵攻編と１冊でまとめてきたのですが、申し訳ございません。

　ダンジョンに対するハム男の熱意と情念が強すぎました。

　ただ、分割することにより書き下ろしを本書にて多く書くことができました。

　ＷＥＢ版ではダンジョンの攻略中に書けなかった、アレンを取り巻く世界について、色々な面での出来事が書けたのかなと思います。




　あとがきなので、実はという話をするのですが、２章の従僕編を書いていたころ、ヘルモードは５章で終わろうかなと考えていました。

　しかし、アレンの冒険は広がり、２０２２年３月の現時点では、５巻はまだ序盤だったりします。10章を超えてストーリーは続いてく予定でござます。




　次巻が刊行されましたら、引き続きＳ級ダンジョンへ立ち向かうアレンたちの戦いの結末を読んでいただけたら幸いです。

　そして、どこまでアレンの冒険が続き、どのような結末を迎えるのか書籍版を追っていただけたらと思います。




　本編及び書き下ろしについては、こんな感じの解説でした。

　ここからは、ハム男がその半生を小出しに思い出して文字数を稼いでいくコーナーです。

　引き続きお付き合い下さい。

　４巻のあとがきで、ハム男の実家のマイホームが建つお話をしたかと思います。

　地方の一軒家に住み始めた思い出話ですが、家には狭いながらも庭がありました。




　そこで初めて知った父の趣味ですが、庭で１畳ほどの畑を作り始めたのです。

　キュウリやナスなどの野菜を熱心に育てていた記憶があります。

　正直に言うと、お店で並ぶものに比べたら敵うはずもなかったように記憶しています。

　大きくなりすぎたキュウリやナスなどが食卓に並びました。

　子供らの反応に対して父は怒ることもなかったような記憶があったりなかったりしています。




　そんな一軒家暮らしで、ハム男は学生時代、友人からハムスターを貰い受けました。

　何でも、ハムスターがたくさん子供を産んだので貰ってくれと言われて、了承しました。

　これがハム男の名前の由来なのか！　と、読者の皆様、お考えになったかもしれません。

　全く影響がないとは言えませんが、ハム男はなんとなくつけたペンネームです。

　ハム男は幼少期から動物が好きなのですが、ペットは禁止な雰囲気の実家でした。

　そこで黙って２階の子供部屋で飼うことにしました。

　バレなければどうということもないと思いましたが、２週間でバレてしまいました。

　その後、ハムスターは捨てられることもなく、親の許可が下りて、親公認のハムスター飼育が始まりました。

　大きなプラスチックのケースにおが屑のようなものを入れて、回し車やら木製の巣などを設置していきました。

　子供ながらにこの時が一番楽しかったように記憶しています。

　おが屑が暫く経って汚くなれば、肥料にでもと、父の愛した庭の畑の一角に捨てていました。

　そんなハムスター飼育が何ヶ月も過ぎた、ある日のことです。

　春から夏に変わる時期に庭に青々としたものが生えてきたのです。

　ハムスターの餌に上げていたひまわりの種の食べ残しが芽を出して、成長を始めました。

　夏になると、１畳の畑はひまわり畑となったのです。

　太陽目掛けて伸びたひまわりは畑の全てを飲み込んだと記憶しています。

　ひまわりって生命力強いんだなとハム男は感心したものです。

　父からそれでも怒られることもなく、一時期ハム男家の庭にはひまわりが咲く時期がありました。

　こんな感じで、ハム男は父が建てた夢のマイホームで過ごしていました。




　さてさて、あとがきの文字数が規定に達したようです。

　ヘルモードは小説の書籍版だけでなく、コミカライズ版も順調に刊行されております。

　コミック３巻が同じ月に刊行することができました。

　躍動感と表情のあるヘルモードのストーリーを是非楽しんでいただきたいです。

　それでは、次の巻もよろしくお願いします。
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